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新聞の新しい魅力、提案します 。

切抜き速報⑮シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用して頂きやすい形で提供し、幅広さと

深さを兼ね備えた情報誌として1 970年の創業以来多くの方にご愛読頂いております.
~ ~ Knnuk… 

お
仕
事
・
ご
興
味
に
あ
わ
せ
て
併
読
も
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す

。

お
申
込
、
お
問
い
合
わ
せ
は
下
記
窓
口
か

H
P

ま
で
!

切抜曹速報@

社会版
政治経済。法偉.国際関岳、歴史など、

時事問題の総覧と比僚からニュースを

深く理解し、 より良い社会を考える.

eA4 サイズ /96 頁月刊
.年間情腕刺 18.000 円 情偽 ，.田7肉+舶

.送料サービス

切t置き速報@

教育版
学級経営運営、教聡員、学校安全.

生徒指司、学習指導など.制宣教員

子どもを取り巻く問題の、傾向と対策.

eA4 サイズハ 68頁月刊
.年間崎臨調 27 .720 円 恒偽 25同7同+劃

.送料サービス

切篠宮速報@

食と生活版
貴の安全、賞品流通や貴の歴史文化、

貴育、給食など.栄聾官理指導や

京庭科教育に挽わる方、食品業界の方にも.

eA4サイズ /96 買月中l
.年間剛院刺 18.000 円 悼依 ，.晶?肉+船
.送料サービス

切t4き速報@

健康りてらしい
こころとからだの健康情報、医学基礎知鵬、

生活習慣改善、健康教育保健指導など.

セルフケアの実践に向けて.

eA4 サイズ /96頁月刊

・年間情院軒 18.000 円 惜偽 帰国7阿+船
.送料サービス

切銭き遺縄

保育と幼児教育版
保育行政.幼児教育の動き実肢から

子育ての知恵まで‘保育士、幼稚園教掛
はもちろん、子育て中の保担者にも.

eA4 サイズ /96 頁月刊
・年間鵬臨~ 1 8.000 円 憧偽，.田7阿+劃

.送料サービス

切鍍曹速報⑮

科学と環境版
新発見や研究成果、研究者、科学用語や

原理の解りやすい解説など、自然科学

技術に閲する知霞欲を刺置する情報跨.

・A4 サイズ /96 頁月刊
.年間鵬脱料 18.000 円 情銚 "曲ア伺+酎

・送料サービス

切銭曹速報@

福祉ニュース障害福組編
保育、教育、就労、福祉施般の取り組み、

行政の動きなど.さまざまな実館、報道から、

よりよい陣書福祉を考える.

eA4サイズ /96頁月刊
・2手間剛院~ 18.000 同 情銘 ，.曲?伺+酎
.送料サービス

切E証書速報⑮

福祉ニュース高節福紐編
高齢化社主の問題、介撞鱒般の取り組み、

社会保障行政など、介聾者と高齢者を

とりまく幅広い底題を掲蔵.

eA4 サイ ;( /96買月刊

.年間崎臨調 18.0∞円 【輔，.蝿7円令船

・送料サービス

コラム歳時記
全国の地方紙1 薗コラムを

寄月 1 90本厳選. 地減の話題、心動かされ

るエピゾードや時事問題など、

幅広い話題を幅広い視点で.

・A5 サイズ /208頁月刊

・年間耐院刺 1 5.000 円 出偽 13.8駒内+船
.送料ザーピス

切篠宮速報⑮

医療と安全管理総集版
病院運営、医療技術。倫理、医療従事者の

育成I労働環境、愚者心理支援など.

医療に挽わるすべての方に.

eA4 サイズ / 120頁月刊
.年間崎臨刺 23.940 円 憎体担 ，.，肉+劃

・送料サービス

本E志は、 発行日に確実にお手元にお送りするために予約情続での販売と、購続期間の自動継続システムをとっております. ご情

腕いただいている雑総が途切れることがないよう、お申し込みいただいた定期購読期聞が満了する 1 ヶ月ほど前に、郵便で継続

のご案内を差し上げます. お客さまから特に送本停止のご連絡がない限り定期購Z売を継続更新させていただきます. 定期購読期

間を気にして、メールや電話・葉書などでご連絡いただく必要がないシステムです.

0 1 冊980円 同体剖7円+税)

0特別製作による題字銀文字表示

銘柄によりファイルへの収納冊数が異なります.

4ファイル 1 冊の収納敏}

『相育版J' 6問(半年分)
『医療と安全官理輯聾版J 6冊(半年分)

その他銘柄7臆([コラム揖周目日リ在職<)" ' 12冊 ( 1 年分)

『医療と安全管理 総集版J 継続特典
『医曹と茸全官理総量版j を継続頂いた方に 1 冊プレゼン ト 必ご緑盤の方は郷社まで必ずご連絡〈ださも、

切抜き速報についての詳しい内容最新情報は I http://www.nihon-mic ∞.ip/ 

送料送り先

日00円大阪府

900円

1 .000円九州関東甲信越(山梨新潟畏野)

専用ファイルのご案内

近鰻中国四国北陸{石川福井富山) 烹海(静岡量知 三重晒・)

1. 100円東北

1 .400円

日却~[ニホン・ミツク

北海道沖縄



CKUP TOPCS⑫ 
[今号の話題5選]

精神医療を聞く
病院から地域ヘ
行政が示す、病院から在宅へという流れは、精神医療も例外ではありません。しかし、地域

住民の反対や、愚者本人に病識がないケースなど、精神科ならではの課題も多くありま

す.医療機関による治療の取り組みだけでなく、精神疾愚について正しく理解し、精神疾

愈のある人を同じ生活者として受け入れる土壊作りが求められています。

被災地医療のいま @ 乳がん患者から「普通jヘ@
2014年3月で、東日本大震災から3年が経ちました. 被災地

ではいまだ、医師や看護師などの医療従事者の不足が問

題となっています.被災地の地域医療を守るための取り組

みと、現状をまとめました.

乳がんは、早期発見で治療が比較的可能ながんです。 しか

し、治療を終えたとしても、乳房の喪失や変形による精神的

ダメージは決して小さくありません。喪失を埋め、乳がん患

者が「普通J に戻るための支援とは。

災害弱者のために @ 命の終え方 @ 
災害で直接的に命が奪われなかったとしても、人工透析や

人工呼吸器が必要な人は、その後の状況によってすく1こ命

に関わる事態となります. 災害時要援援者をどう支援して

いくか、計画の策定は進んでいるのでしょうか.

今年2月にベルギ で安楽死の年齢制限が撤廃されまし

た。 日本でも、終末期が語られるようになってきています

が、「自分で決めるJ ことはそう容易い事ではありません. 自

分の希望と正しい知識による、意思決定を考えます。
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テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など 都掲載期間外の新聞記事も掲載いたします.NTENTS 
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(東
京
)

医
師
国
家
試
験

合
格
率
9

割
超

3

・

叩
読
売
新
聞
(
東
京)

参
加
型
実
習
の
鉱
大
課
題

医
学
教
育
遅
れ
る
国
際
対
応

3

・

H
読
売
新
聞

(東
京
)

技
術
・
療
法

[
乙
の
人
に
聞
き
た
い
]
医
学
部
と
中
小
企
業
連
携
の
メ
リ

ッ

ト
は
3

・
6

朝
日
新
聞

(大
阪
)

点
滴
着
脱
ワ
ン
タ
ッ

チ
:
:

:

3

・
1

中
日
新
聞

(三
重
)

42 45 46 48 49 50 50 51 52 53 53 54 54 55 55 56 57 

3 
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[
透
視
図]
中
小
企
業
と
医
療
双
方
を
つ
な
ぐ

「
通
訳
」
必
要
3

・
引
朝
日
新
聞
(
大
阪
)

濁
っ
た
角
膜
細
胞
移
植
で
晴
れ
る

3

・

M
M朝
日
新
聞
(
大
阪
)

喉
に
挿
入
脳
を
急
速
冷
却

・:
:
j

i

--
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
3

・
叩
毎
日
新
聞
(大
阪
)

傷
治
す
た
ん
ぱ
く
質

抗
菌
作
用
も
:
j
i

-
-
::
・
・:
:
:
:
3

-
m毎
日
新
聞
(
大
阪
)

世
界
初
2

心
室
修
復
に
成
功

3

・
却
神
戸
新
聞

2

歳
男
児
手
術
、
退
院

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
臨
床
へ

l
p
S

細
胞
:

:

3

・
7

毎
日
新
聞
(
東
京
)

再
生
医
療
雛
病
の
子
に
光
「低
フ
ォ
ス
フ
ア
タl
ゼ
症
」
の3
歳
児
3
-
m
朝
日
新
聞
(
大
阪
)

実
用
化
へ
準
備
加
速

「
再
生
医
療
元
年
」
高
ま
る
熱
気
3

・
5

毎
日
新
聞
(
東
京
)

が
ん
進
行
数
式
で
予
測

3

・
叩
日
本
経
済
新
聞

転
移
防
ぐ
治
療
に
道

「
舞
台
医
学
」
日
本
初
の
研
究
会

3

・

5

北
海
道
新
聞

病
院
運
営

動
く
が
ん
狙
い
撃
ち

陽
子
線

精
度
よ
く
照
射

3

・
泊
朝
日
新
聞
(札
幌
)

問
い
合
わ
せ
既
に
1
0
0

件
・
:

3

・

市
北
海
道
新
聞

東
京
湾
岸
を
一
望
「
未
病
」
メ
ニ
ュ
ー病
院
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
変
身3

・
叫
産
経
新
聞
(
東
京
)

退
院
後
の
生
活
早
め
に
準
備

3

・
泊
中
国
新
聞

「
赤
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
い
」
認
定

母
乳
育
児
を
推
進

3

・
幻
十
勝
毎
日
新
聞

病
院
分
割

6

キ
ロ
総
力
戦

3

・
3

信
濃
毎
日
新
聞
・
・
:

[
空
間
新景
]
工
区

、

順
繰
り
に
移
し
替
え

・
:
:
:
:
:
:
:

3

・
5

日
経
産
業
新
聞

57 58 58 59 59 60 60 61 62 63 64 64 65 66 67 68 69 

4 

地
域
医
直
僚
を
支
え
る

連
鷲
・
地
域
医
療
明
日
を
見
つ
め
て

-
2
餓
負
担
の
先
に

北
海
道
厳
聞

1 

医
-
-
R
t伎
の
初
山
別

過
疎
高
齢
化
唱
え
る
雲
師

2

・
鵠
・
河

2 

保
険
副
刊
絡
・2

住
む
町
で
初
万
円
も
の
遣
い

:
:
:
2

・
幻
:
:
・
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
n

設
街
道
歩
の
裏
で

保
験
適
用
経
済
性
が
盟
に

2

・

n

3 4 

無
駄
を
な
〈
せ

コ
ン
ビ
-
-
a
z
惨
で
幽
費
噌
:
:
:
3

・
1

:
:
j
i

-
-
j
i
-
-・
:
:
刀

5 

予
防
の
力

健
一
惨
促
しE
-
S化
を
回
選

j
i
-
-
3

・
2

・

刊

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

海
外
医
師
が
読
影
:
:
・j
e
-
-
j
i
-
-
3

・

初
肢
阜
新
聞

75 

深
夜
の
急
患
C
T

入
退
院
時
支
援
途
切
れ
な
い
よ
う
に

3

・
同
信
濃
毎
日
新
聞:
:
:
:

75 

情
報
提
供
書
で
連
携

患
者
・
家
族
支
援脳

な
ど
に
炎
症
繰
り
返
す
「多
発
性
硬
化症
」
3

・

初
神
戸
新
聞:
:

76 

愈
者
会
発
足
、
情報
共
有へ

年
金
、
生
活
設
計

・

・
悩
み
に
F
P

対
応

3

・
3

産
経
新
聞
(
東
京
)

77 

働
く
難
病
患
者
増
え
る

3

・

5

北
海
道
新
聞

・

78 

が
ん
患
者
就
職
支
援
へ
連
携

3

・

4

静
岡
新
聞

79 

出
張
相
談
で
求
人
絹
墜

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

受
け
継
ぐ
死
生
観
が
消
失

介
護
、
医
療
の
不
安
反
映

3

・
6

北
園
新
聞

80 



テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事などー郁掲載期間外の新聞記事も掲載いたします.NTENTS 

ホ
ー
ム
ホ
ス
ビ
ス

3

・
川
秋
田
魁
新
報

秋
田
市
に
開
設
へ

「
末
期
で
も
在
宅
」
二
の
足
が
ん
想
定
で7
割
、
認
知
症
9

割
3

・
5

下
野
新
聞

住
み
慣
れ
た
場
所
で
最
期関
心
高
ま
る
「
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」
3

・
げ
山
梨
日
日
新
聞:
-
e
e
e
・
-

医
療
倫
理

中
絶
規
制
広
が
る

米

手
術
し
た
医
院
に
終
日
抗
議

:
・
3

泊
朝
日
新
聞
(
大
阪
)

朗
報
か
「
新
た
な
命
の
選
別
」
か

3

・
引
朝
日
新
聞
(
東
京
)

医
薬
品

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
、
選
ん
で
い
ま

す
か

3

・

8

朝
日
新
聞
(
東
京
)

処
方
実
績
、
診
療
所
と
共
有

抵
抗
感
和
ら
げ
る

・
3

お
日
経
産
業
新
聞

薬
剤
師
が
「
診
察
前
面
談
」
医
師
に
処
方
提
案
、
副
作
用
減
る3

・
お
中
日
新
聞・・
・
:

抗
が
ん
剤

3

・
お
静
岡
新
聞

副
作
用
分
か
り
ゃ
す
く

医
療
行
政
・
人
事

死
因
究
明
推
進
な
お
課
題

無
視
で
き
ぬ
遺
族
感
情

・
:
:

3

・
3

信
濃
毎
日
新
聞
-
j
i
-
-

子
供
の
遺
体
画
像
診
断
鉱
充

3

・

叩
毎
日
新
聞
(
東
京
)

虐
待
死
見
逃
し
防
止

生
活
保
護
4
3
2
8

人
向
精
神
薬
重
複
処
方

3

・
初
産
経
新
聞
(
東
京
)

医
療
費
過
大
支
払
い
横
行

検
査
院
調
査

J
i
-
-

3
-
m毎
日
新
聞
(
東
京
)
・
・

意
見
・
社
説

連
蔵
・
身
近
な
媛
闘
を
詰
み
解
〈
や
さ
し
い
経
済
学

篇
6

章
医
織
の
公
平
性
と
は

日
本
経
済
新
聞

官

曲
が
り
角
の
日
本
の
医
療
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
・
:
・:
:
2

・
円
・:j
i
-
-
i
j
i
-
-

・
:
幻

81 

医
療
の
賀
野
価
鑓
し
〈
:

2

・
叩

93 

2 

82 

自
由
政
任
で
避
に
非
効
率

j
i
-
-
j
i
-
-
j
i

-
-
2

・
叩
:

94 

3 

83 

4 

医
簡
と
患
者
に
情
績
格
建
・
...
.
 

2
-
m

-M
 

5 

受
睡
眠
し
や
す
さ
の
矛
盾j
i
-
-

i
j
i

--
j
i
-
-

2

・
引

95 

84 

6 

適
切
な
判
断
促
す
代
理
人

:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
2

・

M
:
:・j
i
-
-
:
:
j
i
-
-

弱

7 

勘
様
づ
け
の
問
題

-
2

・
お

85 

適
切
な
制
度
飯
計
で
間
導

:
j
i
-
-
:
・:
:
j
i

--
2

・

m

96 

8 9 

分
割E
で
高
ま
る
効
率

2 

27 

97 

86 

10 

政
府
の
果
た
す
べ
き
役
割

2
-
m

釘

87 

[
患
者
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
]
情
報
提
供
細
か
な
配
慮
を
2

・
4

毎
日
新
聞
(
福
岡
)
:
・

98 

88 89 

ア
ィ
オ
パ
ン
問
題

99 

名
郷
院
長
に
聞
く

3

・

7

産
経
新
聞
(
東
京
)

医
療
ニ
ュ
ー
ス

90 

存
在
す
る
の
か
i
o
-
-

・:
j
i
-
-

・:

3

・

U
産
経
新
聞
(
東
京
)

100 

S
T
A
P

細
胞

91 

-
:
3

・

市
東
京
新
聞

100 

S
T
A
P

細
胞
疑
惑
理
研
と
は

92 

[
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
]
「
未
熟
だ
っ
た
」
で
終
わ
ら
な
い
:

3

・
叩
日
経
産
業
新
聞:
j
e
e-
-
101 

92 

連
載
・
医
療
の
現
場
か
ら

徳
洲
会
発
と
彫

繭
目
本
昌
朝
間

t 

担
い
手

n,
h nu 

・
3

・
円:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
ω

「
・
措
置
の
省
」
使
命
感j
i
-
-
:
:
:
3
・
叩j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-・
制

竃
曽
需
の
島
々
-
手
に

3

・
叩

2 

組
織
力

「
過
疎
勉
の
た
め
に
」

3 

曲
四
命
救
急

5 
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4 

総
合
惨
銀

、
，

p
a

幅
広
い
・量
級
に
対
応
:
:
・
:
i
j
i
-
-

3
・
悶
:
:
:
i
j
i
-

-
:
:
:
:
:

0

・

1

、
.
，

e
阜

商
傷
者
の
安
心
纏
う

:
:
・
:
:
-
j
i
-
-

3
・
M
Ai-
-
:
・
:
:
:
:

:

:
:

・
:
:

0

5 

湾
人
隠
可

A
型
肝
炎
患
者
急
地

今
年
す
で
に
昨
年
上
回
る

:
:
:

3
・

2
日
本
経
済
新
聞
j
a

性
交
渉
で
年
4
0
00
人
感
染

成
人
T
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス3
・
巾
読
売
新
聞
(
東
京
)

先
天
性
股
関
節
脱
臼

叩
%
が
診
断
遅
れ
:
:
・
・
・
・
j
i
-
-
-3

・
げ
読
売
新
聞
(
東
京
)

海
外
の
話
題

囚
人
の
妻
体
外
受
精
続
身
パ
レ
ス
チ
ナ

刑
務
所
か
ら
夫
の
精
子
3

・
5

読
売
新
聞
(
東
京
)

[
上
海
交
差
点
]
医
師
へ
の
「
心
付
け
」
禁
止
令
::
:

3

・

3
毎
日
新
聞
(
東
京
)

医
療
事
故
・
訴
訟

蓄
膿
症
手
術
ミ
ス

3

・

1
朝
日
新
聞
(
福
岡
)

患
者
の
左
目
失
明

病
院
や
県
へ
の

賠
償
請
求
棄
却
;
E
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
3

・

市
山
陽
新
聞
:
j
i
-
-

-
:

遺
族
と
町
側
が
和
解
・
:

3
-
m
東
奥
田
報:・
:
:
・

患
者
女
児
と
道

1
8
0
0
万
円
で
和
解

:
L
i
-
--
-

3
・
m
毎
日
新
聞(札
幌
)

薬
局
側
、
8
0
0
0
万
円
支
払
い名
前
似
た
薬
処
方
植
物
状
態
3
・
U
読
売
新
聞
(
大
阪
)

服
薬
指
導
怠
り
高
度
障
害
・
-
e-

3
-
m
高
知
新
聞

徹
送
の
女
性
帰
宅
後
に
心
肺
停
止

|

脳
に
障
害
:
3
-
m
信
濃
毎
日
新
聞

医
療
安
全

医
療
事
故
報
告
3
0

0
0
件
超
す

3
・

U
日
本
経
済
新
聞

院
内
感
染
3
年
間
で
1
1
0
人

新
型
耐
性
菌
の
可
能
性
3
・
泊
朝
日
新
聞
(
大
阪
) 106 106 107 108 109 110 110 110 110 110 1

 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 

112 

「
隠
れ
耐
性
菌
」
西
日
本
で
鉱
大
か

-a
a
-
-

3
・
剖
朝
日
新
聞
(
大
阪
)

封
じ
込
め
感
染
爆
発
前
に

3
・
引
朝
日
新
聞
(
大
阪
)

医
薬
品
・
技
術
の
安
全

過
剰
投
与
「
組
織
的
な
問
題
」

医
師
の
責
任
も
指
嫡
・
:
3
・
引
山
梨
日
日
新
聞

向
精
神
薬
多
剤
処
方
を
制
限

3
・
7
読
売
新
聞
(
東
京
)

抗
が
ん
剤
副
作
用
4

人
死
亡

3
・

U
競
売
新
開
(
東
京
)

子
の
薬
の
量
親
4
割
独
断

回
数
も
増
減

3
・
2
読
売
新
聞
(
東
京
)

[
風
]
医
療
が
健
康
を
む
し
ば
む

3
・
げ
北
海
道
新
聞

プ
レ
l

パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
4
年
3

/
1
1
3

/
7
3
・
8
朝
日
新
聞
(
東
京
)

プ
レ
|
バ
ッ
タ
ー
週
間
2
0
1
4
年
3

/
8
1
3

/
凶
3
・
日
朝
日
新
聞
(
東
京
)・

プ
レ
l

パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
4
年
3

/

市
1
3
/
引
3
・
辺
朝
日
新
聞
(
東
京
)

プ
レ
|
パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
4
年
3

/
辺
|
3
/
泊
3
・
m
朝
日
新
聞
(
東
京
)

天
筒
春
呼
ぶ
枝
先

3
・
自
信
濃
毎
日
新
聞

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
開
花

1
 
1
 
1
 

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

:
・
・

6 

112 113 114 115 115 115 116 117 117 117 117 
表
紙119 



~~民
障
害
者
が
現
在
入
所
し
て

い
る
施
設
や
入
院
し
て
い
る

病
院
を
出
て
、
地
減
の
グ
ル

ー
プ
ホ
l

ム
な
ど
で
生
活
で

き
る
よ
う
に
導
く
「
地
域
移

行
支
援
事
業
」
。
国
は

2
0
1

4

年
度
か
ら
、
生
藷
保
護
を

受
け
て
い
る
障
害
者
が
暮
ら

す
保
護
施
設
に
も
対
象
を
広

げ
る
。

食
事
や
入
浴
な
ど
の

手
助
け
を
し
て
障
害
者
に
地

域
で
暮
ら
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
試
み
だ
。
(
佐
藤
一
)

札
幌
市
東
際
貢
蔀
穂。
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
近

く
に
す
っ
き
り
し
た
建
物
が
見

え
る
。

地
域
受
付
支
援
の
取
り

組
み
を
ま
る
保
護
施
設
「
明

啓
院
」
だ
。

窓
の
外
を
ず
っ
と

眺
め
て
い
る
男
性
、
た
え
ず
ふ

き
掃
除
し
て
い
る
初
老
の
男
性

・
:。

集
会
所
か
ら
は
カ
ラ
オ
ケ

の
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

人
と
の
関
わ
り
苦
手

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る

明
啓
院
で
生
活
し
て
い
る
の
は

ロ
年
度
末
で
男
性
引
人
、
女
性

別
人
の
計1
5
8

人
。
定
員1

6
0

人
が
ほ
ぼ
埋
ま
っ
た
状
態
に
い
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
地
近
く
の
ア
パ
ー
ト
の

1

室
が
信
体
、
知
的
障
害
者
の
退
所
と
、
の
支
え
が
あ
れ
ば
暮
ら
し
て
い

だ
。

最
高
齢
はm
m歳
の
女
性
で
、
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
l

ム
な
ど
他
り
、
2

人
の
男
性
に
住
ん
で
も
精
神
科
に
入
院
す
る
精
神
障
害
け
る
障
害
者
が
い
る
場
合
、
そ

灯
年
間
暮
ら
す
男
性
も
。

障
害
の
福
祉
施
設
で
暮
ら
す
の
は
難
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

2

入
者
の
退
院
を
促
し
て
い
る。
道
の
地
減
を
専
門
に
担
当
す
る

者
は
全
体
の8
割
に
あ
た
る
1

し
い
。

人
と
接
す
る
の
は
う
ま
は
施
設
を
出
て
暮
ら
せ
る
よ
の
調
査
で
は
道
内
に

2
1
2

あ
「
相
談
支
援
専
門
員
」
が
、
グ

2
1

人
。
う
ち
身
体
や
知
的
と
く
な
い
の
で
け
ん
か
も
絶
え
な
う
、
職
員
の
支
え
を
受
け
な
が
る
入
所
施
設
の
障
害
者
は
ロ
年
ル

l

プ
ホ
l

ム
な
ど
の
住
属
を

の
重
複
を
含
め
た
精
神
障
害
者
い
」
と
話
す
。

ら
食
事
作
り
な
ど
家
事
の
練
習
度
の1
年
間
で
1
1
4

人
減
探
す
。

そ
の
上
で
、
家
事
援
助

は
別
人
い
る。

そ
れ
で
も
厚
生
労
働
省
の
制
を
始
め
る
。

り
、
ロ
年
度
末
現
在
で
1

万
5

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
試
し
に
利

山
田
郡
ぽ
設
長
は
「
こ
こ
度
重
量
ま
え
角
か
ら
「
こ
こ
か
ら
出
て
戸
き
こ
と

6
1
人
だ
っ
た
。
用
し
た
り
、
妻
住
む
か
も
し

一
方
、
厚
労
省
に
よ
る
と
、
れ
な
い
住
居
に
体
験
宿
泊
し
た

食
事
や
入
浴
支
援
自
立
促
す
蒔
沖
群
斡
計
れ
れ
官
備
を
進
め
て
い
く
仕

に
2
0
7

カ
所
で
約2
万
人
が
今
回
の
制
度
変
更
で
は
、
刑

が
で
き
る
人
は
今
ま
で
の
経
験
倖
寵
し
、
道
内
は
札
幌
と
函
館
、
務
所
な
ど
矯
正
施
設
か
ら
山
崩

で
年
2

人
く
ら
い
か
な。
そ
れ
歌
志
内
の
3

市
に
9

カ
所
あ
す
る
障
害
者
も
対
象
に
加
え
ら

が
現
実
で
す
」。
山
団
施
設
長
り
、
却
す
人
が
暮
ら
す
。

こ
の
れ
た
。

す
で
に
、
各
都
道
府
県

は
そ
う
思
っ
て
い
る。

中
に
地
域
で
の
倖
奮
が
好
ま
し
に
設
け
ら
れ
子
高
嵩
笠
宮
定
着

い
障
害
者
が
い
る
可
能
性
も
あ
守
護
セ
ン
タ
ー
が
住
居
の
確
保

矯
正
施
設
出
所
者
も

、
厚
労
省
は
新
た
な
対
象
に
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

障
害
者
の
地
域
移
行
支
援
加
え
る
こ
と
に
し
た。

ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、

は
、
ロ
年6
月
に
成
立
し
た
障
障
害
者
を
ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
の
実
情
に
詳
し
い
相
談
支

害
者
総
合
亨
議
窪
で
強
く
求
め
地
減
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
導
く
援
専
門
員
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
厚
労
の
だ
ろ
う
。

あ
る
地
域
の
中
で
ら
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
費
付
を

省
は
入
所
施
設
で
暮
ら
す
身
体
寵
す
る
意
向
が
あ
り
、
福
祉
目
指
す
と
い
う

。

どう導く障害者の地域共生
移行事業保護施設も対象

精
神
医
療
を
聞
く

i

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

入所する障害者に地減での生活を促す取り組みを始める
ことにした札幌の保謹施設「明啓院」。ただ、どれだけ
の障害者を地協に戻せるか悩みは尽きない

地
域
の
受
け
皿
不
十
分

障
害
者
の
入
所
施
般「松
泉
グ
者
が
地
域
で
暮
ら
す
チ
ャンス
が

ル
l

プ
」
(小
梅
)
の
光
泊
昌
久
増
え
る
こ
と
で
喜
ば
し
い

。

さ
ら

(み
つ
ま
す
・
ま
さ
ひ
さ)
総
合
に
触
法
の
障
害
者
に
対
し
て
、
地

施
段
長
の
話
「
撮
移
行
支
援
軍
吉
定
着
毒
セ
ン
タ
ー
が
相

の
対
象
が
広
が
る
こ
と
は
、
陣
容
談
支
援
専
問
民
と
連
携
レ
て
対
応

す
る
こ
と
は
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
り
、
再
犯
防
止
に
つ

な
が
る。
た
だ
、
地
域
の
受
・
7

血

が
十
分
と
は
い
え
ず
、
相
談
支
援

に
携
わ
る
事
業
者
は
早
急
に
対
応

で
き
る
態
勢
を
整
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月

7
日
(
金
)

7 



精
神
医
療

を

開
く

1

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

，
一
者
訪
問
活
動
を
強
化

笠
間
市
旭
町
の
県
立
と
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
(
土
井
永
史
院
長
)
が
、
医
師

や
保
健
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
で
チ
1

ム
を
組
み
、
伺
ら
か
の
糟
神
疾
患

が
あ
る
人
た
ち
へ
の
訪
問
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る

。

周
囲
の
人
や
支
援
者
の

情
報
に
基
づ
き
、
受診し
て
い
な
い
潜
在
的
な
患
者
に
接
触
し

、

病
院
で
の診

察
に
つ
な
げ
た
り、

家
族
を
ケ
ア
す
る
の
が
狙
い
だ
。

活
動
は
病
院
側
か
ら
地

域
に
出
向
く
「
ア
ウ
ト
リ
l

チ
」
の
一
環
で
、
閉
鎖
的
な
印
象
が
残
る
精
神
科

病
院
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
。

2
0
1

1

年
度
に
県
立

友
部
病
院
か
ら
名
称
変
更

し
た
問
セ
ン
ター
は
、

組

織
改
編
で
福
祉
連
携
サ
ー

ビ
ス
部
を
新
設
し
た

。

背
最
に
は
糟
神
疾
患
を

め
ぐ
る
難
し
い
現
状
が
あ

る
。

本
人
が
病
気
を
自
覚

し
な
か
っ
た
り、

精
神
科

に
抵
抗
を
感
じ
て
当
事
者

を
隠
そ
'
マ
と
す
る
家
族
も

お
り
、

受
診
し
な
い
ケ1

ス
は
少
な
く
な
い
の
が
実

態
だ
か
ら
だ。

こ
の
た
め、

同
セ
ン
タ

ー

は
同
部
を
中
心
に、

精

神
疾
患
者
を
援
助
す
る
市

町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

の
定
期
会
議
を
持
ち

、

困

難
な
事
例
な
ど
の
情
報
共

有
に
取
り
組
む。

同
年
度

に
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し

た
小
美
玉
、

笠
間
両
市
を

皮
切
り
に
、
現
在
は
近
隣

5

市
町
を
対
象
に
定
期
会

議
を
実
施
中
だ

。

定
期
会
議
で
未
受診
や

治
療
を
中
断
し
た
事
例
が

挙
が
る
と、

同
病
院
の
チ

ー

ム
訪
問
が
動
き
出
す

。

こ
れ
ま
で
に
訪
問
を
通
し

て
受
診
に
結
び
付
い
た
ケ

ー

ス
は
計8
件
に
上
る。

同
部
の
石
川
美
恵
子
部

長
は
「
こ
れ
ま
で
は
精
神 地域と連携

受診や家族支援
科
の
医
師
や
ケ
ー
ス
ワー

カ
ー

が
地
域
に
出
る
発
想

は
な
く

、

患
者
を
待
つ
姿

勢
だ
っ
た
」
と
話
す。

定
期
会
議
で
把
握
し
た

以
外
で
も
、
同
セ
ン
タ
ー

は
積
極
的
に
対
応
し
て
い

る
。石

岡
市
の
女
性
(
九
)
は

数
年
前、

2

人
で
暮
ら
す

夫
(
位
)
の
異
変
に
気
付
い

た
。捨

て
ら
れ
て
い
た
壁
時

計
や
風
呂
の
ふ
た
を
自
転

車
に
積
ん
で
持
ち
帰
り

、

自
宅
敷
地
は
H

ご
み
麗

敷
H
と
化
し
た
。

夫
は

「
今
の
人
は
物
を
粗
末
に

す
る
か
ら
」
と
自
ら
の
行

為
を
正
当
化
し
た

。

だ

が
、
生
活
は
荒
れ
、
風
呂

も
入
ら
ず、

食
事
は
ビ
ー

ル
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
だ
け

に
な
っ
た

。

女
性
は
睡
眠
不
足
で
睡

眠
薬
に
頼
る
よ
う
に
な

り
、

友
人
に
窮
状
を
打
ち

明
け
た。

こ
の
友
人
が
偶

然
、

同
セ
ン
ター
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
。

友
人

か
ら
相
談
を
受
す
た
石
川

部
長
と
保
健
師
が
昨
年
4

月
に
女
性
宅
を
訪
れ
、

ま

ず
は
悩
み
を
聞
い
て
精
神

的
に
ケ
ア
す
る
姿
勢
に
徹

し
た

。

3

カ
月
後
の
同
年7
月

に
は
同
セ
ン
ター
の
医
師

が
休
診
日
に
夫
と
面
会

。

不
自
然
に
思
わ
れ
な
い
よ

う
「
た
ま
た
ま
近
く
に
来

た
だ
け
」
と
説
明
し
た
。

夫
が
以
前
悪
く
し
た
耳
の

検
査
を
口
実
に
し
て
、
受

診
さ
せ
た。
夫は
認
知
症

と
判
明
し
た。

夫
は
こ
れ
以
降

、

毎
月

工
回
通
院
し
、
薬
を
処
方 さ

れ
て
い
る。
病
状
は
徐

々
に
回
復
、
約1
年
前
に

は
ご
み
も
集
め
な
く
な
っ

た
。

同
セ
ン
ター
に
紹
介

さ
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
勧
め
で、

今
年
日
月
か

ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通

市
つ。女

性
は
ご
人
で
問
題

を
抱
え
ど
う
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
かっ
た
が、

(
同
セ
ン
ター
を
頼
っ

て
)
す
が
る
も
の
が
で
き

た
。

話
を
聞
い
て
も
ら
え

る
の
が
一
番
う
れレ
か
っ

た
」
と
打
ち
明
け
る
。

同
セ
ン
ター
は
「
県
立

の
精
神
科
病
院
として
旗

振
り
役
と
な
り、

関
係
機

関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ

く

っ
て
『
地
域
に
聞
か
れ

た
病
院
』
を
目
指
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。

(
斉藤
明
成
)

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
3

年
吃
月
M
日

{火
)
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{③員長主主主主理線版

病
ア
の
ケ
心
で
い
診
重
往

l 羽島市の医師・杉田さん |

「
患
者
に
寄
り
添

か
ぱ
ん
に
カ
ル
テ
や
血

庄
町
パ
ソ
コ
ン
を
世
話
込

む
と
、
白
衣
姿
で
車
に
乗

り
込
む。
毎
日4
1
8

人
の

患
者
の
自
宅
を
回
る
。

-
人

当
た
り
の
診
療
時
間
は
叩

分
か
ら1
時
間
ほ
ど。
身
の

上
話
や
愚
痴
に
も
耳
を
傾

け
る
。

会
え
な
い
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
る
が
「部
屋
の
状
態
や

冷
蔵
庫
の
中
を
見
る
こ
と

で
、
本
人
の
精
神
状
態
が
分

か
る
」
。生
活
状
況
が
把
握

で
き
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。県

内
や
愛
知
県
北
部
に
住

む
患
者
の
往
診
に
応
じ
て
い

る
。

患
者
の
家
族
で
組
織
す

る
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
会

連
合
会
の
久
保
田
正
司
副
理

事
長
(η
)は
「自
宅
で
病
を

克
服
す
る
こ
と
で
、
本
人
や

家
族
に
と
っ
て
も
自
信
に
な

る
。

そ
の
自
信
が
自
立
に
つ

な
が
る
」
と
こ
の
取
り
組
み

を
高
く
評
価
す
る
。

杉
田
さ
ん
は
医
学
生
の
こ

ろ
、
仏
教
書
を
読
ん
で
心
の

世
界
に
興
味
を
持
ち
、
精
神

桝
医
に
な
っ
た。
大
型
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
は
1

日
に
診
た
患
者
が10
0

人

に
達
し
た
こ
と
も
あ
り
、
­

人
当
た
り
の
診
察
時
聞
が
2

分
ぐ
ら
い
し
か
と
れ
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う。

重
度
の
患
者
は
長
期
入
院

べ
与
』
て
い
た
が
、
次
第
に

「患

者
や
家
族
だ
け
で
な
く
、
自

分
も
納
得
で
き
る
診
療
が
で

き
て
い
な
い」
と
疑
問
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た。

京
都
在
住
の
知
り
合
い
の

医
師
がA
C
T

に
取
り
組
ん

精
神
医
療
を
聞
く

i

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

従来医療への反省が原点
で
い
る
の
を
知
り「
じっ
く

り
と
診
察
で
き
、
患
者
に
寄

り
添
え
る」と
思
い
立
っ
た。

京
都
に
見
学
に
行
っ
た
り
A

C
T

に
つ
い
て
調
べ
た
り
す

る
よ
う
に
な
り
、2
0
1
2

年
に
は
約
初
年
間
勤
め
た
大

型
病
院
を
辞
め
、
個
人
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
設
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
患
者
を
隔
週

で
往
診
し
て
お
り
、
受
け
持

つ
こ
と
が
で
き
る
患
者
は

印
人
が
精
い
っ
ぱ
い
。

経
営

が
制
約
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

A
C
T

に
取
り
組
む
医
師

は
ま
だ
少
な
い
と
い
う
。

杉

田
ペ
ヤ
ん
は「医
師
の
押
し
つ

げ
で
は
な
く
患
者
の
ペ
ー

ス
で
適
切
な
治
療
が
で
き

る
。

A
C
T

が
も
っ
と
広
が

っ
て
ほ
し
い」
と
話
し
て
い

る
。

書霊命記
面活 \l宅揚/ー
で中で~ I!� 

制心臼る者
約へ本診を
さ Ltで療入
れ示は方院

雪ど霊宗主店
主買益吉雪
脅毛繁生主
可、掲 ω 年ラ

定lZ又f3 白

君主塁盗塁喜
店主事逗費量
i;TU カ、杢」F 稿
おらぷア瞳
ω、地 hz す害

岐
阜
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
1

月
9

日
{
木
)
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目指す英国流「家族支援」
精
神
医
療
を
開
く

1

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

精
神
障
害
者
の
家
族
を
支
え
る
英
国
式
の

訪
問
支
援
を
日
本
に
導
入
し
よ
う
と
、
精
神

障
害
者
家
族
の
全
国
組
織
、
全
国
精
神
保
健

福
建
蓮
合
会

(み
ん
な
ね
っ
と)
が
動
き

始
め
て
い
る。
三
月
に
は
、
英
国
の
専
門
家

を
招
き
、
そ
の
支
援
法
を
学
ぷ
講
演
会
を
東

京
と
京
都
で
開
く。

(佐
橋
大)

精
神
疾
患
の
再
発
抑
止
に
効
果

昨
春
、
英
国
パl
ミ
ン
ガ
ム

市
の
家
族
支
援
を
視
察
し
た
、

み
ん
な
ね
っ
と
副
理
事
長
の
木

全
義
治
さ
ん
(
愛
知
県
精
神
障

害
者
家
族
会
連
合
会
会
長
)
は

「
精
神
疾
患
の
問
題
を
本
人
と

家
族
に
押
し
つ
け
ず
、
社
会
で

支
え
る
意
思
を
感
じ
た
」
と
話

す
。英

国
は
介
護
者
支
援
が
盛

ん
。

患
者
と
同
列
に
家
族
が
支

援
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
日
本

と
の
大
き
な
違
い。
日
本
の
訪

問
看
護
な
ど
は
原
則
、
本
人
の

支
援
が
第
一。
家
族
の
支
援
は

本
人
の
療
養
環
境
を
整
え
る
た

め
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い。

み
ん
な
ね
つ
と
に
よ
る
と
、

パ
1

ミ
ン
ガ
ム
市
で
は
、
専
門

医
ら
の
判
断
で
、
メ
リ
デ
ン
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と

い
う
研
修
機
関
で
学
ん
だ
社
会

支
援
の
専
門
職
や
雪
護
師
な
ど

の
多
職
種
チl
ム
が
精
神
障
害

者
の
家
庭
を
訪
問
す
る
。

チ
ー
ム
は
家
族
一
人
一
人
に

「
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
」

を
聞
き
、
そ
の
解
決
に
取
り
組

む
。

再
発
の
兆
候
が
出
た
際
の

対
処
法
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
対

処
法
を
一
緒
に
考
え
た
り
、
治

績
の
見
通
し
に
不
安
が
あ
れ

ば
、
一
般
的
な
治
療
の
流
れ
を

説
明
し
た
り
、
本
人
の
服
薬
拒

否
が
あ
れ
ば
、
自
発
的
に
服
薬

で
き
る
よ
う
に
指
導
し
た
り
。

病
気
の
た
め
に
、
あ
つ
れ
き

が
生
じ
る
家
族
も
多
い。
そ
う

し
た
家
族
の
た
め
に
家
族
会
識

を
聞
き
、
お
互
い
の
思
い
が
伝

わ
る
よ
う
に
手
助
げ
を
す
る。

支
援
に
よ
っ
て
、
家
族
や
本
人

が
、
困
っ
た
状
況
を
自
分
た
ち

で
解
決
す
る
力
を
つ
け
て
い

く
。

そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
状
況

に
は
、
さ
ら
に
チ
l

ム
が
関
わ

り
、
困
難
の
解
消
を
手
助
け
す

対処法助言専門チーム訪問、
る
。

重
い
症
状
の
人
に
は
、
家

族
支
援
と
は
別
の
チl
ム
が
関

わ
る
。

英
国
の
調
査
で
は
、
医
師
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
て
い

る
患
者
で
、
家
族
支
援
を
受
け

な
い
人
の
九
カ
月
後
の
再
発
率

が
叫
%
な
の
に
対
し
、
受
け
た

人
で
は
6%
と
激
減。
さ
ら
に

月
一
回
の
ぺl
ス
で
家
族
支
援

を
受
け
続
け
た
人
の
二
年
後
の

再
発
率
が
げ%
と
、
引
き
続
き

低
率
に
抑
え
ら
れ
た
の
に
対

し
、
支
援
を
受
け
な
か
っ
た
人

は
幻
%
が
再
発
し
た。

「
支
援

の
効
果
は
高
い。
個
々
の
家
族

に
対
す
る
訪
問
支
援
を
日
本
で

も
」
と
、
み
ん
な
ね
っ
と
の
良

田
か
お
り
理
事
は
語
る。

<
V

一
方
、
日
本
で
は
、
家
族
支

援
が
十
分
で
な
い
と
い
う。
み

ん
な
ね
っ
と
が
全
国
の
家
族
会

員
約
四
千
五
百
人
を
対
象
に
ニ

0
0
九
年
に
実
施
し
た
調
査
で

は
、
患
者
の
病
状
悪
化
時
に
、

白
%
の
人
が
恐
怖
心
が
強
ま

り
、
回
%
が
精
神
状
態
や
身
体

の
不
調
が
生
じ
た。

患
者
の
症
状
が
出
て
か
ら
、

家
族
が
信
頼
で
き
る
専
門
家
に

相
談
で
き
る
体
制
が
で
き
る
ま

で
に
、
相
当
な
時
聞
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
も
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る。

み
ん
な
ね
っ
と
は
、
三
月
五

日
に
は
京
都
市
、
七
日
に
東
京

都
内
で
、
英
国
か
ら
研
修
機
関

の
所
長
-
2乞
招
き
、
家
族
支
援

を
テ
l

マ
に
講
演
会
を
聞
く。

そ
の
後
、
三
年
か
け
英
国
か
ら

支
援
技
術
を
学
び
、
一
七
年
に

は
、
支
援
者
の
支
援
技
術
を
身

に
付
け
る
た
め
の
研
修
会
を
自

前
で
聞
き
た
い
と
い
う
。

将
来

は
家
族
支
援
の
制
度
化
も
国
に

求
め
る
。

講
演
会
の
参
加
費
は
専
門
職

五
千
円
、
家
族三
千
円
。

申
し

込
み
は
ホ
l

ム
ベ
1

ジ
H

み
ん

な
ね
っ
と
で
検
索H
で
。

問
い

合
わ
せ
は
同
ね
っ
と
H

電
ω

(
6
9
0
7
)
9
2
1
1
H

へ
。
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~~拠出

ドJ
札
幌
市
は
新
年
度
、
精
神

疾
患
の
病
名
や
薬
の
処
方
内

容
な
ど
を
記
せ
る
「
こ
こ
ろ

の
安
心
力l
ド
」
を
作
る
。

医
療
機
関
を
通
じ
て
患
者
に

配
り
、
必
要
事
項
の
記λと

聾
事
呼
び
掛
け
る
。
治
療

内
容
を
一
覧
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
緊
急
時
の
診

察
を
同
婦
に
進
め
る
の
に
役

立
て
る
狙
い
だ
。

カ
ー
ド
は
五
つ
折
り
の
名

刺
サ
イ
ズ
。
表
面
は
生
年

る
。市

に
よ
る
と
、
精
神
科
や

心
療
内
科u
y
=巾
の
指
定
医

療
機
関
に
通
院
し
、
公
費
負

担
を
受
け
て
い
る
患
者
数

は
、
2
0
1
2

年
度
で3
万

5
5
7
3

人
。

過
去
5

年
で

約
1

・
3

倍
に
増
え
た
。
夜

間
や
休
日
の
緊
急
時
に
対
応

す
る
当
番
病
院
の
利
用
も
増

加
が
貝
会
広
れ
る
。

市
は
こ
の
た
め
、
主
治
医

以
外
の
医
師
が
患
者
に
的
確

病
名
や
処
方
内
容
記
入

市
、
来
月
か
ら
配
布

月
日
や
住
所
、
緊
急
時
の
な
治
療
を
行
う
支
援
策
と
し

連
絡
先
な
ど
の
記
入
欄
を
て
、
昨
年
日
月
に
発
足
し
た

設
け
る
。
裏
面
に
は
士
宮
間
医
検
討
会
で
カ
ー
ド
の
作
成
を

が
病
名
や
処
方
薬
の
内
容
、
決
め
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
な
ど
を
市
保
健
福
祉
局
は
「
正
確

記
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
に
症
状
が
医
師
に
伝
わ
る
こ

医
師
は
無
料
で
記
入
に
協
と
で
患
者
の
不
安
軽
減
に
も

力
。
患
者
が
緊
急
時
に
医
療
つ
な
げ
た
い
。
ぜ
ひ
活
用
し

機
関
へ
提
出
す
れ
ば
、
医
師
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

は
治
療
状
況
を
速
や
か
に
把
(
片
山
由
紀
)

握
で
き
る
。
市
は4
月
に
4

万
部
作
成
し
、
市
内
の
医
療

機
関
約
2
0
0

カ
所
で
配

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
刊
日
(
火
)

北
九
州
本
社
編
集
部

重
度
の
精
神
疾
患
が
あ
る
人

を
、
医
療
や
福
祉
関
係
者
が
チ
ー

ム
を
組
ん
で
在
宅
で
ケ
ア
す
る
拠

点
整
備
が
今
春
か
ら
、
福
岡
県
内

で
始
ま
る。
全
県
規
模
で
守
護
に

乗
り
出
す
の
は
全
国
初
の
試
み

だ
。

こ
れ
ま
で
家
族
の
引
き
取
り

拒
否
や
、
地
域
で
の
支
援
態
勢
が

不
十
分
な
こ
と
が、
精
神
疾
患
の

人
の
入
院
が
長
期
化
す
る
「
社
会

的
入
院
」
の
解
決
を
阻
ん
で
き
た

。

福
岡
で
の
取
り
組
み
が
、
そ
の
難

題
に
風
穴
を
あ
け
る
全
国
の
モ
デ

ル
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
精
神

疾
患
の
患
者
数
は
全
国
で
約
加
万

人
(
2
0
1
1年
叩
月
)。
そ
の

平
均
入
院
日
数
は29
6

・
1

日

で
、
入
院
患
者
会
葎
(
明
記
・

8

日
)

に
比
べ
て
突
出
し
て
長
い

。

そ
の
背
景
に
、
精
神
疾
患
の
人

の
退
院
後
の
受
け
皿
が
未
整
備
な

こ
と
が
あ
る。

取
材
で
会
っ
た
統

合
失
調
症
の
初
代
男
性
は
「
対
人

関
係
が
苦
手
で
、
福
祉
作
業
所
に

精
神
医
療
を
開
く

i

病
院
か
ら
地
域
へ

i

精神疾患ある人の社会的入院を減らせ
大
庭
麻
依
子

通
い
始
め
て
も
長
続
き
し
な
か
っ

た
。

家
族
と
も
う
ま
く
い
か
ず
、

ひ
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
」
と

悩
み
を
打
ち
明
け
て
く
れ
た

。

そ
ん
な
中
、
患
者
が
、
地
域
で

暮
ら
し
な
が
ら
社
会
復
帰
を
目
指

す
「
包
括
的
地
域
生
活
支
援(A

C
T
)」
と
呼
ば
れ
る
取
り
組
み

を
、
福
岡
市
の
一
般
社
団
法
人
「

Q

|
A
C
T

」
が
ロ
年4
月
に
始
め

た
。

医
師
、
看
護
師
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
作
業
療
法
土
が
チ
l

ム

を
組
み
、
訪
問
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う。

今
年
4
月
か
ら
は
、
お

お
む
ね
3
年
以
内
に
県
内
問
カ
所

に
拠
点
施
設
を
設
け
る
予
定
だ

。

症
状
が
悪
化
す
れ
ば
剖
時
間
態
勢

で
ス
タ
ッ
フ
が
駆
け
つ
げ
る

。

在

宅
で
の
手
厚
い
ケ
ア
が
、
患
者
や

家
族
の
安
心
感
に
つ
な
が
り
、
症

状
回
復
も
期
待
さ
れ
る
。

就
労
の

道
も
広
が
る
だ
ろ
う
。

医
療
費
の
抑
制
を
目
的
に
、
国

は
似
年
、
精
神
疾
患
の
人
の
地
域

医
療
に
重
点
に
置
い
た
叩
年
計
画 を

掲
げ
た。
本
年
が
期
限
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
約7
万
人
が
社

会
的
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
叩

年
前
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
だ。
全
国
で
約
日
カ
所

の
医
療
機
関
やN
P
O
法
人
が
A

C
T

に
取
り
組
む
も
の
の
、
財
政

面
や
人
材
不
足
な
ど
か
ら
、
運
営

が
厳
し
い
団
体
も
あ
る

。

「
退
院
し
た
い
」
「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
」
と
願
う

患
者
は
少
な
く
な
い

。

在
宅
ケ
ア

の
大
き
な
狙
い
は
、
住
み
慣
れ
た

場
所
で
家
族
と
共
に
自
分
ら
し
い

人
生
を
歩
み
た
い
望
む
患
者
の
た

め
に
、
そ
れ
が
可
能
な
態
勢
を
社

会
が
用
意
す
る
こ
と
に
あ
る

。

民

間
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
、

行
政
に
よ
る
報
酬
面
で
の
一
の

制
度
拡
充
も
必
要
た
ろ
う

。

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月

M
日
§
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半数に精神障害者や身寄りない人管理物件1000戸

人は変わる住を満たせば

精
神
医
療
を
聞
く

1

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

ある不動産屋の挑戦

国

1

月
間μ
目
、
岡
山
市
の
男
性
は

1

年
半
ぶ
り
に
外
の
日
差
し
を
浴

び
た
。

回
歳
独
身。
引
っ
結
し
の

た
め
木
造
アパ
ー
ト

2

階
の
部
屋

を
後
に
し
て
、
車
い
ず
の
ま
ま
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
5

人
に
支
え
ら

れ
外
階
段
を
下
り
る
。

青
空
を
見

上
げ
て
何
度
も
つ
ぶ
や
い
た
。

「
あ
り
が
た
い
、
あ
り
が
た
い
」

駆
け
込
み
寺

足
の
具
合
が
悪
く
て
歩
け
な
い

の
に
、
長
ら
く2
階
に
住
ん
で
い

た
。
朽
ち
た
ア
パ
ー
ト
で
隣
人
は

孤
独
死
し
た。

風
呂
は5
年
以
上

入
っ
て
い
な
い。
叩
♂
の
巨
体
の

た
め
デ
イ
サ
引
化
ス
に
も
連
れ
出

せ
ず
、
皮
膚
白
鮮
が
治
ら
な
か
っ

た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
転
居
先
を

探
し
た。
あ
る
不
動
産
業
者
か
ら

安
い
物
件
を
紹
介
さ
れ
た。
だ

が
、
「
生
活
保
護
受
給
者
や
保
証

人
の
い
な
い
高
齢
者
で
も
大
歓

迎
」
と
話
す
姿
勢
に
、
生
活
困
窮

者
を
食
い
物
に
す
るο
貧
困
ビ
ジ

ネ
ス
々
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
隣
ん
切

り
が
つ
か
な
か
っ
た。

呂
も
あ
る
。

安
付
用
の
手
す
り
も

つ
く
。

受
け
入
れ
た
の
は
、
市
内
の
不

動
産
会
社
「
阪
弁
土
地
開
発
」
の

阪
弁
ひ
と
み
社
長(
M
)
。

岡
山
で

住
ま
い
を
求
め
る
生
活
困
窮
者
の

駆
け
込
み
寺
に
な
っ
て
い
る

。

管
理
す
る
物
件1
千
戸
の
う

ち
、
半
分
は
身
寄
り
の
な
い
独
居

老
人
や
精
神
病
を
患
う
人
、
刑
務

所
か
ら
出
所
し
た
人
、
ホ
ー
ム
レ

ス
だ
っ
た
人
な
ど
、
社
会
の
セ
ー

フ
テ
ィ
1

ネ
ッ
ト
か
ら
こ
ぼ
れ
落

ち
そ
う
な
人
た
ち
が
暮
ら
す
。

き
ち
ん
と
眠
れ
て
い
る
か
。

食

事
を
と
っ
て
い
る
か
。
幻
覚
幻
聴

に
苦
し
ん
で
い
な
い
か
。

気
に
な

る
入
居
者
を
毎
日
の
よ
う
に
訪

ね
、
雑
談
後
は
お
き
ま
り
の
あ
い

さ
つ
「
チ
ャ
オ!
」
で
別
れ
る。

陽
気
な
人
柄。
住
人
は
「
阪
弁
の

お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ

。

以
前
は
ご
く
普
通
の
不
動
産
屋

だ
っ
た。

見
年
前
の
あ
る
入
居
者

の
男
性
と
の
出
会
い
か
ら
、
特
異

な
不
動
産
屋
に
な
っ
た
。

自
ら
保
証
人

「
誰
か
が
俺
を
殺
そ
う
と
し
て

い
る
」。

連
絡
を
受
け
て
部
屋
に

入
る
と
、
異
臭
が
す
る
。

ビ
l

ル

の
空
き
缶
が
散
乱
し
、
コ
パ
エ
が

飛
ん
で
い
た。
男
性
は
錯
乱
し
て

い
た
。

精
神
斜
病
院
で
統
合
失
調

症
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
診
断

さ
れ
た。

大
手
メ
ー
カ
ー
の
元
支
店
長
だ 大家を説得、入居後は足しげく訪問

厚生労働省は2004年に 「精神保
健医療福祉の改革ビジョンJ を公
表。 入院の必要性が低いのに家族
の都合や引き取り拒否により病院
生活を送る社会的入院を解消し、
精神障害者の社会復帰を図るとし
た。 社会的入院者は全国で約 5万
人。 愛媛県で精神秘病院を運営す
る公益尉団法人・正光会が実施し
た不動産業者へのアンケートによ
ると、住まいを貸す側も障害者へ
の偏見、連帯保証人の確保や入居
者とのトラブルへの不安を抱えて
いる。 不動産業者を対象にした07
年の厚労省研究班の調査では、精
神障害者に賃貸住宅を仲介した経
験がない業者は68%0 10件心人上伸
介したのは1. 3%だった。

精神障害者の地織移行
の
家
を
追
わ
れ
た。
か
つ
て
赴
任

し
て
い
た
岡
山
に
戻
り
、
酒
浸
り

の
末
に
発
症
し
た。

阪
弁
さ
ん
は
親
族
に
連
絡
し
た

が
、
突
き
放
さ
れ
た
。

「
関
わ
り
た

く
な
い
。

包
括
し
な
い
で
く
れ
」
。

そ
し
て
病
院
に
頼
ま
れ
た
。

「
患

者
の
退
院
後
の
住
ま
い
を
探
し
て

ほ
し
い
」。
病
院
に
は
、
こ
の
男

性
と
同
じ
境
遇
に
置
か
れ
た
患
者

が
大
勢
い
た。
相
談
に
乗
っ
て
部

屋
を
探
し
始
め
、
初
め
て
精
神
障

害
者
を
取
り
巻
く
現
実
を
知
っ

た
保
証
人
が
い
な
く
て
部
屋
を
借

り
ら
れ
ず
、
印
年
以
上
も
入
退
院

を
繰
り
返
す
人
が
い
た
。

入
居
者

に
精
神
障
害
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
「
地
価
が
下
が
る
」
と
怒
鳴
り

込
ん
で
き
た
人
も
い
た
。

大
家
を
渡
り
歩
き
、
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
頭
を
下
げ
た
。

少
し
ず

つ
、
受
げ
入
れ
て
く
れ
る
大
家
が

現
れ
た
。

身
寄
り
の
な
い
境
遇

を
嫌
が
る
大
家
に
は
、
阪
弁
さ
ん

平
穏
な
日
々

2

月
比
日
早
朝
、
阪
井
さ
ん
の

ア
パ
ー
ト
に
住
む
統
合
失
調
症
の

女
性
(
侃
)
が
病
で
亡
く
な
っ
た

。

身
寄
り
の
な
い
女
性
を
阪
弁
さ
ん

と
病
院
職
員
ら4
人
が
見
送
っ

た
。

市
営
東
山
斎
場
で
、
阪
弁
さ

ん
は
女
性
が
大
好
き
だ
っ
た
コ

l

ラ
を
棺
お
け
に
入
れ
、
火
葬
ボ
タ

ン
を
掬
し
た
。

5

年
前
ま
で
、
女
性
は
ネ
ズ
ミ

と
シ
ロ
ア
リ
が
巣
く
う
部
屋
に
初

年
以
上
暮
ら
し
て
い
た
。

台
所
や

ト
イ
レ
は
朽
ち
、
雨
漏
り
で
畳
は

腐
り
、
ヵ
ビ
に
覆
わ
れ
て
い
た

。

住
環
境
の
ひ
ど
さ
を
指
摘
す
る
阪

弁
さ
ん
に
、
大
家
は
「
精
神
障
害

者
に
は
誰
も
貸
さ
な
い
で
し
ょ
。

私
の
欝
意
な
の
よ
」
と
返
し
た

。

こ
の
ア
パ
ー
ト8
戸
の
住
人
は
す

べ
て
精
神
障
害
者
だ
っ
た
。

亡
く
な
る3
目
前
、
私
は
彼
女

が
転
居
し
た
阪
弁
さ
ん
の
ア
パ
ー

ト
を
訪
ね
て
い
た。
前
の
部
屋
は

い
う
。

「
文
句
を
言
う
と
追
い
出

さ
れ
る
と
思
っ
て
」
。

当
時
は
風

呂
に
入
ら
ず
ざ
ん
ば
ら
髪
、
同
じ

服
を
着
続
け
て
い
た
。
だ
が
転
居

し
て
変
わ
っ
た。
服
は
き
れ
い
に

た
た
ま
れ
、
ベ
ッ
ド
の
下
に
は
化

粧
箱
。

友
だ
ち
か
ら
「
似
合
う

ね
」
と
ほ
め
ら
れ
た
赤
い
口
紅
が

大
切
に
し
ま
つ
で
あ
っ
た。

「
『
こ
の
部
屋
、
ち
ょ
う
ど
え

え
よ
』
と
気
に
入
っ
て
く
れ
て
。

人
生
の
後
半
で
平
穏
な
日
々
が
送

れ
た
と
思
う
」
と
阪
弁
さ
ん

。

「
人
間
、
衣
食
住
が
大
事
と
い

う
け
ど
、
住
が
満
た
さ
れ
る
と
衣

食
ま
で
変
わ
っ
て
い
く
」
。

た
く

さ
ん
の
人
を
世
話
し
て
き
た
実
感

だ
。

掃
除
機
を
欲
し
が
っ
た
り
、

自
炊
に
挑
戦
し
た
り
す
る
入
居
者

が
何
人
も
い
る。
以
前
は
生
活
の

ほ
と
ん
ど
が
ヘ
ル
パl
頼
み
の
人

た
ち
だ
っ
た
。

(足
立
耕
作
)

。

「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
」
(
憲
法
お
条
)

。

現
実
は
ど
う
か。
差
別
や
偏
見
ゆ

え
に
最
低
限
の
住
ま
い
を
確
保
で

き
な
い
人
た
ち
の
苦
境
と
、
彼

ら
、
彼
女
た
ち
を
救
う
岡
山
市
の

不
動
産
業
者
の
取
り
組
み
を
3

回

に
わ
た
り
報
告
す
る
。

朝

日

(大
阪
)
・

朝
刊

2
0
1

4

年
3

月
4

日
(
火
)
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ら連携

弁護士や社会福祉士、医師ら参加

だかハコモノ屋
よ
う
や
く
見
つ
け
た
今
度
の
部
っ
た。

定
年
退
職
後
、
安
か
ら
一
→
一

屋
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の1
階
で
風
間
山
判
ぞ
突
き
つ
け
ら
れ
東
海
地
方

合
失
調
症
の
男
性
(
臼
)
の
部
屋
を

訪
ね
、
近
視
を
尋
ね
た
。

「
お
金
を
貸
し
て
も
返
っ
て
こ

ん
」
と
言
う
。
話
の
途
中
で
私
の

携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
。

阪
弁
さ
ん

か
ら
だ。

「
(
男
性
を
)
外
に
出

さ
な
い
で
」
。
沿
道
に
不
審
な
男

が
い
る
と
い
う
。
窓
外
に
自
を
や

る
と
、
若
い
男
が
見
え
た
。

男
性
は
毎
月
支
給
さ
れ
る
障
害

年
金
と
生
活
保
護
費
の
見
方
円
か

ら
誰
か
に
金
を
渡
し
て
い
た

。

「
お
金
が
な
く
て
ご
飯
が
食
べ
ら

れ
な
い
」
。
昨
年
暮
れ
、
周
囲
に

訴
え
、
発
覚
し
た
。

精
神
税
病
院

の
行
き
帰
り
に
見
知
ら
ぬ
男
と
話

し
て
い
る
姿
も
回
掌
さ
れ
た
。

聞

く
と
、
所
持
金
を
言
わ
れ
る
ま
ま

に
渡
し
て
い
る
と
い
う

。

阪
弁
さ
ん
は
以
前
、

精
神
や
知

的
障
害
が
あ
る
人
が
だ
ま
さ
れ
、

金
を
詐
取
さ
れ
て
い
る
と
医
療
関

係
者
か
ら
聞
い
て
い
た
。

本
人
や

弁
護
士
と
話
し
合
い
、
判
断
能
力

が
十
分
で
な
い
人
の
周
産
管
理
を

支
援
す
る
成
年
後
見
制
度
を
活
用

し
、
弁
護
士
が
金
銭
管
理
す
る
こ

と
に
し
た。

7

階
に
住
む
統
合
失
調
症
と
知

的
障
筈
の
女
性
(
担
)
は
、
却
代
の

数
年
間
で
酒
に2
千
万
円
以
上
費

や
し
た。

岡
山
で
生
ま
れ
、
両
親

の
離
婚
後
、
父
親
が
育
児
放
棄
し

児
怠
養
護
施
般
で
育
っ
た
。

m
代

後
半
か
ら
埼
玉
に
い
た
母
親
の
元

ある不動産屋の挑戦

困

NPO設立

岡
山
市
の
不
動
産
会
社
長
の
阪

弁
ひ
と
み
さ
ん
(
臼
)
は

5

年
前
、

7

階
建
て
の
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
を

丸
ご
と
買
っ
た。
身
寄
り
の
な
い

高
齢
者
や
精
神
障
害
者
に
住
ま
い

を
貸
し
渋
る
多
く
の
大
家
を
み

て
、
自
ら
大
家
に
な
っ
た
。

J
R
の
駅
か
ら2
J
ほ
ど
の
マ

ン
シ
ョ
ン
は
臼
戸
。

多
く
は
精
神

障
害
者
が
住
む。
ソ
フ
ァ
が
あ
る

1

階
玄
関
脇
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

は
、
住
人
の
た
ま
り
場
だ
。

「
カ
ンペ
キ
人
聞
が
部
屋
に
居

座
っ
て
な
、
私
を
追
い
出
そ
う
と

す
る
」
「
大
変
や。
は
よ
出
て
行

っ
て
も
ら
わ
ん
と
い
け
ん
ね
え
」

住
人
同
士
、
毎
日
の
よ
う
に
顔

を
合
わ
せ
る
た
ま
り
場
は
、
孤
立

し
が
ち
な
お
互
い
を
支
え
合
う
揚

で
も
あ
る。
幻
覚
や
幻
聴
が
始
ま

る
と
、

ほ
か
の
住
人
が
気
づ
く
。

知
ら
せ
を
受
砂
た
阪
弁
さ
ん
が
病

院
に
連
絡
し
た
り
、

通
院
を
促
し

た
り
す
る。

成
年
後
見
活
用

阪
弁
さ
ん
の
紹
介
で2
階
の
統

ヘルパ一派遣や財産管理. • .入居の諸問題解決
や
病
院
職
員
が
保
証
人
に
な
っ

た
。

ど
ん
な
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
も

大
家
に
修
繕
を
求
め
な
か
っ
た
と

NPO法人

おかやま入居支鍾センター

身寄りのない高齢者や障害

者、虐待された人たちが抱え
る生活の諸問題を支援する。
弁護士や社会福祉士、精神税

医、不動産業者ら15人で構成

する理事会が対応を決める。
住居のあっせんを望む人には

アパートなどの物件を探す。
物件の賃貸保証には民間の保

証会社を活用するが、審査が

通らない場合は成年後見制度

に基づく後見役をつけるな

ど、金銭管理が確実にできる

ことを条件にセンターが保証
人になる。

に
身
を
寄
せ
た
。

ネ
オ
ン
衝
に
通

い
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
。

ほ
ぽ

毎
晩
、
ピ1
ル
却
本
に5
合
瓶
の

焼
酎3
本
。

飲
み
干
す
と
店
員
に

つ
が
れ
、
吐
い
て
は
飲
ん
だ。

「
飲
み
屋
の
蛍
業
電
話
が
し
つ
こ

く
て
、
断
れ
な
く
て
。

カ
モ
だ
っ

た
の
か
も
」

彼
女
が
お
歳
の
と
き
、
交
通
事

故
死
し
た
父
親
の
損
害
賠
償
金
か

ら
分
配
さ
れ
た3
千
万
円
は
、6

年
前
岡
山
に
戻
っ
た
と
き
4
0
0

万
円
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た

。

阪
弁
さ
ん
に
出
会
っ
て
部
屋
を
世

話
さ
れ
、
い
ま
断
沼
会
に
通
う

。

阪
弁
さ
ん
の
仲
間
の
社
会
福
祉
土

が
金
銭
管
理
し
て
い
る

。

お
互
い
に
補
完

こ
ん
な
人
た
ち
を
阪
弁
さ
ん
は

受
貯
入
れ
て
き
た。

「
私
は
福
祉

の
専
門
家
や
法
律
家
で
は
な
く
、

ハ
コ
モ
ノ
屋
」
と
言
う
。

入
居
者

の
家
賃
の
多
く
は
、
市
が
生
活
保

護
の
単
身
世
帯
に
支
援
す
る
住
居

精
神
医
療
を
開
く

1

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

費
上
限
の3
万
7

千
円。
そ
こ
か

ら
損
益
の
そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
く

。

「
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
つ
こ
と

が
前
提
」
。
そ
う
言
い
つ
つ
、
身

寄
り
の
な
い
人
の
保
証
人
に
な
っ

た
り
、
自
社
物
件
を
保
証
人
な
し

で
貸
し
た
り
し
て
き
た
。

保
証
人

を
肩
代
わ
り
し
た
入
居
者
も
印
人

を
超
え
る。

だ
が
ゆ

ハ
コ
モ
ノ
屋ψ
の
で
き

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

5

年
前
、
家
庭
内
暴
力
か
ら
逃

れ
て
き
た
妊
婦
を
マ
ン
シ
ョ
ン
に

か
く
ま
っ
た。

生
活
保
護
の
申
精

で
市
役
所
に
付
き
添
っ
た
が
、
却

下
さ
れ
た。
同
じ
境
遇
の
人
に
弁

護
土
が
同
行
し
た
ら
保
護
決
定
が

出
た
。
外
部
の
専
門
家
と
の
つ
な

が
り
を
広
げ
た
の
は
そ
れ
か
ら

だ
。

一
方、
高
齢
者
や
障
害
者
の
支

鐙
に
取
り
組
む
弁
護
士
や
社
会
福

祉
士
ら
は
、
阪
弁
さ
ん
に
頼
ら
れ

な
が
ら
、
住
ま
い
の
確
保
は
阪
弁

さ
ん
に
頼
っ
た。
互
い
の
悩
み
を

補
お
う
と2
0
0
9

年
、
N
P
O

法
人
「
お
か
や
ま
入
居
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
発
尾
理
事
会
の
メ
ン

バ
ー
に
は
阪
弁
さ
ん
の
ほ
か
、
精

神
斜
医
や
精
神
保
健
福
本
土
ら
も

加
わ
っ
た。

ほ
か
の
大
家
も

セ
ン
タ
ー
は
発
足
当
初
か
ら
、

精
神
障
害
者
の
入
居
支
援
事
業
を

岡
山
県
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る

。

現
在
、
障
害
者
や
高
齢
者
ら
約
叩

人
が
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け

る
。

大
半
が
阪
弁
さ
ん
の
物
件
に
住

む
人
た
ち
だ。
必
要
に
応
じ
て
、

専
門
家
が
連
携
し
て
ヘ
ル
パ
l

の

派
遣
や
訪
問
診
療
、
自
問
産
管
理
な

ど
を
細
か
く
ケ
ア
す
る
。

そ
の
態

勢
を
み
て
、
貸
し
出
し
を
渋
っ
て

い
た
大
家
の
中
か
ら
賃
貸
を
認
め

る
人
が
現
れ
だ
し
た
。

「
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
、
住
居
や
生
活
の
鰭
問
題
を

一
挙
に
解
決
す
る
。

そ
の
仕
組
み

の
強
さ
を
実
感
し
た
」
。

入
居
支
援

セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
井
上
雅
雄
弁

護
土
は
言
う。

「
い
ま
ま
で
地
繊

生
活
が
無
理
だ
と
思
わ
れ
て
い
た

人
も
馨
ら
し
て
い
け
る
と
、
醜
畑
信

が
も
て
た
」

(足
立
耕
作)

朝

日

{
大
阪
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
5

日
(
水
)
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前科ある人や困窮者入居業界に呼びかけ支援委

「屋根の下」 拒まないために

精
神
医
療
を
聞
く

i

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

ある不動産屋の挽戦

国

岡
山
市
の
不
動
産
業
、
阪
弁
ひ

と
み
さ
ん(臼
)が
あ
っ

せ
ん
し
た

ア
パ
ー
ト
に
住
む
加
代
の
男
性

は
、

建
般
会
社
に
勤
め
て
い
た
4

年
前
、
取
引
先
の
相
手
と
さ
さ
い

な
口
論
か
ら
け
ん
か
に
な
り
、
殴

り
倒
し
て
醤
察
に
逮
捕
さ
れ
た

。

以
前
に
違
法
な
ド
ラ
ッ
グ
を
吸
引

し
て
第
付
猶
予
中
の
身
だ
っ
た
た

め
、
刑
務
所
に
入
っ
た
。

土
壇
場
で
白
紙

2

年
間
の
服
役
後
に
出
所
。

出

所
者
の
社
会
復
帰
を
支
え
る
更
生

保
護
施
般
に
身
を
寄
せ
、
半
年
後

に
自
立
し
よ
う
と
家
探
し
を
始
め

た
。

却
件
以
上
回
っ
た
が
、
軒
並

み
断
ら
れ
た。
ど
れ
も
契
約
の
土

壇
場
で
大
家
か
ら
白
紙
撤
回
さ
れ

た
。

当
時
の
住
所
は
更
生
保
護
綿

般
。
不
動
産
業
者
は
受
刑
の
経
歴

が
理
由
だ
と
ほ
の
め
か
し
た

。

出
所
者
を
み
る
世
間
の
冷
た
さ

に
打
ち
の
め
さ
れ
た
。

捨
て
鉢
に

な
っ
て
い
た
と
き
、

施
設
の
職
員

か
ら
阪
弁
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
た

。

男
性
は
も
う
一
つ
、
隠
し
事
を

抱
え
て
い
た。
刑
務
所
で
作
業
中

に
倒
れ
、
血
液
検
査
の
結
果
、
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
(
H
I
V
)の
陽

性
反
応
が
出
た。
差
別
や
偏
見
に

お
び
え
、
隠
し
通
す
つ
も
り
だ
っ

た
。

だ
が
、
阪
弁
さ
ん
の
真
顔
を

み
て
思
わ
ず
打
ち
明
け
た。

「お
ば
ち
ゃ
ん
が
絶
対
に
部
屋

を
見
つ
け
て
あ
げ
る
」
。

阪
弁
さ

ん
は
楕
け
負
っ
た。
H
I
V
陽
性

者
の
入
居
者
は
、
こ
の
男
性
で
2

人
目
だ
っ
た。

最
初
の
男
性
は
感

染
の
判
明
後
、
家
族
か
ら
家
を
追

わ
れ
、
自
殺
を
図
っ
て
い
た
。

「
一
度
レ1
ル
か
ら
脱
線
す
る

と
線
路
に
戻
れ
な
い
。

住
む
と
こ

ろ
が
な
い
と
何
も
で
き
な
い
」
。

住
ま
い
を
得
て
男
性
は
落
ち
着
い

た
。

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

の
低
下
を
抑
え
る
薬
代
は
月
約

6

万
円。
免
疫
機
能
障
害
で
障
害
2

級
と
認
定
さ
れ
、
医
療
補
助
で
薬

代
を
鮪
い
、
生
活
保
護
を
受
け
な

が
ら
仕
事
を
探
す。

さ
ま
よ
う
路
上

貧
し
さ
に
進
退
窮
ま
り
、

間
切
盗

で
2

度
逮
捕
さ
れ
た
男
性(貯
)

は
、

2
0
1
0

年
か
ら
阪
弁
さ
ん

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
。

高
校
事
業
後
、
岡
山
県
内
の
製

鉄
会
社
に
就
職
し、
鉄
鉱
石
な
ど

の
原
料
加
工
の
仕
事
に
就
い
て
い 情報共有を提案安くて良い物件

住宅セーフティネット法

07年に制定。 自力で住まい
を探すのが難しい人たちの支
援の受け皿として、 自治体や
不動産業者らに「居住支援協
議会」の般置を促す。 神奈川
や兵庫などの協議会は入居を
拒まない物件を集め、インタ
ーネ ッ トサイトで情報提供し
ている。 ただ設置は義務づけ
られておらず、設置団体は今
年 l 月現在で全国41団体にと
どまる。 総務省の08年の住宅
・土地統計調査では、賃貸用
住宅の空き家は全国で413万
戸。 生活困窮者向けの活用が
議論されている。

た
。

実
家
の
住
宅
ロl
ン
を
肩
代

わ
り
す
る
よ
う
迫
ら
れ
、
仕
事
を

辞
め
て
退
職
金
で
払
う
こ
と
に
し

た
。

再
就
職
の
あ
て
は
な
か
っ
た

が
、
m山
年
に
自
主
退
職
。

幼
い
こ

ろ
に
左
足
に
大
や
け
ど
を
負
い
、

安
付
が
不
自
由
な
ま
ま
肉
体
労
働

を
続
け
、
体
力
の
限
界
も
感
じ
て

い
た
。

-
年
半
後、
手
元
に
残
る
退
職

金
を
使
い
果
た
し
、
独
り
身
の
ま

ま
路
上
生
活
を
始
め
た
。

就
職
口

は
な
く
、
リ1
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

で
凍
る
衡
を
さ
ま
よ
っ
た
。

パ
ン

を
拾
い
、
柿
や
ミ
カ
ン
を
も
い
で

食
い
つ
な
い
だ。

ス
ー
パ
ー
の
駐

輪
場
を
狙
っ
て
、
自
転
車
の
カ
ゴ

に
置
き
っ
ぱ
な
し
の
買
い
物
袋
を

盗
ん
だ。

ω
年
冬
、
自
転
車
を
盗
み
逮
捕
ー

釈
放
後
、
再
び
ホ
l

ム
レ
ス
に
。

m

カ
月
後
、
ま
た
自
転
車
を
盗
ん
で

逮
捕。
古
傷
の
具
合
が
悪
く
て
長

時
間
歩
げ
ず、
自
転
車
を
欲
し
た。

m
万
円
の
罰
金
刑
を
受
け
、

裁

判
を
担
当
し
た
弁
護
土
か
ら
阪
弁

さ
ん
を
紹
介
さ
れ
た
。

福
祉
の
仕

組
み
を
何
も
知
ら
な
か
っ
た
男
性

は
、
弁
護
+
事
社
会
福
祉
士
の
支

援
で
生
活
保
護
を
受
け
、
屋
根
の

下
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
こ
こ
に
来
な
か
っ
た
ら
、

ま
た
盗

み
を
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」

戸
惑
い
つ
つ
も

2

月
幻
目
、
岡
山
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
に
「
入
居
支
援
に
関

す
る
特
別
委
員
会
」
が
発
足
し
、

岡
山
市
内
で
初
会
合
が
開
か
れ

た
。

社
会
的
弱
者
が
住
ま
い
を
得

る
に
は
不
動
産
業
者
の
理
解
が
欠

か
せ
な
い。

阪
弁
さ
ん
の
呼
び
か

け
で
実
現
し
た
委
員
会
だ
。

狭
く
て
汚
い
部
屋
で
は
な
い
、

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の
不
安
も
な
い
、

安
く
良
質
の
物
件
を
そ
ろ
え
情
報

提
供
で
き
な
い
か
。

阪
弁
さ
ん
は

隊
容
者
や
高
齢
者
、

前
税
の
あ
る

人
ら
の
入
居
を
拒
ま
な
い
物
件
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
そ
提
案
し
た
。

保
証
人
カ
い
な
い
揚
合
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。

入
居
者
の
ト

ラ
ブ
ル
の
責
任
を
す
べ
て
負
え
る

の
か
。

業
界
は
戸
惑
い
つ
つ
も
、

前
向
き
だ。

「
行
政
や
医
療・福

祉
関
係
者
と
の
連
携
が
不
可
欠
」

。

県
宅
建
業
協
会
の
道
下
忠
美
専
務

理
事
は
そ
う
前
置
き
し
て
か
ら
韓

国

っ
た。

「
業
界
は
少
子
高
齢
化
で

増
え
る
空
き
家
対
策
に
頭
が
痛

い
。
阪
弁
さ
ん
の
提
案
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
だ
」

身
寄
り
の
な
い
独
居
老
人
や
外

国
人
、
障
害
者
、
家
庭
内
暴
力
で
家

を
追
わ
れ
た
人
、
失
業
者
、
ホ

l

ム

レ
ス
・
・
。

叩
均
年
前
の
精
神
障
害

者
の
家
探
し
か
ら
始
ま
っ
た
阪
弁

さ
ん
の
支
援
の
も
と
に
、
た
く
さ

ん
の
人
が
集
ま
っ
て
き
た
。

不
動
産
業
者
が
連
携
す
れ
ば

、

も
っ
と
多
く
の
人
が
住
み
よ
い
部

屋
で
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
は
ず
だ

と
、
阪
弁
さ
ん
は
思
う
。

(足
立
耕
作)

H

お
わ
り

朝

日

(
大
阪
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
6

日
(
木
)
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自
立
ヘ
制
人
に
住
ま
い

精神障害者ら支援20年
阪井さん(岡山) リリー賞

岡
山
市
の
不
動
産
会
社
社
長

・

阪
弁
ひ
と
み
さ
ん

(
出)
H同
市
北
区
下
中
野
H

が
地
域
精
神
保
健
福
祉

機
櫛
(
千
葉
県
市
川
市
、
略
称
コ
ン
ボ
)
の
精
神
障

害
者
自
立
支
援
活
動
貧
(
リ
リ

l

貧
)
を
受
賞
し
た
。

受
け
皿
が
な
く
社
会
的
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
精

神
障
害
者
ら
の
入
居
支
援
を
却
年
近
く
続
け
、
約

4

5
0

人
に
住
ま
い
を
提
供
。

弁
髄
土
や
精
神
保
健
福

祉
士
と
連
携
し
て
支
え
る
シ
ス
テ
ム
も
構
築
し
、
全

国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る

。

(
阿
部
光
希
)

コ
ン
ボ
は
当
事
者
や
家

族
、
医
療
関
係
者
で
つ
く

る
N
P
O
法
人。

精
神
障

害
者
の
社
会
参
加
や
自
立

に
向
け
尽
力
し
て
い
る
団 体

や
個
人
を
表
彰
し
て
お

り
、
阪
弁
さ
ん
は
不
動
産

闘
係
者
と
し
て
初
め
て
受

賞
し
た。

阪
弁
さ
ん
が
入
居
支
援
弁護士らと
連携システムも

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
四
年
前
、
自
社
が
管

理
す
る
ア
パー
ト
の
男
性

入
居
者
が
統
合
失
調
症
を

発
症
し
た
時
の
こ
と
。

家

族
に
見
放
さ
れ
た
男
性
を

県
精
神
糾
医
療
セ
ン
タ
ー

(岡
山
市
北
区
鹿
田
本
町
)

に
連
れ
て
い
っ
た
こ
と

で
、
逆
に
問
セ
ン
タ
ー
か

ら

「患
者
の
退
院
を
支
援

し
て
ほ
し
い」
と
依
頼
さ

れ
た。阪

弁
さ
ん
が
そ
こ
で
知

っ
た
の
は
、
迅
院
患
者
ら

が
劣
惑
な
ア
パー
ト
で

精
神
医
療
を
開
く

1

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

ら
し
て
い
る
現
状
だ

っ
た。
風
呂
や
台
所
が
な

い
の
は
当
た
り
前。

盛

が
腐
り
、
ト
イ
レ
の
水
が

流
れ
ず
、
悪
臭
が
充
満
し

た
部
屋
も
あ
っ
た
。
大

家
や
管
理
会
社
は
住
環
境

が
悪
化
し
て
も
行
き
場
が

な
く
、
立
煽
の
弱
い
精
神

障
害
者
を
放
置
し
て
い

た
。精

神
障
害
者
は
病
気
へ

の
偏
見
に
加
え
、
保
証
人

が
い
な
い
た
め
入
居
を
断

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

阪

弁
さ
ん
は
知
人
の
大
家
に

頼
み
込
ん
だ
り
、
自
ら
保

証
人
に
な
っ
て
部
屋
を
紹

介
し
た
ほ
か
、
物
件
確
保

の
た
め
自
ら
ア
パー
ト

(
国
室)
を
建
設
し
、
中

古
マ
ン
シ
ョ
ン
(
臼
室
) 購

入
も
進
め
た。

2
0
0
8

年
に
は
弁
護

士
ら
と
お
か
や
ま
入
居
支

援
セ
ン
タ
ー

を
発
足。
虐

待
を
受
け
た
人
や
身
よ
り

の
な
い
高
齢
者
ら
も
合
め
、

保
班
会
社
な
ど
で
保
証
人
を

確
保
し
た
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
業
を
活
用
し
た
財

産
管
理
な
ど
を
実
施
し
た
。

専
門
職
と
の
連
携
で
多
く
の

精
神
障
害
者
に
き
め
細
か
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

住
ま
い
の
安
定
は
自
立
へ

の
大
き
な
一
歩
だ。「
症
状

が
悪化
し
て
も
入
院
し
た
ら

戻
れ
な
い
と
思
い
、
我
慢
し

て
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
た
人

た
ち
が
『帰
る
場
所』
が
あ

る
こ
と
で
早
め
に
自
分
で
治

療
を
受
け
た
り
、
入
院
す
る よ

う
に
な
っ
た」
と
阪
弁
さ

ん
は
話
す。

今
年2
月
に
は
以
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
に
社
会
的
弱

者
支
援
の
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
る
な
ど
協
力
の
輪
は

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

阪
弁
さ

ん
は
「精
神
障
答
者
が
地
域

生
活
を
続
け
て
い
く
に
は
、

地
域
で
キl
マ
ン
と
な
る
理

解
者
が
欠
か
せ
な
い
。

人
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
課
題」
と
話
し
て

い
る。山

陽
新
聞
・
朝
刊

2
0

・
，4

年
3

月
世
間
日{日
)
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共生の歴史患者と地域

精
神
医
療
を
開
く

1

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

精神障害者を病院に閉じ込めるのではなく、地域の農家や保養

所が預かり、家族のように接する一一。 日本の精神医療発祥の地

. 京都市左京区岩倉地区では、かつてとんな風習が根付いていた。

生きづらい現代にその歴史を生かせないものか。 10月中旬、手が

かりを探る研究者の岩倉探訪に同行した。

岩
倉
地
区
は
京
都
駅
か
ら
北
へ

約
叩
キ
ロ
。
己
己
に
は
、
紅
葉
や
桜

の
季
節
に
は
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

「
実
相
院
」
と
い
う
寺
が
あ
る
。

近
く
に
は
い
わ
く
ら
病
院
と
北
山

病
院
と
い
う
、5
0
0

床
規
模
の

二
つ
の
精
神
科
病
院
が
あ
る
。

「
岩
倉
は
精
神
医
療
と
地
域
社 京都・岩倉一一精神障害者預かりの村

会
が
葛
藤
を
経
て
成
熟
し
た
場
で

あ
る
こ
と
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
」
。
案
内
役
の
中
村
治・大
阪

府
立
大
学
教
授
が
語
り
か
け
た
。

中
村
教
授
は
、
岩
倉
地
区
の
患
者

と
地
域
の
共
生
の
歴
史
に
つ
い

て
、
と
の
ほ
ど
「
洛
北
岩
倉
と
精

神
医
療
」
(
世
界
思
想
社
)
を
出

版
し
た
。

-
長
期
滞
在
環
境
整
う

視
察
は
、
今
は
実
相
院
の
末
寺

と
な
っ
た
大
雲
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
9
7
1

年
の
創
建
で
、
眼

病
や
脳
病
に
霊
験
が
あ
る
観
直
昌
皿

場
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
。
後
一
一
一

条
天
皇
(
在
位1
0
6
8
5
η
)

の
第
三
皇
女
が
心
を
病
ん
で
寺
に

と
も
り
、
境
内
の
井
戸
水
を
飲
み

病
が
快
癒
し
た
と
い
う
伝
承
は
有

名
だ
。
「
加
持
祈
惜
惜
し
、
水
を
飲

ん
で
滝
に
打
た
れ
る
。
と
れ
が
当

時
の
治
療
装
置
で
す
」
と
中
村
教

授
。
回
世
紀
末
に
は
、
心
を
病
む
人

た
ち
が
全
国
か
ら
大
勢
訪
れ
た
。

当
時
、
大
雲
寺
や
実
相
院
の
周

囲
に
は
参
詣
人
の
た
め
の
茶
屋
や

旅
館
が
集
ま
り
、
患
者
が
家
族
か

ら
離
れ
長
期
滞
在
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
た
。
や
が
て
、
旅
館
か

ら
転
じ
た
保
養
所
や
農
家
で
も
患 者

を
預
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
の
保
養
所
の
建
物
が
残
っ

て
い
た
。1
8
1
8

年
に
建
築
さ

れ
た
旧
「
今
井
保
措
置
所
」
だ
。
一

見
大
き
な
民
家
の
よ
う
な
保
養
所

は
北
山
病
院
に
隣
接
し
て
お
り
、

病
室
を
兼
ね
た6
畳
の
客
室
は
全

て
床
の
間
付
き
。
玄
関
か
ら
も
庭

か
ら
も
、
自
由
に
出
入
り
で
き
る
。

患
者
ち
は
嬰
山
の
静
か
な
環
境

で
静
養
し
た
り
、
預
か
り
先
の
家

で
子
守
や
塵
作
業
を
し
た
り
し

て
、
心
の
平
静
を
取
り
戻
し
た
。

一
方
、
宿
が
患
者
側
か
ら
宿
泊
料

を
得
た
り
、
近
隣
農
家
が
宿
に
農

産
物
を
売
る
な
ど
地
元
経
済
に
も

良
い
影
響
が
あ
り
、
住
民
の
聞
に
、

患
者
に
対
す
る
「
慣
れ
」
が
生
ま

れ
た
。

-
「
慈
し
み
感
じ
た
」

「
て
ん
か
ん
を
持
つ
患
者
さ
ん

に
抱
っ
と
さ
れ
て
、
時
々
落
ち
て

額
を
す
り
む
い
た
り
し
ま
し
た

よ
」

も
り

も

う

え

主
こ
の
地
区
に
住
む
城
守
茂
右
衛

門
さ
ん
(
悦
)
は
、
大
雲
寺
の
門
前

に
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
「
若
狭

屋
」
の
流
れ
を
く
む
「
城
守
保
養

所
」
で
育
っ
た
。
自
宅
に
は
常
に

叩
人
ほ
ど
の
患
者
が
滞
在
し
、
家 族

同
様
に
暮
ら
し
て
い
た
。

「
怖
い
な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り
慈
し
み
を
感
じ
ま
し
た

わ
」今

は
患
者
の
預
か
り
は
し
て
い

な
い
が
、
城
守
さ
ん
は
自
宅
の
一

室
を
資
料
室
に
あ
て
、
岩
倉
の
患

者
預
か
り
の
歴
史
を
示
す
古
文
書

な
ど
を
希
望
者
に
公
開
し
て
い

る
。

-
世
界
で
も
注
目

明
治
期
に
施
設
看
護
が
主
流
だ

っ
た
西
欧
の
精
神
医
療
が
持
ち
込

ま
れ
、
1
8
7
5
(明
治
8
)
年

に
は
京
都
府
が
、
市
街
地
近
く
に

圏
内
初
の
公
立
精
神
科
病
院
「
京

都
瀕
狂
院
」
を
開
設
。
保
養
所

で
の
患
者
預
か
り
は
一
時
廃
れ
か

け
た
が
、7
年
後
に
瀕
狂
院
が
廃

止
さ
れ
る
と
、
保
養
所
の
有
志
ら

が
倒
年
、
私
設
で
宕
倉
に
繍
狂
院

を
開
設
し
、
同
院
の
意
向
も
あ
っ

て
患
者
預
か
り
が
第
二
次
世
界
大

戦
ご
ろ
ま
で
続
い
た
。
同
院
は
後

に
「
岩
倉
精
神
病
院
」
「
岩
倉
病

院
」
と
改
称
さ
れ
、
精
神
医
療
の

拠
点
と
な
っ
た
。

病
院
と
住
民
の
関
係
が
常
に
良

か
っ
た
わ
り
で
は
な
い
。
患
者
が

周
囲
の
毘
家
に
入
り
込
み
、
住
民 の

反
発
を
招
い
た
乙
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
だ
が
、
近
年
は
自
治
会

な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
症

状
の
落
ち
着
い
た
患
者
ら
の
院
外

活
動
も
増
え
て
い
る
。

「
高
齢
化
や
不
園
田
気
で
、
住
民

は
再
び
病
院
と
か
か
わ
る
機
会
が

増
、
ぇ
、
病
院
も
地
域
の
理
解
が
な

け
れ
ば
存
続
が
危
う
い
と
気
づ
い

た
。
精
神
医
療
の
分
野
で
、
岩
倉

は
一
歩
進
ん
だ
」
と
中
村
教
授
。

と
の
臼
は
約2
時
間
、
病
院
や

寺
、
保
養
所
跡
な
ど
を
見
学
し
た
。

岩
倉
川
は
カ
ワ
セ
ミ
が
飛
び
、
患

者
ら
し
き
人
が
面
会
の
家
族
と
手

を
取
り
合
っ
て
散
歩
を
楽
し
ん
で

い
た
。

新
富
一
成
・
京
都
大
学
大
学
院

教
授
は
「
精
神
障
害
者
の
在
宅
看

護
や
社
会
復
帰
を
求
め
る
声
は
大

き
い
が
、
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

岩
倉
で
の
患
者
預
か
り
は
世
界
で

も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
我
々
も
歴

史
を
踏
ま
え
た
開
放
医
療
の
あ
り

方
を
探
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

【山
崎
明
子
}

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1

3

年
刊
月
7

日

(木
)
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~~晶玉虫腹

統
合
失
調
症
へ
の
理
解
深
め
る

周
り
の
人
に
は
聞
こ
え
な
い

音
が
聞
こ
え
る
「幻
聴
」
や
、

見
え
な
い
も
の
が
見
え
る「幻

視
」
に
苦
し
む
精
神
疾
患
「統

A果
調
症
」
。
周
囲
の
理
解
が

得
ら
れ
ず
、
孤
立
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

だ

が
、

1

0

0

人
に
1

人
ほ
ど
の

割
合
で
起
こ
る
と
さ
れ
、
ま
れ

な
病
気
で
は
な
い。
病
気
へ
の

理
解
を
深
め
よ
う
と
、
「幻

聴
」
「
幻
視
」
を
疑
似
体
験
す

る
セ
ミ
ナ
ー
が
大
阪
市
内
で
聞

か
れ
、
参
加
し
て
み
た。

(佐
々
木
詩
)

「う
る
さ
い
で
す
ね
」

「ま
ず
、
ビ
デ
オ
を
加
分
ほ

ど
見
て
も
ら
いま
し
ょ
う
」
。

2

月
初
旬
、
「大
阪
市
西
区
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
ター
」
で
行

わ
れ
た
体
験
セ
ミ
ナ
ー「幻
聴

.

幻
視
っ
てi
疑
似
体
験
を
通

し
て
理
解
を
深
め
て!i

」
。

冒
頭
、
講
師
で
障
害
者
支
援
を

行
う
相
談
支
援
専
門
員
、
福
井

史
朗
さ
ん
が
参
加
者
に
声
を
掛

「幻聴J I幻視」を疑似体験

け
た
。

ビ
デ
オ
に
は
も
う
1

人

の
講
師
で
精
神
保
健
福
祉
士
の

藤
井
健
さ
ん
が
登
場。
統
合
失

調
症
の
ほ
か
、
修
病
や
中
毒
性

精
神
障
害
な
ど
の
精
神
症
状
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

画
面
で
は
、
藤
井
さ
ん
の
そ

ば
に
聖
徳
太
子
や
リ
ン
カ
ー
ン

の
画
像
が
現
れ
た
り
、
「し
っ

か
り
や
れ
」
「
お
な
か
出
て
き

た
」
と
無
関
係
の
テ
ロ
ッ
プ
が

現
れ
た
り
す
る。
藤
井
さ
ん
の

話
を
メ
モ
し
よ
うと
し
て
も
煩

わ
し
く
、
集
中
で
き
な
い
。

ビ
デ
オ
終
了
後
、
藤
井
さ
ん

と
福
井
さ
ん
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
た。
と
こ

日
引
制
引
引
引

」

幻
視
や
妄
想

二
帆
合
失
調
症

一

H

H
H

F

と
い
う
症
状
が

特
徴
的
な
精
神
疾
患
で
、10
0

人
に
1

人
弱
が
か
か
る
と
さ
れ

る
。

発
症
原
因
は
不
明
だ
が
、

進

学
や
就
職
、
結
婚
な
ど
の
人
生
の

変
化
が
契
機
と
な
る
こ
と
が
多

い
。

発
症
す
る
と
、
人
々
と
交
流

し
な
が
ら
家
庭
や
社
会
生
活
を
営

ろ
が
、
う
め
き
な
が
ら
「助
け

て
」
と
い
う
女
性
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る。
冷
静
に
話
を
進
め

る
2

人
が

「う
る
さ
い
で
す

ね
」
と
眉
を
ひ
そ
め
る
が
、
こ

の
頃
に
は
参
加
者
は「こ
れ
が

幻
聴
の
体
験」
と
理
解
し
、
溶

ち
着
い
て
受
け
止
め
て
い
た。

し
か
し
、
最
後
ま
で
不
快
な

こ
と
が
あ
っ
た。
セ
ミ
ナ
ー

の

間
中
、
隣
の
部
屋
か
ら
男
性
同

士
の
話
し
声
が
聞
こ
え
、
う
る

さ
い
。

何
か
を
食
べ
て
お
い
し

か
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
些
細

な
会
話
を
し
な
が
ら
笑
っ
て
い

る
。

他
の
人
も
気
に
し
て
い
る

様
子
だ
っ
た
た
め
、
ス
タ
ッ
フ

む
機
能
が
損な
わ
れ
、
「感
覚
・

思
考
・

行
動
が
病
気
の
た
め
に
ゆ

が
ん
で
い
る」
と
い
う
こ
と
務
自

覚
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
や
す

い
特
徴
を
併
せ
持
つ
。

新
薬
の
開

発
と
心
理
社
会
的
ケ
ア
の
進
歩

で
、
初
発
患
者
の
ほ
ぼ
半
数
は
完

全
、
か
っ
長
期
的
な
回
復
が
期
待

で
き
る。

精
神
医
療

を
開
く

i

病
院
か
ら
地
域
へ

i

に
注
意
し
て
も
ら
お
う
と
も
思

っ
た
が
、
い
つ
し
か
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
、
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
「こ
れ
も
幻
聴
体

験
な
ん
で
す」
。
部
屋
の
後
方

に
隠
さ
れ
た
ス
ピー
カ
ー

か
ら

流
さ
れ
た
音
だ
っ
た。

受
け
止
め
、

向
き
合
う

統
A果
調
症
の
人
は
日
常
生

活
の
中
で
、
こ
う
し
た
「騒

音
」
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る。

藤

井
さ
ん
に
よ
る
と
、
時
に
は

「殺
し
て
や
る」
と
い
っ
た
自

分
を
攻
撃
す
る
内
容
だ
と
い

う
。
「
統
合
失
調
症
の
患
者
さ

ん
が
時
々
、
港
ち
着
き
な
く
見

え
る
の
は
、

絶
え
ず
説
く
幻
聴

や
幻
視
の
せ
い
で
集
中
力
が
保

て
な
い
か
ら
で
す」

「壁
に
虫
が
た
く
さ
ん
い

る
」
「
後
ろ
に
あ
な
た
を
殺
そ

う
と
し
て
い
る
人
が
い
る」
な

ど
、
一
生
懸
命
に
周
り
の
人
に

訴
え
て
も
理
解
さ
れな
い
伝

っ
て
、
そ
の
症
状
は
「狐
想

き
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
患
者
は

隔
離
さ
れ
て
い
た。
現
在
も
態

者
が
孤
立
す
る
ケー
ス
や
入
院

期
聞
が
極
端
に
長
期
作
レ
て
い

る
患
者
も
多
い。
患
者
の
家
族

も
幻
聴
・

幻
視
を
繰
り
返
す
患

者
と
の
接
し
方
に
悩
む
。

病
気
に
対
して
だ
り
で
は
な

く
、
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
ず

に
悩
む
当
事
者
と
そ
の
家
族
を

多
く
見
て
き
た
福
井
さ
ん
は

「幻
聴
や
幻
視
に
つ
い
て
知
識

を
持
て
ば
、
患
者
に
向
き
合
っ

た
と
き
、
否
定
か
ら
入
ら
ず
、

受
け
止
め、
患
者
と
のコ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る。
周

り
の
人
の
理
解
が
回
復
を
助

け
、
再
発
率
も
低
め
る
こ
と
が

で
き
る
」
。
母
親
が
統
合
失
調

症
と
い
う
大
阪
市
淀
川
区
の
女

性
(詑
)は
「母
は
い
つ
も
こ
う

い
う
感
じ
だ
っ
た
の
か
な
、
と

理
解
で
き
ま
し
た」
と
話
し
て

い
た
。

セ
ミ
ナ
ー

を
主
催
す
る
大
阪

市
西
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

今
後
も
同
様
の
セ
ミ
ナー
を
行

う
予
定
と
い
う。

産

経
(
東
京
)・
朝
刊

2

0
1
4

年
3

月
羽
田

(
水
)
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精
神
医
療
を
開
く

1

病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

品川
の
病

読
み
札
に
込
め

気
負
い
な
く

「
宇
宙
人
の
女
の
子
を
助
け

た
」
1
。

統
合
失
調
症
な
ど

心
の
病
の
あ
る
人
た
ち
が
自
ら

の
体
験
を
も
と
に
作
っ
た
「
幻

聴
妄
想
か
る
た
」
を
知
っ
て

い
ま
す
か?
2
0
0
8

年
に

第
1

弾
が
作
成
さ
れ
て
評
判
を

呼
び
、
今
年
に
な
っ
て
新
作
が

で
き
よ
が
っ
た。
-
作
目
と
同

様
に
、
不
思
議
、
手
幻
聴
や
妄
想

を
表
し
た
札
の
ほ
か
、
日
常
生

活
を
素
直
に
詠
ん
だ
札
も
多

い
。

か
る
た
で
遊
び
な
が
ら
精

神
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る

き
っ
か
け
に
な
る。

I幻時想かるたJ 施設通所者第 2 弾 】

「
新
幻
聴
妄
想
か
る
た
」

を
作
っ
た
の
は
東
京
・
世
田
谷

区
に
あ
る
精
神
障
害
者
支
援
施 か

ら
、「

む
り
し
な
い
ト
イ
レ
で

コ
l

ラ
飲
ん
で
ま
す
」

「
本
の
量
が
さ
す
が
に
多
い
」

と
生
活
か
ら
拾
っ
た
言
葉
ま

で
さ
ま
ざ
ま
だ。

「
人
聞
は
生
き
た
い
か
ら
生

き
づ
ら
い
と
死
に
た
く
な
る
ん

で
す
よ
」

「
バ
ラ
バ
ラ
だ
時
間
も
空

間
も
」

な
ど
の
哲
学
的
な
中
身
や

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、

も
う
帰
ろ
う
か
な
」

と
い
う
ふ
う
に
共
感
で
き
る

も
の
も
あ
る

。

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
反
映

詰
め
ま
で
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
通
所

者
支
且
て
を
王
魯
け
る
。

4砂

• 
第
1

弾
が
で
き
た
の
は6
年

前
。

福
祉
関
係
の
学
校
や
か
る

た
愛
好
家
な
ど
か
ら
注
文
カ
あ

り
、
障
害
者
施
設
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
大
学
の
授
業
で
使

わ
れ
た
り
し
た。
日
年
に
は
医

学
書
院
(
東
京
)
が
、
女
優
の

市
原
悦
子
さ
ん
の
朗
読
に
よ
る

C
D

な
ど
を
付
け
て
山
巌
し
、

4

千
部
が
売
れ
た。

こ
う
し
た
実
績
が
評
価
さ

れ
、
ロ
年
に
は
薪
し
い
医
療

「
面
白
さ
」
き
っ
か
け
に
理
解
を

設
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
適
所
者

で
、
初
1

初
代
の
幻
人。
読
み

札
は
、
毎
週
開
か
れ
る
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
適
所
者
が
ス
タ
ッ
フ

や
仲
間
に
語
る
困
り
事
や
近
況

報
告
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。

「
わ
た
しg
T
宙
の
支
配
者

で
す
」

「
ひ
ヱl
ッ
娠
り
向
く
と

卵
を
産
ん
で
い
た
私
」

と
い
つ
が
意
唐
無
稽
な
体
験

絵
札
は
、
そ
の
体
験
が
ど
ん

な
状
、
宅
起
き
、
ど
う
感
じ
た

の
か
仲
間
同
士
が
質
問
し
合

ぃ
、
場
面
を
想
像
し
て
ペ
ン
錨

き
し
、
複
数
の
中
か
ら
本
人
が

納
得
す
る
も
の
を
選
ん
だ

。

読
み
札
一
枚
一
枚
の
誕
生
し

た
背
景
の
解
説
や
日
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子

と
セ
ッ
ト
で1
9
0
0

円
。

札

の
回
刷
か
ら
冊
子
の
製
本
、
箱

の
か
た
ち
」
賞(医
療
の
質
・
安

全
学
会
主
催
)
を
受
賞
し
た
。

精
神
障
害
の
当
事
者
が
幻
聴
や

妄
想
に
つ
い
て
語
る
場
カ
少
な

い
中
で
、
仲
間
同
士
や
支
援
者

が
話
を
聞
い
て
一
緒
に
考
え
る

活
動
が
、
患
者
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
と
し
て
認
め
ら
れ

た
。

そ
の
後
、
メ
ン
バ
ー
が
入
れ

替
わ
っ
た
た
め
、
今
の
自
分
た

18 

ち
の
姿
を
反
映
し
た
も
の
を
と

第
2

弾
を
作
成。
-
作
自
の
発

売
を
き
っ
か
け
に
テ
レ
ビ
、
新

聞
の
取
材
や
大
学
で
の
講
演
依

頼
を
受
け
る
う
ち
に
、
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
を
見
せ
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
気

負
い
の
な
い
読
み
札
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

ふ
Z
g

し
じ
・
ん

製
作
者
の
一
人
の
諸
星
純

さ
ん
は
「
自
分
の
体
験
を
笑
っ

て
振
り
返
り
、
受
け
止
め
る
機

会
が
で
き
て
プ
ラ
ス
に
な
っ

た
」
と
話
す。
か
る
た
を
作
る

過
両
信
で
幻
聴
や
妄
想
が
減
っ
た

メ
ン
バ
ー
も
い
る
と
い
う
。

し
ん
ざ
わ
か
っ
の
り

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
新
沢
克
憲
施

設
長
は
「
ヨ
由
白
い
』
を
入
り

口
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
理

解
を
深
め
、
疾
患
を
持
ち
な
が

ら
も
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待

す
る
。

。

か
る
た
の
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
密

0
3

・

5
4
7
7

・

3
2
2
5

へ
(
平
日
の
午
前9
時
半
1

午

後
4

時
半
)。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
包
日
(
土
)



⑮員長宮地理総版

専
門
出
版
社
、
医
学
.
腕
刊
の
シ
リ
ー
ズ
「
ケ
ア
を
ひ
ら
く
」
が
お
も
し
ろ
い

。

看
議
や
介
護
の
現

場
、
障
害
を
抱
え
る
人
自
身
に
よ
る
当
事
者
研
究
ま
で
、
広
い
視
野
で
「
ケ
ア
」
の
世
界
を
探
り
、
こ

れ
ま
で
お
冊
を
到
付。

日
高
管
内
浦
河
町
に
あ
る
精
神
障
害
者
の
室
田
拠
点
「
ぺ
て
る
の
家
」
の
活
動

が
全
国
に
知
ら
れ
る
契
機
を
つ
く
っ
た
の
も
こ
の
シ
リ
ー
ズ
だ

。

読
者
は
医
療
、
看
護
現
場
の
外
へ
と

広
が
り
、
大g
よ
仏
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
受
賞
作
も
送
り
出
し
て
い
る

。
(
編
集
委
員
関
正
喜
)

新干u.のカバーに巻かれている
待。 rケアをひらく」はそこに印刷
されたキャ ッチフレーズにも吸引力
がある。 その中の4冊を紹介。
研究?ワクワクするなあ→『ぺて
るの家の「当事者研究J ~ 障害当
事者が、どうにもならない自分を人
ごととして研究してみると。 発禅の
地の実践報告。

医
学
書
院
の
シ
リ
ー
ズ
「
ケ
ア
を
ひ
ら
く
」

匝幽量輸当

「ケ
ア
を
ひ
ら
く
」
は
、20
0

0

年
の
1

冊
目
『
ケ
ア
学
越
境
す

る
ケ
ア
ヘ
』(広
井
良
典
著
)
か
ら
、

す
べ
て
白
石
さ
ん
が
手
が
け
て
い

る
。

従
来
の
「
学
」
や
「
理
論
」
か

ら
は
こ
ぼ
れ
て
い
た
看
護
、
介
護
現

場
で
の
具
体
的
な
出
来
事
、
知
恵
や

発
想
を
「
一
言
語
F
V
Uた
い
」
と
い
う

権
想
だ
っ
た。
初
期
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
は
『
気
持
ち
の
い
い
看
議
』(富

子
あ
ず
え
暑)
、
車
補
と
看
麓
』

(武
井
麻
子
著)
な
ど
だ。

幅
を
広
げ
る
一
冊
が
、
白
年
に
登

場
す
る。

『
ぺ
て
る
の
家
の
「
在

援
助
論
』
(
浦
河
ぺ
て
る
の
家
著
)

。

「
安
心
し
て
サ
ボ
れ
る
会
社
づ
く
り
」

精
神
医
療
を
聞
く

な
ど
独
自
の
モッ
ト
ー
を
掲
げ
て
の

活
動
ゃ
、
メ
ン
バ
ー
の
精
神
病
体
験

を
「
そ
れ
で
順
調
!
」
H

カ
パ
l

の

帯
H

と
全
面
肯
定
の
立
場
か
ら
ま
と

め
た
こ
の
本
は
目
下4
万
部
、
シ
リ

ー
ズ
き
つ
て
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
。

こ
れ
に
『
ぺ
て
る
の
家
の
「
当
事
者

研
究
」
』
(恩
、
『
技
法
以
前

ぺ
て
る
の
家
の
つ
く
り
か
た
』(向

谷
地
生
良
著)
が
続
き
、
派
生
し
て

豆
蓮
障
害
当
事
者
研
書
(綾
屋

紗
月
、
興
合
晋
函
著
)
、
『
当
事

者
研
究
の
研
書
宕
原
孝
二
編
)

な
ど
も
出
し
て
い
る。

一
方
で
、
老
人
介
護
の
現
場
を
豊

か
な
語
り
の
森
と
し
て
記
述
し
た

ー
病
院
か
ら
地
域
ヘ
ー

「べてるの家」全国区に浦河

ああ、生きるのに忙しい…→『逝

かない身体~ ALS患者になった
母の介護を通して見えた、わかった
! 言葉と動きを封じられても、生
きることは忙しい。
あふれる刺激、ほどける私→『発

達障害当事者研究』 アスペルガー
症候群当事者が自分のざわめく身体
感覚を、脳性まひ当事者の小児科医
とゆっくり探る。
検ちょっと寂しい、、がちょうどい

い→『その後の不自由~ (上岡陽江、
大嶋栄子著) 薬物依存による、嵐怖

のような出来事。 その嵐が過ぎ去っ
たあとも続く日常を生きる人たち。

『
驚
き
の
介
議
民
俗
学
』(六
車
由

実
著
)
、
看
護
す
る
人
を
現
象
学
者

が
見
つ
め
る
『
摘
使
と
お
花
昌(村

上
靖
彦
著)
、

『
ニl
ズ
中
心
の
福

祉
社
会
へ
』
(
上
署
十
鶴
子
、
中
西

正
司
著)
、
『
コ
!
ダ
の
世
界
手

話
の
文
化
と
声
の
文
化
』(滋
合
智

字
書
)
な
ど
、
シ
リ
ー
ズ
は
一
段
と

多
方
向
ヘ
進
化
中。
そ
の
中
で
ω
年

刊
の
霊
か
な
い
身
体
A
L
S
的

阿
需
を
生
き
る
』(川
口
右
美
平
者)

で
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

賞
、
同
年
の
『
リ
ハ
ビ
リ
の
書(熊

ハ盆
国
一
郎
著)
も
新
潮
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
貨
を
受
賞
と
い
う
評
価
を
受
け

た
。内

容
も
著
者
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
む
。

企
画
は
テl
マ
優
先
で
は
な

く
、
著
者
あ
り
き
だ
そ
旦
兵
、「魅

力
が
あ
る
の
は
、
聞
い
が
深
い
人
で

す
。

闘
い
を
立
て
、
自
分
で
答
え
を

探
っ
て
い
く
の
が
書
く
と
い
う
こ
と

だ
か
ら
」
と
白
石
さ
ん
。

加
え
て
「
浦

河
に
事
2
2
っ
、
僕
もwぺ
て
る
化H

し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
僕
の
感
受

性
に
合
っ
た
人
」
と
、
謎
め
い
た
説

明
も
。

た
だ
、
共
垂9
る
基
調
は
「
弱
さ

を
認
め
る
」
か
も
し
れ
な
い
。

弱
さ

を
認
め
る
こ
と
で
「
何
が
見
え
て
く

る
か
」

「
ど
の
よ
う
な
関
係
が
生
ま

れ
る
か
」。
自
分
だ
け
で
は
仕
事
を

完
結
で
き
な
い
他
力
頼
み
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
者
に
執
筆
を
依
頼
し
た
『
弱

い
ロ
ボ
ッ

ト
』(岡
田
美
智
男
著)は
、

そ
の
延
長
線
上
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
一

冊
だ。4

月
に
出
る
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊

は
、

臨
床
心
理
主
信
田
さ
よ
子
さ
ん

の
『
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
何
を
見
て
い

る
か
』。
大
津
真
幸
さ
ん
、
圏
分
功

一
郎
さ
ん
ら
常
に
新
刊
が
注
目
さ
れ

る
著
者
の
企
画
も
控
え
て
い
る
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
時
日
(
日
)

市
問
さ
忍
ウ
ヨ
も
え
る
廿
一
司
ト

E
之
、
〈
コ
一
一
口L
O
F
E

ノ
、w
〈

J
1
4
1
L
Eク

最
新
刊
の
毘
口
恭
平
燥
穆
旦
官

は
、
建
築
家
で
作
家
で
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
『
T
o
k
y
o
o
円
ハ
ウ
ス
O

円
牛
苦
』
『
塑
斗
園
家
の
つ
く
り
か

た
』
『
幻
年
時
岱
な
ど
多
く
の
著

作
が
あ
る
坂
口
恭
晋
克
告
訴
、

実
は
病
気
で
精
神
状
態
乱
気
流
と
い

う
毎
日
を
包
み
隠
さ
ず
つ
づ
っ
た

本
。

編
集
者
の
白
石
正
明
さ
ん
(
日
)

は
初
対
面
で
の
印
象
を
「
新
鮮
な
く

ら
い
変
な
人
で
し
た
」
と
話
す
。

し

か
し
「
病
気
を
治
し
す
ぎ
よ
い
よ
う

医
者
に
頼
み
、
そ
れ
豆
請
を
や
っ

て
い
る
、
と
。

こ
れ
を
聞
い
て
(
編

集
者
と
し
て
の
)セ
ン
サ
ー
が
ピ
ピ

ツ
と
」
。
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東日本大震災3年
箔島県沿岸部の看護師数
1200 
人

1000 

医療の維持ヘ知恵絞る800 

被
災
地
医
療
の
い
ま

600 
2011/312/4 12/9 13/4 13/9 14.ハ

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
間
も
な
く

3
年
。
被
災
し
た
宮
城
、
岩
手
、
福
島
県
沿
岸
部
の
地
属
医
療
し
た
の
は

ω
施
鮫。
医
師
が
亡
ろ
え
直
す
負
担
が
大
き
く
断
念
県
の
担
当
者
は「こ
れ
以
上
の

は
今
な
お
、
復
興
途
上
に
あ
る
。

医
療
機
関
の
再
開
は
頭
う
ち
で
、
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
を
制
限
し
く
な
っ
た
り
、
医
療
繍
器
を
そ
し
た
り
す
る
ケ
!
ス
が
多
い

。

再
開
は
見
込
め
な
い」と
み
る。

て
い
る
病
院
も
あ
る
。

福
島
第1
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
が
残
る
福
島
県
で
は
医
師
や
看
護
師
不
-
a
a
-
-
l
i
l
i
-
-

‘

『
叶
河
川3

1
1
J
3

司
司
自
自
明

M
H

ニ
ン
ジ
ン
、
大
根
、
白
菜
な
ど
季

足
が
深
刻
だ。

長
引
く
盗
塁
で
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
を
悪
化
さ
せ
議
齢
者
も
多
く
、
在
宅
医信

吾
草
轟
盟
国
薗
国

一節
に
応
じ
た
野
菜
作
り
を
楽
し

章
、
病
院
や
介
護
施
設
が
連
携
し
て
高
齢
者
責
守
る
取
り
組
み
が
実
地
の
医
療
を
支
え
て
い
る

。

1
1

・
…
ロ
ド
ロド
聞
に

H
・日
品
目

』
む
。
参
加
者
か
ら
は「生
活
に
張

「胸
の
右
を
抑
芝
}
痛
い
で
療
を
利
用
す
る。

一
緒
に
暮
ら
同
病
院
は
同
年3
月
、
医
師

士
、

一
岩
手
県
陸
前
富
市
の
病
院
で
皇
口
い
が
出
て
き
さ
「
同
じ
仮

す
か
」
「
動
く
と
ズ
キ
ッ
と
し
す
長
男
(
初
)
は
「室
に
あ
や
裏
師
だ
け
で
な
く
、
訪
問

i
iノ

立
、
被
災
者
が
病
気
に
な
る
の
を
般
集
に
住
む
人
と
話
を
し
て
笑

ま
す
か」
|
|
。2
月
下
旬
、
り
が
た
い
」
と
話
す。

頻
度
が
高
い
地
域
の
ホ
l

ム
へ

暗
唱
品

川
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
が
広
が
'

え
る
よ
う
に
な
っ
た」
な
ど
の
声

宮
減
県
気
仙
沼
市
の
山
あ
い
の
震
災
前
は1
階
が
外
来
診
察
ル
パ
!
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
の
携
島
骨E
E
m
る
。

ヲ
r唱

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

。

何
回
日
比
五
時
間
碍
店
揺
れ
寺
駅
競
日
現
九
十
日
白
山
市

情
…
回
開
計
器
諮
問
守
こ
諸
問
詩
的
措
将
司

立
ち
上
が
る
の
が
難
し
い
女
性
1

階
が
浸
水
し2
階
を
救
護
所
ム
ヘ
ル
パ
ー
が「床
ず
れ
が
惑

』

川
し
た
。

も
と
も
と
の
場
所
で
の
再昆
R

高
橋
医
師
に
よ
る
と
、
参
加
者
の

記
長
持
謀
長
告
別
れ
れ
揺
れ
れ

で

…
鰐
戸
軒
目
晴樹韓
日
書
記

に
も
た
れ
か
か
っ
た
際
に
胸
を
童
文
れ
ら
れ
な
か
っ
ち
処
置
が
必
要
と
齢
五
ば
手ト

ロ
年
2

月
か
ら
は
告
書

刈

最
後
、
抗
う
言
語
用
し

打
っ
て
痛
い
」。
医
師
は
触
診
斉
藤
稔
首
副
院
長
は
「高
齢
者
当
て
に
出
向
く。
逆
に
医
師
が
棟
が
稼
働
し
た
が
、
震
災
前
に
比

ド
」

て
い
た
初
代
の
女
性
は
薬
を
服
用

の
後
、
警
式
の
趨
音
波
検
査
を
地
減
で
み
て
い
く
た
め
に
在
感
部
を
撮
影
し
「
こ
れ
以
上
赤
Y

ベ
、
受
け
入
れ
ベ
ッ
ド
数
は
3

制

着
冒

し
な
く
て
も
済
む
さ
つ
に
な
っ
た

機
で
内
臓
損
傷
の
有
無
な
ど
を
宅
医
療
が
必
要
に
な
っ
た

」
と
く
な
れ
ば
連
絡
を
」
と
伝
え
る

、

減
っ
ち
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
市
山
叫
と
い
う
。

仮
設
住
宅
で
閉
じ
こ
も

調
べ
た
が
、
幸
い
異
常
は
な
く
、
手。
震
が
難
し
い
章
者
こ
老
で
き
る

。

斉
藤
副
襲

レ

語
ら
れ
る
中
、
喜
田
病
院

長
り
が
ち
に
な
り
、
運
動
産
か
ら

は
ほ
っ
と
し
た
表
情
を
浮
も
多
く
、
u
年
ω
月
か
ら
紡
聞
は

「在
宅
で
も
患
者
の
変
化
を

-
M
の
内
糾
医
、
高
橋
祥
医
師
が
思
い単
当
河
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
を
悪
化
さ

髭
話
諸
説
法

m
m
M
持
1
4

司
祭
よ
う
に
し
て
い

ブ

ぷ
訪
日
設
住
宅
近
く
の

作
せ
計
百
長
引

宮
城
県
に
よ
る
と
、
気
仙
沼
p

m

ロ
年6
月
、
市
内
の
仮
設
住
宅
聖
司

ニ
ケ
l

シ
ヨ
ン
だ
け
で
は
な
く
、

正
直
戚
圏
認
問
調
園
田

保
健
所
管
内(
2
2

3

3

所
の
言
、
ω
カ
所
に
量

I

Z

を
通
じ
て
を
で
主
力

「
」閉
口
皿
山
町
臨
園
田隈
臨
間
町mM民
脇
町
劃圃圃
圃
園
田
三

陵
町
)
に
は
鰻
災
前
、
病
院
…
…
用
地
を
確
保
し
た。
現
在
、
農
園
や
健
康
を
維
出
向
し
て
欲
し
い
」
と

や
医
院
がm
施
殴
あ
り
、
再
開
山
の
参
加
者
は
約
印
人

。

ト
マ
ト
、
話
し
て
い
る

。

地
域
の
中
核
医
療
機
関
の
福O
O

人
が
来
院
、ω
年
度
の3

の
解
除
な
ど
に
伴
い
、
高
齢
者
糾
や
産
婦
人
料
医
な
ど
不
足
し
子
供
と
一
緒
に
避
難
し
て
い
る
約

1
2
0
0

人
の
看
護
師
が
動

島
県
南
相
馬
市
立
総
合
病
院

。

4
0

人
に
迫
る
水
準
有
ロ
年
を
中
心
に
市
内
に
戻
る
人
が
増
て
い
る
診
療
斜
も
あ
る

」
(
金
人
が
多
く
、
確
保
は
容
易
で
な
務。
原
発
事
故
の
影
響
で
回
復

外
来
診
療
の
受
け
付
け
が
始
ま
度
の
救
急
鍛
送
者
数
は

ω
年
度
べ
居
住
者
が
約
5

万
人
に
ま
沢
幸
夫
院
長
)
と
い
う
。

看
護
い

」
(
金
沢
院
長
)
は
鈍
く
、
は
年

1

月
時
点
で
の

は
国
喝
司
B
リ
I
l
l
1
1

圃

で
回
復
し
た
こ
と
が
患
者
数
の
師
も
1
1
7

人
と
震
災
前
よ
り
南
相
馬
市
は
昨
年
4

月
、
看
看
護
師
数
は
震
災
前
の6
創
の

陸
睡
圭
刊
ト
司

君
の
大
き
な
要
因
と
み
ら
れ
山
人
少
な
く
、
稼
働
で
き
る
病
護
学
校
の
生
徒
に
巌
大
で
奨
学
水
準
に
と
ど
ま
る

。

同
県
内
の

h
v
幌
町
R

I
-
-

』

る
。

床
数
は
震
災
前
の23
0
床
か
金
叩
万
円
を
貸
与
す
る
制
度
を
看
護
大
学
や
看
護
学
校
を
案

護
学
校
生
徒
に
奨
学
金

官
能
践
校
五
時
開
請

」
』

1
J
A
1
3

二

d
-
4
-

と
ど
ま
っ
た。
間
市
の
担
当
者
看
護
師
の
県
内
就
職
を
促
す
必

比
2

割
増
の1
0
2
4

人
で
、
同
病
院
で
は
、
福
島
県
立
医
は
「
原
発
事
故
の
風
評
被
害
も
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

日
年
度
も1
0
0
0

人
を
超
え
大
か
ら
循
環
器
糾
や
内
税
の
医
あ
り
、
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い

」

る
午
前8
時
ω
分
前
に
は
、
少

し
で
も
早
い
診
察
の
順
番
を
と

ろ
う
と
す
る
患
者
の
列
が
で
き

る
。

待
ち
時
間
が31
4

時
間

に
忍
ぶ
こ
と
も
あ
り
、「何
時

ら
1
5
0

床
に
減
少。
看
護
師

確
保
の
た
め
募
集
年
齢
の
上
限
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福
島
県
内
で
は
、
医
師
や

護
師
不
足
か
ら
医
療
線
開
の
復

旧
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

間
待
た
せ
る
ん
だ」と
い
ら
だ

っ
患
者
も
い
る
と
い
う
。

-
臼
平
均
で
外
来
患
者
は
3

彼
災
地
で
育
つ
地
織
医
療

先
月
日
目
、
東
北
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
か
ら
、
医
師
の
卵
た

ち
を
乗
せ
た
貸
し
切
り
パ
ス
が

宮
域
県
南
三
陸
町
の
公
立
南
三

陸
診
療
所
に
向
か
っ
た
。

東
北

大
学
医
学
部
が
今
年
度
か
ら
1

年
生
に
必
修
作U
た

「被
災
地

体
験
実
習」
だ
。

同
行
の
指
導

教
官
は
車
中
で
こ
う
訴
え
た
。

「東
北
大
学
医
学
部
は
過
去

ω
年
、
地
域
医
療
の
要
と
し
て

地
域
の
病
院
に
医
師
を
供
給
し

て
き
た
。

皆
さ
ん
の
年
代
で
医

者
は
大
幅
に
増
え
る
が
、
東
北

大
学
医
学
部
の
歴
史
と
伝
統
を

引
き
継
ぐ
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
た

こ
と
を
自
覚
し
て
も
ら
い
た

三
方
一
両
損

医
師
不
足
を
受
け
、
政
府
は

全
国
で
医
学
部
定
員
を
鉱
大
し

た
。

だ
が
、
医
師
を
増
や
し
て

も
医
師
不
足
は
解
決
し
な
い
。

問
題
は
都
市
部
に
集
中
す
る

「偏
在
」
だ
か
ら
だ
。

被
災
地
体
験
の
必
修
化
に
尽

⑧ 東北大学病院 99年支えた誇り
る
同
蓮
し
だ。

震
災
前
の
南
相
馬
市
の
人
口

は
約
7

万
1

平
人
。

避
難
区
成

岩手県

宮媛県
山
凶J恥
也
照

力
し
た
の
は
、
同
大
学
病
院
の

石
井
正
教
授。
被
災
地
で
医
師

が
不
足
し
な
い
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
っ
と
、
同
大
学
病
院
が
昨

年
、
発
足
さ
せ
た
「地
域
医
療

復
興
セ
ン
タ
ー
-
総A晶
域
医 師

の
派
遣
を
受
け
、
医
師
数
は

約
初
人
と
ほ
ぼ
震
災
前
の
水
準

に
戻
っ
た
と
は
い
え
、「
小児

を
お
織
か
ら
印
織
に
引
き
上
げ

た
。
「
原
発
事
故
の
影
響
有

働
き
手
と
な
るm
i
M
W代で
は

と
顕
を
抱
え
る。

福
島
県
に
よ
る
と
、
彼
災
し

た
問
県
沿
岸
部
で
は
震
災
前
、

集
め
、
そ
こ
か
ら
地
域
の
中
小

医
療
機
関
に
医
師
が
交
代
で
出

向
く
仕
組
み
だ。
「
医
師
の
犠

牲
的
精
神
に
頼
る
方
法
は
非
現

実
的
で
長
続
き
し
な
い
。

医
師

の
キ
ャ
リ
ア
に
も
な
り
、
行
き

た
い
と
思
え
て
、
み
ん
な
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
譲

歩
す
る
三
方
一
両
損
的
な
仕
組

み
が
最
も
現
実
的
だ
」
と
言

う
。交

代
制
だ
け
で
は
う
ま
く
い

か
な
い
。

リ
ー
ダ
ー
向
げ
プ
ロ

グ
ラ
ム
ぬ
噛
め
る

。

訪
問
診
療

や
在
宅
看
取
り
、
予
防
医
療
、

医
師
派
遣
の
仕
組
み

療
教
育
支
援
部」
に
招
か
れ

た
。

石
井
教
授
は3
年
前
、
石

巻
赤
+
金d病
院
の
勤
務
医
だ
っ

た
と
き
、
東
日
本
大
震
災
に
遭

喝
全
国
の
救
護
チ
1

ム
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
に
な
っ

た
。
「
震
災
後
の
県
と
大
学
病

院
と
地
域
医
療
を
つ
な
ぐ
顔」

(大
学
関
係
者)
だ
。

医
師
不
足
解
消
の
た
め
、
石

井
教
授
が
描
く
の
は
「循
環
型

医
師
派
遣
シ
ス
テ
ム」
。
地
峨

の
拠
点
病
院
に
、
例
え
ば
県
の

奨
学
金
を
受
け
た
医
師
な
ど
を

福
祉
や
介
護
と
の
調
整
な
ど
、

「寄
り
添
う
医
療」
の
で
き
る

総
合
医
が
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
研
究
が
で
き
る
よ

う
に
後
抑
し
す
る。

だ
が
、
本
来
、
高
度
専
門
医

療
を
任
務
と
す
る
東
北
大
学
病

院
に
は
「寄
り
添
う
医
療」
の

蓄
積
は
な
い。
石
巻
市
立
病
院

(開
成
仮
診
療
所)
や
気
仙
沼

市
立
本
吉
病
院
、
み
ち
の
く
総

合
診
療
医
学
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
総
合
医

を
蚕
成
す
る。

被
災
地
医
療
の
い
ま

今
や
ら
ね
ば

こ
の
4

月
、
石
井
教
授
の
元

に
黒
田
仁
医
師
が
合
流
す
る
。

3

年
前
は
岩
手
県
宮
古
市
の
田

老
診
療
所
に
勤
務。
大
津
波
に

追
わ
れ
、
高
齢
者
募
背
負
っ
て

高
台
ヘ
走
り
、
自
身
も
被
災
し

な
が
ら
、
岡
田
か
ら
救
護
活
動

を
開
始
し
た。

震
災
前
、
田
老
で
は
訪
問
診

療
や
在
宅
看
取
り
を
行
い
、
住

民
に
家
庭
で
の
血
圧
測
定
を
習

慣
づ
け
て
予
防
を
進
め
た
。

ヶ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
資
格
を
取
っ
て

ど
う
つ
く
る

地
域
の
介
護
力
を
引
き
上
げ
、

そ
の
傍
ら
、
研
究
を
続
げ
た
。

黒
田
医
師
は
石
井
教
授
と
出
会

い
、
母
校
の
東
北
大
学
に
着
任

す
る
こ
と
を
「
神
の
お
告
げ
か

運
命
か
、
そ
の
類
い
」
と
話

す
。

「地
域
医
療
は
原
石
を
探
す

仕
事。
な
じ
み
の
患
者
の
胸
の

音
が
今
日
は
少
し
変
だ
と
気
づ

く
、
そ
こ
に
ア
イ
デ
ン
テ
ゴ
ア

ィ
ー
を
求
め
ら
れ
る
人
が
増
え

て
く
れ
れ
ば
と
思
う」

被
災
地
は
来
年
以
降
、
医
療

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
4

年
3

月
6

日
(
木
)

機
関
の
建
て
替
え
ラ
ッ
シ
ュ
を

迎
え
る。
建
物
は
で
き
て
も
、

医
療
職
を
確
保
で
き
る
か
|
。

石
弁
教
授
は
言
う。
「
行

政
、
医
師
会
、
大
学
、
地
域
医

療
機
関。
4

者
が
こ
れ
だ
け
良

い
関
係
の
地
域
は
な
い
。

震
災

で
ひ
ど
い
目
に
遭
い
な
が
ら
協

力
し
、
何
度
も
ぶ
つ
か
っ
て
信

頼
関
係
が
で
き
、
そ
れ
が
今
も

継
続
し
て
い
る。
地
獄
医
療
の

立
て
直
し
は
、
今
や
ら
な
け
れ

ば
で
き
な
い」

(佐
藤
好
美)

。

東
日
本
大
震
災
で
東
北
治
岸

部
の
医
療
は
援
滅
的
な
打
撃
を

受
け
た
。

だ
が
、
医
療
過
疎
地

だ
っ
←
施
減
で
前
と
同
じ
医
療

を
復
旧
し
て
も
問
題
は
解
決
し

な
い
。

拠
点
病
院
に
医
師
を
集

約
し
、
生
活
圏
域
で
は
総
合
医

が
訪
問
や
予
防
を
哲
つ「地
域

包
括
ケ
ア
」
の
実
現。
そ
れ

は
、
多
死
高
齢
化
の
時
代
に
都

会
も
目
指
す
医
療
体
制
だ。

「最
先
繍
」
を
つ
く
る
被
災
地

の
取
り
組
み
を
追
っ
た
。

経
{
東
京
)
・
朝
刊

産2
0
1
4

年
3

月
刊
日
(
火
}

21 



「眠
れ
て
い
ま
す
か」
「
食

欲
は
あ
り
ま
す
か」
。
長
医
師

は
患
者
に
必
ず
こ
う
聞
く
。

盟
事

病
の
兆
候
を
見
る
た
め
だ。
被

災
地
で
の
心
の
問
題
は
想
像
以

上
に
大
き
か
っ
た。
「
地
域
の

人
に
と
っ
て
心
の
問
題
を
医
療

職
や
専
門
職
に
話
す
ハ
ー
ド
ル

が
非
常
に
高
い
と
感
じ
ま
し

被
災
地
で
育
つ
地
域
医
療

宮
峨
県
石
巻
市
の
開
成
、
南

境
地
区
の
仮
設
団
地。
約
1
9

0
0

戸
、
約
4

千
人
が
住
む
市

内
最
大
の
仮
設
団
地
。

そ
の
一

角
に
あ
る
の
が
石
巻
市
立
病
院

開
成
仮
診
療
所
だ。

問
診
療
所
は
平
成
剖
年5
月

に
開
設。

所
長
を
務
め
る
長
純

一
医
師(灯
)
。地
域
医
療
の
先

進
地
と
い
わ
れ
る
長
野
県
の
佐

久
総
合
病
院
に
勤
務
レ
て
い
た

が
、
「医
療
を
通
じ
て
地
域
を

守
る
」と
い
う
信
念
の
下
、
志
願

し
て
石
替
に
来
た。
長
医
師
は

「大
き
な
被
害
を
受
げ
た
東
北

と
い
う
医
療
過
疎
地
域
で
、
地

域
医
療
の
あ
り
方
や
医
療
者
の

確
保
や
育
成
に
関
わ
り
た
か
っ

た
」
。
目
指
す
の
は
「地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
医
療」
だ
。

進
む
高
齢
化

@石巻・開成仮診療所

被
災
地
医
療
の
い
ま

た
」
(
長
医
師
)

震
災
か
ら
3

年
。

経
済
的
な

理
由
で
受
診
で
き
な
い
、
諦
め

て
投
げ
や
り
に
な
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
や
問
題
を
抱
え

る
人
が
い
る。
だ
か
ら
こ
そ
、

外
来
だ
げ
で
な
く
、
訪
問
診
療

に
も
力
を
入
れ
る。
長
医
師
は

「待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
出
向
く
こ
と
も
必
要」と

話
す
。

そ
の
う
え
で
、
保
健
師

や
地
域
で
支
援
活
動
を
行
う

急
速
に
高
齢
化
が
進
み
、
幻
年

3

月
末
で
お
・
礼町
初だ
っ
た
高

齢
化
率
が
お
年
ロ
月
に
は
お
・

2

勿
に
ま
で
増
加。
地
域
の
紳

は
破
援
さ
れ
、
仮
設
住
宅
で
孤

立
す
る
人
も
少
な
く
な
い
。

高

齢
者
が
増
え
る
中
、
求
め
ら
れ

て
い
る
の
が
、
拠
点
病
院
に
医

師
を
集
約
し
、
生
活
圏
域
で
は

総
合
医
や
介
護
福
祉
関
係
者
ら

が
訪
問
や
予
防
を
行
う
地
域
包

括
ケ
ア
の
実
現
だ。

必
要
が
あ
る
た
め
だ。
「
多
職

種
が
連
携
し
て
情
報
を
収
集

し
、
支
援
が
必
要
な
人
の
見
落

と
し
を
防
ぎ
た
い」
(
市
担
当

訪
問
、
予
防
・
:
包
括
ケ
ア
実
現
ヘ

人
、
住
民
な
ど
多
様
な
人
と
の
者

)
。
長
医
師
は
市
の
包
括
ケ

連
携
が
重
要
だ
と
指
摘。
「
社
ア
セ
ン
タ
ー
の
所
長
も
兼
任

。

会
的
な
課
題
も
大
き
い。
薄
く
市
は
包
括
ケ
ア
実
現
に
向

「社
会
格
差
、
経
済
絡
差
が
健

広
く
で
も
い
い
か
ら
健
康
問
題
け
、
動
き
出
し
て
い
る。
昨
康
格
差
に
整
作
レ
な
い
よ
う
社

の
セ
ー
フ
テ
ィ
l

ネ
ッ
ト
を
つ
年
、
市
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
会
保
障
の
目
線
で
医
療
を
ど
う

く
ら
な
い
と
い
け
な
い
」

開
設
、
医
療
や
介
護
福
祉
関
係
と
ら
え
る
か
が
大
事
だ

」
と
長

震
災
は
地
域
に
潜
在
し
て
い
者
か
ら
な
る
推
進
協
議
会
も
殻
医
師
は
話
す

。

た
課
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
置
。

医
療
資
源
が
限
ら
れ
る

「包
括
ケ
ア
の
医
療
の
中
心

た
。

石
巻
市
は
震
災
に
よ
っ
て
中
、
介
護
や
福
祉
と
連
携
す
る
に
市
立
病
院
を
置
き
た
い

」
と

あ
っ
た
と
い
う
和
田
さ
ん
。

初
日
は
訪
問
し
て
、
後
期
研
修
医
の
受
け
入
れ
も
行
う

診
療
に
閉
行。
「
日
本
は
地
震
が
よ
く
起
予
定
。

石
巻
市
立
病
院
開
成
仮
診
療
所
の

こ
る
。

震
災
か
ら3
年
が
た
と
う
と
す
る
長
医
師
は

「地
域
で
働
く
医
師
の
姿
と
し

中
で
、
地
域
で
ど
ん
な
問
題
が
起
こ
っ
て
て
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る。

い
る
の
か
自
分
た
ち
な
ら
ど
う
す
る
か
考

え
た
か
っ
た
」

同
診
療
所
で
は
今
春
か
ら
、
日
本
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
に
認
定
さ
れ
た

家
庭
医
を
育
て
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

介
護
、
福
祉
と
連
携

見
学
・
研
修
絶
え
ず

地
域
医
療
再
建
の
中
で
医
療
者
の
確
保

が
課
題
だ。
石
巻
市
立
病
院
開
成
仮
診
療

所
に
は
地
減
医
療
を
学
ぼ
う
と
、
多
く
の

若
い
医
師
が
研
修
や
見
学
に
訪
れ
る
。

2

月
下
旬
、1
週
間
の
研
修
に
訪
れ
た

の
が
佐
久
総
合
病
院
の
初
期
研
修
医
、
和

田
富
平
さ
ん(お
)
。地
域
医
療
に
興
味
が

話
す
の
は
石
巻
市
立
病
院
の
伊

勢
秀
雄
院
長。
震
災
で
全
植
樹
し

た
市
立
病
院
は
震
災
前
は
急
性

期
医
療
中
心
だ
っ
た。
お
年
に

再
建
予
定
だ
が
、
再
建
後
は
回

復
期
や
緩
和
ケ
ア
、
在
宅
支
援

な
ど
に
も
力
を
入
れ
る
「地
域

に
寄
り
添
う
病
院」
を
基
本
方

針
に
掲
げ
る。
リ
凶
の
診
療
斜
は

再
建
時
は6
に
絞
る。
医
師
は

加
入
を
予
定。
そ
の
う
ち
内
斜

で
叩
人
、
で
き
れ
ば
総
合
医
が

望
ま
し
い
と
す
る。
市
全
体
の

医
療
を
考
え
、
石
巻
赤
十
字
病

院
が
主
に
急
性
期
を
担
い
、
機

能
分
化
と
連
携
強
化
を
図
る
。

石
巻
赤
十
字
病
院
の
金
田
巌

院
長
は
こ
う
話
す。
「
日
赤
は

急
性
期
に
特
化
し
て
お
り
、
地

域
に
と
っ
て
機
能
分
化
は
大

切
。

地
域
全
体
の
こ
と
を
考

え
、
医
療
提
供
だ
け
で
な
く
、

予
防
や
広
い
意
味
で
医
療
と
保

健
を
合
わ
せ
た
体
制
づ
く
り
が

必
要
だ」
(

油
原
聡
子)
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被
災
地
で
育
つ
地
域
医
療

「医
師
も
新
し
い
価
値
を
創

造
で
き
る。

こ
こ
か
ら
日
本
の

医
療
を
変
え
て
い
き
た
い」

私
年
4

月
、
寝
室
米
市

迫
町
に
「や
ま
と
在
宅
診
療
所

・
登
米」
を
開
い
た
医
師
、
時

UA佑
輔
さ
ん
(お
)は
、
こ
う
話

す
。東

日
本
大
震
災
で
震
度
6

強

の
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
岡
市
。

高
齢
化
率
は
全
国
平
均
を
上
回

り
、
県
内
で
も
特
に
医
師
の
数

は
少
な
い。
新
し
い
診
療
所
の

開
設
は
8

年
ぶ
り
だ。

田
上
さ
ん
は
震
災
直
後
の
平

成
お
年
3

月
m
日
か
ら
気
仙
沼

市
内
で
緊
急
医
療
支
援
に
入
っ

た
。

当
時
は
東
大
病
院
の
蹟
虜

外
斜
医。

緊
急
支
援
後
も
東
京

で
の
病
院
勤
務
の
傍
ら
、
炊
き

出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け

気
仙
沼
市

M
a

m
智

A
 

⑧登米・やまと在宅診療所

岩手県

山
町
桜
悩
照

.' 

た
。

両
立
可
能
な
勤
務

医
師
不
足
の
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
た
田
上
さ
ん。
「
目

の
前
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
助
げ
た
い
」
「
求
め
ら
れ
た

こ
と
に
応
え
た
い」

将
来
の
日
本
の
医
療
を
考
え

る
若
手
医
師
の
勉
強
会
を
主
宰

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
同
年

9

月
か
ら
は
市
立
登
米
市
民
病

院
や
気
仙
沼
市
内
の
病
院
に
若

手
医
師
を
交
代
で
送
り
込
み
、

週
末
の
当
直
を
患
っ
プ
ロ
ヲ
ェ い

る
。

志
を
同
じ
く
す
る
同
窓
の
医

師
、
安
井
佑
さ
ん
(お
)と
協

力
。

安
井
さ
ん
は
昨
年4
月
、

東
京
都
絞
橋
区
に「や
ま
と
在

宅
診
療
所
・

高
島
平
」
を
開
設

し
、
両
医
師
は
両
診
療
所
で
交

互
に
勤
務
し
、
毎
朝
午
前
9

時

か
ら
開
か
れ
る
ウ
ェ
プ
会
議
で

情
報
多
芙
有
す
る。

「も
と
も
と
医
療
の
効
率
化

や
医
師
の
働
き
方
、I
T
に
よ

る
遠
隔
地
支
援
に
も
関
心
が
あ

っ
た。

医
療
関
係
者
の
マ
ン
パ

ワ
ー
だ
げ
で
な
く
、
I
T
や
地

圧
迫
骨
折
な
ど
の
整
形
疾
患

(9
%
)
、
が
ん
(7
w沼
)

。

多
く
は
近
隣
の
病
院
か
ら

紹
介
さ
れ
た
退
院
患
者
で
、
自

宅
で
の
看
取
り
も{
σっ。

終
末
期
も
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け

る
「
地
域
包
括
ケ
ア」
。
診
療

所
と
介
護
事
業
所
が
個
々
に
患

者
の
情
報
を
抱
え
込
む
の
で
は

な
く
、
患
者
、
家
族
、
医
師
、

介
護
ス
タ
ッ
フ
ら
が1
つ
の
チ

ー
ム
と
し
て
情
報
を
共
有
し
て

判
断
す
る
態
号
く
り
に
心
を

砕
く
。

I
T

活
用
、
東
京
と
地
方
結
ぶ

ク
ト
を
実
施
し
た。

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
、
若

手
医
師
は
都
心
の
大
病
院
で
の

動
務
が
多
い。
ど
う
し
た
ら
地

方
の
医
師
不
足
を
解
決
で
き
る

の
か
l

。

導
き
だ
し
た
結
論
が
、I
T

(情
報
技
術)
を
活
用
し
、
東

京
と
地
方
を
結
ぶ「循
環
型
医

療
」
。
地
減
で
の
診
療
と
大
学

で
の
研
究
や
政
策
提
一
言
な
ど
、

診
療
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
両
立

可
能
な
勤
務
態
勢
を
つ
く
り
、

若
手
も
モ
チ
ペ1
シ
ョ
ン
を
維

持
し
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て 域

、
家
族
を
合
め
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
力
を
使
わ
な
い
と
地
域
医

療
は
だ
め
に
な
る」
(
田
上
さ

ん
)半

径
印
字
ロ
訪
問
診
療

平
日
の
登
米
市
の
診
療
所
で

は
、
医
師
、
看
護
師
、
医
療
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
3

人
が
軽
乗
用

車
に
乗
り
込
み
、
半
径m
J
の

訪
問
診
療
圏
で1
日
平
均
約
印

軒
を
訪
問
し
、
治
療
に
当
た

る
。

疾
患
別
劃
合
は
、
脳
率
中

(M
W却
~
し
よ
う

認
知
症

(
目

前
却
)
、骨
粗
怒
症
に
よ
る
腰
椎

被
災
地
医
療
の
い
ま

昨
年
ロ
月
、
心
不
全
で
約
1

カ
月
入
院
し
、
要
介
護5
の
ほ

ぼ
寝
た
き
り
状
態
に
な
っ
た
斉

藤
み
つ
子
さ
ん(但
)
。自
宅
で

1

日
2

時
間
の
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
、
週1
回
の
訪
問
入
浴
な

ど
を
利
用
す
る。
田
上
さ
ん
の

診
療
は
2

週
間
に
1

度
。

担
当

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
高
橋
敦
子

さ
ん
(日
)は
診
療
時
間
に
合
わ

せ
て
訪
問
し
、
情
報
交
換
す

る
。

高
橋
さ
ん
は
「本
人
を
前

に

(主
治
医
の
)
先
生
と
話
が

で
き
る
の
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立

て
や
す
く
助
か
っ
て
い
る
。

(主
治
医
が
い
る)
病
院
や
診

療
所
を
訪
ね
て
情
報
交
換
を
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
か

ら
」
と
在
宅
診
療
の
メ
リ
ッ
ト

を
挙
げ
る。

登
米
市
民
病
院
の
石
井
宗
彦

院
長
(M
W)も
「こ
れ
か
ら
は
病

院
・
施
設
よ
り
も
在
宅
診
療
の

時
代
」
。
登
米
市
の
診
療
所
は

患
者
側
の
ニ
l

ズ
と
も
合
致

し
、
既
に
約1
1
0

人
の
患
者

を
担
当
、
当
初3
人
だ
っ
た
ス

タ
ッ
フ
は
2

月
末
ま
で
に9
人

に
増
え
た。
「
今
ま
で
の
仕
事

で
一
番
や
り
が
い
が
あ
る」

(剖
歳
女
性
ス
タ
ッ
フ)
な

ど
、
前
向
き
で
開
放
的
な
雰
囲

気
に
あ
ふ
れ
る。

田
上
さ
ん
ら
は
「や
ま
と
在

宅
診
療
所」
の
シ
ス
テ
ム
を
全

国
に
広
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。

医
療
事
務
を
一
括
し
て
登

米
で
{σ
つ
こ
と
で
地
域
の
雇
用

創
出
に
も
役
立
つ
は
ず
だ。

診
療
所
の
開
設
か
ら
間
も
な

く
1

年
。

未
曽
有
の
少
子
高
齢

社
会
に
向
き
合
う
地
減
医
療
改

革
の
種
が
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
ま
か
れ
て
い
る。

(村
烏
有
紀)
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増える関連死先見えず

被
災
地
医
療
の
い
ま

二
本
松
仮
設
の
診
療
医
が
警
鐘

十
七
年
前
、
へ
き
地
医
療
を
志
し
た
医
師
の
関
根
俊
二
さ

ん
(
七
一
)
は
国
立
病
院
を
退
職
し
、
福
島
県
浪
江
町
で
住
民
の

健
康
を
担
っ
て
き
た。
東
日
本
大
震
災
後
は
、
町
民
の
避
難

先
で
あ
る
二
本
松
市
の
仮
設
住
宅
の
一
角
で
診
療
を
続
け
て

い
る
。
先
の
見
え
な
い
不
安
を
抱
え
る
住
民
た
ち

。

福
島
県

の
震
災
関
連
死
者
数
は
、
震
災
に
よ
る
直
接
の
犠
牲
者
数
を

上
回
る
。
「
生
活
に
希
望
が
見
え
な
け
れ
ば
、
関
連
死
は
な

く
な
ら
な
い
」
と
訴
え
る。
(

飯
田
孝
幸
)

N 

A 

福
島
直
接
の
犠
牲
を
上
回
る

二
本
松
市
北
東
部
の
高
台
に
あ
る

安
達
運
動
場
に
約
二
百
四
十
戸
の
仮

設
住
宅
が
並
ぶ
。
患
寄
り
駅
ま
で
は

約
一
・

七
J
。

今
月
三
日
、
周
囲
の

田
畑
は
ま
だ
雪
に
覆
わ
れ
て
い
た
。

浪
江
町
国
民
健
康
保
険
医
設
津
島
診

療
所
で
勤
務
す
る
関
根
さ
ん
は
、
診

療
所
中
に
響
く
よ
う
な
元
気
な
声

で
、
患
者
と
穫
す
る。
診
療
時
間
の

後
、
患
者
の
高
齢
女
性
が
あ
い
さ
つ

に
訪
れ
た。

「
あ
の
人
の
だ
ん
な
さ

ん
も
関
連
死
だ
よ
」
。

や
り
き
れ
な

さ
そ
う
に
話
す。

郡
山
市
の
国
立
病
院
で
外
科
医
と

し
て
メ
ス
を
振
る
っ
て
い
た
が
、
病

院
の
統
廃
合
を
機
に
、
一
九
九
七
年

に
津
島
診
療
所
の
医
師
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
診
療
所
の
医
師
は
な
か
な

か
い
つ
か
ず
、
一
、
二
年
で
交
代
し

て
い
た
。
関
根
さ
ん
が
着
任
し
た
と

き
も
、
住
民
た
ち
は
「
今
度
は
い
つ

ま
で
い
る
か
な
」
と
『
フ
わ
さ
し
て
い た

と
い
う
。

関
根
さ
ん
は
地
元
の
運

動
会
に
参
加
し
た
り
、
住
民
と
酒
を

酌
み
交
わ
し
た
り
し
て
地
域
に
溶
け

込
ん
で
い
っ
た。

大
学
病
院
や
国
立

病
院
に
い
た
と
き
よ
り
も
、
医
師
と

し
て
充
実
し
た
時
閣
を
過
ご
し
て
い

た
。

二
O
二
年
三
月
、
そ
ん
な
生
活

が
原
発
事
故
で
奪
わ
れ
た。
郡
山
市

に
自
宅
が
あ
っ
た
が
、
避
難
住
民
と

一
緒
に
行
動
し
、
診
療
を
続
け
た
。

同
年
九
月
に
安
達
運
動
場
に
腰
を
落

ち
着
け
た。

津
島
に
い
た
こ
ろ
は
医
療
圏
の
住

民
は
千
三
百1
千
四
百
人
だ
っ
た

が
、
現
在
は
浪
江
町
か
ら
二
本
松
市

内
の
十
一
カ
所
に
避
難
し
て
い
る
四

千
人
が
診
療
対
象
。

患
者
は
一
日
五

十
数
人
で
、
多
い
日
に
は
七
十
人
が

訪
れ
る。

一
人
で
は
手
が
足
り
ず
、

浪
江
町
で
個
人
開
業
し
て
い
た
医
師

が
応
援
に
来
る。

仮
設
住
宅
で
は
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
人
が
多
い。
関
視
さ
ん
は
積
極
的

に
話
し
掛
け
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
掛
け
る
。

あ
る
患

者
は
「
先
生
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
浪

江
に
帰
れ
る
ん
で
す
か
」
と
問
い
掛

け
て
く
る
。

進
ま
ぬ
復
興
に
怒
り
を

ぶ
つ
け
る
患
者
、
あ
き
ら
め
き
っ
て

い
る
患
者。
「
働
き
盛
り
の
人
が
一

日
中
仮
設
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
し
か
な

く
生
活
習
慣
病
に
な
る
。

高
齢
者
は

生
活
不
活
発
病
が
増
え
、
心
身
と
も

に
港
ち
込
み
、
う
つ
状
態
に
。

認
知

症
も
増
加
し
て
い
る。
こ
う
し
た
人

た
ち
が
、
こ
の
先
、
関
連
死
す
る
可

能
性
は
十
分
あ
る
」
と
気
に
病
む
。

関
根
さ
ん
は
「
避
難
者
に
生
き
が

い
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
取
り
戻
さ

せ
て
や
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
す
。

し
か
し
現
実
は
厳
し
い。
「本
当
に
自

宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

い

つ
に
な
っ
た
ら
帰
れ
る
の
か
。

み
ん

な
そ
れ
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
。

早

く
方
針
を
示
し
、
生
活
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
国
が
す
べ
き
こ
と
じ
ゃ
な

い
の
か
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
。

浪
江
町
な
ど
八
町
村
で
構
成
す
る

双
葉
郡
に
は
震
災
前
、
五
十
四
人
の

医
師
が
い
た
が
、
い
ま
県
内
に
残
る

の
は
十
九
人。
住
民
の
帰
町
、
帰
村

が
実
現
し
て
も
、
崩
植
樹
し
た
地
域
医

療
を
再
興
す
る
見
通
し
は
な
い。

「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
引
退
し
て
も
い
い

年
な
ん
だ
が
、
後
任
が
ね
え
・
」

。

白
衣
を
脱
ぐ
日
は
、
ま
だ
先
に
な
り

そ
う
だ。
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東
臼
本
大
震
災
で
大
切
な
人
を
亡
く

し
た
多
く
の
遺
族
は
、
今
も
悲
し
み
の

中
に
い
る
。

こ
の
3

年
で
、
捜
失
の
つ

ら
さ
を
分
か
ち
合
う
自
助
的
な
集
ま
り

ゃ
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
に
取
り
組
む

団
体
な
ど
様
々
な
活
動
が
生
ま
れ
て
い

る
。
(

小
林
直
貴)

自
助
グ
ル
ー
プ

⑮員長三地理総集版

2

月
同
日
、
仙
台
市
の
浄
土
宗
の
寺

院
「
慈
恩
寺
」
で
、
男
女
の
笑
い
声
が

広
が
っ
た。
茶
菓
子
を
手
に
し
た
人
た

ち
が
、
ソ
チ
五
輪
や
大
雪
か
ら
得
意
料

理
ま
で
、
様
々
な
話
題
で
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。

震
災
の
遺
族
が
中
心
に
な
り
2
0
1

1

年
間
月
に
生
ま
れ
た
自
助
グ
ル
ー
プ

で
、2
か
月
に
1

回
集
ま
っ
て
い
る。

信
仰
や
宗
派
は
関
係
な
い。
参
加
者
は

毎
回
、
住
職
の
樋
口
法
生
さ
ん(糾
)の

話
を
聞
き
、
念
仏
を
唱
え
て
焼
香
す
る

。

そ
の
後
え
3

時
間
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
自
由
に
会
話
す
る。

こ
の
集
ま
り
を
呼
び
か
け
た
の
は
仙

台
市
の
田
中
幸
子
さ
ん(倒
)
。息
子
が

自
ら
命
を
絶
っ

た
体
験
を
基
に
、
ワ
年

前
か
ら
自
助
グ
ル
ー
プ
「
つ
む
ぎ
の
会
」

を
作
り
活
動
し
て
き
た。
震
災
後
、
多

く
の
遺
族
が
生
ま
れ
た
被
災
地
で
自
助

グ
ル
ー
プ
の
発
足
を
手
伝
っ
て
き
た
。

田
中
さ
ん
は
「
定
期
的
に
集
ま
っ
て

話
す
こ
と
で
『
笑
っ
て
も
い
い
』
と
思

え
る
。

震
災
の
遺
族
に
も
そ
ん
な
場
が

必
要
だ
っ
た。
独
り
だ
と
悲υ
み
を
抱

ち合う喪失の悲しみ分か
え
込
む。
同
じ
よ
-
Pな
体
験
を
し
た
人

た
ち
が
語
り
合
い
、
思
い
を
分
か
ち
合

う
意
味
は
大
き
い」
と
説
明
す
る
。

「
発
足
当
初
は
今
と
違
い
、
み
な
涙

を
流
し
て
い
た
。1
年
ほ
ど
前
か
ら
笑

い
声
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た」
と
樋
口

住
職
。

田
中
さ
ん
は
「表
面
的
に
元
気

に
み
え
て
も
、
周
り
に
必
死
に
A
Pわ
せ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
」
と
指
摘。
「
悲

し
み
は
消
え
る
も
の
で
は
な
い
し
治
療

で
な
く
な
る
も
の
で
も
な
い。
付
き
合

い
な
が
ら
生
き
て
いく
に
は
支
え
合
い

が
必
要」
と
言
う。

こ
の
臼
に
集
ま
っ
た
遺
族
日
人
の
う

ち
、
4

人
が
震
災
で
子
ど
も
を
失
っ
た

母
親
だ
っ
た
。

〈遺族の自助グループなどの連絡先〉

<> rつむぎの会J H090 ・ 5835 ・ 0017
<> r子どもグリーフサポートステーション」

H022 ・ 796 ・ 2710

<> r仙台グリーフケア研究会J H070 ・ 5548 ・ 2186

遺
族
ら
同
じ
立
場
で
語
り
合
い

そ
の
一
人
、
佐
々
木
奈
央
さ
ん
(犯
)

は
日
年
暮
れ
か
ら
参
加
す
る
。
宮
城
県

気
仙
沼
市
の
家
が
津
波
で
流
さ
れ
、6

歳
だ
っ
た
娘
が
行
方
不
明
の
ま
ま
。
「ど

こ
か
で
元
気
に
生
き
て
い
て
ほ
し
い
」

と
思
い
続
け
る。
最
初
は
ほ
か
の
参
加

者
か
ら
「顔
色
が
悪
く
て
倒
れ
そ
う」

と
心
配
さ
れ
た
が
、
今
で
は
会
話
の
中

心
に
い
る。

樋
口
住
職
は「
『こ
の
世
で
別
れ
て
も

別
の
世
で
ま
た
会
え
る』
と
伝
え
て
い

る
。
再
会
の
願
い
は
宗
教
や
信
仰
で
し

か
か
な
わ
な
い
も
の
だ
か
ら」と
話
す。

被
災
地
医
療
の
い
ま

子
ど
も
の
支
援

N
P
O
法
人
「子
ど
も
グ
リl
フ
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ーシ
ョ
ン
」
(
仙
台
市)

は
、
慶
失
体
験
に
伴
う
悲
嘆
や
愛
情
な

ど
の
感
情
を
「
グ
リl
フ
」
と
呼
び
、

子
ど
も
の
支
援
に
取
り
組
む
。

交
通
遺

児
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
だ
西
田
正

弘
代
表(臼
)が
ロ
年
日
月
に
始
め
た
。

仙
台
市
や
岩
手
県
陸
前
高
田
市
な
ど

で
定
期
的
に
開
催
す
る
集
ま
り
で
は
、

親
や
友
人
を
亡
く
し
た
子
ど
も
が
集
ま

り
、
ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
ピ
ア
ノ
を
弾

川
た
り
、
思
い
思
い
に
過昌
明
α

亡
q

な
っ
た
人
の
話
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

独
り
で
な
い
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
場
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

西
国
代
表
は
「
強
い
悲
し
み
ゃ
怒
り

は
あ
る
時
突
然
よ
み
が
え
る
。

特
に
子

ど
も
は
成
長
に
伴
っ
て
死
の
理
解
が
深

ま
り
、
喪
失
の
実
感
が
強
ま
る
。

3

年

経
た
か
ら
落
ち
着
く
も
の
で
は
な
く
、

継
続
的
支
援
が
必
要
」
と
話
す
。
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国
同
ま
る
関
心

悲
し
み
に
向
き
合
う
活
動
は
、
阪
神

大
震
災
やJ
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
の

後
な
ど
に
も
生
ま
れ
た
が
、
今
回
の
震

災
を
機
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

上
智
大
の
グ
リ1
フ
ケ
ア
研
究
所
は

来
月
か
ら
人
材
養
成
コ
1

ス
を
聞
く。

宗
教
学
や
死
生
学
、
先
端
医
療
な
ど
の

講
義
を
行
う
ほ
か
、
悲
嘆
を
抱
え
る
人

へ
の
援
助
技
術
を
伝
授
す
る
。

看
護
師

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
従
事
者
な
ど
、
志
願

者
は
定
員
の
約3
倍
に
上
っ
た。

仙
台
市
のN
P
O
法
人
「仙
台
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
研
究
会」
代
表
で
医
師
の
滑

川
明
男
さ
ん(臼
)は
「現
代
社
会
で
死

は
見
え
にく
く

な
っ

た
が
、
震
災
で
身

近
な
も
の
だ
と
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

日

本
人
全
体
が
死
を
意
識
し
な
がら
生
さ

る
こ
と
の
意
味
を
問
い
直
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す。



透析難民出すな

災
害
弱
者
の
た
め
に

命
綱
の
水
確
保
、
移
送
課
題

断
水
や
停
電
が
「死
」
に
直
結
す

る
人
々
が
い
る。
東
日
本
大
震
災
で

は
人
工
透
析
が
受
け
ら
れ
な
い「透

析
難
民
」
が
生
ま
れ
た。
東
京
都
知

事
選
で
テ
1

マ
と
な
る
防
災。
災
害

弱
者
の
命
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
も
首
都

が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
だ
。

(横
井
武
昭
)

五
十
二
の
病
床
を
備
え
る
東

京
女
子
医
大
(新
宿
区
)
の
透

析
室
に
は
、
首
都
圏
か
ら
多
く

の
患
者
が
訪
れ
る。
だ
が
、
震

災
の
後
、
ベッ
ド
を
埋
め
た
の

は
被
災
地
か
ら
避
難
し
て
き
た

透
析
患
者
だ
っ
た。

「
皆
、
機

慨
し
切
っ
て
い
た
」

。

同
大
の

秋
葉
隆
教
授
が
振
り
返
る
。

人
工
透
析
は
一
回
三
百却
の

水
道
水
と
電
気
を
使
う。
患
者

は
週
三
回
の
透
析
を
受
け
な
け

れ
ば
血
液
中
に
老
廃
物
や
水
分

が
た
ま
り
、
深
刻
な
事
態
と
な

る
。

震
災
で
そ
の
命
綱
が
断
ち

切
ら
れ
た
。

発
生
か
ら
六
日

南関東で数万人分
後
、
治
療
が
限
界
に
達
し
た
福

島
県
い
わ
き
市
な
ど
の
患
者
四

百
五
十
人
が
都
内
や
千
葉
県
の

病
院
に
運
ば
れ
た。
秋
葉
教
授

を
代
表
に
都
内
の
透
析
施
設
で

つ
く
る
「
都
区
部
災
害
時
透
析

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク」
が
受
け

入
れ
先
探
し
に
奔
走
し
た
。

命
が
つ
な
が
り
、
安
心
す
る

患
者
た
ち。
そ
の
傍
ら
で
秋
葉

教
授
は
新
た
な
不
安
を
覚
え

た
。

「
も
し
東
京
が
被
災
し
た

ら
患
者
を
救
え
る
の
か
」

日
本
透
析
医
学
会
に
よ
る
と

透
析
患
者
は
全
国
で
約
三
十
一

万
人。
東
京
だ
け
で
三
万
人
、
神

奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
も
一
万
人
を

超
す
。

だ
が
、
都
内
の
六
割
の
透

析
施
設
に
自
家
発
電
装
置
や
緊

急
時
用
の
貯
水
糟
が
な
い
。

千

三
百
万
都
民
の
飲
料
水
が
問
題

に
な
る
時
、
給
水
を
ど
こ
ま
で

確
保
で
き
る
か
も
不
透
明
だ
。

日
本
透
析
医
会
の
杉
崎
弘
章
専

務
理
事
は
「水
や
竃
気
が
無
事

な
被
災
地
の
外
へ
患
者
を
移
す

の
が
ベ
ス
ト
」
と
話
す
。

問
題

は
手
段
や
受
け
皿
の
確
保
だ
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
想
定
で
は

首
都
直
下
地
震
で
都
区
部
だ
け

被
災
し
た
場
合
に
数
千
人
、
南

関
東
全
域
が
被
災
す
れ
ば
数
万

人
が
避
難
し
て
透
析
を
受
け

る
。

最
悪
の
場
合
、
関
西
や
九

州
な
ど
全
国
に
移
動
さ
せ
な
け

れ
ば
患
者
を
支
え
き
れ
な
い
。

移
送
手
段
を
確
保
し
、
他
県

に
支
援
要
請
す
る
の
は
行
政
の

役
割
だ。
し
か
し
東
日
本
大
震

災
で
は
福
島
県
か
ら
要
請
が
出

ず
、
都
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
依

頼
で
人
道
的
見
地
か
ら
宿
泊
所 な

ど
を
準
備
し
た。
パ
ス
も
旅

行
会
社
や
非
政
府
組
織(N
G

O
)
な
ど
民
聞
が
手
配
し
た
。

首
都
直
下
地
震
で
は
大
規
模

な
移
送
が
想
定
さ
れ
る
が
、
具

体
的
手
法
を
定
め
た
計
画
は
な

い
。

都
疾
病
対
策
課
は
「
移
送

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
透

析
の
人
だ
け
で
な
い。
全
体
の

状
況
の
中
で
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
す
る。

秋
葉
教
授
は
言
う。

「
地
震

の
婿
れ
で
助
か
っ
て
も
三
日
後

に
危
な
く
な
る
命
が
あ
る。
そ

れ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

行

政
と
役
割
分
担
し
、
地
域
を
超

え
た
連
携
で
乗
り
切
り
た
い
」

東
京
新
聞
・

朝
刊

2
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1
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~~量

〈ライフライン喪失〉

人
工
呼
吸

r-耐凱醐離竃

震
災
で
電
気
や
水
が
途
絶
え
た
と
き
、
透

析
や
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症(
A
L
S
)の

患
者
ら
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
る
。

東
日
本
大

震
災
か-
2ま
も
な
く
三
年
。

東
京
都
知
事
選

で
首
都
防
災
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
考
え
た
い
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
喪
失

の
そ
の
時
に
ど
う
備
え
る
か10(

横
井
武
昭)

東
京
都
町
田
市
の
住
宅
街
。

冬
の

日
差
し
が
差
し
込
む
部
屋
で
、
菊
池

悦
代
さ
ん
(
六
乞
が
人
工
呼
吸
鶴
を
つ

け
て
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る。

「A「
で

も
あ
の
絶
望
感
は
忘
れ
な
い
」
。

夫

の
文
夫
さ
ん
(
七O)が
婆
の
顔
を
見
つ

め
な
が
ら
振
り
返
っ
た
。

菊
池
さ
ん
は
こO
O
二
年
にA
L

S

を
発
症。
文
夫
さ
ん
は
定
年
前
に

退
職
し
、
訪
問
看
護
な
ど
を
利
用
し

な
が
ら
介
護
を
続
け
る
。

わ
ず
か
に

動
く
目
を
使
っ
た
文
字
鍍
や
パ
ソ
コ

ン
が
夫
婦
の
意
思
を
つ
な
ぐ

。

そ
ん
な
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
東
日

本
大
震
災
が
襲
っ
た
。

揺
れ
と
同
時

に
停
電
に
な
り
、
人
工
呼
吸
器
は
外

ら
と
い
っ
て
先
に
助
け
て
は
く
れ
な

い
。

必
要
な
物
を
備
え
自
宅
で
数
日

過
ご
せ
る
よ
う
に
」
と
話
す

。

人
工
呼
吸
器
を
使
う
患
者
に
都
が

二
年
六
月
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
の
な
い
人
が
幻

%
、
手
動
の
呼
吸
器
を
持
っ
て
い
な

い
人
が
幻%
も
い
た
。

都
は
外
部
バ

ッ
テ
リ
ー
を
貸
し
出
す
事
業
を
実
施

し
、
現
在
は
行
き
渡
っ
た
と
み
ら
れ

る
。

し
か
し
、
説
明
書
を
読
ん
で
い

な
い
と
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
た

り
、
予
備
の
機
器
も
維
持
管
理
し
な

い
と
自
然
放
電
し
た
り
す
る
。

複
数

の
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
命
を
つ
な

ぐ
心
構
え
も
必
要
だ

。

を
送
っ
た。
内
部
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
あ
の
臼
か
ら
ま
も
な
く
三
年

。

菊

り
時
間
は
四
十
分
だ
っ
た
。

夫
の
健
池
さ
ん
宅
は
今
、
発
電
機
や
足
踏
み

治
さ
ん
(七
=
Uは
「ま
さ
か
地
震
で
あ
吸
引
器
な
ど
を
備
え
、
他
の
家
族
ゃ

ん
な
こ
と
に
な
る
と
思
わ
な
か
っ
看
護
師
が
研
修
に
訪
れ
る
こ
と
も
あ

た
。

助
か
っ
た
」。

る
。

文
夫
さ
ん
は一言
う。
「
実
際
に

難
病
と
災
害
に
詳
し
い
国
立
病
院
予
備
機
を
動
か
し
た
り
、
家
族
や
周

機
構
静
岡
富
士
病
院
の
溝
口
功
一
医
り
の
人
と
協
力
す
る
訓
練
も
大
切

。

師
は
「
災
害
時
は
自
助
が
基
本
。

病
二
度
と
あ
ん
な
不
安
な
思
い
は
し
た

院
は
け
が
人
で
あ
ふ
れ
、
難
病
だ
か
く
な
い
」
〔
次
ベ
l
ジ
に
つ
づ
く
〕

同
圃
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
状
で
始
ま
り
、
進
行
す
る
と
呼
吸

…-

F
L

(A
L
S

)

運
動
神
経
も
で
き
な
く
な
る。
感
覚
や
意
識

一

一
の
異
常
で
全
身
の
筋
肉
か
動
か
せ
は
は
っ
き
り
し
て
い
る

。

最
も
か
一

一
な
く
な
る
原
因
不明
の
難
病。
手
か
り
や
す
い
年
齢
は
叩
i
m
歳

一

一
に
力
が
入
り
に
く
い
と
か
、
食
べ
代
。

患
者
は
全
国
で
約9
0
0

一

一
物
が
の
み
込
み
に
く
い
な
ど
の
症O
人
。

停
止
の
恐
怖

協力日本ALS協会東京都支部

部
バ
ッ
テ
リ
ー
に
切
り
替
わった

。

だ
が
、
日
が
暮
れ
る
と
窓
か
ら
街
の

明
か
り
が
見
え
、
文
夫
さ
ん
は「す

ぐ
復
旧
す
る
だ
ろ
う
」
と
思った

。

帰
宅
す
る
へ
ル
パ
!
と
看
護
師
を
引

き
留
め
な
かっ
た
。

そ
こ
か
ら
事
態
は
急
変
す
る
。

突

然
「
ピ
!
」
と
、
聞
い
た
こ
と
の
な

い
警
報
音
が
鳴っ
た
。

二
十
時
間
は

持
つ
は
ず
だ
っ
た
呼
吸
器
の
外
部
バ

ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
か
け
て
い
た。
残

り
は
四
十
五
分。
同
時
に
、
携
帯
式

の
た
ん
の
吸
引
器
の
力
も
弱
ま
っ
て

い
た
。

消
防
や
病
院
に
連
絡
し
よ
う

に
も
停
電
で
フ
ァ
ク
ス
付
き
固
定
電

話
は
動
か
ず
、
携
帯
電
話
も
つ
な
が

患者の部屋の家具や人工呼吸
器の転倒防止をしている

外部パッテリーを準備し、駆動時
間を確認して、充電している

アンビューパッグ(手動式呼吸
器) ;を備え、家族やヘルパーら復
数が使い方をマスターしている

ら
な
い
。

警
報
が
鳴
り
響
く
暗
閣
で

妻
に
寄
り
添
い
、
ひ
た
す
ら
祈
る
し

か
な
か
っ
た。

残
り
十
五
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
明

か
り
が
つ
い
た。

文
夫
さ
ん
は
「
安

心
し
た
な
ん
で
も
ん
じ
ゃ
な
い。
生

き
抜
い
た
と
思っ
た
」
と
嘆
息
す
る
。

計
画
停
電
を
腐
り
の
協
力
で
乗
り

切
っ
た
人
も
い
る。

足
立
区
のA
L

S

患
者
鈴
木
清
子
さ
ん
(
六
ハ)
宅
に
は

人
工
呼
吸
器
の
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
も

酸
素
ボ
ン
べ
も
な
かっ
た
。

震
災
五

日
後
に
計
画
停
電
と
な
っ
た
際
、
区

西
部
福
祉
事
務
所
の
職
員
が
急
き
ょ

駆
け
付
け
、
車
の
シ
ガl
ソ
ケ
ッ
ト

か
ら
延
長
コ1
ド
で
呼
吸
器
に
電
気

災
害
弱
者
の
た
め
に

足踏み式など予備の畷引器を
持っている。 携得式の場合は定
期的に通電・充電している

災害時 ・緊急時医療手帳に必要事
項を記入し、携帯できる場所に置
いている

家族や担当医、訪問看護師、ヘル
J\ーらと緊急時の対策や連絡方
法、選総場所を話し合っている

27 
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L
S

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
り
組
み
は
十
分
進
ん
で
い
な

の
被
害
を
受
げ
や
す
い
難
病
の
い。

患
者
や
、
高
齢
者
、
障
害
者
な
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
要

ど
の
要
援
護
者
を
、
災
害
時
に
援
護
者
を
支
援
す
る
た
め
、
国

社
会
や
地
域
は
ど
う
支
え
る
は
二

O
O
五
年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

か
。

国
は
一
人
一
人
の
ニl
ズ
ン
を
策
定

。

避
難
を
支
援
す
る

に
合
わ
せ
た
避
難
支
援
計
画
を
人
や
避
難
先
な
ど
を
個
別
、
具

作
る
よ
う
各
市
区
町
村
に
求
め
体
的
に
盛
り
込
ん
だ
「
個
別
計

て
い
る
が
、
六
割
以
上
の
自
治
薗
」
を
作
る
よ
う
自
治
体
に
呼

体
が
作
り
終
え
て
お
ら
ず
、
取
び
掛
け
て
い
る

。

来
日
本
透
析
医
学
会
の

5

「
図
説
わ
が
国
の
慢
性
」
釘

透
析
療
法
の
現
況
」
ム

(
2
0
1
2年
末
)
よ
り
」万一内4

n
o
ｭ

U

」万

忠
一

1

1 都6県のALSと透析の患者数

慢性透析

東京都

神奈川県

海玉県

千葉県

茨媛県

群馬県

栃木県

。(人) 0 

筋護縮性
側索硬化症(ALS)

n
U
 

A
5
 

-
nノ
』

」
∞

田
町
摩
労
省
の
衛
生
行
政
一
げ

報
告
例

(
2
0
1
2
年
度
末
)
士
山

よ
り
。
数
字
は
特
定
疾
患
医
一
。

療
受
給
者
誌
の
所
持
者
数

L
α

災
害
弱
者
の
た
め
に

し
か
し
、
総
務
省
消
防
庁
の

ま
と
め
で
は
、
=
ニ
年
四
月
現

在
で
、
全
国
千
七
百
四
十
二
の

自
治
体
C
2
q

計
画
を
策
定

し
た
の
は
五
百
八
十
市
区
町
村

(
お
・
3

%
)
に
と
ど
ま
っ

た
。

策
定
途
中
は
九
百
七
十
一

(日
・
7
%
)
、
未
着
手
は
百

九
十
一
市
区
町
村

(日
・

。

%
)
だ
っ
た
。

災害時要援護者に対する各市区町村の
個別計画の策定状況
※2013年4月1 日現在。総務省のデータをちとに作成。単位I<l:%

策定浴中

56.5 

57.6 

東京都

神奈川県

断
水
雌
万
人停
電
側
万
戸

首
都
大
震
災
が
起
き
た
場

合
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
ど
れ
ぐ

ら
い
の
被
害
を
受
け
る
の
か。

昨
年
十
二
月
に
政
府
の
中
央
防

災
会
議
が
発
表
し
た
首
都
直
下

水
道
管
が
被
災
し
、
地
震
直
後

に
は
一
都
三
県
(
東
京
、
神
奈

川
、
埼
玉
、
千
葉
)
の
工
了
五

割
が
断
水
。

水
道
を
使
え
な
い

人
数
は
千
四
百
四
十
万
人
に
上

百
四
十
万
人
が
依
然
と
し
て
水

道
を
使
え
な
い
ま
ま
だ。

電
力
は
復
旧
に
さ
ら
に
時
間

が
か
か
る
。

東
京
湾
岸
の
火
力

発
電
所
が
止
ま
り
、
直
後
に
一

首
都
圏
で
も
難
渋
し
て
い
介
助
の
必
要
性
な
ど
個
別
の

る
。

東
京
都
で
は
、
計
画
を
作
ニ1
ズ
を
聞
き
取
る
の
に
時
間

っ
て
い
た
自
治
体
は
幻・
0

%

が
か
か
る
ほ
か
、
都
市
部
で
は

し
か
な
く
、
着
手
し
て
い
な
い
支
援
す
る
側
の
入
手
が
足
り
な

と
こ
ろ
は
2
・
6

%
に
上
つ
い
こ
と
も
一
因
と
み
ら
れ
る

。

た
。

千
葉
県
で
は
策
定
し
た
の
難
病
の
専
門
医
や
患
者
関
係

は
わ
ず
か
は
・
8

%
で
、
未
着
者
ら
が
都
内
に
集
ま
っ
て
一
月

手
が
凶
・
5

%
。
神
奈
川
県
で
は
二
十
五
日
に
聞
か
れ
た
「
難
病

幻
・
3

%
が
策
定
し
、
日
・
2%
と
災
害
フ
ォー
ラ
ム
」
で
も
、

が
着
手
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

-11". 
66.7 

43.2 

46.2 

74.3 

-・・.. 1�.: 

-40.9 ・E

埼玉県

千葉県

群馬県

茨減県

栃木県

東
日
本
大
震
災
で
地
震三
日

後
の
三
月
十
四
日
か
ら
同
二
十

八
日
ま
で
首
都
臨
で
計
画
停
電

が
実
施
さ
れ
た
よ
う
に
、
通
電

し
た
場
合
で
も
計
画
停
電
が
起

こ
り
得
る
。

想
定
で
は
、
発
災

一
カ
月
後
、
発
電
所
の
多く
が

運
転
を
再
開
し
、
関
東
以
外
の

電
力
会
社
か
ら
も
電
力
が
融
通

昨年12月の中央防災会議の想定。
数値は愚大値

成)
40 ・
31 

30 ・

20' 

10 , 
0-τ 
直後

5Q Oo曲
(%) <1 
40 

30 

20 

10 

0 寸
直後

首都直下地震の被害想定

29 面協事
-0.:.: 
18 

水道管の復旧は
おおむね完了す
るが、 140万人が
まだ断水の彫響
を受ける。 F水道
はほとんどの処
理場で運転可能

復旧は徐々に進
むが、 l 都3燥で
2-3前 (23阪で
3割)が断水のま
ま。下水道は数%
が利m倒鍵

水道管や浄水揚
が被災し、 11節3
県で3-5鯛(東
京23区で5割)が
断水。下水道もI
割が利用閤鯵

1カ月

28 

た
。

参
加
し
た
国
立
病
院
機
嫌

あ
き
た
病
院
の
和
田
千
鶴
医
師

は
、
「
難
病
患
者
は
身
近
な
保

健
所
や
介
護
者
を
中
心
に
災
害

対
策
を
考
え
て
い
る
場
合
が
多

い
が
、
地
域
の
民
生
委
員
ら
と

の
連
携
も
必
要。
皆
で
協
議
で

き
る
場
を
市
区
町
村
の
担
当
者

が
設
け
て
個
別
計
画
を
立
て
る

べ
き
だ
」
と
指
摘
し
た
。

玄

1 週

1泡

z 
1 日

。停電はほぼ
解消

火力発電所が再
開し、関東以外
の事業者から磁
過されれば、電力
官需要の9鋼まで凶
復

l郁3'~で5鋼 (23
区も5割)が停電
したまま。古十両停
電が実施される
場合も

。停電続く。 1220万肝
停電

東京電力管内全
調査で広減停電に
なり、 I穏3県で5
割 (23区で5鯛)
が停電
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地
震
の
被
害
想
定
で
は
、
水
や

電
気
の
供
給
は
発
災
一
カ
月
後

で
も
影
響
が
残
る
ほ
ど
甚
大
な

打
撃
を
受
け
る。

想
定
に
よ
る
と
、
浄
水
場
や

る
。

首
都
中
枢
機
能
や
災
害
拠

点
病
院
と
い
っ
た
重
要
施
設
へ

の
供
給
な
ど
、
復
旧
は
徐
々
に

進
む
が
、
一
週
間
た
っ
て
も
八

百
五
十
万
人
、
一
カ
月
後
で
も

食
事
と
水
分
で
体
調
管
理

災害で透析受けられない時は・.. 

大
雪
で
定
期
的
な
治
療
を
受
け

ら
れ
ず
に
、
不
安
を
抱
い
た
人
工

透
析
患
者
は
少
な
く
な
い
。
今後
、

同
様
の
状
態
に
陥
っ
た
ら
ど
wっ
す

れ
ば
い
い
の
か
。
人
工
透
析
を
行

っ
て
い
る
原
口
内
科
・
腎
ク
リ
ニ

ッ
ク
(
甲
斐
市
)
で
、
透
析
が
遅

れ
た
場
合
の
食
事
の
注
意
点
な
ど

が
蘭
い
た
。

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
透

析
が
受
げ
ら
れ
な
い
時
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
炭
水
化
物
を
中
心
に
し
っ

か
り
と
り
、
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取

は
控
え
る
必
要
が
あ
る
。
吐
き
気

や
顕
痛
を
起
こ
し
て
死
に
至
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
尿
欝
症
を
防
ぐ
た
め

だ
。カ

リ
ウ
ム
や
泊
分
の
摂
取
は
な る

べ
く
減
ら
し
た
方
が
い
い
。
血

中
の
カ
リ
ウ
ム
の
漉
度
が
高
く
な

る
と
、
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
と
な
り
、

口
の
ま
わ
り
が
し
び
れ
た
り
、
体

が
だ
る
く
な
っ
た
り
す
る
。
さ
ら

に
、
意
識
が
な
く
な
っ
た
り
、
心

臓
が
止
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
。
た
だ
、
食
事
で
十
分
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
と
り
な
が
ら
カ
リ
ウ
ム

の
摂
取
を
制
限
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
腸
か
ら
の
カ
リ
ウ
ム
の
吸
収

を
抑
え
る
薬
も
有
効
だ
と
い
う
。

担
当
者
は
「
食
事
の
制
限
が
多

く
、
だ
っ
た
ら
何
も
食
べ
な
け
れ

ば
い
い
の
で
は
、
と
思
い
が
ち
。

で
も
そ
れ
は
逆
効
果
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
し
っ
か
り
と
る
べ
き
だ
」

と
話
し
て
い
る
。災

害
時
に
と
る

栄
養
な
ど
の
目
安

(
体
質m
J
で
、3

定
期
的
に
受
げ
る

必
要
が
あ
る
人
工

透
析
。

食
事
と
水

分
を
し
っ
か
り
と

管
理
す
れ
ば
、
数

日
は
透
析
を
せ
ず

に
日
常
生
活
を
送

れ
刻
知
』
い
う

都
三
県
の
五
割
が
停
電。
千
二

百
二
十
万
戸
で
電
気
が
使
え
な

い
。

そ
の
後
も
発
電
所
の
運
転

再
聞
は
限
定
的
で
一
週
間
後
も

ほ
ぼ
同
数
の
停
電
が
続
く
。

日
間
透
析
が
受
げ
ら
れ
な
い
と
仮

定
し
た
参
考
値
)
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
1
3
o
o
-
-
5
0
0
J
待
以

上
(
平
常
時
は15
o
o
-
-
7

5
0
J
ほ
)
、
タ
ン
パ
ク
質
初
1
ω

ザ
(
悶
印1
印
M
F
)
、
カ
リ
ウ
ム
千

戸
匂
以
下
(
問2
千
戸
ザ
)
、
塩
分

は
3
1
4
ザ
(
同6
M
F以
下
)。

阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
時
に
は

1

割
以
上
の
透
析
患
者
が
4
日
以

上
蚕
析
を
受
け
ら
れ
な
い
状
態
が

続
い
た
と
い
い
、
で
き
る
か
ぎ
り

塩
分
は
控
え
た
方
が
よ
い
と
い

う
。
た
だ
避
難
所
生
活
な
ど
に
な

っ
た
場
合
、
塩
分
が
少
な
い
メ
ニ

ュ
ー
だ
け
穫
べ
る
の
は
難
し

い
。
カ
ッ
プ
麺
の
汁
を
飲
む
の
を

控
え
た
り
、
塩
分
の
多
い
食
べ
物

は
水
に
さ
ら
し
て
か
ら
口
に
し
た

り
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
だ
と

い
う
。

担
当
者
は
「
数
日
間
透
析
が
遅

れ
て
も
、
す
ぐ
に
体
調
が
急
変
す

る
こ
と
は
少
な
い
。
主
治
医
と
相

談
し
な
が
ら
慌
て
ず
に
、
食
事
と

水
分
を
上
手
に
管
理
し
て
生
活
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

〈橘
回
俊
也〉

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
辺
日
{
土
)

災
害
弱
者
の
た
め
に

さ
れ
る
こ
と
で
、
供
給
能
力
は

需
要
の
九
割
ま
で
回
復。
停
電

は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
る。

こ
う
し
た
被
害
を
受
け
、
中

央
防
災
会
議
は
「
人
工
心
臓
や

生
命
維
持
装
置
が
停
電
で
停
止

し
、
人
工
呼
吸
認
の
患
者
が
死

亡
。

病
院
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

被
害
が
続
き
、
人
工
透
析
が
で

き
ず
に
患
者
が
死
亡
す
る
」
と

人
工
透
析

指
摘
し
て
い
る。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
1

日
(
土
)

代
替
シ
ス
テ
ム
開
発

物
質
・
材
料
研
究
機
構(茨
城
県
つ

く
ば
市)
は
四
目
、
慢
性
腎
不
全
患
者

に
欠
か
せ
な
い
人
工
透
析
に
代
わ
る
携

帯
型
の
血
液
浄
化
シ
ス
テ
ム
を
、
同
機

構
生
体
機
能
材
料
ユ
ニ
ッ
ト
の
荏
原
充

宏
主
任
研
究
員
ら
が
開
発
し
た
と
発
表

し
た
。

災
害
時
に
透
析
患
者
へ
の
応
急

処
置
が
可
能
と
な
る
と
い
い
、6
年
後

の
実
用
化
を
目
指
す。

開
発
し
た
の
は
、
単3
電
池
2

本
で

稼
働
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
腕
時
計
型
カ

!
ト
リ
ッ
ヲ
を
使
っ
た
血
液
浄
化
シ
ス

緊
急
時
に
利
用
可
能
な
携
帯
型
の

血
液
浄
化
シ
ス
テ
ム
H

つ
く
ば
市

物材機構災害時など応急処置
テ
ム
。

腎
不
全
患
者
が
人
工
透
析
で
除

去
し
て
い
る
尿
毒
素
の
一
つ「ク
レ
ア

チ
ニ
ン
」
を
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
内
に
取

り
付
け
た
新
開
発
素
材「高
性
能
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
メ
ッ
シ
ュ」
で
吸
着
し
、

血
液
中
か
ら
除
去
す
る。

新
素
材
に
は
吸
着
性
の
あ
る
鉱
物

「ゼ
オ
ラ
イ
ト」
を
織
り
込
み
、
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
だ
け
を
取
り
除
く
。

新
素
材

叩
山崎
ヲで
、
1

時
間
で
蓄
積
す
る
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
約
印ミ
リ
匂を
除
去
す
る
こ
と
に

成
功
し
た。
水
道
の
蛇
口
に
付
け
る
浄

化
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
原
理
を
応
用
し
て

お
り
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
内
の
新
素
材
を

取
り
換
え
る
こ
と
で
、
体
内
に
排
出
さ

れ
る
1

日
分
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
除
去

も
可
能
だ
と
い
う。

荏
原
主
任
研
究
員
は「災
害
で
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
通
院
が
困
難

な
緊
急
時
な
ど
に
透
析
患
者
の
負
担
を

カ
バ
ー
で
き
る
」
と
話
し
て
い
る
。

産

経
{
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
却
日
{
木
)

29 



災
害
弱
者
の
た
め
に

…ー

…ー・ー園町

一­
""""‘司、.

』相・咽

一一ー一ー

111:::11 

‘ι<.­

…ー

・...τ ・・
ドiふ11

一ー
一ー
炉 P 可.

惨原病手帳しもに備えも
園
内
で
1
0
0
万
人
と
も
一
冨
わ
れ
象
最
貧
者
が
ふ
だ
ん
使
っ
て
い
る

薬
や
検
査
結
果
を
官
官
き
込
ん
で
お
げ
る
手
帳
を
、
患
者
団
体
が
作
っ
た

。

東
日

本
大
震
災
で
周
囲
へ
の
説
明
が
難
し
か
っ
た
経
験
か
ら
、
今
後
の
災
害
に
備
え

た
。

ほ
か
の
病
気
や
障
害
が
あ
る
人
ら
も
不
安
は
同
じ

。

い
ざ
と
い
う
時
に
自

分
の
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
す
る
動
き
が
広
が
る

。

震
災
教
訓
に
患
者
団
体
作
成

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
2
0
1
1

年
3

月
日
目
、
仙
台
市
畠
城
野
区
の
千

葉
照
之
さ
ん
(
船)は
母
(
倒
)
、
妻
(
邸
)

と
市
営
住
宅7
階
の
自
宅
に
い
た。
げ

が
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
電
気
や
ガ

ス
、
水
道
は
止
ま
っ
た
。

間
年
に
膝
原
病
の
一
つ
、
難
病
の
結

節
性
動
脈
周
囲
炎
と
診
断
さ
れ
た
。

ひ

じ
の
先
や
ひ
ざ
の
下
に
し
び
れ
が
あ る

。

薬
が
な
い
と
手
足
が
ま
ひ
し
、
歩

け
な
く
な
る。
月
に
1

度
の
通
院
を
数

日
後
に
控
え
て
い
た。

い
つ
も
の
病
院
は
震
災
の
混
乱
で
診

察
を
受
け
付
け
て
い
な
か
っ
た

。

薬
局

に
願
い
出
る
と
、
特
別
に
そ
の
白
準
備

で
き
る3
日
分
の
薬
は
も
ら
え
た
。

1

カ
月
分
の
長
期
処
方
を
お
願
い
し
よ
う

と
パ
ス
で
加
分
ほ
ど
か
げ
て
総
合
病
院 全国で推定100万人 ! 

勝原病体の免疫が正常に機能し

なくなり関節や臓鰭に炎症が起きる
疾患の総称。 イせ尼の全身に発疹が出
たり発熱したりする川崎病や、関節

の変形などが起こる関節リウマチも

膝原病の一つ。 筋力が低下する多発

性筋炎など、難病に指定されている
ものもある。 全国謬原病友の会は全

国の患者を100万人と推定している。

へ
行
っ
た
が
、
カ
ル
テ
が
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
断
ら
れ
た。
「
治
療
経
過
が
分
か

る
も
の
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」
と

振
り
返
る。

謬
原
病
は
外
見
で
わ
か
ら
な
い
症
状

も
多
い。

「
全
国
藤
原
病
友
の
会
」
代

表
理
事
で
滋
賀
支
部
長
の
森
幸
子
さ
ん

(
臼
)
に
は
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト

1

デ
ス

と
い
う
疾
患
が
あ
る。

呼
吸
が
苦
し

腎
臓
病
や
失
語
症
・
・・
広
が
る
取
り
組
み

災
害
時
に
カl
ド
な
ど
で
情
報
を
伝

え
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
は
ほ
か
の
疾

患
や
障
害
で
も
広
が
っ
て
い
る

。

人
工
透
析
を
受
げ
る
腎
臓
病
患
者
約

6
2
0
0

人
が
加
入
す
るN
P
O
法
人

「
兵
庫
県
腎
友
会
」
は
、
か
か
り
つ
げ

の
病
院
や
ふ
だ
ん
服
用
し
て
い
る
薬
な

ど
の
自
己
デ
ー
タ
を
曾
き
込
め
る
「
災

害
持
活
用
カl
ド
」
を
会
員
に
配
っ
て

い
る
。

透
析
を
受
け
ら
れ
な
い
と
体
の

カ
ー
ド
は
四
年
度
に
作
成
。

そ
れ
ま

で
も
か
か
り
つ
け
病
院
な
ど
を
書
き
込

め
る
手
帳
は
あ
っ
た
が
、
広
滋
災
害
で

は
遠
く
の
病
院
を
頼
る
可
能
性
も
あ
る

と
い
う
意
見
が
出
た
た
め
、
カ
ー
ド
に

小
型
化
す
る
一
方
、
鳥
取
や
岡
山
、
徳

島
な
ど
近
隣
府
県
の
腎
臓
病
患
者
会
の

連
絡
先
も
載
せ
た。
製
薬
会
社
が
作

る
、
か
か
り
つ
け
病
院
な
ど
を
書
き
込

め
る
「
災
害
手
帳
」
も
あ
り
、
そ
れ
を

ト

・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(C
A
N
)
」
も

約
1

年
前
、
避
難
所
な
ど
で
失
語
症
で

あ
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
カ
l

ド
を
作

成
。

大
阪
市
淀
川
区
で
運
営
す
る
失
語

症
の
人
た
ち
の
通
所
施
設
「
す
も
も
ク

ラ
ブ
」
に
通
う
約
印
人
に
配
っ
た

。

失
語
症
は
脳
慌
蜜
な
ど
で
脳
の
言
語

中
枢
が
損
傷
し
、
言
葉
が
し
ゃ
べ
れ
な

く
な
っ
た
り
、
相
手
の
言
葉
が
う
ま
く

理
解
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
障
害
だ
。

く
、
関
節
が
痛
い。
手
足
に
力
が
入
ら

ず
、
わ
ず
か
な
段
差
も上
が
れ
な
い
こ

と
が
あ
る。

薬
が
な
い
と
自
由
に
体
が

動
か
な
い。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
ふ
だ
ん
謬
原

病
の
診
療
を
し
て
い
な
い
医
師
も
支
援

に
駆
け
つ
け
た。

一
方
で
、
被
災
し
た

患
者
か
ら
「
薬
の
名
前
が
分
か
ら
な

い
」
「
カ
ル
テ
が
滞
波
で
流
さ
れ
た
よ

う
だ
。

ど
う
症
状
を
説
明
し
た
ら
い
い

の
か
」
な
ど
の
声
が
、
震
災
1

カ
月
後

に
開
い
た
総
会
で
あ
が
っ
た

。

会
の
事

務
局
に
も
同
じ
よ
う
な
意
見
が
は
が
き

で
寄
せ
ら
れ
た。

会
は
震
災1
年
後
、
日
ご
ろ
使
っ
て

い
る
薬
と
そ
の量
や
血
液
検
査
の
結
果

を
記
せ
る
「
鯵
原
病
手
帳
」
を
作

っ
た
。

国
立
病
院
機
構
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

(
大
阪
府
河
内
長
野
市
)
の
片
田
圭
宣

・

ア
レ
ル
ギ
ー
糾
医
長(臼
)が
監
修。
副

作
用
の
恐
れ
か
ら
使
つ
て
は
い
け
な
い

薬
な
ど
も書
き
込
め
る
よ
う
に
し
た
。

す.には. Hzい」か九、いえs で・えられる.鯛で

盤:ll‘よ盆血泣ムZ

.解が回しい得手で侮れ11. 主主E置い"t."F主主、:L

<:11字を使って.館文で)

NPO法人CANが失跨症
の人のために作ったカード

や
対
応
の
際
に
留
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

森
さ
ん
は
「
い
つ
も
服
用
し
て
い
る

薬
が
無
く
な
る
と
危
険
な
状
態
に
な
る

患
者
も
い
る。
災
害
時
は
謬
原
病
だ
と

周
り
に
伝
え
る
手
段
が
必
要
」
と
話
す

。

す
で
に
計
1

万
4

千
冊
以
上
を
配

布。
-
冊3
0
0

円
。

年
度
ご
と
に
更

新
す
る。
問
い
合
わ
せ
は
同
会(閃
・

3
2
8
8

・

0
7
2
1
)へ。

ま
せ
ん』
と
い
う
一
言
さ
え
話
し
か
け

ら
れ
な
い
人
も
い
る
。

帰
宅
困
難
に
な

っ

た
時
も
役
立
つ
は
ず
だ」
と
話
す。

自
治
体
の
取り
組
み
も
あ
る。
富
山

県
高
岡
市
は
東
日
本
大
震
災
後
、
障
害

者
の
た
め
の
避
難
カ
l

ド
を
作
っ
た。

使
っ
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所

や
体
の
ケ
ア
に
必
要
な
器
具
の
名
前

、

メ
ー
カ
ー
の
連
絡
先
を
記
入
で
き
、
避

難
先
の
支
援
者
ら
が
一
回
で
わ
か
る
よ

う
に
し
た
。

カ
ー
ド
は
市
の
サ
イ
ト
に

掲
載
し
、
印
刷
し
て
広
く
使
え
る
よ
う

に
し
た
。
(

伊
豆
丸
展代
) 薬や血液検査結果を.き込める賜原病手帳
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老
廃
物
を
う
ま
く
排
出
で
き
な
く
な
る

な
ど
、
命
の
危
険
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
か
ら
だ
。

医師が無線活用ヘ災害時

使
う
患
者
も
い
る
と
い
う
。

一
言
語
聴
覚
土
ら
で
つ
く
る

N
P
O

法

人
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・ア
シ
ス

カ
ー
ド
に
は
「
話
す
際
に
は
『
は
い
』

か
『
い
い
え
』
で
答
え
ら
れ
る
質
問
で

お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
、
障
害
の
説
明

が
曾
か
れ
て
い
る。

ス
タ
ッ
フ
の
言
語
聴
覚
士
、
杉
本
明

子
さ
ん
(
日
)
は
「
周
り
の
人
に
『
ず
み

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
2

年
日
月
か
ら
昨
年
ロ
月

ま
で
に
無
線
資
格
取
得
の
講
習
会

を
3

回
聞
き
、
こ
れ
ま
で
医
師
白

人
が
第4
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技

県
医
師
会
に
よ
る
と
、
医
師
会
士
の
資
格
を
得
た

。

が
無
線
取
得
を
促
し
て
い
る
の
は
ま
た

、

県
が
医
療
機
関
向
け
に

現
在
、
中
四
国
で
は
本
県
だ
け

。

実
施
し
て
い
る
無
線
機
の
購
入
補

宮
城
県
で
は
東
日
本
大
震
災
の
助
金2
万
円
(
各
医
療
機
関
1

台

際
、
岡
県
医
師
会
が
配
備
を
進
め
の
み
)
に
医
師
会
と
し
て

1

万
円

て
い
た
無
線
機
を
各
病
院
が
活
用
を
上
乗
せ
し
、
約

1

万
円
の
負
担

し
、
被
災
者
や
透
析
患
者
ら
の
救
で
貿
え
る
よ
う
に
し
た

。

本
年
度

護
活
動
に
役
立
て
た
と
い
う

。

は
お
施
設
が
こ
の
補
助
金
を
使
つ

本
県
で
は
県
内
問
病
院
の
う
ち
て
、
2
、

3

月
に
無
線
機
を
導
入

団
病
院
(
昨
年5
月
現
在
、
県
調
す
る
見
通
し
。
複
数
台
の
無
線
機

べ
)
が
衛
星
携
得
電
話
を
保
有

。

設
置
を
検
討
し
て
い
る
医
療
機
関

た
だ
、
衛
星
携
待
は
基
本
料
だ
げ
も
あ
る
と
い
う

。

で
月
額5
千
円
程
度
の
維
持
費
が
県
医
師
会
は
、
事
務
所
を
置
く

要
る
の
が
普
及
拡
大
へ
の
ネ
ッ
ク
総
合
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
(
高
知

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る。

市
丸
ノ
内1
丁
目
)
に
基
屯
局
を

こ
の
た
め
、
県
医
師
会
は
被
災
開
設
し
て
、

今
年
1

月
に
無
線
機

地
の
経
験
も
参
考
に
し
て
、
維
持
を
使
っ
た
防
災
訓
練
も
実
施
。
同

費
が
年
間
澗
円
の
電
波
利
用
料
で
市
内
の
病
院
に
勤
務
す
る
丸
吉
秀

済
む
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
着
目

。

朋
医
師
(
必
)
は
「
地
震
時
に
無
線

県
内
m
m人
が
既
に
資
格

医
師
会
主
導

中
四
国
で
初

災
害
時
、
携
帯
電
話
な
ど
が
利

用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
通
信

手
段
を
確
保
し
よ
う
と
、
県
医
師

会
(
会
員
約1
4
0
0

人
)
所
属

の
医
師
ら
が
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
資

格
の
取
得
を
進
め
て
い
る
。
東
日

本
大
震
災
の
時
、
被
災
地
の
医
師

会
が
無
線
を
使
っ
て
迅
速
な
医
療

に
つ
な
げ
た
事
例
も
あ
り
、
県
医

師
会
は
「
こ
れ
ま
で
に
間
人
近
く

が
資
格
を
取
っ
た。
万
一
の
災
害

に
備
え、

訓
練
も
し
っ
か
り
行
っ

て
い
く
」
と
し
て
い
る

。

(
安
岡
仁
司
)

安い維持費、講習会も

災
害
弱
者
の
た
め
に

朝2
0
1
4

年
2

月
沼
田
(
火
)

が
あ
れ
ば、
う
ち
の
入
院
患
者
の

S
O
S

を
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
に
も
(
被
災
者
の
受
け

入
れ
な
ど
で
)
役
立
て
る
か
も
し

れ
な
い
。
一
か
ら
勉
強
し
て
資
格

を
取
っ
た
。
し
っ
か
り
訓
練
を
重

ね
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

県
医
師
会
の
猿
田
隆
夫
・

災
害

対
策
委
員
長
は
「
今
後
も
講
習
を

続
け
、
会
員
の
資
格
取
得
を
進
め

て
い
く
。

無
線
を
ネ
ッ
ト
に
つ
な

い
で
よ
り
広
域
で
通
信
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
も
考
え
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

高
知
新
聞
・
朝
刊

2
0

1
4

年
2

月
包
日
(月
)

県医師会が殴置した無線機(高知市丸
ノ内 1 丁目の総合あんしんセンター)

31 



年
間
六
万
人
が
新
た
に
患
者
と
な
る
乳
が
ん

。

治
療
法
が
発
達
し
、
比
較
的
治
る
率
が
高
い
と
さ

れ
る
。

一
方
で
手
術
に
よ
る
乳
房
の
喪
失
、
変
形
に

悩
む
患
者
は
多
く
、
手
術
痕
が
下
着
と
擦
れ
て
痛

む
な
ど
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
患
者
も

。

乳
房

を
再
建
し
た
り
、
患
者
に
合
っ
た
下
着
を
提
案
し

た
り
、
患
者
の
悩
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
も
あ
る

。

上
下
二
回
に
分
け
て
報
告
す
る。

(
佐
橋
大
) -上・

乳
が
ん
患
者
か
ら
「
普
通
」
へ

「
乳
房
再
建
を
希
望
す
る
人

が
増
え
て
い
る。
特
に
保
険
適

用
を
機
に
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

使
う
割
合
が
増
え
た
」
。

多
く

の
乳
房
再
建
を
手
掛
け
る
愛
知

医
科
大
(
愛
知
県
長
久
手
市
)

形
成
外
科
の
梅
本
泰
孝
講
師
は

話
す。乳

が
ん
で
は
一
般
的
に
が
ん

が
小
さ
い
場
合
は
、
が
ん
と
周

辺
の
乳
房
の
一
部
を
取
り
除
く

「
温
存
術
」
が
多
い
。

そ
う
で

な
い
場
合
は
乳
房
を
全
部
摘
出

福
岡
大
医
学
部
形
成
外
科
の

大
慈
弥
裕
之
主
任
教
授
に
よ
る

と
、
こ
の
方
法
は
「
長
期
安
定

性
が
あ
り
、
時
聞
が
た
つ
ほ
ど

な
じ
む
」
と
い
う。
だ
が
、
腹

や
背
中
な
ど
乳
房
以
外
に
メ
ス

を
入
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
抵
抗
を

感
じ
る
患
者
も
い
る。
入
院
が

長
く
、
仕
事
な
ど
で
長
期
間
休

め
な
い
人
は
受
け
に
く
い。

昨
年
、
保
険
適
用
さ
れ
た

「
人
工
物
再
建
」
は
、
シ
リ
コ

ン
を
充
楓
し
た
人
工
物(イ
ン

乳
房
再
建

人
工
物
も
保
険
適
用
に

再建方法の特徴
自家組織 インプフント

手術時間 長い (5 時間以上) 短い

入院期間 1-2週間 日帰りー 5 日ほど

腹のや傷背中 あり なし

Z拍室長b車毛星野手下垂などを作るのが

仕上がり 困難。硬め。体姿一温勢定を感
じにくも、。 を変
えても形が

起こりう 局るく所行綴感か死染な(え。いし血こ)がなとにどうまよ 局が膜所必拘感要縮染な、で破こ取損となもり。出ど被し
る合併症

苦変闘化にのよ経る 下垂などの変化 形は一定

理維持 ・ 管 特に必要なし 得要来に、な入る可れ替能性えがも必

自家組織との選択可能
す
る
「
切
除
術
」
で
、
こ
れ
を

選
ぶ
患
者
は
=
丁
目
割
。

乳
房

や
そ
の
周
辺
で
が
ん
が
再
発
す

る
「
局
所
再
発
」
の
率
は
下
が

る
が
、
外
見
が
変
わ
る
点
が
短

所
。

精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
負
う

患
者
が
多
い。

失
っ
た
乳
房
を
復
元
す
る
再

建
手
術
は
従
来
、
下
腹
部
な
ど

の
皮
膚
や
脂
肪
な
ど
を
切
り
取

り
、
移
植
す
る
「
自
家
組
織
再

建
」
で
保
険
が
使
え
た。
多
く

の
人
で
月
八
万1
十
万
円
が
支

払
い
上
限
と
な
る
高
額
療
養
費

制
度
を
使
い
、
比
較
的
無
理
の

な
い
負
担
で
受
け
ら
れ
る

。

プ
ラ
ン
ト)
を
入
れ
て
膨
ら
み

を
再
現
。

ま
ず
大
胸
筋
の
下

に
、
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
!
と
い
う

風
船
を
入
れ
る。
四
l

六
カ
月

か
け
、
風
船
に
生
理
食
塩
水
を

少
し
ず
つ
注
入
し
、
膨
ら
ま
せ

る
。皮

虜
が
十
分
伸
び
た
ら
、
エ

キ
ス
パ
ン
ダl
を
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
に
入
れ
替
え
る。
保
険
適
用

前
、
入
れ
替
え
費
は
五
十
万
l

百
万
円
と
さ
れ
た。
丸
型
の
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
が
昨
年
七
月
、
し

ず
く
型
が
同
十
二
月
に
保
険
適

用
さ
れ
、
治
療
費
で
自
家
組
織

再
建
と
大
差
が
な
く
な
っ
た
。

木
沢
記
念
病
院
(
岐
阜
県
美
濃

加
茂
市
)
形
成
外
科
の
高
木
美

香
子
医
師
は
、
「自
家
組
織
の

再
建
に
抵
抗
が
あ
る
人
に
は
ハ

ー
ド
ル
が
ぐ
っ
と
下
が
っ
た」

と
指
摘。
昭
和
大
病
院
(
東
京

都
品
川
区
)
の
中
村
清
吾
ブ
レ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
長
は
「
再
建
の

選
択
肢
が
増
え
、
噛
哩
伝
性
乳
カ

ん
の
人
な
ど
、
切
除
術
に
よ
る

が
ん
の
治
療
を
選
ぷ
患
者
が
増

え
る
」
と
み
る。

<>

人
工
物
再
建
は
早
く
退
院
で

き
る
な
ど
の
利
点
は
あ
る
が
、

限
界
も
あ
る。
高
さ
や
幅
な
ど

が
異
な
る
三
百
四
十
六
種
類
の

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
あ
る
と
は
い

え
、
形
に
は
あ
る
程
度
の
制
約

が
あ
る。
垂
れ
た
乳
房
の
再
現

な
ど
は
難
し
く
、
あ
お
む
け
に

な
っ
て
も
横
に
流
れ
な
い
。

自

家
組
織
は
加
齢
で
垂
れ
る
が
、

人
工
物
は
垂
れ
ず
、
時
間
と
と

も
に
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
。

体
の
反
応
で
人
工
物
の
周

り
に
膜
が
で
き
、
徐
々
に
収
縮

し
て
人
工
物
が
不
自
然
に
浮
き

出
た
り
、
痛
み
を
生
じ
た
り
す

る
可
能
性
も。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

は
十
l

二
十
年
で
交
換
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る。
放
射
線
治
療

を
受
け
た
患
者
は
、
皮
膚
の
血 流

障
害
が
起
き
や
す
い
な
ど
の

理
由
で
人
工
物
に
よ
る
再
建
が

し
に
く
い
場
合
も
あ
る。

高
木
医
師
は
「パ
ッ
ド
で
補

整
し
て
も
、
下
着
が
ず
り
上
が

る
か
ら
何
と
か
し
た
い
、
服
を

着
て
自
然
に
早
え
れ
ば
い
い
、

で
も
自
家
組
織
再
建
は
嫌
ー

と

い
う
人
に
は
人
工
物
の
利
点
が

大
き
い。

一
方
、
温
泉
で
乳
房

を
自
然
に
見
せ
た
い
と
い
う
要

望
に
応
え
る
の
は
、
難
し
い
ケ

ー
ス
も
少
な
く
な
い。

患
者
が

何
を
求
め
、
何
で
妥
協
で
き
る

か
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
答
え
は

見
え
て
く
る
」
と
話
す
。

ご
番
不
幸
な
の
は
、
患
者

が
『こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ

た
』
と
感
じ
る
こ
と。

手
術
前

に
徹
底
的
に
話
し
、
患
者
と
術

者
側
の
意
識
の
ず
れ
を
解
消
す

れ
ば
危
険
性
は
減
ら
せ
る
」
と

も
。

梅
本
講
師
も
「
主
治
医
と

よ
く
相
談
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利

点
、
欠
点
を
理
解
し
た
上
で
手

術
法
を
選
ん
で」
と
助
言
す

る
。

中
日
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
沼
田
(
火
)
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乳
が
ん
手
術
後
の
下
着
一
般
に

一
手
術
直
後
な
ど
は
簡
易
に
着
脱
で

一
き
、
締
め
付
け
感
の
な
い
ソ
フ
ト
ブ

一
ラ
と
軽
い
パ
ッ
ド
を
組
み
合
わ
せ
る

一
こ
と
が
多
い。
乳
房
を
全
て
取
る
切

日
本
の
女
性
の
十
四
人
に
一
人
が
な
る
乳
が
ん

。

下
着
な

ど
で
の
患
者
の
悩
み
は
、
一
人
一
人
で
大
き
く
異
な
り
、
き

め
細
か
い
支
援
が
必
要
だ
。

人
工
乳
房
へ
の
保
険
が
適
用
さ

れ
、
失
っ
た
乳
房
を
再
建
す
る
選
択
肢
が
事
実
上
広
が
っ
た

こ
と
で
、
再
建
に
関
連
す
る
下
着
の
情
報
提
供
も
新
た
な
課

題
と
な
っ
て
い
る。

(
佐
橋
大
)

「
乳
が
ん
患
者
の
支
援
で
今

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ブ
ラ

ジ
ャ
ー
と
パ
ッ
ド
選
び
の
多
様

性
を
理
解
す
る
こ
と
」

一
月
、
東
京
都
内
で
被
服
学

・
看
護
学
の
両
面
か
ら
、
乳
が

ん
手
術
後
の
衣
生
活
と
支
援
を

テ
l

マ
に
聞
か
れ
た
研
究
成
果

報
告
会。
講
師
で
、
乳
が
ん
患

下
着
選
び

者
を
支
援
す
る
会
社
「V
O
L

I

N
E
X
T

」
(
璽
尽
)
の
曽

我
千
春
社
長
は
、
患
者
を
支
援

す
る
医
療
関
係
者
ら
を
前
に
、

こ
う
指
摘
し
た。

同
社
は
三
十
代
で
乳
が
ん
を

発
症
し
た
曽
我
さ
ん
ら
、
が
ん

経
験
者
六
人
が
十
年
前
に
起
業

-下・

し
た
。

東
京
・
青
山
と
大
阪
・

心
斎
橋
に
、
が
ん
患
者
を
支
え

る
拠
点
を
設
け
、
下
着
や
ウ
イ

ツ
グ
(
か
つ
ら
)
を
販
売
し
、

生
活
相
談
に
も
応
じ
る。
約
十

五
万
人
の
が
ん
患
者
と
関
わ

り
、
ニ
ー
ズ
は
一
人
ず
つ
違
う

と
痛
感。
特
に
下
着
は
、
が
ん

の
手
術
痕
の
状
態
な
ど
で
選
択

異
な
る

は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る。

あ
る
患
者
に
「
つ
け
心
地
が

よ
か
っ
た
」
も
の
が
、
他
の
患

者
で
「
最
悪
」
に
な
る
こ
と

も
。

ブ
ラ
ジ
ャ
ー
や
服
の
縫
い

目
が
、
が
ん
の
手
術
痕
と
こ
す

れ
て
痛
い
と
感
じ
る
患
者
は
多

く
い
る
。

乳
が
ん
専
用
の
ブ
ラ

情報提供きめ細かく

除
術
で
は1
1
3

カ
月
後
か
ら
、
パ

ッ
ド
を
入
れ
る
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
専

用
ブ
ラ
を
使
う
こ
と
が
多
い
。

温
存

術
は
、
切
除
の
範
囲
や
位
置
な
ど
個

人
考
か
大
き
く
、
面
化
し
に
く
い
。

外
国
製
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
に
は
圏
内

製
品
に
な
い
構
造
上
の
工
夫
が

あ
り
、
愛
用
者
も
い
る
が
、
白

色
の
製
品
が
多
く
、
抵
抗
を
感

じ
る
人
も
い
る。

手
術
で
失
っ
た
乳
房
を
補
う

た
め
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
哀
の
ポ
ケ

ッ
ト
に
入
れ
る
こ
と
が
多
い
パ

ッ
ド
は
、
形
を
整
え
る
だ
け
で

な
く
、
左
右
の
重
量
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
、
衝
撃
か
ら
手
術
痕

を
守
る
役
割
も
あ
る。
シ
リ
コ

ン
、
ウ
レ
タ
ン
な
ど
素
材
の
違

い
で
特
徴
が
あ
る。

シ
リ
コ
ン
パ
ッ
ド
は
、
運
動

時
に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
、
不

、-
、，ーー

ー
ズ
理
解
を

ジ
ャ
ー
で
は
、
手
術
痕
に
縫
い

目
が
当
た
ら
な
い
よ
う
、
サ
イ

ド
が
高
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

る
製
品
が
あ
る。

た
だ
、
あ
る
患
者
は
痛
み
を

感
じ
な
く
て
も
、
手
術
痕
の
位

置
が
違
う
患
者
は
痛
み
解
消
に

つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

快
感
の
原
因
に
も
な
り
う
る
と

指
摘
さ
れ
る
が
、
最
近
は
素
材

を
工
夫
し
、
温
度
上
昇
を
抑
え

た
製
品
も
あ
る。
「
患
者
に
よ

っ
て
感
じ
方
は
違
う」

軽
い
ウ
レ
タ
ン
製
の
パ
ッ
ド

は
、
ず
り
上
が
り
ゃ
す
い
と
い

わ
机
る
が
、
正
し
い
サ
イ
ズ
で

乳
が
ん
患
者
か
ら
「
普
通
」
へ

ア
ン
ダ
ー
を
し
っ
か
り
支
え
る

専
用
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
と
組
み
合
わ

せ
た
り
、
ジ
ェ
ル
タ
イ
プ
の
パ

ッ
ド
で
重
量
を
補
っ
た
り
す
る

と
、
か
な
り
解
消
さ
れ
る
と
い

う
。

「
患
者
の
ニl
ズ
を
よ
く

知
り
、
細
か
い
提
案
が
必
要
」

と
曽
我
さ
ん
は
強
調
す
る
。

<>

医
療
現
場
で
は
、
ど
の
程
度

の
情
報
提
供
が
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か。

報
告
会
で
、
千
葉
大
大
学
院

看
護
学
研
究
科
の
阿
部
恭
子
特

任
准
教
授
は
、
二O

一O
年
の

調
査
結
果
を
示
し
た。
同
大
教

育
学
部
の
谷
田
貝
麻
美
子
教
授

ら
と
の
共
同
研
究
で
、
乳
が
ん

の
手
術
件
数
が
年
間
四
十
件
以

上
の
医
療
機
関
の
病
棟
と
、
外

来
の
賓
議
師
に
補
整
下
着
、
補

整
パ
ッ
ド
の
情
報
提
供
を
聞
い

た
。パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ

て
「
説
明
し
て
い
る
」
と
答
え

た
の
は
病
棟
で
五
割
強
、
外
来

で
三
割
強。
口
頭
で
「
助
言
し

て
い
る
」
は
病
棟
で
四
割
台
、

外
来
で
三
割
弱
だっ
た
。

高
齢
患
者
や
乳
房
の
一
部
を

取
り
除
く
温
存
術
の
患
者
へ
の

情
報
提
供
が
、
手
薄
に
な
り
が

ち
だ
と
示
唆
す
る
先
行
調
査
も あ

る
。

「
先
入
観
を
持
た
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
ニ1
ズ
に
応
え
る

姿
勢
が
大
切
」
と
阿
部
さ
ん
は

指
摘
す
る。

乳
房
再
建
関
連
の
情
報
提
供

も
強
化
す
べ
き
だ
と
い
う
。

昨

年
、
人
工
物
に
よ
る
乳
房
再
建

が
保
険
適
用
に
な
り
、
人
工
物

で
乳
房
を
再
建
す
る
患
者
の
増

加
が
予
測
さ
れ
る
か
ら
だ
。

実
際
、
曽
我
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
も
「
乳
房
の
全
摘
手
術
を
受

け
る
が
、
再
建
す
る
か
ど
う
か

迷
っ
て
い
る。

再
建
し
な
い
場

合
、
パ
ッ
ド
で
ど
う
補
整
で
き

る
か
知
り
た
い
」
「
(
人
工
物

を
入
れ
て
乳
房
を
再
建
す
る
前

に
、
胸
の
皮
膚
を
徐
々
に
伸
ば

す
)
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
を
入
れ

て
い
る
問
、
身
に
着
け
る
ブ
ラ

ジ
ャ
ー
を
教
え
て
」
と
いっ
た

相
談
が
増
え
て
い
る
。

阿
部
さ

ん
も
「
今
後
は
エ
キ
ス
パ
ン
ダ

!
の
挿
入
中
ゃ
、
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
に
入
れ
替
え
た
後
の
下
着
の

情
報
を
、
さ
ら
に
き
め
細
か
く

提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
」
と
指
摘
す
る。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
お
日
(
火)
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旅こ"
愛
知
県
新
城
市
の
湯
谷
混
泉

は
昨
年
か
ら
、
叩
月
1

日
を
「
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
の
日
」
に
制
定
し

た
。
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
乳
が

ん
雷
発
の
シ
ン
ボ
ル
マl
ク
。

温
泉
街
の
旅
館
全9
軒
を
、
乳

が
ん
経
験
者
と
家
族
の
み
に
貸 し

切
り
で
開
放
す
る
取
り
組
み

を
始
め
た
。

乳
が
ん
の
た
め
乳
房
切
除
な

ど
の
手
術
を
受
け
た
人
の
中
に

は
、
手
術
痕
を
見
ら
れ
る
と
と

を
嫌
い
、
温
泉
に
行
く
の
を
た

め
ら
う
人
も
多
い
。
こ
の
た
め
、

左右が見えないように洗い場に脱衣所についたてがあれば、気
設けられた仕切り 兼ねなく着替えられる

乳
が
ん
患
者
か
ら
「
普
通
」
へ

同
温
泉
街
で
は
旅
館
の
浴
室
の

洗
い
場
に
、
隣
の
人
の
体
が
見

え
な
い
よ
う
に
仕
切
り
を
殻

鐙
。
ま
た
、
脱
衣
所
に
つ
い
た

て
を
設
廿
、
照
明
を
少
し
暗
め

に
す
る
な
ど
し
て
、
入
浴
や
着

替
え
が
し
や
す
い
よ
う
に
し

た
。
宿
泊
時
に
申
し
出
れ
ば
、

貸
し
切
り
風
自
を
無
料
で
使
-
え

る
ほ
か
、
手
術
痕
を
覆
う
た
め

の
タ
オ
ル
を
多
め
に
受
け
取
れ

る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

昨
年
は
人
工
乳
房
の
装
着
入

浴
や
ヘ
ッ
ド
ス
パ
な
ど
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。
全
国
か
ら

大
勢
の
患
者
や
家
族
ら
が
訪
れ

れ
湯
谷
襲
発
展
会
の
加
藤

直
詳
会
長
は
「
今
後
も
取
り
組

み
を
続
り
た
い
」
と
話
す
。

• 
乳
が
ん
患
者
や
経
験
者
向
け

に
特
別
プ
ラ
ン
を
設
け
る
宿
泊

施
般
も
多
い
。
栃
木
県
の
鬼
怒

川
温
泉
ご
心
舘
」
の
「
ピ
ン 旅

館
が
工
夫

ク
リ
ボ
ン
宿
泊
プ
ラ
ン
」
は
、

貸
し
切
り
風
呂
の
無
料
利
用

ゃ
、
速
乾
性
タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
の
特
典
が
付
く
。

支
配
人
の
沼
尾
真
理
子
さ
ん

(
岨
)
も
乳
が
ん
経
験
者
で
、
右

胸
に
大
き
な
手
術
痘
が
残
る
。

沼
尾
さ
ん
は
「
最
初
は
勇
気
が

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個

室
風
呂
を
利
用
し
た
り
、
利
用

客
が
少
な
い
日
中
の
『
日
帰
り

プ
ラ
ン
』
を
使
っ
た
り
す
る
の

も
お
勧
め
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
乳
が
ん
患
者
や
経
験
者
が

温
泉
で
元
気
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

毎
月
、
患
者
や
経
験
者
専
用

の
貸
し
切
り
回
を
設
け
て
い
る

の
は
、
信
州
・
渋
温
泉
の
「
湯

本
旅
館
」
。
毎
月
第
3

金
曜
日

を
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
日
」
に

定
め
、
患
者
本
人
の
ほ
か
経
験

者
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
専
用

自
に
し
て
い
る
。
レ
ト
ロ
な
木

造
建
て
旅
館
で
、
掛
げ
流
し
の

温
泉
が
楽
し
め
る
。

手
術
痘
が
気
に
な
る
人
に

は
、
傷
獲
を
カ
バ
ー
す
る
入
浴

着
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
「
ブ
ラ
イ
ト
ア
イ
ズ
」
(
東
京

都
、
古
田
・
5
9
3
3

・
3
6

0
1
)
の
入
浴
着
「
パ
ス
タ
イ

ム
カ
パl
」(
3
9
9
0円
)
は
、

体
験
者
の
声
を
受
廿
て
作
ら
れ

た
。
肌
色
で
速
乾
性
の
あ
る
素

材
で
、
入
浴
後
、
そ
の
ま
ま
浴

去
を
着
る
と
と
も
で
き
る
。

入
浴
着
で
湯
に
入
っ
て
も
、

衛
生
上
、
問
題
は
な
い
。
し
か

し
、
手
ぬ
ぐ
い
類
の
持
ち
込
み

を
禁
じ
る
混
泉
も
多
い
た
め
、

入
浴
着
へ
の
理
解
も
十
分
と
は

言
え
な
い
。
と
の
た
め
多
く
の

自
治
体
が
、
公
衆
浴
場
の
営
業

者
や
利
用
者
に
入
浴
着
着
用
へ

の
理
解
を
求
め
て
い
る
。
例
え

ば
、
破
阜
県
は
昨
年
、
入
浴
着

で
入
湯
し
て
も
衛
生
上
、
問
題

な
い
と
と
な
ど
を
記
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
独
自
に
作
製
。
県
内
の

全
公
衆
浴
場
に
回
っ
た
。

:・:

昨
年
叩
月
、
乳
が
ん
患
者
ら

が
利
用
し
や
す
い
工
夫
が
さ
れ

た
温
泉
旅
館
や
施
般
叩
軒
を
紹

介
し
た
冊
子
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

の
お
宿
」
も
発
刊
さ
れ
た
。
作

製
し
た
の
は
、
宿
泊
施
般
や
温

泉
地
な
ど
で
つ
く
る
「
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
の
お
宿
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
(
事
務
局H
旅
行
新
潤
新

社
内
、
E
m
・
3
8
3
4

・
2

7
1
8
)。
浴
場
の
洗
い
場
に

仕
切
り
が
あ
る
マ
貸
し
切
り
風

呂
が
あ
る
マ
脱
衣
所
に
傷
復
が

見
え
な
い
工
夫
が
あ
る
ー
ー
な

ど
の
情
報
を
載
せ
、
巻
末
に
は

貸
し
切
り
風
呂
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
な
ど
を
付
け
た
。

乳
が
ん
患
者
だ
け
で
な
く
、

皮
膚
移
植
手
術
を
受
け
た
人
な

ど
温
泉
を
利
用
し
づ
ら
い
人
は

多
い
。
担
当
者
は
「
冊
子
が
患

者
さ
ん
が
旅
を
楽
し
む
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
。
旅
館
側
も
、
と

れ
を
機
に
他
の
病
気
の
方
に
も

や
さ
し
い
宿
と
な
る
よ
う
、
お

も
て
な
し
の
質
向
上
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

冊
子
は
無
料
で
、l人
l

冊

ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
(
宮
立
宣
言
当
者
・

司

O
K
01ロ
E
-
0
0
・
甘
)
か
ら

申
し
込
め
る
。
【細
川
実
代】

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

乳
が
ん
で
も
温
泉
に

「
手術
痕
気
に
せ
ず
入
浴
を

」

毎
年
5

万
人
以
上
が
発
症
す
る
と
さ
れ
る
乳
が
ん
。

手
術
痕
を
気
に
し
て

温
泉
に
入
り
に
く
い
女
性
も
多
い
。

患
者
ら
に
気
兼
ね
な
く
温
泉
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
取
り
組
み
が
各
地
で
広
が
っ
て
い
る

。

2
0
1
4

年
2

月
8

日
(
土
)
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日
本
人
女
性
の
お
よ
そ
同
人
に
1
人
が
静
慰
す
る
と
さ
れ
る

乳
が
ん
。
再
発
へ
の
不
安
や
、
進
行
し
た
場
合
の
闘
病
生
活
を

乗
り
切
る
に
は
、
精
神
間
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
切
だ
。
高
野
山

麓
に
あ
る
医
療
法
人
南
労
会
・

紀
和
病
院(和
歌
山
県
椅
本
市)

で
は
、
宗
教
の
力
に
着
目
し
、
高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
と
協
力

し
た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。
(
山
田
陣
之
)

紀
和
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

高
野
山
真
童
謡
本
山・
金
剛
峯

寺
(
岡
県
高
野
町
)
と
連
携
し
、

乳
が
ん
検
診
の
啓
発
バ
ッ
ジ
を
製

作
し
た
り
、
患
者
と
家
族
の
集
い

を
聞
い
た
り
し
て
い
る
。4
月
5

日
に
は
、
同
宗
の
僧
侶
を
招
き
、

が
ん
患
者
と
家
族
の
過
ご
し
方
に

つ
い
て
考
え
る
市
民
公
開
講
座
も

聞
く
。

宗
教
と
タ
ツ
グ
を
組
ん
だ
活
動

を
始
め
た
の
は
、20
1
1

年
間

月
。
乳
が
ん
患
者
に
、
綿
を
生
地

で
包
ん
で
乳
房
を
か
た
ど
っ
た
絵

馬
を
病
院
ス
タ
ッ
フ
ら
と
一
緒
に

作
っ
て
も
ら
い
、
高
野
山
を
聞
い

た
弘
法
大
師
・

空
海
の
母
が
住
ん

だ
と
さ
れ
、
「
お
っ
ぱ
い
寺
」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
る
慈
噂
院
(
岡

県
九
度
山
町
)
に
奉
納
し
た
。
孤

独
感
を
抱
き
が
ち
な
患
者
に
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
も
ら
う

の
が
狙
い
だ。

同
病
院
の
乳
が
ん
専
門
の
診
療

科
「
紀
和
ブ
レ
ス
ト
(
乳
腺
)
セ

ン
タ
ー

」
の
セ
ン
タ
ー
長
・
梅
村

定
司
さ
ん
(初
)
は
、
「
患
者
は
独

り
ぼ
っ
ち
で
は
な
い
。
共
同
作
業

を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
仲
間
と
い

乳
が
ん
患
者
ケ
ア
お
守
り
の
力

「私
に
も
容
が
訪
れ
て
き
ま

し
た
。
一
生
大
切
に
し
て
い
き

ま
す
」。
福
岡
大
学
医
学
部
で

形
成
外
料
医
を
務
め
る
大
慈
弥

裕
之
教
綬
は
自
身
が
手
術
し
た

女
性
患
者
か
ら
そ
ん
な
手
紙
を

受
け
取
っ
た。
大
慈
弥
教
慢
が

そ
の
女
性
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ

な
い
の
は
、
女
性
が
泣
き
な
が

ら
診
察
室
に
入
っ
て
き
た
時
の

こ
と
が
鮮
明
に
よ
み
が
え
る
か

ら
だ。女

性
は
乳
が
ん
手
術
で
両
胸

の
乳
房
を
全
て
取
り
除
い
て
い

た
。

手
術
は
成
功
し
た
が
、
乳

房
を
失
っ
た
自
分
の
姿
を
見
る

度
に
、
「乳
が
ん
患
者」
に
引

き
戻
さ
れ
る
よ
う
な
思いに
酬
現

わ
れ
た。
乳
房
を
取
り
戻
し
た

い
と
希
望
し
て
何
人
か
の医
者

に
相
談
し
た
が
、「難
し
い
」

「が
ん
は
取
り
除
け
た
の
だ
か

ら
」
と
取
り
合
っ
て
も
ら
え
ず

、

穴
怒
弥
教
伎
の
も
と
に
駆
け
込 高

野
山
と
連
携

傷負った心、医療で癒やす

う
鮮
を
深
め
た
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

乳
が
ん
は
、
手
術
後
も
長
期
に

わ
た
っ
て
再
発
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い。
こ
の
た
め、
ロ
年

5

月
に
は
「
患
者
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
に
な
る
も
の
を
」
と
、
乳
が

ん
治
癒
を
願
う
お
守
り
を
慈
穆
院

に
依
頼
し
、
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

お
守
り
は
縦5
句
、
横
3

・
5

咋J

で
、
乳
が
ん
摸
滅
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
l

の
ピ
ン
ク
色
を
し
て
お
り
、

患
者
た
ち
に
も
好
評
と
い
う
。

且
宵

梅
村
さ
ん
は
岡
県
紀
の
川
市
出

身
で
、
世
界
で
初
め
て
全
身
麻
酔

に
よ
る
乳
が
ん
手
術
に
成
功
し
た

郷
土
の
偉
人
、
華
岡
宵
洲(1
7

6
0

5
1
8

3
5

)に
あ
こ
が
れ
、

県
立
医
大
へ
進
学
し
た
。

乳
が
ん
の
尊
門
医
に
な
る
こ
と

ん
で
き
た
の
だ
っ
た。

大
慈
弥
教
団
院
は
女
性
の
体
の

一
部
を
胸
に
移
植
し
、
乳
房
や

副
首
を
再
生
す
る
手
術
を
行
っ

た
。

手
術
は
成
功
し
、
女
性
は

2

週
間
後
に
退
院。
現
在
は
元

気
に
活
動
し
て
い
る
と
い
う
。

「患
者
は
医
師
の
前
で
は
患

者
だ
が
、
病
院
の
外
に
出
れ
ば

普
通
の
人
生
が
あ
る」
と
大
慈

弥
教
授
は
話
す
。

が
ん
を
取
り

除
け
て
も
、
普
通
の
人
生
に
戻

れ
る
と
は
限
ら
な
い。
乳
房
再

処
手
術
移
一
受
け
た
あ
る
女
性
は

を
決
意
し
た
の
は
、
外
科
医
と
し

て
様
々
な
病
気
の
手
術
に
携
わ
っ

て
い
た
初
代
半
ば
。
同
年
代
の
シ

ン
グ
ル
マ
ザー
が
乳
が
ん
で
亡
く

な
り
、
残
さ
れ
た
幼
い
女
の
子
が

祖
母
に
手
を
引
か
れ
、
泣
き
な
が

ら
病
室
を
去
っ
て
い
っ
た
の
を
固

に
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

「
支
え
きれ
な
い
自
分
が
は
が

ゆ
か
っ
た
。
悲
し
む
家
族
の
姿
は

も
う
見
た
く
な
い
。一人
で
も
多

く
の
恕
者
を
放
い
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
」
と
言
う
。

た
だ
、
「
私
は
死
ん
で
し
ま
う

の
か
」
と
絶
望
に
さ
い
な
ま
れ
て

い
る
患
者
の
心
を
救
う
に
は
、

「
医

学
の
力
」
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る。

医
療
者
に
は
「死
H

医
療
の
敗

北
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

死
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
に
く
い

「乳
房
が
な
い
と
意
識
が
患
者

に
戻
り
、
病
気
か
ら
の
復
帰
が

で
き
な
い」
と
諮
り
、
「乳
房

再
建
は
乳
房
を
失
っ
て
心
に
傷

を
負
っ
た
人
の
心
を
直
す
手

術
」
と
感
じ
た
と
い
う。

失
っ
た
乳
房
を
再
建
す
る
手

術
に
は
自
分
の
組
織
を
移
植
す

る
以
外
に
、
シ
リ
コ
ン
の
人
工

乳
房
を
胸
に
埋
め
込
む
手
術
が

あ
る。
日
本
で
は
長
く
厚
労
省

の
販
売
承
認
を
得
た
製
品
が
な

か
っ
た
が
、2
0
1
3

年
に
初

め
て
承
認
を
受
け
た
製
品
が
発

乳
が

ん
患
者
か
ら
「
普
通
」
へ

売
さ
れ
た。
自
由
診
療
で
未
来

認
品
が
使
わ
れ
て
い
た
ケ
l

ス

も
多
く
、
「そ
れ
な
ら
ば
安
全

な
も
の
を
承
認
し
た
方
が
よ
い

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か」と

関
係
者
は
推
測
す
る。

乳
房
再
建
を
し
た
患
者
と
、

し
て
い
な
い
患
者
を
対
象
に
し

た
翻
査
で
は
、
再
述
し
た
人
の

方
が
心
理
的
幸
福
感
や
外
斜
医

へ
の
満
足
度
が
高
か
っ
た
と
い

う
。
た
だ
人
工
乳
房
の
埋
め
込

み
は
胸
が
硬
く
な
っ
た
り
痛
ん

だ
り
す
る
場
合
も
あ
り
、
デ
メ

か
ら
だ
。

そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
人
々

に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
宗
教
だ
っ

た
。
「死
後
も
魂
が
滅
び
な
い
と

す
る
宗
教
な
ら、
医
療
者
の
無
力

さ
を
補
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た」
と
語
る
。

手
術
の
前
夜
に
は
、
不
安
で
寝

付
け
な
い
患
者
の
病
室
を
訪
れ
、

自
分
で
貿
っ
た
慈
噂
院
の
お
守
り

を
手
渡
し
て
い
る
。

梅
村
さ
ん
は
「
ま
だ
ま
だ
試

行
錯
誤
だ
が
、
今
後
も
医
療
と

宗
教
の
結
び
つ
き
を
深
め
て
い

き
、
患
者
に
寄
り
添
う
パ
ー
ト

ナ
ー

で
あ
り
続
け
た
い
」
と
カ

を
込
め
る
。

続

官
冗(
大
阪
}・
夕
刊

2

0
1
4

年
3

月
行
日
(月
)

リ
ッ
ト
を
十
分
に
説
明
、
理
解

す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
「患

者
」
と
「普
通
の
人
生」
の
は

ざ
ま
を
ど
う
埋
め
る
か
。

新
た

な
医
療
に
向
き
合
う
議
論
が
求

め
ら
れ
て
い
る。
(太
田
順
尚)

日
経
産
業
新
聞
・朝
刊

2
0

1
4

年
2

月

m
日

(
月
)
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安楽死
ね

し死
腕

以
楽
此
認

品安
が

子供も可能に

命
の
終
え
方

【
プ
リ
ユツ
セ
ル
斎
藤
義
彦】
ベ
ル
ギ
ー
下
院
は
回
目
、
世
界
で

初
め
て
安
楽
死
の
年
齢
制
限
を
な
く
し
、
子
供
で
も
実
施
で
き
る
法

改
正
案
を
質
成
多
数
で
可
決
し
た
。
上
院
は
昨
年
ロ
月
に
法
案
を
可

決
し
て
お
り
、
国
王
が
署
名
し
次
第
発
効
す
る
。
ベ
ル
ギ
ー
は

2
0

0
2

年
、
国
家
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
次
い
で
安
楽
死
を
合
法
化
し
て

お
り
、
今
回
は
対
象
を
拡
大
し
た
。
た
だ
、
改
正
法
案
は
、
死
期
が

迫
っ
た
子
供
が
文
書
で
明
確
に
安
楽
死
を
希
望
し
、
親
と
主
治
医
が

同
意
す
る
な
ど
厳
し
い
条
件
を
定
め
て
お
り
、
実
際
に
適
用
さ
れ
る

例
は
限
ら
れ
そ
う
だ
。

ベ
ル
ギ
ー
の
安
楽
死
法
は
こ
れ

ま
で
、
患
者
が
国
歳
以
上
の
大
人

か
、
日5
口
歳
の
「
独
立
し
た
未

成
年
」
の
場
合
に
安
楽
死
を
適
用
。

通
常
、
マ
意
思
能
力
や
意
識
が
あ

る
マ
安
楽
死
の
希
望
を
自
主
的
に

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
マ
治
癒
の

希
望
が
な
く
、
耐
え
難
い
苦
し
み

が
あ
る
|
|
場
合
、
安
楽
死
を
実

施
、
補
助
す
る
医
師
の
違
法
性
を

間
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
主
治
医

は
実
飽
前
に
他
の
医
師
の
意
見
を

聞
く
義
務
も
あ
る
。

今
回
の
法
改
正
は
、
年
齢
制
限

を
な
く
す
一
方
で
、
死
が
「
短
い

期
聞
に
予
測
さ
れ
る
」
乙
と
や
、

親
が
同
意
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件

に
加
え
た
。

未
成
年
の
安
楽
死
に
つ
い
て
は

オ
ラ
ン
ダ
が
ロ
歳
以
上
で
「
(
安

楽
死
の
)
利
益
を
合
理
的
に
理
解

し
て
い
る
」
乙
と
を
条
件
に
認
め

親や主治医の同意、条件に世界初

て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
も
実
態
的
に

は
と
れ
に
近
い
も
の
に
な
り
そ
う

だ
ベ
ル
ギ
ー
の
安
楽
死
は
ロ
年
に

1
4
3
2

件
行
わ
れ
た
。ω
年
の

調
査
で
は
剖
ら
百
歳
が
叩
%
を
占

め
て
お
り
、
そ
れ
以
下
の
年
齢
で

行
わ
れ
る
の
は
「
ま
れ
」
と
い
う
。

年
齢
制
限
の
撤
廃
に
つ
い
て
は

少
年
、
特
に
幼
児
が
安
楽
死
に
つ

い
て
の
合
理
的
な
判
断
が
で
き

ず
、
親
の
意
向
に
左
右
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
の
懸
念
が
あ
り
、

ベ
ル
ギー
国
会
周
辺
で
は
ロ
日
に

反
対
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
安
楽
死
」
は
①
本

人
の
意
思
に
基
づ
き
、
医
師
の
援

助
で
死
亡
す
る
「
積
極
的
安
楽
死
」

②
本
人
の
意
思
で
不
必
要
な
治
療

を
拒
否
す
る
「
尊
厳
死
」
の
よ
う

な
延
命
措
置
停
止
|
|
に
大
き
く

分
か
れ
る
。
積
極
的
安
楽
死
を
固

と
し
て
合
法
化
し
た
の
は
オ
ラ
ン

け
ん
り

「
死
を
選
ぶ
権
利
は
大
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
」
と
考
え
た
ん
だ

「期e
安2をコ
楽t医ブ‘
死し師ク
」が郎

を薬
、 fょ?丙

ベど気
ルでの
ギ早人
l めの
はる死し

2 子
年 A ど

も
18 ベに
歳ル認2
以ギめ
上 l る
をムでん
対Fはだ
象f 2 つ
に- 0 て
し o ? 

め今 7こ
る回安
この楽
と改t死
に正t法
しでが
た年2で
。齢Rき

年借iJ~た
齢限J' 。
のをで
下かやも

み神白る
だ分f 。
。析E子

あ医いど
るらも
識がの
員確T判
は認E断
「す能2
死る力;
を仕は、

望E組精?、

ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
。
ス
イ
ス
は
医
師
の
処
方
な
ど

条
件
を
満
た
し
た
「
自
殺
ほ
う
助
」

の
違
法
性
を
問
わ
な
い
方
針
を
取

る
。
し
か
し
積
極
的
安
楽
死
に
つ

い
て
は
議
論
が
大
き
く
分
か
れ
、

導
入
は
停
滞
し
て
い
る
。

延
命
措
置
停
止
に
つ
い
て
は
、

患
者
が
指
示
曹
を
事
前
に
作
成

し
、
死
期
が
迫
っ
た
場
合
に
医
師

が
受
け
入
れ
る
慣
行
は
世
界
的

に
広
が
る
。
し
か
し
、
健
康
な
障

害
者
や
認
知
症
な
ど
死
期
が
迫
っ

て
い
な
い
場
合
は
議
論
が
分
か

れ
、
英
米
で
は
裁
判
で
措
置
停

止
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
が
一
般
化
は
し
て
い

な
U

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
2

月
同
日
(
金
)

ン l 増てりがベ
ダでえ死し続ル
ではるにていギ
は年傾t; Âこいた l
年 1 向g~ ì る。や
4 千に」間「ル
千件あとに意ク
件以るい尊Z識セ
以上。う厳1がン
上、ベ要tをはブ
もオル望1持つル
報ラギはっきク
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子どもの
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ベルギーで11められる子どもの安灘死
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一

e
匂国!
 

択
一

選
一

の
一
d
b
ｭ

刊と
-

平
ム

@
一

@自分の意思で死を選ぶ
ことを伝える

安
楽
死
は
「
納
得
の
死
」

オ
ラ
ン
ダ
で
認
め
ら
れ
て
い

る
経
口
薬
や
注
射
に
よ
る
「
安

楽
死
」
に
つ
い
て
、
同
国
在
住

の
通
訳
シ
ヤ
ボ
ッ
ト
あ
か
ね
さ

ん
(
侃
)
が
、
都
内
や
川
崎
市
で

講
演
し
た。

シ
ャ
ポ
ッ
ト
さ
ん

は
今
月
、
「
安
楽
死
を
選
ぶ

オ
ラ
ン
ダ
・
『よ
き
死』
の
探

検
家
た
ち
」
(
日
本
評
論
社
)

を
出
版。

同
国
の
現
状
や
具
体

的
な
事
例
を
、
安
楽
死
の
処
置 に

携
わ
る
こ
と
の
多
い
家
庭
医

と
と
も
に
語
っ
た
。

シ
ヤ
ボ
ッ
ト
さ
ん
に
よ
る

と
、
同
国
の
「
安
楽
死
法
」
は

2
0
0
2

年
に
施
行
さ
れ
た。

患
者
か
ら
の
要
請マ
絶
望
的
で

耐
え
難
い
苦
し
み
が
あ
るマ他

に
合
理
的
解
決
策
が
な
いマ
独

立
し
た
医
師
に
よ
る
セ
カ
ン
ド

.
オ
ピ
ニ
オ
ン
ー
ー
な
ど6
要

件
を
満
た
せ
ば
、
緩
和
ケ
ア
の

×反対窓見
子どもの心は変わりゃすい
し、 親に影響されず、自発的
な意見だとはp~ 、きれない。

痛みを和らげる治療はできる

。蜘制
子どもにも判断能力はある。
霞後の手段として 、 尊厳をも
って死ぬ権利は大人だけの
ものではない

一
環
と
し
て
、
医
師
が
処
置
で

き
る
。

薬
を
投
与
し
た
り
、
注

射
し
た
り
す
る
方
法
で
患
者
の

生
命
を
終
わ
ら
せ
る
が
、
刑
法

の
自
殺
期
蹴
罪
や
嘱
託
殺
人
罪

に
問
わ
れ
な
い。

安
楽
死
が
認
め
ら
れ
た
背
景

と
し
て
、
シ
ヤ
ボ
ッ
ト
さ
ん

は
、
個
人
の
自
己
決
定
の
尊
重

ゃ
、
関
係
者
が
納
得
で
き
る
ま

で
対
話
を
尽
く
す
国
民
性
を
挙

げ
る
。

安
楽
死
の
是
非
を
判
断
し
、

処
置
を
担
う
医
師
の
多
く
は
、

家
庭
医
と
呼
ば
れ
る
か
か
り
つ

け
の
医
師
だ。
患
者
の
心
身
の

命
の
終
え
方

臨
を
艇
け
な
い
の
は
世
界
で
初

め
て
と
い
わ
れ
て
い
る。

コ
な
ぜ
子
ど
も
に
も
?

A

館
関
し
た
議
員
や
医
師

ら
は
「
長
く
苦
し
凡
臨
開
出
獄

を
や
め
て
死
を
選
ぶ
概
勅
は
、

大
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

子
ど
も
も
自
分
で
き
ち
ん
と
靴

蹴
で
き
る
」
と
い
う
考
え
だ

。

コ
大
丈
夫
な
の
?

A

法
律
は
い
く
つ
も
条
件

を
態
め
て
い
る
。

重
い
病
気

で
、
出
艇
が
説
げ
で
も
四
億
の

見
込
み
が
な
い
揚
合
、
子
ど
も

本
人
が
自
分
の
意
思
で
死
を
選

び
、
親
も
同
意
す
る
必
要
が
あ

状
態
や
病
歴
、
家
族
環
境
、
生

活
環
境
な
ど
全
体
像
を
つ
か
ん

だ
う
え
で
判
断
す
る
。

四
年
度
に
同
国
で
報
告
さ
れ

た
安
楽
死
は4
1
8
8

人
。

こ

の
う
ち
家
庭
医
が
処
置
を
し
た

の
は
3
7
7
7

人
に
及
ぶ。
安

楽
死
を
求
め
た
人
の
う
ち
、
3

2
5
1

人
が
末
期
が
ん
な
ど
の

患
竜
た
だ
、
末
期
の
重
病
以
外

で
も
、
「
絶
望
的
で
耐
え
難
い
苦

し
み
」
と
医
師
に
理
解
さ
れ
れ

ば
、

安
楽
死
が
認
め
ら
れ
る
場

合
も
少
数
だ
が
あ
る
と
い
う

。

日
日
の
台
東
区
で
の
講
演
会

で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
家
庭
医
の ま

な
い
子
ど
も
に
強
制
す
る
こ

と
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る

。

コ
反
対
意
見
は
?

A

小
児
判
明
医
ら
か
ら
は

「
子
ど
も
の
気
持
ち
は
変
わ
り

ゃ
す
い
。
判
断
が
自
発
的
だ
と

は
確
認
で
き
な
い
」
「
痛
み
を

和
ら
げ
る
手
段
は
た
く
さ
ん
あ

る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

た
。
だ
け
ど
、
世
論
調
査
で
は

7

割
以
上
の
人
が
賛
成
し
た
。

コ
外
国
で
は
安
楽
死
を
選

ぶ
人
が
多
い
の
?

A

世
界
で
安
楽
死
を
初
め

て
法
律
で
認
め
た
の
は
オ
ラ
ン

ダ
で
、
旧
年
だ
っ
た
。

こ
れ
に

ヤ
1

プ
・
シ
ュl
ル
マ
ン
ズ
さ

ん
(
臼
)
も
経
験
を
語
っ
た
。

昨

年
は
叩
人
を
み
と
り
、
う
ち1

人
は
安
楽
死
だ
っ
た
。

乳
が
ん
が
骨
に
転
移
し
余
命

が
長
く
な
い
と
知
っ
た
女
性
は

「
死
ぬ
ま
で
待
た
ず
、
自
分
で

終
わ
ら
せ
た
い
」
と
希
望
。

別

の
医
師
の
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ

オ
ン
で
も
認
め
ら
れ
、
意
思
表

明
の
5

日
後
に
安
楽
死
の
処
置

を
し
た
。

シ
ュ
I

ル
マ
ン
ズ
さ

ん
は
「
有
効
な
治
療
法
が
な
い

場
合、
治
療
よ
り
も
生
活
の
質

を
保
つ
こ
と
が
大
切
な
場
合
も

あ
る
」
と
述
べ
た。

告
さ
れ
て
い
る。
ス
イ
ス
や
米

国
の
一
部
の
州
な
ど
で
は
、
医

師
が
蹴
判
官
繋
献
を
渡
す
と
い

っ
た
形
で
「
自
殺
の
手
助
け
」

を
認
め
て
い
る
例
が
あ
る
よ

。

コ
日
本
で
は
ど
う
な
の
?

A

安
楽
死
を
認
め
る
法
律

は
な
い
。

患
者
の
意
屡
範
一
軍

し
て
砥
制
治
療
を
や
め
る
「
尊

厳
死
」
を
認
め
る
割
引
胞
が
側
関

さ
れ
て
い
る
よ。

(
野
島
津
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
6

日
(
木)

シ
ヤ
ボ
ッ

ト
さ
ん
も
、
自
身

が
要
件
を
満
た
す
状
視
に
な
っ

た
ら
、

安
楽
死
を
選
び
た
い
と

家
庭
医
に
文曹
で
伝
え
た。

「安
楽
死
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自

宅
で
家
族
や
愛
す
る
人
た
ち
に

固
ま
れ
て
納
得
し
て
迎
え
る

死
。

自
己
責
任
の
名
の
も
と
、

孤
独
の
ま
ま
死
を
選
ぶ
自
殺
と

は
対
極
に
あ
る
」
と
強
調
す

る
。
(

北
野
隆
一
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
1

月
市
日
(
氷)
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命
の
終
え
方

死
の
時
は
だ
れ
が
決
め
る
の
か
|
|
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
安
楽
死
圏

容
認
を
視
野
に
、
現
行
の
噂
厳
死
法
の
改
正
に
着
手
し
た
。
高
齢
化
時

代
を
迎
え
た
欧
州
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で
相
次
い
で
安

楽
死
が
合
法
化
さ
れ
、「患
者
は
自
分
の
生
命
の
自
決
権
を
持
つ
べ
き

だ
」
と
の
考
え
が
広
が
っ
て
い
る
。
一
方
で
キ
リ
ス
ト
教
団
体
を
中
心

に
安
楽
死
へ
の
反
対
は
根
強
い
。
(

パ
リ
三
井
美
奈
)

ヨ
安
楽
死

患
者
を
苦
痛
か
ら
救
う
た
め
、
第三者
が
致
死
薬
を
投
与
す
る

E

か
、
患
者
に
飲
ま
せ
る
こ
と
で
死
期
を
早
め
る
行
為

。

オ
ラ
ン
ダ
や
ベ
ル

ギ
ー
は
、
患
者
の
要
請
に
基
づ
い
て
医
師
が
行
っ
た
場
合
に
限
っ
て
合
法
化
し

た
。
「
噂
厳
死
」
は
延
命
治
療
の
停
止・不
開
始
に
よ
り
患
者
を
自
然
に
死
な

せ
た
り
、
生
命
短
縮
の
可
能
性
が
あ
っ
て
も
鎮
痛
剤
投
与
に
よ
る
苦
痛
除
去
を

優
先
し
た
り
す
る
こ
と
を
指
す
。

かに逝かせたかったのに」

安
楽
死
容
認

仏
で
も
勢
い

噂
厳
死
法
を
制
定。
医
師
に
限

っ
て
末
期
患
者
の
延
命
治
療
を

停
止
し
、
死
を
早
め
て
で
も
苦

痛
除
去
を
優
先
で
き
る
と
定
め

て
い
る
。
ル
ソ
ー
さ
ん
は
自
殺

ほ
う
助
罪
で
起
訴
さ
れ
る
の
を

恐
れ
、
体
験
を
隠
し
て
き
だ
。

だ
が
、
安
楽
死
合
法
化
を
訴

え
よ

v字
と
公
表
を
決
め
た。
「母

の
苦
痛
は
鎮
痛
剤
や
酸
素
ボ
ン

ベ
で
治
ま
ら
ず
、
死
の
要
求
は

医
師
に
拒
否
さ
れ
た。
法
が
安

欧
州
合
法
化
広
が
る

「母
は
苦
し
そ
う
に
顔
を
ゆ

が
め
た。
私
は
手
を
湿
る
し
か

な
か
っ
た
。

安
ら
か
に
逝
か
せ

た
か
っ
た
の
に
::

・
」

昨
年
ロ
月
、
仏
北
部
リl
ル

に
住
む
地
方
議
員
サ
ン
ド
リl

ヌ
・
ル
ソ
ー
さ
ん
(制
)が
つ
づ

っ
た
ブ
ロ
グ
は
、
安
楽
死
の
是

非
論
を
沸
騰
さ
せ
た。
彼
女
の

母
親
は
そ
の3
か
月
前
、
初
年

近
い
が
ん
と
の
闘
病
の
末
、
大

量
の
鎮
痛
剤
を
飲
ん
で
自
宅
で

自
殺
を
図
っ
た。
「
私
と
父
が

自
宅
に
戻
っ
た
時
は
意
識
が
な

か
っ
た
。
母
は
『
死
な
せ
て
』

と
訴
え
て
い
た
の
で
、
救
急
車

は
呼
ば
な
い
こ
と
に
し
た
」
。

絶
命
ま
で
約
問
時
間
、
ベ
ッ
ド

際
で
見
守
っ
た
と
い
う。

フ
ラ
ン
ス
は2
0
0
5

年
に

「自
決
権
は
人
権
」

現
行
法
見
直
し
は
、
オ
ラ
ン

ド
大
統
領
が
ロ
年
の
大
統
領
選

で
公
約。
大
統
領
は
、
苦
し
む

末
期
患
者
が
「
医
療
の
助
け
を

得
て
」
安
ら
か
に
死
ね
る
よ
う

に
す
る
と
訴
え
て
い
た。

有
権
者
間
人
で
組
織
す
る

「国
民
会
議
」
は
先
月
、
患
者

の
希
望
に
基
づ
く
自
殺
ほ
う
助

を
認
め
る
べ
き
だ
と
答
申
し
、

政
府
に
安
楽
死
合
法
化
を
求
め

た
。

政
府
の
「生
命
倫
理
諮
問

委
員
会
」
は
近
く
合
法
化
の
是

非
に
つ
い
て
意
見
を
一
示
す

。

こ

れ
を
受
け
、
政
府
は
年
内
に
法

案
を
発
表
す
る
予
定
だ。

は
「
生
命
に
対
す
る
犯
罪
」
だ

と
し
て
絶
対
反
対
の
立
場
だ
。

欧
州
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
自
殺

は
「神
へ
の
大
罪」
と
さ
れ
、

自
殺
者
は
葬
儀
す
ら
拒
否
さ
れ

て
き
た。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が

障
害
者
を
殺
害
し
た
「
安
楽
死

政
策
」
を
想
起
さ
せ
る
と
の
拒

否
感
も
残
る。

一
方
、
欧
州
人
権
条
約(1

9
5
3

年
発
効
)
は
「身
体
の

自
由
」
を
定
め
て
お
り
、「生

命
の
自
決
権
は
人
権
だ
」
と
い

う
主
張
が
広
が
る。
「
カ
ト
リ

ッ
ク
の
長
女」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
教
会
の
影
響
が
強
い
仏
で

も
、
昨
年
秋
の
世
論
調
査
で
位

%
が
安
楽
死
合
法
化
を
支
持
。

英
国
や
ド
イ
ツ
は
噂
厳
死
を

容
認
す
る
一
方
、
「
安
楽
死
は
違

法
」を
貫
く
。

だ
が
、
両
国
か
ら

自
殺
ほ
う
助
を
容
認
す
る
ス
イ

ス
に
出
向
き
、
安
楽
死
を
求
め

る
患
者
が
後
を
絶
た
な
い
。

英

仏
で
は
、
難
病
患
者
が「安
楽

死
す
る
権
利」
を
主
張
し
、
法

廷
に
訴
え
る
ケl
ス
も
あ
る。

ら
か
な
死
を
阻
ん
だ。
プ
ロ
グ

を
読
ん
だ
人
た
ち
か
ら
『
同
じ

経
験
を
し
た』
と
手
紙
を
も
ら

っ
た
」
と
話
す。

ロ
l

マ
法
王
庁
は
、
安
楽
死

増
の
1
8
1
3

件
。

同
国
で
は

今
月
日
日
、
市
歳
未
満
の
子
供

に
も
安
楽
死
を
認
め
て
年
齢
制

限
を
な
く
す
法
案
が
下
院
で
可

決
。

こ
れ
に
対
し
、
医
師
や
キ

法
王
庁
「絶
対
反
対
」

英
独
も
違
法
貫
く

「
行
き過
、
ぎ
」懸念
根
強
く

裁
判
所
も
判
断
苦
慮
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~~嵐長高品理総版

「母は苦しそうに顔をゆがめた。安ら

「掘り下げたJ を愈除する英語で、 報道や研究などに用いられるInペjepth

欧米各国の『死の権利』

欧
州
で
は
2
0
0
2

年
、
オ

ラ
ン
ダ
と
ベ
ル
ギ
ー
が
安
楽
死

を
合
法
化
し
た
。
医
師
が
患
者

の
要
求
に
基
づ
き
、
条
件
を
満

た
し
て
安
楽
死
さ
せ
れ
ば
殺
人

罪
に
問
わ
れ
な
い。
両
国
で
は

安
楽
死
が
急
増
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
ロ
年
、
届
け

出
の
あ
っ
た
安
楽
死
数
は41

8
8

件
で
全
死
者
の
3
%
に
相

当
す
る
。

川
年
間
で2
倍
以
上

に
増
え
た。
安
楽
死
合
法
化
を

進
め
た
民
間
団
体
「死
の
権
利

協
会
」
の
ペ
ト
ラ
・
デ
ヨ
ン
グ

事
務
局
長
は
「家
族
に
別
れ
を

告
げ
、
み
ん
な
に
固
ま
れ
て
最

期
を
迎
え
る
。
こ
ん
な
安
楽
死

に
感
動
し
、
『私
も
こ
の
よ
う

に
死
に
た
い
』
と
望
む
人
が
治

え
た
の
で
す
」
と
話
す。

日
本
も
尊
厳
死
法
案
検
討

議
連
障
害
者
団
体
な
ど
は
反
発

日
本
で
は
、
尊
厳
死
、
安
楽

死
を
規
定
し
た
法
律
は
な
い
。

超
党
派
の
議
員
連
盟
は
、
患

者
が
書
面
な
ど
で
意
思
表
示
し

て
い
る
こ
と
を
条
件
に
尊
厳
死

を
認
め
る
法
案
を
ま
と
め
て
い

る
。
自
民
党
な
ど
が
こ
の
法
案

を
基
に
、
今
国
会
提
出
を
目
指

し
て
検
討
中
だ
。
だ
が
、
障
害

者
団
体
な
ど
か
ら
「
医
療
や
介

護
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
患

者
を
死
に
追
い
込
む
」
な
ど
の

反
発
が
あ
る。

安
楽
死
を
巡
っ
て
は
、19

9
5

年
、
昏
睡
状
態
の
患
者
を

注
射
で
死
な
せ
た
医
師
が
殺
人

命
の
終
え
方

罪
で
起
訴
さ
れ
た
「
東
海
大
安

楽
死
事
件
」
の
判
決
で
、
横
浜

地
裁
が
容
認
の
要
件
を
示
し

た
。
①
苦
痛
が
耐
え
が
た
く
、

治
癒
で
き
な
い
②
死
が
迫
っ
て

い
る
③
患
者
が
意
思
表
示
し
て

い
る
ー
ー
の
条
件
を
満
た
せ

ば
、
医
師
は
免
責
さ
れ
る
と
い

う
判
断
だ
。

日
本
で
は
患
者
自
身
が
法
廷

で
安
楽
死
を
訴
え
た
例
は
な

く
、
「
死
の
権
利
」
を
め
ぐ
る
意

識
は
欧
州
と
大
き
く
異
な
る
。

法
律
上
、
「
苦
痛
が
治
癒
不

可
能
で
耐
え
難
い
」
患
者
が
対

象
で
、
「
末
期
患
者
」
で
あ
る

こ
と
は
条
件
で
な
い
た
め
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
l
病
や
精
神
疾
患

の
患
者
に
も
安
楽
死
が
広
が

る
。反

面
、
「高
齢
者
が
最
期
を

決
め
る
権
利」
の
主
張
が
広
が

り
、
行
き
過
ぎ
を
懸
念
す
る
声

も
。
中
部
ユ
ト
レ
ヒ
ト
近
郊
の

元
団
体
職
員
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ヘ

リ
ン
ガ
被
告(円
)は
叩
歳
の
継

母
の
希
望
を
受
け
入
れ
、
薬
を

飲
ま
せ
て
死
な
せ
た
体
験
を
公

表
。
継
母
は
年
相
応
に
健
康
で
、

医
師
が
「安
楽
死
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
」
と
要
請
を
拒
否

し
た
た
め
だ。
し
か
し
昨
年
、
自

殺
ほ
う
助
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

ヘ
リ
ン
ガ
被
告
は「お
か
し

い
の
は
法
律
だ。
高
齢
者
が
『も

う
人
生
は
無
意
味
』
と
訴
え
た

時
、
安
ら
か
に
死
ね
る
よ
う
法

改
正
す
べ
き
だ
」
と
法
廷
で
訴

え
た
。
地
裁
は
「
有
罪
だ
が
無

罰
」
と
い
う
玉
虫
色
の
判
決
を

下
し
、
被
告
と
検
察
双
方
が
控

訴
し
た
。

ベ
ル
ギ
ー
で
安
楽
死
件
数
を

管
還
し
た
り
、
適
法
性
を
評
価

し
た
り
す
る
連
邦
管
理
評
価
委

員
会
に
よ
る
と
、
同
国
の
旧
年

の
安
楽
死
件
数
も
前
年
比
釘
%

リ
ス
ト
教
系
政
党
か
ら
は
反
対

の
声
が
上
が
っ
た
。

仏
で
も
、
安
楽
死
容
認
に
慎

重
論
は
根
強
い。

元
が
ん
専
門
医
で
、
回
年
の

尊
厳
死
法
を
起
案
し
た
ジ
ャ

ン
・
レ
オ
ネ
テ
ィ
国
民
議
会

(下
院
)
議
員
は
、
「ま
ず
は

緩
和
医
療
を
受
け
る
患
者
の
権

利
確
立
や
、
元
気
な
う
ち
に
尊

厳
死
の
希
望
を
記
す『事
前
指

示
書
』
の
効
力
強
化
に
向
け

た
法
改
正
を
急
ぐべ
き
だ
」
と

訴
え
る
。

た
だ
、
ぶ
つ
か
る
賛
否
両
論

を
前
に
、
こ
う
も
打
ち
明
け
た
。

「
却
年
前
、
医
師
は
患
者
に

鎮
痛
剤
を
打
ち
、
こっ
そ
り
と

安
楽
死
さ
せ
て
い
た。
尊
厳
死

法
は
こ
う
し
た
危
険
を
な
く
す

役
目
を
果
た
す
が
、
患
者
の
自

己
決
定
権
の
主
張
が
高
ま
り
、

生
命
を
救
う
医
師
の
責
務
と
の

折
り
合
い
が
難
し
く
な
っ
た
」

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
市
日
{
水
)
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リビン夕、ウィル
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ヲさら
聞V恕堕.

自
分
に
死
期
が
迫っ
た
と
き
に
受
け

た
い
医
療
を
事
前
に
選
択
し
て
お
く
リ

ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す。

救
急
車
で
選
ば
れ
る
人
の
過

半
数
が
侃
歳
以
上
で
す
。

い
ざ
と
言
う

と
き
に
自
分
自
身
も
、

家
族
も
医
療
者

も
困
ら
な
い
た
め
の
も
の
で
す

。

昨
年
日
月、
干
葉
市
の
市
民
会
館
で

闘
か
れ
た
、
千
葉
県主
催
の
終
末
期
の

医
療
や
看
取
り
に
つ
い
て
考
え
る
公
開

講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
臼
は
約

1
0
0

人
が
参
加
し
て
い
ま
し
た

。

干
葉
県
健
康
福
祉
政
策
課
の
舘
岡
聡

主
幹
は
「
尊
厳
を
持っ
て
最
期
を
迎
え

る
た
め
に
ど
う
す
る
か
。

そ
の
た
め
の

準
備
が
必
要
で
す」
と
講
座
の
狙
い
を

説
明
し
ま
す。

自
治
体
が
啓
発
に
取
り
組
む
背
景
に

は
、

高
齢
者
の
急
増
が
あ
り
ま
す

。

国

命
の
終
え
方

末
期
医
療
を
自
分
の
意
志
で
決
め
る

þ的t.J湾れ

病気によって遭う終末期の状態と治療につ
いて、医師うから説明をよく聞く

かかりつけ医療機関や医療団体が利用する患
者の意思を記入する「リビングウィルJr事前
指示書jなどを参考に、自分の選択を考える

自分の意思を家族うに伝え、憶し合う

た
だ
、
公
開
講
座
で
は
質
問
が
出
て

い
ま
し
た
。

女
性
「
主
治
医
と
希
望
に
つ
い
て

話
し
て
い
ま
す
が
、
脅
面
に
は
し
て
い

ま
せ
ん。

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か」

男
性
「
曾
面
に
曾
い
て
主
治
医
に

持
っ
て
行っ
た
と
き
、
『
と
ん
で
も
な

い
』
と
い
わ
れ
ま
せ
ん
か
」

リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
に
関
心
が
あ
っ
て

も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
人
も
多
く
い
ま
す
。

日
本
に
は
欧
米

自分が判断できなくなったとき.主治医が棺
談する人を決めておく

希望を書面に配童話し、かかりつけ医や家族ら ¥ 
と共有しておく ¥ 

国立a・医銀研究センターの『私の医.に対する締盟Jのケース

主制臥項目(組の怖をチェック} 咋Jq喧舌 .

・ 痛みや苦痛について 芸芸手Buzzza

・ 終末期を迎える場所について 去Jま竺を
._-究f崎倫..，..-

議長→三2
- 心臓"'1サージなどの心肺蘇生

・ 延命のための人工呼吸器
など

基本的な精望

終末期になった
ときの希望

投
与
、
胃
ろ
う
・
鼻
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る

栄
養
補
給、
点
滴
に
よ
る
水
分
補
給
と

い
っ
た
、
具
体
的
な
延
命
治
療
法
の
選

択
の
ほ
か
に
、
主
治
医
が
相
談
す
る
人

の
名
前
を
省
く
欄
も
あ
り
ま
す。

同
セ
ン
タ
ー
の
三
浦
久
幸
在
宅
連
携

医
療
部
長
に
よ
る
と、
米
国
や
カ
ナ
ダ

で
は
、
延
命
治
療
の
内
容
だ
け
で
な

く
、
自
分
が
判
断
で
き
な
い
状
態
に
陥

っ
た
場
合
に
本
人
に
代
わ
っ
て
承
諾
を

と
る
人
も
事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
に

国立畏寿医療研究セン
ターの「私の医療に対す
る希望J (事前指示書)

自分で判断で
き忽くなったと

・ 名前、 関係
き、主治医がキ目
談すべき人

D 11.....錐.金会員僅
. .. .・ A・・

:n: 
....." .....". 

日本尊厳死協会の会員E

クラフィック 野舗I~

目本.厳死協会の IW厳死の置曾・』のケース

宣言する主な内容
・不治かつ死が追っていると診断されたときは、 死
則をヲ|き延ばすためだけの延命措置を断ります

・苦痛を和らげるため、緩和i英療をしてくださL 、

・持続的純物状態に陥った時は、生命維持措置
を取りやめてくださL 、

理
事
長
は
「協
会
に
署
名
し
た
宣言
文

を
送
る
こ
と
で、
第
三
者
認
証
を
し
て

い
ま
す。
問
い
合
わ
せ
て
き
た
救
急
隊

や
病
院
が
ど
う
す
る
か
は
現
場
の
判
断

と
な
り
ま
す」
と
い
い
ま
す。

口

口

老
人
の
介
護
施
綾
な
ど
で
の
取
り

組

み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
?
千
葉

県
浦
安
市
の
車
京
ベ
イ・
浦安
市
川
医

療
セ
ン
タ
ー
救
急
棋
の
嘉
村
淳
志
医
師

.記者のひとこと
容体に伴い、 療養する病院や介護施設を患

者が移る時代となっています。 かかわる人も

また変わっていきます。 情報通信技術は飛綴

的に進歩しています。 紙に記入した怠思表示

の情報が、 各施設で共有される仕組みをちゃ

んと作る医療政策が、今求められています。
(岩崎賢一)

厚
生
労
働
省
と
国
土
突
通
省
が
推
進
す

る
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
で
は
0
%
で

し
た
。

嘉
村
医
師
は
「
自
立
し
た
人
し

か
入
居
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
が
、
本
当
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
も

取
り

組
ん
で
欲
し
い」
と
い
い
ま
す。

死
生
観
は
、
人
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。

丁
箪
な
説
明
や
脅
か
な
い
こ
と
へ

の
尊
重
も
重
要
で
す
。

厚
労
省
は、
ソ

l

シ
ャ
ル
ワl
ヵ
ー
や
看
護
師
向
け
の

相
談
員
養
成
講
座
を20
1
4

年
度
か

ら
会
国m
カ
所
で
始
め
ま
す。
三
浦
部

長
は
「
考
え
が
変
わ
る
と
き
だ
っ
て
あ

り
ま
す。
そ
の
時
は
、
主
治
医
や
看
護

40 
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立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
で
は
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
と
い

っ
た
都
市
部
の
県
は
、
2
0
2
5

年
に

は
万
歳
以
上
の
高
齢
者
が
凶
年
の

2

倍

近
く
に
増
え
ま
す。
本
人
の
希
望
に
添

う
こ
と
で
、
限
り
あ
る
病
院
や
介
護
施

設
を
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
で
す

。

口

口

「
も
し
も
の
と
き
の
と
と
」

を
医
師
と
患
者
、
家
族
が
話
し

合
う
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
(
A
C
P
)の
試

み
を
、
広
島
県
医
師
会
と
広
島

大
、
広
島
県
、
広
島
市
で
つ
く

る
広
島
県
地
域
保
健
対
策
協

議
会
(地
対
協
)
が
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
。
終
末
期
に
自
己
決
定

能
力
が
な
く
な
っ
た
と
き
に

も
、
患
者
の
意
思
に
沿
っ
た
医

療
を
実
現
す
る
の
が
狙
い
で
、

塁
毒
で
A
C
P
に
取
り
組
む

の
は
全
国
で
も
他
に
例
が
な

い
。

2

月
に
作
成
し
た
チ
ェ
ッ

ク
シ
1

ト
「
私
の
心
づ
も
り
」

を
活
用
し
て
、A
C
P
を
広
げ

て
い
く
。

A
C
P

の
主
な
対
象
は
、
か

の
よ
う
な
ルl
ル
を
定
め
た
法
律
が
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
尊
厳
死
協
会
と
い
っ

た
第
三
者
機
関
や、
病
院
、
医
療
団
体

ご
と
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
使

っ
て
い
る
「
私
の
医
療
に
対
す
る
希

望
」
と
い
う
事
前
指
示
替
に
は
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
心
肺
蘇
生
や
人
工

呼
吸
務
の
装
着
、
抗
生
物
質
の
強
力
な

づ
心
づ
も
り
」

ト 広島県地対協が取り組み
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
継
続

し
て
通
院
し
て
い
る
高
齢
の
患

者
。

自
分
自
身
で
自
分
の
こ
と

を
決
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き

に
備
え
て
、
医
師
に
希
望
や
思

い
を
伝
え
て
も
ら
う
。

そ
の
と
き
に
活
用
す
る
「
私

の
心
づ
も
り
」
はA
4
判
、
2

m
l
。病
気
が
悪
化
し
た
場
合
の

治
療
の
目
標
や
療
養
の
場
所
、

延
命
治
療
を
希
望
す
る
か
ど
う

か
、
自
分
の
代
わ
り
に
意
思
決

定
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ど

F
?か
な
ど
を
尋
ね
る
ロ
項
目
が

あ
り
、
医
師
と
語
り
合
う
き
っ

か
け
に
す
る
。

県
地
対
協
は
昨
年6
月
、
本

家
好
文
・
広
島
県
緩
和
ケ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
長
を
委
員
長
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す。

一
方
、
ロ
万5
千
人
の
会
員
が
い
る

日
本
尊
厳
死
協
会
が
使
っ
て
い
る
「
尊

厳
死
の
宣
言轡
」
で
は
、
「
死
期
を
引

き
延
ば
す
た
め
だ
け
の
延
命
指
置
は
お

断
り
し
ま
す
」
な
ど
と
い
っ
た
統
一
さ

れ
た
文
面
に
署
名
す
る
形
を
と
っ
て
い

ま
す
。

年
会
費2
干
円
で
、
写
し
と
会

員
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

岩
尾
総
一
郎

医
師
と

対話重ね希望伝える
命
の
終
え
方

す
る
「
終
末
期
医
療
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会
」
を
設
置
。

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
パl
タ
州
の
試

み
を
参
考
に
議
論
を
重
ね
、
A

C
P

に
つ
い
て
市
民
に
や
さ

し
く
説
明
す
る
「
手
引
き
」
と

「
私
の
心
づ
も
り
」
を
そ
れ
ぞ

れ
8
5
0
0

部
作
製
し
た
。
医

師
会
員
に
配
布
す
る
ほ
か
、
新

年
度
は
積
極
的
に
活
用
す
る
モ

デ
ル
地
区
の
設
置
も
検
討
し
て

い
る
。「A

C
P
の
手
引
き
」
と「私

の
心
づ
も
り
」
は3
日
午
前
日

時
以
降
、
県
地
対
協
の
ホ
l

ム

ペ
l

ジ

(
Z
H
U
一\
\己
Z
存
可

0
・
」匂\
)か
ら
ダ
ウ
ン
ロl
ド

で
き
る
。

(
平
井
敦
子
) ら

が
、

岡
市
内
の
開
業
医
(
内
税
)
や

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
賃
貸
住

宅
、

有
料
老
人
ホl
ム
な
ど
の
患
者
や

入
所
者
を
対
象
に
、
容
体
急
変
時
の
対

応
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
か
ど
う

か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

脅
面
の
記
載
に
取
り
組
む
施
設
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ1
ム
が
布
%
、
介
護

老
人
保
健
施
設
が
侃
%
と
高
く
、
逆
に

h
u

ノ

も
し
も
の
と
き
の

(解
説
)

A
H

\

希
望
を
伝
え
る
の
な

ら
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
l

ト
や
、

終
末
期
の
医
療
の
要
望
を
表
明

す
る
日
本
尊
厳
死
協
会
の
書
面

「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
」
を
思

い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
広
島
県
地
対
協

が
始
め
るA
C
P
が
画
期
的
な

の
は
、
希
望
を
語
り
合
う
相
手

が
い
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
相

手
が
、
か
か
り
つ
け
医
師
で
あ

る
点
で
あ
る
。

希
望
は
、
伝
え
て
初
め
て
実

現
す
る
。
ま
た
、
自
分
を
よ
く

知
る
医
師
の
助
言
を
得
て
、
よ

り
現
実
的
な
将
来
を
描
く
こ
と

が
で
き
る。
A
C
P
は
望
む
最

晩
年
を
送
る
た
め
、
実
効
性
の

高
い
方
策
と
い
え
る
。

試
み
の
背
景
に
は
、
医
療
の

進
歩
と
高
齢
化
が
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
延
命
治
療
が
可
能
と
な

り
、
長
く
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
・
な
っ
た
半
面
、
認
知 長い老後納得して歩む鍵 師

、
家
族
に
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で

す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
1

月
市
臼
(
土
)

症
の
発
症
や
病
状
の
進
行
に
よ

っ
て
、
終
末
期
の
治
療
に
つ
い

て
自
分
で
意
思
決
定
で
き
な
い

ケ
l

ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
の
平
均
寿
命(2
0

1
2

年
)
は
男
性
乃-
M歳
、

女
性
問
・
引
歳
。

長
い
老
年
期

に
医
療
と
の
関
わ
り
は
切
っ
て

も
切
り
離
せ
な
い
。

ど
う
付
き

合
う
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
患

者
や
家
族
の
思
い
と
懸
け
離
れ

た
高
度
医
療
の
レ
1

ル
に
乗
っ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。

A
C
P
は
、
高
齢
社
会
を
納

得
し
て
歩
む
た
め
の
鍵
を
握
る

試
み
と
い
え
る。
多
忙
な
医
師

が
患
者
と
語
り
合
う
時
聞
を
ど

う
設
け
る
の
か
な
ど
課
題
は
あ

る
が
、
医
師
、
患
者
、
家
族
が
意

義
を
共
有
し
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
い。
(平
井
敦
子)

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
3

日
(
月
)

41 
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A
C
P

、
な
ぜ
必
要
か

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
伝

え
て
お
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
1
0

広
島
県
医
師
会
と
広
島

大
、
広
島
県
、
広
島
市
で
つ
く
る

広
島
県
地
域
保
健
対
策
協
議
会

(地
苅
協
)
が
提
案
す
る
ア
ド
バ

ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

(A
C
P
)
は
、
終
末
期
に
自
己

決
定
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
の
た

め
に
、
患
者
と
医
師
が
語
り
合
い
、

医
師
に
希
望
を
伝
え
る
試
み
だ
。

い
ま
、
な
ぜ
、A
C
P
が
必
要
な

の
か
。

今
回
の
試
み
の
仕
掛
け
人

で
あ
る
広
島
県
医
師
会
の
有
田
健

一
常
任
理
事(悦
)に
聞
い
た
。

(平
井
敦
子)

ー
な
ぜ
、A
C
P
が
必
要
と
考
え
た

の
で
す
か。

私
は
肺
が
ん
や
肺
気
腫
な
ど
呼
吸
器

疾
患
の
専
門
で
、
呼
吸
器
が
機
能
不
全

J¥ 「支える」

あ
り
た
・
け
ん
い
ち
広
島
大
医
学
部
卒
。
卯
年

か
ら
広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
呼
吸
器
科
部
長
。
例

年
か
ら
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
。
広
島
県
地
域
保

健
対
策
協
議
会
の
「
終
末
期
医
療
の
あ
り
方
検
討
特

別
委
員
会
」
委
員
。
日
本
呼
吸
器
学
会
代
議
員

。

日

本
老
年
医
学
会
評
議
員
。

財
政
も
厳
し
く
て
病
院
の
ベ
ッ
ド
が
足

り
な
く
な
る
懸
念
も
あ
り
、
国
は
在
宅

療
養
の
態
勢
を
整
え
よ
う
と
動
き
始
め

た
。

病
院
で
は
な
く
家
で
治
療
を
受
け れ

な
ら
し
ま
す
」
と
。

そ
れ
は
、A
か
B
か
医
術
を
選
ん
で

い
る
わ
け
で
、
自
分
の
人
生
を
見
通
し

た
中
で
の
選
択
で
は
な
い
。

そ
の
医
療

る
「
が
ん
よ
ろ
ず
相
談
医
」
の
方
々
に

も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
や
っ
て
み
た
ら
課
題
が
与
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
克
服
し
な

前もって意思疎通
42 新聞社以外の許路も得た上で掲載しております。
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に
陥
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
す
る
在
宅
酸

素
療
法
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
高
齢
の
患
者
さ
ん

に
「
最
期
は
ど
う
い
う
医
療
を
受
け
た

い
ん
か
ね
」
と
聞
く
と
、
「
そ
り
ゃ
あ
、

も
う
先
生
に
任
せ
る
け
え
、
え
え
よ
う

に
や
っ
て
や
」
と
い
う
答
え
が
往
々
に

し
て
返
っ
て
く
る。

僕
に
信
頼
を
寄
せ
て
く
れ
る
の
は
あ

り
が
た
い。
で
も
や
っ
ぱ
り
ね
。

時
代

は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

患
者
さ
ん
が

受
け
身
の
医
療
で
、
今
後
も
い
い
の
だ

ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
す

。

0
・
・

ー
時
代
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。

胃
に
チ
ュ
ー
ブ
を
通
し
て
栄
養
を
送

る

「胃
ろ
う
」
、
高
カ
ロ
リ
ー
の
栄
養

液
を
入
れ
る
中
心
静
脈
栄
養
法
(
I
V

H
)
な
ど
の
治
療
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
必
要
で
右
効
な
場
合
も
多

い
で
す
が
、
一
方
で
た
く
さ
ん
の
管
に

つ
な
が
れ
た
「
ス
パ
ゲ
テ
ィ
症
候
群
」

と
い
う
雪
量
も
出
て
き
た
。

受
け
た
い

医
療
、
受
け
た
く
な
い
医
療
と
い
う
議

論
が
徐
々
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。2

0
2
5

年
に
は
団
塊
の
世
代
が
巧

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
「
多

死
社
会」
に
入
る
と
い
わ
れ
る
。

国
の

医療、「与える」
る
選
択
肢
も
広
が
っ
て
き
た
ん
で
す

。

そ
ん
な
時
代
に
、
今
の
後
期
高
齢
者

の
方
々
は
実
際
に
ど
う
思
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま

し
た
。

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、

膝
が
痛
い
と
か
腰
が
惑
い
と
か
、
体

の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
な
が
ら
も
、
な
る

べ
く
な
ら
人
の
手
を
煩
わ
せ
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
い
、
医

療
も
最
終
的
に
は
自
分
で
決
め
た
い
と

考
え
て
い
る。

ー
「
任
せ
る
よ
」
だ
け
で
も
な
い
ん

で
す
ね
。

そ
う
な
ん
で
す。
自
分
で
自
分
の
人

生
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
思

い
が
、
今
の
高
齢
者
に
育
ち
つ
つ
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
は
医
療
者
が
与
え
て
き
た
医

療
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い。
で
も
私
た

ち
も
「
与
え
る
」
の
で
は
な
く
「
支
え

る
」
と
い
う
役
割
に
、
そ
ろ
そ
ろ
変
わ

る
発
想
が
必
要
に
な
っ
て
き
た

。

患
者

さ
ん
の
人
生
の
円
熱
、
完
成
に
向
け
て

支
え
る
役
割
で
す
。

ー
こ
れ
ま
で
も
、
患
者
が
医
療
を
選

択
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

確
か
に
患
者
さ
ん
や
家
族
に
「
医
術
」

の
選
択
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す。
「胃
ろ
う
し
ま
す
か
」

「I
V
H
し
ま
す
か
」
と。

「
そ
う
し

な
い
と
栄
養
が
入
り
ま
せ
ん
よ
」
「そ

命
の
終
え
方

が
そ
の
人
に
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の

か
ま
で
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
一
再

選
択
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

そ
れ
は
本
当
に
選
ん
で
い
る
こ
と
に
な

る
ん
で
し
ょ
う
か。

今
回
のA
C
P
は
、
医
療
選
択
の
理

由
、
そ
の
人
の
人
生
や
価
値
観
に
基
づ

く
希
望
、
思
い
を
聞
こ
う
、
語
り
ム
忠
ね

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。-

0
・

ー

語
り
ム
守
つ
と
い
っ
て
も
、
医
師
の

皆
さ
ん
は
忙
し
く
、
時
閣
を
捻
出
で
き

ま
す
か。

そ
う
で
す
ね。
確
か
に
忙
し
く
、
時

聞
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す

。

だ
か
ら
こ
そ
チ
ェ
ッ
ク
シl
ト
の
「
私

の
心
づ
も
り
」
を
作
っ
た
と
も
い
え
ま

す
。

患
者
さ
ん
が
質
問
項
目
の
答
え
を

あ
ら
か
じ
め
・
く
こ
と
でA
C
P
の
過

程
を
た
ど
っ
て
き
て
く
れ
た
ら
、
医
師

は
要
貞
巷
把
握
し
や
す
い
し
、
こ
れ
を

も
と
に
患
者
さ
ん
の
希
襲
安
蘭
く
こ
と

が
で
き
る。
そ
う
い
う
意
味
で
は
い
い

ツ
1

ル
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ツ
ー
ル
は
広
島
県
医
師
会
の
会
員
全

員
に
配
り
ま
す。
地
域
の
か
か
り
つ
け

医
師
が
、
家
族
背
景
な
ど
よ
く
知
っ
た

患
者
さ
ん
にA
C
P
を
呼
び
掛
け
て
み

る
と
こ
ろ
か
ら
、
少
し
ず
つ
広
げ
て
い

け
た
ら
い
い。

県
内
に6
0
0

人
弱
い

が
ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
、

患
者
さ
ん
と
医
療
を
語
り
合
う
文
化
を

つ
く
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。ー

患
者
や
家
族
に
呼
び
掛
け
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
か。

「
手
引
き
」
や
「
私
の
心
づ
も
り
」
に

は
、
「
愚期
」
や「
終末
期
」の
言
葉
を
で

き
る
だ
け
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
わ

た
し
は
死
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
考
え
る

の
も
嫌
だ
」
と
い
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
わ
け
で
、
確
か
に
覚
悟
や
緊
張
が
伴

う
と
、
こ
の
種
の
こ
と
は
考
え
に
く
い

。

元
気
な
と
き
か
ら
長
い
ス
パ
ン
で
ゆ

っ
た
り
し
た
気
持
ち
で
、

医
療
者
に
自

分
の
希
望
を
語
っ
て
ほ
し
い
。
語
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
医

療
を
進
め
て
い
け
た
ら
と
。

も
ち
ろ
ん

希
望
は
そ
の
都
度
変
わ
っ
て
い
い
ん
で

す
。目

標
は
愚
後
に
死
ぬ
こ
と
じ
ゃ
な

く
、
長
い
人
生
、
長
い
老
後
を
豊
か
に

過
ご
す
と
い
う
こ
と
。

道
筋
が
大
切
で

す
。

語
る
こ
と
で
徐
々
に
頭
が
整
理
さ

れ
て
、
ケ
ア
も
含
め
た
将
来
の
イ
メ
ー

ジ
が
描
け
る
と
、
む
し
ろ
安
心
や
納
得

に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

A
C

P
は
、
あ
な
た
の
人
生
を
豊
か
に
完
成

さ
せ
る
た
め
の
試
み
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
。

〔
次
ベl
ジ
に
つ
づ
く
〕
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〔前ページよりつづく〕

広
島
県
地
対
埼
か
提
案
す
る
A
C

P
は
、

具
体
的
に
ど
ん
な
内
容
な
の

だ
ろ
う
か
。

県
地
対
協
が
作
成
し
た
「
手
引
き
」

で
は
A
C
P
の
こ
と
を
、
「
こ
れ
か

ら
受
け
る
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
、

あ
な
た
の
考
え
を
家
族
や
医
療
者
に

表
明
し
、
文
書
に
残
す
手
順
」
と
説

明
し
て
い
る
。

進
め
方
は5
段
階
。
ス
テ
ッ
プ
ー

は
、

命
に
関
わ
る
病
気
に
な
っ
た
と

き
に
ど
ん
差
藷
を
望
む
の
か
、
ど

こ
で
治
療
や
ケ
ア
を
受
け
た
い
の
か

な
ど
「
自
分
の
希
望
一
や
思
い
を
考
え

る
」
。
ス
テ
ッ
プ2
は
、
自
分
の
病

命
の
終
え
方

状
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
、
ど
ん
な

治
療
が
で
き
る
の
か
な
ど
「
健
康
に

つ
い
て
学
ぶ
」
。

ス
テ
ッ
プ3
は
、
自
分
の
希
望
が

伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
「
代

わ
り
に
意
思
決
定
し
て
く
れ
る
人
を

選
ぶ
」
。
ス
テ
ッ
プ4
は
医
師
や
家

族
に
「
医
療
に
関
す
る
希
望
や
思
い

を
伝
え
る
」
。
愚
後
の
ス
テ
ッ
プ

5

は
「
考
え
を
文
・
に
す
る
」
。

県
地
対
協
がA
C
P
の
主
な
対
象

と
す
る
の
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
継
続
し
て
通
院
し
て
い
る

高
齢
の
患
者
。
病
状
が
安
定
し
て

い
て
元
気
な
う
ち
か
ら
、
こ
の
先

の
医
療
に
つ
い
て
医
師
や
家
族
と
語

り
合
っ
て
も
ら
う
想
定
九
。
重
い
病

気
に
か
か
る
前
に
「
今
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
る
。

も
ち
ろ
ん
、
A
C
P
の
内
容
は
い

つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

希
望
や
思
い
は
時
間
と
と
も
に
変
犯

し
た
り
、
健
康
状
態
に
応
じ
て
変
わ

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
、

考
え
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
れ
ば

よ
い
と
い
う
。

そ
の
人
の
希
望
や
思
い
を
整
理
す

る
た
め
の
ツl
ル
が
「
私
の
心
づ
も

り
」
だ
。
ス
テ
ッ
プ
1
1
3

と
対
応

し
た
計
ロ
項
目
が
あ
る
。
「
A
C
P

希
望
伝
え
る
5

ス

量調Il~冨l[i.Jl:r;1属[豆電"!1創出j];H!Bもi{，.J~C直PJIj.JI

テ
ッ
プ

口 楽しみゃ喜びにつながることがあること
口 家族や友人と十分に時間を過ごせること
口 身の回りのことが自分でできること
口 落ち着いた!l!I焼で過ごせること
口 人として大切にされること
白 人生をまっとうしたと感じること
口 社会や家庭で役割が果たせること
口 望んだ場所で過ごせること
ロ 痛みやきしみが少なく過ごせること
口 医師を信頼できること
口 人の迷惑になら芯いこと
口 納得いくまで十分な治療を受けること
口 自然に近い形で過ごすこと
口 大切な人に伝えたいことを伝えること
口 先々に起こることを詳しく知っておくこと
口 病気や死を意識ぜすに過ごすこと
口 他人に弱った姿を見ぜないこと
日 生きていることに価値を感じられること
口 信仰に支えられること
口 その他

!「手引きAこ沿い考えまとめ

内容いつでも見直し

口 一日でも長く生きられるような治療を受けたい
口 どん是正治療でもとにかく病気が治ることを目指
した治療を受けたい

ロ 2苦痛を和らげるための十分な処置や治療を受け
たい

口 痛みや2苦しみが主主く、自分らしさを保つことに
焦点を当てた治療を受けたい

口 できるだけ自然芯形で愚期を迎えられるよう君主
必要録低限の治療を受けたい

口 その他

の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
私
の
心
づ

も
り
の
設
聞
に
つ
い
て
答
え
、
家
族

ゃ
い
ざ
と
い
う
と
き
に
代
わ
り
に
意

思
決
定
し
て
く
れ
る
人
、
そ
し
て
医

師
と
話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
を
勧
め

て
い
る
。

広
島
県
地
域
保
健
対
策
協
融
会
カ
作

成
し
た
「A
C
P
の
手
引
き
」
と
「
私

の
心
づ
も
り
」
。

県
地
対
協
の
ホ
ー

ム
ベ
1

ジ

(
Z
G一\
\巳
g
存
可0
・

甘
\)
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ1
ド
で
き
る

中
国
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
5

日
(
水
)
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「
自
己
決
定
」

絵
本
通
し
考
え
て

医
療
や
福
祉
の
現
場
で
、
「
自
己
決
定
」
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

患
者
や
介
護を
受
ォ
る当
事
者
が、

治
療
や
介
護
の
方
針
か
ら
最
期
の
迎
え
方
ま
で
を
自
ら
決

め
る
こ
と
を
指
す
言
葉
だ
。

だ
が
、
不
安
や
葛
藤
を
抱
え
る
患
者
が
何
か
を
決
め
る
の
は
た
や

す
い
こ
と
で
は
な
い。

旭
川
医
大
病
院
緩
和
ケ
ア
診
療
部
副
部
長
の
阿
部
泰
之
医
師
(
引
)
は
、

子
ど
も
か
ら
医
療
現
場
で
働
く人
ま
で
、
幅
広
い
人
に
自
己
決
定
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
、

絵
本
「
じ
ぶ
ん
で
き
め
る
っ
て
?
」
を
出
版
し
た
。
(
旭
川
報
道
部
編
集
委
員
弓
場
敬
夫
)

「だ
れ
か
が
き
め
て
く
れ
た

の
が
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
て

あ
る
ん
だ
よ
」
|
。
今
月
6

日
の
始
業
時
間
前
、
阿
部
さ
ん

は
旭
川
・
東
光
小1
年
2

組
の

児
童
に
「じ
ぶ
ん
で
き
め
る
っ

て
?
」
を
読
み
聞
か
せ
た。
子

ど
も
た
ち
の
視
線
が
阿
部
さ
ん

の
表
情
や
絵
本
の
絵
に
注
が
れ る

。絵
本
は
、
主
人
公
ケ
ン
タ
が

勉
強
や
友
だ
ち
と
の
遊
び
、
買

い
物
の
際
に
「
自
分
で
き
め
る
」

こ
と
で
感
じ
る
「
酷
惜
し
さ
」
や

「
悲
し
さ
」
な
ど
を
描
い
た
。

ま
た
、
母
親
が
好
き
な
色
な
ど

を
懸
命
に
考
え
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
し
た
と
こ
ろ
、
母
親
が
喜
ん

で
く
れ
、
そ
れ
を
見
た
ケ
ン
タ

も
う
れ
し
く
な
っ
た
ー
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
。

「自
己
決
定
は
『決
め
方』

の
ひ
と
つ
で
し
か
な
い
の
に
、

今
は
す
べ
て
(
患
者
ら
が
)
自

己
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
お
か
し
い
」
と
阿
部
さ
ん。

命
の
終
え
方

決める「難しさ」「悲しさ 」

末
期
が
ん
患
者
ら
に
向
き
合
う

緩
和
ケ
ア
の
現
場
経
験
か
ら

「
自
己
決
定
を
含
む
『
決
め
る

こ
と
』

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
話
す。

ま
た
、
物
語
の
中
の
母
親
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
例
に
、
「
自

己
決
定
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
も
考
え
て

も
ら
い
た
い
」
と
諮
る
。

絵
本
は
子
ど
も
を
タ
ー
ゲッ

ト
に
し
つ
つ
、
親
や
医
療・
介

護
の
現
場
に
立
つ
人
た
ち
、
特

に
医
師
の
考
え
る
材
料
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
う。
「
末期
が

ん
と
宣
告
し
た
人
に『こ
れ
か

ら
ど
う
レ
ま
す
か
?
あ
な
た

の
考
え
た
通
り
に
対
応
し
ま
す

よ
』
と

一
言
って
し
ま
う
医
師
が

実
際
に
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
本

当
に
自
己
決
定
と
い
え
る
で
し

「プロセスが大切」より良いケア

ょ
う
か
」

絵
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

藤
本
タ
ク
ヤ
さ
ん
が
担
当
し
て

い
る
が
、
絵
の
構
図
は
、
阿
部

さ
ん
が
担
当
し
た
患
者
で
今
年

5

月
に
%
歳
で
亡
く
なっ
た
、

旭
川
の
元
教
員
で
画
家
の
新
井

絹
恵
さ
ん
が
生
前
に
提
案
し
て

く
れ
た
も
の
を
生
か
し
た

。

阿
部
さ
ん
は
後
書
き
で
、
自

身
の
病
気
と
な
か
な
か
向
き
合

え
ず
、
自
分
は
ど
ん
な
治
療
や

ケ
ア
を
受
げ
る
べ
き
か
悩
ん
で

い
た
新
井
さ
ん
と
の
出
会
い
か

ら
、
こ
の
絵
本
が
誕
生
し
た
と

記
し
て
い
る
。

文
芸
社
刊
。A
5
上
判
、
川
品

一
作で
1
1
5
5

円
。

阿
部
さ
ん
は
シ
リ
ー
ズ
絵
本

を
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
大

穆
な
人
を
失
っ
た
と
き
の
「
喪

失
」
な
ど
を
テ
l

マ
に
取
り
上

げ
た
い
と
い
う。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
3

年
吃
月
M
日
(
火
)
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国表彰rl人の横顔
結核、肺がんを予防・治療 川

国
内
外
の
厳
し
い
環
境
の
'

川
下
、
長
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
川

活
動
し
て
き
た
医
療
関
係
者
を
川

表
彰
す
る
「
第
位
回
医
療
功
労
川

川
賞
」
の
全
国
表
彰
門
人
が
決
ま
川

川
っ
た
。
今
回
は
国
内
部
門
が
ほ
山

1

人
、
海
外
部
門
は1
人
。
3

月
山

川
同
日
、
東
京
・
帝
国
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
る
表
彰
式
を
前
に
、
受

川
賞
者
の
横
顔
を
紹
介
す
る
。

(
文
中
敬
称
略
)

• 国
内
部
門

常
松
和
則
的

医
師

結
綴
治
療
を
専
門
に
行
う
北

海
道
立
苫
小
牧
病
院
で
院
長
な

ど
を
お
年
間
つ
と
め
、
東
胆
振
・

日
高
地
域
の
結
核
治
療
や
予
防
に

貢
献
し
て
き
だ。
若
手
医
師
を
対

象
と
し
た
勉
強
会
を3
0
0

回
以

上
つ
づ
け
、
人
材
育
成
に
も
努
め

た
。
腕
が
ん
検
診
で
撮
彫
す
る
レ

ン
ト
ゲ
ン
画
像
を
み
て
、
い
か
に

早
期
発
見
に
結
び
つ
け
る
か
、
経

験
に
も
と
づ
く
助言
を
重
ね
て
き

た
。
〈

北
海
道
苫
小
牧
市〉

障害者歯科診療に尽力

水
野
修
引

歯
科
医
師

1
9
8
3

年
、
東
京
都
新

島
に
住
む
患
者
の
自
宅
に
重
い

機
器
を
持
ち
込
み
、
歯
を
治
療
す

る
訪
問
診
療
を
始
め
た
。
隊
出
筒
者

へ
の
診
療
に
も
尽
力
し
、
2
0
0

3

年
に
、
地
元
歯
科
医
師
会
の
幹

部
と
し
て
、
障
害
者
向
け
診
療
所

の
運
営
を
大
幅
に
見
直
し
た
結

果
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
も
患
者
が

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
摂
食
脇
陣
密

を
持
つ
子
供
へ
の
治
療
に
も
努
め

て
い
る
。
〈
神
奈
川
県
厚
木
市〉

中
島
育
昌
明

医
師

勉強会開いて医療向上

1
9
8
3

年
か
ら
、
文
部
教

官
と
し
て
山
梨
医
科
大
付
属
病

院
(現
山
梨
大
付
属
病
院)
で
若

手
の
盤
形
外
科
医
を
育
て
る
一

方
、
外
部
の
看
護
師
や
保
健
師
な

ど
と
勉
強
会
も
開
き
、
医
療
、
福

祉
両
面
で
県
内
の
水
準
を
向
上
さ

せ
て
き
た。
2
0
0
5

年
に
社
会

保
険
鰍
沢
病
院
長
に
転
じ
、
地
元

の
医
師
会
や
行
政
、
大
学
と
連
燐

し
、
医
師
不
足
を
克
服
し
て
き
た

。

〈
甲
府
市
〉

医
療
従
事
者升

谷

一
宏
防

医
師

過疎地で往診月50件

1
9
8
2

年
に
父
の
あ
と
を

継
ぎ
、
地
減
で
唯
一
の
診
療
所

を
開
業
し
た
。
住
民
の
高
齢
化
が

進
む
過
疎
地
域
で
、
地
域
の
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
、
-
臼
印
1
1

1
0

人
の
外
来
患
者
を
診
察
し
、

1

か
月
に
約
叩
件
の
往
診
に
出
向

い
た
。

訪
問
看
護
の
体
制
づ
く
り

に
も
努
め
、
医
療
、
福
祉
、
介
護

な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
地
域
の
健

康
維
持
に
貢
献
し
た
。

〈
石
川
県
能
登
町〉

佐
々
木
紘
昭
叩

医
師

在宅医療の体制整える

1
9
8
2

年
に
開
業
し
、
初

年
以
上
に
わ
た
り
、
住
民
の
健

康
維
持
に
貢
献
し
て
き
た
。
多
い

時
は
1

日
3
0
0

人
の
外
来
患
者

を
診
察
し
、
合
聞
を
償
っ
て
予
防

接
種
や
健
康
診
断
に
出
向
い
た
。

一人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の診

察
も
民
生
委
員
と
連
携
し
て
進

め
た
。

在
宅
医
療
の
体
制
を
盤
え

た
ほ
か
、
健
康
づ
く

り
の
講
演

会
も
続
け
た。〈

福
井
県
勝
山
市〉

「助産師外来」開設に貢献

橋
本
公
子
関

助
産
師

初
年
近
く
勤
め
た
徳
島
大
付

属
病
院
で
、
看
護
師
長
と
し

て
、
助
産
師
と
医
師
が
連
携
し
て

妊
婦
の
健
康
状
態
を
確
か
め
る

「
助
産
師
外
来」
の
開
設
に
貢
献

し
た
。
病
院
内
の
採
血
業
務
を
ー

か
所
に
集
約
し
た
り
、
外
来
患
者

向
け
に
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

た
り
す
る
な
ど
、
運
営
も
効
率
化

し
た
。
退
聡
後
は
、
助
産
所
を
開

業
し
、
母
親
の
育
児
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

〈
徳
島
市
〉

前
田
真
理
子
臼
看
纏
師

訪問看護で県内リード

勤
務
先
の
済
生
会
唐
津
病
院

が
1
9
8
7

年
に
県
内
で
初
め

て
ス
タ
ー
ト
し
た
肪
問
看
護
の
体

制
づ
く
り
に
買
献
し
た
。

地
織
の

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
自
宅
な
ど

で
療
獲
す
る
患
者
を
支
え
る
看
護

師
の
育
成
に
も
努
め
た。
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
殻
立
に
も
携

わ
り
、
患
者
の
嬰
留
に
耳
を
傾
け

た
。

刊
日
時
間
の
看
護
体
制
を
盤
え
、

介
護
士
と
の
連
携
も
強
め
た
。

〈
佐
賀
県
麿
海
市〉
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| 第1I回医療功労賞全 |
2000人の出産立ち会う 地域に密着して38年診療

鈴
木
治

m
m
医
師

東
北
大
や
公
立
病
院
で
経
験

を
積
み
、
父
親
が
中
新
田
町

(現
・
加
美
町
)
に
開
業
し
た
内
科

医
院
を
受
け
継
い
だ。
そ
れ
か
ら

お
年
問
、
雪
深
い
山
間
部
へ
の
往

診
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
医
療
を

続
け
て
い
る。
学
校
医
や
産
業
医

も
務
め
、
診
療
後
の
夜
間
に
健
康

教
室
を
聞
い
た。
温
厚
な
人
柄
と

分
け
隔
で
な
く
人
に
接
す
る
姿
勢

に
住
民
の
信
頼
も
厚
い
。

〈
宮
城
県
加
美
町〉

佐
藤
進
%

医
師

国
立
弘
前
病
院
(
青
森
県
)

で
産
婦
人
科
医
と
し
て
経
験
を

積
み
、1
9
7
5

年
か
ら
故
郷
の

遊
佐
町
に
戻
っ
た。
こ
れ
ま
で
に

立
ち
会
っ
た
出
産
は20
0
0

人

を
超
す。
猛
吹
雪
の
中
で
も
往
診

に
向
か
い
、
地
域
で
初
め
て
超
音

波
検
査
機
を
導
入
し
た
姿
携
に
、

町
民
の
信
頼
も
厚
い
。
今
で
も
年

間
即
日
を
超
え
る
当
直
を
務
め
、

在
宅
医
療
へ
の
助
言
や
指
導
も
行

っ
て
い
る
。
〈
山
形
県
遊
佐
町〉

佐
藤
光
子
印
看
護
師

リハビリ看護を充実

伊
豆
市
内
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
1
9
7
3

年
の
開
設
当
初
か
ら
勤
め
、
交
通

事
故
な
ど
に
伴
う
身
体
の
機
能
回

復
に
努
め
る
患
者
を
支
え
て
き

た
。
患
者
同
士
の
交
流
会
も
聞
き
、

温
か
い
看
護
を
心
が
け
た
。
学
会

で
リ
ハ
ビ
リ
看
護
の
充
実
に
関
す

る
発
表
を
重
ね
、
県
内
外
か
ら
看

護
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

な
ど
人
材
育
成
に
も
貢
献
し
た
。

〈
静
岡
県
伊
豆
市〉

行
枝
貴
子
関

医
師

発達障害児療育支える

1
9
9
9

年
に
高
岡
市
内
に

あ
る
「
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
初
代
闘
長
に
就
き
、
発
達

障
申習を
持
つ
幼
児
の
療
育
を
続
け

て
き
た
。

中
学
校
の
教
師
を
務
め

た
経
験
も
生
か
し
、
医
療
と
保
育

を
つ
な
い
だ
独
自
の
療
育
方
法
を

考
え
出
し
た。
小
学
校
の
教
諭
や

保
育
士
に
よ
る
チl
ム
が
、
小
学

校
な
ど
を
訪
れ
、
発
達
脇
陣
密
を
も

っ
児
童
を
支
援
す
る
仕
組
み
も
作

っ
た
。
〈

富
山
県
高
岡
市〉

宇
野
百
合
子
回
看
穫
師

ハンセン病患者見守る

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で
あ
る

国
立
療
養
所
長
島
愛
生
園
に
約

初
年
間
勤
め
、
患
者
に
寄
り
添
う

看
護
を
続
け
た。
看
護
師
長
と
し

て
若
手
を
育
て
る
一
方
、
患
者
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
講

演
も
行
っ
て
き
た
。

退
職
後
は
、
訪
問
看
護
の
運
営

に
あ
た
り
、
患
者
が
家
族
と
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

〈
岡
山
県
倉
敷
市〉

升
谷
靖
子
関

医
師

島民の健康守って60年

瀬
戸
内
海
に
あ
る
貨
島
で
、

父
が
開
業
し
た
医
院
を
受
け
継

ぎ
、
印
年
以
上
に
わ
た
り
、
島
民

の
健
康
維
持
に
尽
く
し
て
き
た。

母
子
の
栄
養
管
理
や
生
活
指
導
を

き
め
細
か
く
行
い
、
高
か
っ
た
新

生
児
死
亡
率
を
下
げ
た
。

地
元
の

小
学
校
の
校
医
も
約
判
年
続
け

た
。
島
民
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

地
域
医
療
を
通
じ
た
社
会
福
祉
へ

の
貢
献
は
大
き
い
。

〈
広
島
県
呉
市〉

医
療
従
事
者

水
田
舜
助
引

医
師

年 6 万人超の小児診察

1
9
8
4

年
に
島
原
半
島

で
、
入
院
施
設
を
備
え
た
小
児

科
診
療
所
を
開
業
し
、
地
織
の
小

児
医
療
を
支
え
て
き
た。
多
い
時

は
年
間
約6
万
5
0
0
0

人
の
子

ど
も
を
診
察
し
た。
引
年
の
雲
仙

普
賢
岳
の
災
害
で
仮
診
療
所
に
移

っ
た
こ
と
も
あ
る。
小
児
の
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
検
診
や
、
5

歳
時
健
診
を
早
く
か
ら
行
う
な

ど
、
子
ど
も
の
健
康
の
底
上
げ
を

図
っ
た
。
〈

長
崎
県
島
原
市〉

地域医療整備に取り組む

樋
口
定
信
回

医
師

地
域
で
唯

一
の
総
合
病
院
に

1
9
8
7

年
か
ら
勤
め
、
院
長

や
事
業
笥
理
者
の
立
場
か
ら
、
老

人
保
健
や
在
宅
介
護
支
援
の
施
設

を
開
設
し
、
医
療
や
介
護
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る

仕
組
み
を
酎
担
え
た
。

そ
の
建
設
費

用
を
返
済
す
る
た
め
、
自
ら
の
賞

与
を
減
ら
す
な
ど
合
理
化
に
取
り

組
ん
だ。
今
で
も
近
く
の
島
に
あ

る
診
療
所
に
船
で
出
向
い
て
い

る
。
〈

熊
本
県
上
天
草
市〉

〔
次ベ
l

ジ
に
つ
づ
く
〕
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郡
山
昌
太
郎
%

医
師

奄美大島の眼科担う

大
学
背
中
業
後
に
故
郷
の
奄
美

へ
戻
り
、
数
少
な
い
眼
科
医
師

の
一
人
と
し
て
釘
年
聞
に
わ
た

り
、
島
民
の
眼
科
診
療
を
に
な
っ

た
。
地
元
の
学
校
の
校
医
を
長
く

担
当
し
、
眼
科
検
診
を
行
っ
て
き

た
ほ
か
、
地
元
医
師
会
の
会
長
も

務
め
、
島
民
の
信
頼
も
厚
い
。
国

立
療
餐
所
・
奄
美
和
光
闘
で
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
後
遺
症
に
悩
む
患
者

も
治
療
し
て
い
る
。

八
鹿
児
島
県
奄
美
市〉

医
師
5

人
に

赤
ひ
げ
大
賞

地
域
で
献
身
的
な
医
療
活
動

に
取
り
組
む
医
師
を
顕
彰
す
る

「日
本
医
師
会
赤
ひ
げ
大

賞
」
(主
催
・

日
本
医
師
会
、

医
療
従
事
者

• 海
外
部
門

朝
日
茂
樹
引

災害時援助で衛生指導

医
師

中央選考委員(敬称略)

永井良三 (自治医科大学学長)

松谷有希雄(国立保健医療科学院院

長)

(国立成育医療研究セン

ター理事長・総長)

(年金・健康保険福祉施

設整理機構理事長)

畑野研太郎(国立療養所邑久光明園
園長)

井部俊子 (聖路加看護大学学長)

村木厚子 (厚生労働事務次官)

原徳寿 (厚生労働省医政局長)

佐藤敏信 (厚生労働省健康局長)

大久保好男(日本テレピ放送網社長)

内藤晴夫 (エーザイ社長)

白石輿二郎(読売新聞グループ本社
社長)

(読売新聞東京本社事業
局長)

世
界
保
健
機
関
(
W
H
O
)に

勤
務
し
た
経
験
を
生
か
し
、
日

本
の
医
療
チ1
ム
が
発
展
途
上
国

の
被
災
地
で
行
う
緊
急
援
助
に
、

予
防
医
学
や
公
衆
衛
生
の
普
及
を

加
え
た
。
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
門
か
国
で
医
療

活
動
に
携
わ
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
の
発
生
時
に
、
乗
っ
て
い
た
新

幹
線
で
2
3
0

人
の
乗
客
の
救
護

に
あ
た
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

〈
フ
ィ
リ
ピ
ン
ほ
か〉

る
。赤

ひ
げ
大
賞
は
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
な
か
、
地
域
住
民
が

安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

な
医
療
活
動
を
長
宅
行
っ
て
い

る
医
師
を
表
彰
す
る
た
め
に
創

設
。

医
療
過
疎
の
現
場
で
、
地

域
住
民
の
支
え
と
な
っ
て
い
る

原
則
初
歳
未
満
の
医
師
を
対
象

と
す
る
。

第
2

回
の
受
賞
者
は
、
下
回

憲
医
師
(北
極
泊
・
け
ん
三
の

28日表彰式

産
経
新
聞
社
、
後
援
・
厚
生
労

働
省
な
ど)
の
第
2

回
の
受
賞

者
が
四
目
、
発
表
さ
れ
たo
m

自
に
都
内
で
表
彰
式
が
開
か
れ

五十嵐隆

尾身茂

後主
援催

. 

協
賛

こ
と
ば
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)

マ
野
村
良
彦
医
師
(神
奈
川
・

野
村
内
斜
ク
リ
ニッ
ク
院
長
)

マ
小
鳥
輝
男
医
師
(滋
賀
・
小

串
医
院
院
長)
マ
大
宕
香
苗
医

師

(兵
庫
・
大
岩
診
療
所
院

長
)
マ
白
石
吉
彦
医
師
(島
根

.

隠
岐
広
域
連
合
立
隠
岐
島
前

病
院
院
長)
|

の
5

人
。

い
ず

れ
も
地
域
に
根
ざ
し
た
在
宅
医

療
な
ど
の
献
身
的
な
医
療
活
動

が
評
価
さ
れ
た。

読
売
新
聞
社

厚
生
労
働
省

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網

エ
ー
ザ
イ

日
本
医
師
会
の
横
倉
義
武
会

長
は
「高
齢
他
の
ピl
ク
を
迎

え
る
ま
で
に
、
か
か
り
つ
け
医

を
中
心
と
し
た
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
賞
の
意
義
を
強
調。

選
考
に
当
た
っ
た
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
(J
A
X
A
)
の

向
井
千
秋
・

特
任
参
与
は
、
今

回
初
め
て
女
性
医
師
の
受
賞
者

が
出
た
こ
と
に
つ
い
て
「従
来

の
『赤
ひ
げ
先
生』
の
イ
メ
l

~ 
副也

士
冗
{
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月

m
日
(
月
)

ジ
が
広
が
っ
た
」
と
評
価
し

た
。

「赤
ひ
げ
大
賞」
の
表
彰
式

は
お
日
午
後5
時
半
か
ら
、
東

京
都
手
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
る。

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
お
日
(
木
)

久保博
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ぶ
医
師
不
足
に
悩
む
兵
庫
県
北
町
仇
(
市
が
、
全
国
各
地
で
地
域
医
療
に
力
を
尽
く

し
て
い
る
医
師
を
顕
彰
す
る
「や
ぶ
医
者
大
賞」を
今
秋
に
も
創
設
す
る。
か
つ

て
は
名
医
を
指
し
た
と
の
説
が
あ
る
「や
ぶ
医
者
」の
発
祥
地
と
し
て
、
地
滋
医

療
を
重
視
す
る
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
医
師
確
保
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ

。

大
賞
は
、
へ
き
地
な
ど
で
困

難
を
乗
り
越
え
て
医
療
に
従
事

し
て
い
る
人
を
た
た
え
、
賞
金

1
0
0

万
円
を
贈
る
。
今
後
、

選
考
基
準
な
ど
を
詰
め
た
上

で
、
秋
に
も
授
与
式
を
聞
く
計

画
。
式
に
A
Pわ
せ
、
地
域
医
療

に
つ
い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
も
検
討
し
て
い
る
。

や
ぶ
医
者
の
語
源
は
諸
説
あ

る
が
、
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
の
高

弟
・
森
川
許
六
が
江
戸
中
期
に

編
さ
ん
し
た
「
風
俗
対
濫
」
で

は
、
但
州
養
父
(
現
養
父
市)

に
隠
と
ん
す
る
良
医
が
、
死
に

そ
う
な
病
人
を
回
復
さ
せ
る
ほ

ど
の
治
療
を
何
度
も
施
し
、
そ

、語源の地山兵庫・養父市が創設

の
教
え
を
請
う
た
者
が
全
国
に

広
が
っ
た
と
し
、
本
来
は
名
医

の
呼
称
だ
っ
た
と
記
し
て
い

る
。

し
か
し
、
そ
の
弟
子
を
名

乗
っ
て
、
お
ざ
な
わ
ずな
治
療
を

し
た
り
、
金
も
う
け
に
走
る
者

が
出
た
り
し
た
た
め
、
い
つ
し

か
下
手
な
医
者
の
代
名
調
に
変

わ
り
、
「
艇
」
の
字
が
当
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う。

養
父
市
は
県
北
部
の
山
あ
い

に
あ
り
、
人
口
約2
万
6
0
0

0

人
。

2
0
0
4

年
に
4

町
が

合
併
し
て
発
足
し
た。

市
内
唯
一
の
公
立
病
院
で
あ

る
八
鹿
病
院
で
は
、
例
年
に
白

人
い
た
医
師
が
現
在
、
犯
人
ま

で
減
少。
全
お
診
療
科
中
、
脳

外
科
な
ど7
科
は
常
勤
医
師
が

1

人
し
か
お
ら
ず
、
小
児
科
と

眼
科
は
常
勤
医
師
が
ゼ
ロ
の
事

熊
に
なっ
て
い
る
。

受
診
に
来

た
女
性
(印
)
は
「地
域
の
高
齢

化
が
進
ん
で
医
療
を
求
め
て
い

る
人
は
い
っ
ぱ
い
い
る
。

頼
る

病
院
は
こ
こ
し
か
な
い
の
で
、

頑
張
っ
て
医
師
を
確
保
し
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
る
。

市
も
「こ
の
ま
ま
で
は
医
療

態
勢
へ
の
不
安
か
ら
人
口
減
に

拍
車
が
か
か
る」
と
の
危
機
感

か
ら
、
日

年
度
に
医
師
を
確
保

す
る
た
め
、
地
元
な
ら
で
は
の

「や
ぷ
医
者
プ
ロジ
ェ
ク
ト
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た。

医
大
や
大
学
医
学
部
に
合
格

し
た
学
生
に
上
限
約30
0
0

万
円
の
修
学
資
金
を
貸
与
し
、

卒
業
後
に
八
鹿
病
院
に
就
臓
す

れ
ば
、
う
ち
最
高
約2
0
0
0

万
円
の
返
済
を
免
除
す
る
制
度

を
設
け
、
現
在
、7
人
の
学
生

を
援
助
し
て
い
る
。
さ
ら
に
医

師
を
目
指
す
高
校
生
も
集
め
て

病
院
見
学
会
を
聞
く
な
ど
、
医

師
不
足
解
消
に
あ
の
手
こ
の
手

の
施
策
を
展
開
中
だ。

今
回
の
大
賞
も
プ
ロジ
ェ
ク

ト
の
一
環
で
、
市
や
八
鹿
病
院

は
「プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
取
り

組
み
で
、
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
に
し
た
い」
と
し
て

い
る
。

医
師
の
偏
在
解
消
ヘ

各
地
で
取
り
組
み

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、2

0
1
2

年
末
の
人
口
問
万
人
あ

た
り
の
医
師
数
(医
療
施
設
の

従
事
者
)
は
2
2
6

・
5

人
。

2

年
前
よ
り7
・
5

人
増
え
た

が
、
都
市
部
に
偏
る
傾
向
が
問

題
と
な
っ
て
い
る。

都
道
府
県
別
で
川
万
人
あ
た

り
の
数
が
最
も
多
い
の
は
京
都

府
の
2
9
6

・
7

人
。

最
少
は

埼
玉
県
の1
4
8

・
2

人
で
、

滋
賀
、
奈
良
両
県
な
ど
計
辺
道

県
が
全
国
平
均
を
下
回
る
。
た

だ
、
京
都
府
で
も
京
都
市
周
辺

は
全
国
平
均
の1
・
6

倍
だ

が
、
府
南
部
は
全
国
平
均
の
6

割
し
か
お
ら
ず
、
偏
り
が
顕
著

だ
。
半
径4
J
・

M
Mに
叩
人
以

上
が
居
住
す
る
地
区
内
に
医
療

機
闘
が
な
い
「無
医
地
区
」
は

北
海
道
が
最
多
の1
0
1

か

医
療
従
事
者

-無医地区の多日蔀蚕扇扇! 日を福県定つはは 聖窟所
指噛 ml「 td ホ祉外年く、各医な知
遺書 lUI ...1 1 タ 1 施の退る県地師ど宗次
広島 53 1 1 ム設匡織公や 332 0 告と
天 分 4b . I こぺな出し主主医究環 SEdi 

1 -, ，1 どけた財療戸亨
I I' ジ のにベ団関 O 急 大県

・継地区の恕い都道府県| タで求、テ法係広最 分 53
東京、 神奈川、崎玉千葉‘大阪、佐賀 l í 提人病ラ入団島百 県か

※2009年 10月末の地区数、 ン供情院ンが体県組 40 所
厚生労働省調査 」。 報やや、ででみ か

を
促
そ
う
と
、
若
手
医
師
や
研

修
医
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
県
内

の
医
療
環
境
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
の
生
活
情
報
も
盛
り
込
ん

だ
情
報
誌
を
昨
年
か
ら
発
行
し

て
い
る
。

無
医
地
区
が
悶
か
所
あ
る
島

根
県
は
ω
年
度
か
ら
島
棋
大
と

連
携
、
同
大
学
医
学
部
で
医
師

確
保
の
た
め
全
国
か
ら
学
生
を

募
る
推
薦
入
学
制
度(定
員
5

人
)
を
ス
タ
ー
ト
。

県
が
6

年

間
で
約1
0
0
0

万
円
の
奨
学

金
を
負
担
し
、
学
生
は
卒
業
後

9

年
間
、
県
内
の
医
療
機
関
で

働
け
ば
、
返
済
が
免
除
さ
れ
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

読

古
冗
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
3

月
包
目
(
土)
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訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
後
押
し

起
業
ナIス
に
全
国
組
織

道
内
外
で
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し

て
い
る
看
護
師
の
初
の
全
国
的
な
支
援
組
織
「
起

業
ナ
l

ス
の
会
」
が
、
日
目
に
東
京
で
設
立
さ
れ

る
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
在
宅
医
療
の
中
核
的
な

役
劃
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
道
内
唯

一
の
質
問
者
で
あ
る
北
広
島
市
の
土
田
孝
行

・
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
え
で
所
長
は
「
地
域
に

根
ざ
し
て
取
り
組
む
看
護
師
を
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
(
根
岸
寛
子
)

16 日に設立道
内
に
も
相
談
窓
口

設
立
し
た
上
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

開
設
が
可
能
と
な
っ
た
。

全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会

(
草
原
)
に
よ
る
と
、
道
内
に

は
日
年4
月
時
点
で3
0
9

カ

所
あ
る
。
患
者
の
ニ
1

ズ
の
高

ま
り
な
ど
か
らω
年
比
1

・
2

倍
に
増
え
た
が
、
医
療
関
係
者

に
よ
る
と
、
道
内
で
は
訪
問
看

護
を
希
望
す
る
患
者
に
十
分
応

じ
ら
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
な

い
地
域
が
少
な
く
な
い
と
い

・
つ
。一

方
で
、
看
護
師
が
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
設
に
関
心
を
持
っ
て

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
看
護
師
が
患
者
の
自
宅
な

ど
に
出
向
き
、
医
師
の
指
示
に

基
づ
く
体
調
管
理
や
、
終
末
期

の
が
ん
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
緩

和
医
療
な
ど
を
行
う
た
め
の
拠

点
。

自
宅
で
愚
期
を
迎
え
た
い

と
希
望
す
る
患
者
の
要
請
に
応

え
る
ほ
か
、
医
療
過
疎
地
域
で

の
医
療
の
空
白
が
橘
う
存
在
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。2
0

0
0

年
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

看
護
師
の
常
勤
換
第
2

・
5

人

以
上
の
磁
保
な
ど
の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
看
護
師
で
も
法
人
を

も
、
経
営
面
で
の
経
験
不
足
ゃ
、

看
護
技
術
を
学
ぷ
研
修
の
場
確

保
な
ど
へ
の
不
安
に
つ
い
て
対

応
す
る
窓
口
が
な
い
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
首
都
圏
な
ど
で

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
す
る
訪

問
看
護
師5
人
が
発
起
人
と
な

り
、
全
国U
人
の
賛
同
者
を
募

っ
て
支
援
組
織
の
設
立
準
備
を

進
め
て
き
た
。
設
立
後
は
、
各

地
の
賛
同
者
カ
窓
口
と
な
り
、

相
談
に
応
じ
る
。
道
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
長

で
も
あ
る
土
固
さ
ん
に
よ
る

と
、
既
に
道
央
圏
の
看
護
師
ら

か
ら
入
会
の
問
いA
Fわ
せ
が
来

て
い
る
と
い
う
。

土
田
さ
ん
は
「
広
大
な
道
内

で
は
、
多
様
な
ニl
ズ
に
応
え

ら
れ
る
質
の
高
い
看
護
が
求
め

ら
れ
る
。
情
報
を
共
有
し
、
横

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

* I ~t 
ìî 海
基 | 道
~ I 新
i4 I 岡
田 l ・

会|哲

医
療
従
事
者

共同研究で看護の質向上ヘ
が
県
立
中
央
病
院
の
医
師
8

人
を
臨
床

教
授
・

准
教
授
に
任
命
し
、
大
学
院
で

講
畿
を
し
て
も
ら
う
。
「
慢
性
疾
患
患

者
へ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
シ
ス

テ
ム
構
築
」
「
周
術
期
の
間
耐
管
理
」

な
ど
を
テl
マ
に
医
師
・
看
護
師
と
共

同
研
究
も
行
三
定
だ
。

「
臨
床
現
場
と
研
究
機
関
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
生
か
し
、
実
証
研
究
房
品
積
み

上
げ
て
い
く
こ
と
が
看
護
の
質
向
上
に

つ
な
が
る
」
と
同
大
看
護
学
研
究
科
長

の
遠
藤
み
ど
り
教
授
。
「
学
生
に
は
現

場
で
実
験
力
や
憲
新
の
医
療
焼
術
を
身

に
つ
げ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

同
病
院
の
福
田
美
由
紀
看
護
部
長
も

「
大
学
で
の
基
礎
教
官
円
、
病
院
で
の
現

任
教
育
の
速
増
加
強
化
を
進
め
る
こ
と
で

人
材
育
成
を
図
り
た
い
」
と
掃
す
。
ま

た
学
生
時
代
か
ら
現
場
を
よ
り
身
近
に

感
じ
、
宥
援
の
懸
力
を
実
感
す
る
こ
と

で
看
護
師
確
保
や
離
職
防
止
に
も
つ
な

げ
た
い
考
るι。

現
場
で
働
く
医
師
や
看
護
師
に
と
っ

て
も
研
究
機
関
で
あ
る
大
学
と
の
交
流

は
モ
チ
ペ
l
シ
ヨ
ン
を
高
め
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
付
属
で
は
な
い
独
立
し
た
大
学
と

病
院
の
連
携
は
全
国
で
も
珍
し
い
と
い

う
。
新
た
な
連
携
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

山
梨
日
日
新
聞
・
朝刊

2
0
1
4

年
3

月
日
日
(
木
)
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役割増す歯科衛生士
食
べ
る
、
話
す
、
呼
吸
す
る

。

口
や
歯
の
『
迄
$
￥
￡

ι

働
ぎ

に
問
題
が
あ
る
と
、
生
活
に
大
差
影
響
が
出
る

。

襲
霊

士
は
口
内
の
健
康
づ
く
り
の
需
職
と
し
て
、
が
ん
患
者
や
高

齢
者
の
ケ
ア
な
ど
活
躍
の
揚
が
広
が
っ
て
い
る

。

一
方
で
、
認

知
度
の
低
さ
か
ら
人
材
確
保
を
懸
念
す
る
声
が
聞
か
れ
る

。

(西
脇
和
宏)

-
食
べ
る
力
を
守
る

「お
口
の
中
を
き
れ
い
に
し

ま
す
ね
」。
福
井
市
の
特
別
養

護
老
人
ホl
ム
藤
島
闘
で
、
矢

部
歯
税
医
院(同
市
)
の
歯
税

衛
生
士
岡
部
こ
ず
警
あ(臼
)

が
、
入
所
者
の
女
性
に
声
を
掛

ォ
た
。丁

寧
に
歯
を
磨
き
、
口
の
粘

膜
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
。
「
お

姫
様
(に
な
っ
た)
み
た
い」

と
、
ケ
ア
を
受
け
る
女
性
は
気

持
ち
ょ
『
与
』
う
だ

。

発
声
で
舌

の
状
態
を
確
認
し
、
ゼ
リ
ー
を

飲
み
込
む
練
習
を
終
え
る
と
、

阿
部
『
瓦
は「う
ま
く
い
っ
て

い
る
か
ら
、
お
い
し
い
物
を
何

で
も
食
べ
て」と
笑
い
か
け
た
。

同
医
院
の
矢
部
道
一
院
長
と

一
緒
に
月2
回
程
度
、
同
施
設

で
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る

。

同
齢
渚
は
特
に
時
職
性
肺

炎
の

予
防
に
注
意
す
る
と
い
う
。

肺

炎
は
日
本
人
の
死
因
で
3

番
目

に
多
い。
高
齢
者
は
食
べ
物
や

震
が
誤
っ
て
気
管
に
入
品

す
く
、
原
因
閣
が
混
じ
る
と
炎 ご

く
生
当
量
当
」
す
る

」
と
岡
部

『
ヤ
ん
。県

歯
糾
医
師
会
広
報
寮
員
長

を
務
め
る
矢
部
院
長
は「今
は

成
実

養
の

の
校

」
学

創
司u
F関
守
』

内
駅

県
科

の
歯
市

土
井
弁

性
福
唱

科
側
室

歯
機
習

し
い
ケ
ア
の
方
法
を
伝
え
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
詰
す。

が
ん
の
治
療
に
伴
っ
て
、
霊

が
ん
患
者
や
高
齢
者
を
ケ
ア

症
を
起
こ
す。
口
の
中
や
回
り

を
常
に
清
潔
に
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
だ。

物
を
か
ん
だ
り
、
飲
み
込
む

に
は
、
ほ
お
や
唇
、
舌
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
部
分
の
カ
が
必
要

に
な
る。

阿
部
『
ヤ
ん
は
「
口
腔

筋
機
能
療
法
士」の
資
格
を
持

ち
、
口
の
回
り
の
筋
肉
の
訓
練

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
「
軟

ら
か
い
物
し
か
食
べ
ら
れ
な
か

っ
た
人
が
、
固
形
物
を
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
の
す 予

防
に
力
を
入
れ
る
時
代

。

患
い
口
内
炎
や
出
血
、
昧
覚
障
害
、

者
完
に
は
『ず
っ
と
自
分
の
口
の
中
の
乾
燥
と
い
っ
た
副
作

口
で
食
べ
た
と
と
い
う
要
望
用
、
合
併
症
に
悩
む
患
者
は
多

が
多
い」
と
し
、
歯
税
衛
生士
い
。

腫
れ
や
痛
み
で
食
事
も
ま

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
強
ま
な
ら
ず
、
生
活
の
質
が
大
き

調
す
る。

く
低
下
す
る
だ
げ
で
な
く
、
が

-
チ
l
ム
医
療
に
力
ん
の
治
療
そ
の
も
の
に
も
悪
影

岡
聾
」
ん
の
長
女
、
川
端
登
智
を
及
ぼ
す

。
「
副
作
用
や
合

代
美
三
(ω
)も
県
霊
会
病
併
症
を
少
し
で
も
軽
警
る
た

院
口
腔
外
糾
の
歯
判
明
衛
生
士
め
に
、
が
ん
の
治
療
前
に
歯
斜

だ
。
「口
腔
の
専
門
職
と
し
て
、
を
受
診
す
る
さ
つ
働
き
か
け
た

患
者
さ
ん
の
周
囲
に
い
る
他
り
、(口
の
中
を)
い
つ
も
さ

の
ス
タ
ッ
フ
や
ご
家
族
に
、

ー匹
れ
い
な
状
態
に
す
る
よ
う
促
す

医
療
従
事
者

口内の健康、病気を予防
の
も
役
割
の
一
つ
で
す
」

物
を
食
べ
名
付
J
、
飲
み
込
む

力
が
弱
っ
た
摂
食
・
臓
下
障
害

の
怠
者
の
ケ
ア
に
も
、
歯
税
衛

生
士
は
欠
か
せ
な
い
存
在
だ

。

口
の
状
態
を
磯
認
し
、
ど
ん
な

物
な
ら
食
べ
ら
れ
る
か
、
機
磁

の
回
復
に
ど
ん
な
ト
レ
l

ニ
ン

グ
が
必
要
か
を
考
え
る

。

近
年
、
歯
周
病
が
糖
尿
病
や

心
臓
病
と
い
っ
た
病
気
に
も
影

響
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て

い
る。

川
端
『
ヤ
ん
は
日
や
歯

の
健
康
が
主
き
古
志
病
気
の

予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
を
知

っ

て
ほ
し
い」
と
呼
び
掛
げ
た

。

高
い
ニ
l

ズ
、
低
い
認
知
度

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る

と
、
県
内
の
人
口
叩
万
人
当
た

り
の
歯
斜
衛
生
士
数
は
2
0
1

2

年
末
で
刊78
人
で
、
全
国

平
均
の
制
・8
人
を
下
回
っ
て

い
る。

県
内
唯
一
の
養
成
機
関

の
福
井
歯
税
専
門
学
校
に
は
、

率
業
生
の21
3

倍
の
求
人
が

あ
る。
同
校
は
県
歯
糾
医
師
会

が
運
蛍
し
て
お
り
、
卒
業
後
は

ほ
ぼ1
0
0

%
就
職
で
き
る
形

だ
。

た
だ
、
毎
年
初
人
の
入
学

者
を
募
集
し
て
い
る
が

、

定
員

割
れ
の
年
も
あ
る
。

清
水
信
明
校
長
は「歯
税
医

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

パ
ー
ト
ナ
ー
だ
が
、
福
井
県
で

は
職
業
自
体
の
認
知
度
は
低

い
」
と
話
す。
歯
税
医
院
の
受 付

な
ど
で
働
き
、
初
め
て
歯
税

衛
生
士
を
知
っ
て
入
学
す
る
人

も
い
る
と
い
う。

学
生
は3
年
聞
に
わ
た
り
、

口
腔
ケ
ア
な
ど
の
知
識
と
技
術

を
身
に
付
げ
る。「
患
者
『
」
ん

に
と
っ
て
は
気
軽
に
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
存

在
」
と
清
水
校
長
。

社
会
的
ニ

ー
ズ
は
高
ま
っ
て
お
り
、
「国

家
資
格
を
持
ち
、
医
療
に
誇
り

を
持
っ
て
携
わ
る
仕
事
だ
と
知

っ
て
ほ
し
い」
と
訴
え
た。

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
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年
3

月
羽
田
(
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養
成
・

研
修

周
産
期
救
急
を
模
擬
体
験

出
産
前
後
の
母
子
の
命
を
守
る
「
周
産
期
救
急
」

。

産
婦
人
科
医
や
助
産
師
ら
に
そ
の
技
術
を
授

け
る
、
米
国
発
祥
の
高
度
産
科
救
急
の
研
修
講
座
「
A
L
S
O

」
を
導
入
す
る
医
療
機
闘
が
培
え

て
い
る。

妊
娠
、
出
産
の
高
年
齢
化
で
、
早
産
や
産
後
大
出
血
な
ど
の
危
険
が
年
々
高
ま
っ
て
い

る
上
、
産
科
医
療
の
担
い
手
不
足
の
解
消
の
問
題
も
あ
り
、
受
講
希
望
者
は
多
い
。
名
古
屋
百
以

大
病
院
(
名
古
屋
市
瑞
穂
区
)
で
も
二
日
間
、
講
座
が
開
催
さ
れ
た

。
(

相
坂
穣
)

胎
内
で
通
常
の
赤
ち
ゃ
ん
と

は
逆
の
方
向
に
足
を
向
げ
た

「
逆
子
」。
産
道
か
-
P頭
を
出

し
た
赤
ち
ゃ
ん
の
肩
が
、
母
親

の
恥
骨
付
近
で
引
っ
か
か
っ
て

出
て
こ
な
い
「
肩
甲
難
産
」o

こ
れ
ら
に
ど
う
対
処
す
る
か
。

妊
婦
や
胎
児
を
模
し
た
ダ
ミー

人
形
を
使
い
、
受
講
生
た
ち
が

処
置
の
手
順
を
確
か
め
る
。

東
海
地
方
を
は
じ
め
、
全
国

各
地
の
病
院
や
診
療
所
の
産
科

医
や
助
産
師
、
看
護
師
ら
受
講

生
三
十
人
と
、
既
に
講
座
を
修 了

し
た
医
師
ら
三
十
人
が
教
官

と
し
て
参
加。
四
、
五
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
約
二
十
時

間
の
講
義
と
実
習
を
受
け
、
難

産
の
際
に
赤
ち
ゃ
ん
を
吸
引
す

る
器
具
の
使
い
方
、
母
子
の
蘇

生
な
ど
を
学
ぶ。
講
座
後
、
筆

記
と
実
技
試
験
去
最
し
た
受

講
生
に
は
、
五
年
間
有
効
の
認

定
証
が
与
え
ら
れ
る。

講
座
を
企
画
し
た
名
市
大
病

院
産
科
婦
人
科
医
局
長
の
尾
崎

康
彦
准
教
授
は
「
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
訓
練
に
例
え
れ
ば
、
飛
行
機

を
実
際
に
操
縦
す
る
前
に
フ
ラ

イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
使
う

段
階
が
あ
る。
産
科
医
療
に
は

そ
の
段
階
が
な
か
っ
た
」
と
い

『
つ。従

来
の
産
科
医
療
の
技
術
習

得
は
、
医
師
や
助
産
師
に
な
っ

た
ば
か
り
の
若
手
が
い
き
な
り

臨
床
現
場
に
入
り
、
働
き
な
が

ら
仕
事
を
覚
え
る
形
が
主
流
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
分
娩
に
母

子
の
容
体
が
急
変
し
て
も
適
切

に
対
応
で
き
ず
、
死
亡
や
後
遺

症
を
防
げ
な
い
例
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
を
目

指
し
、
米
国
の
臨
床
医
が
一
九

九
一
年
にA
L
S
O

を
考
案。

A
L
S
O
(
〉
斗
〈
印
ロ
円
巾
仏
「

広
巾
印
C
U
旬
。
「
円
-
ロ
O
σ印
公
比

三
門
的
)
は
高
度
産
科
救
急
の

意
味。
九
三
年
に
米
国
家
庭
医

療
学
会
の
認
定
を
受
け
、
米
国

内
で
は
現
在
ほ
と
ん
ど
の
産
科

医
療
機
闘
が
導
入
し
、
医
師
や

助
産
師
の
受
講
を
義
務
化
。

世

界
で
も
五
十
カ
国
以
上
で
十
万

危
険
な
症
例
も
想
定

人
以
上
が
修
了
し
て
い
る
と
い

-
つ。日

本
で
は
、
二O
O
八
年
に

初
め
て
研
修
講
座
を
開
催
し
た

金
沢
大
医
学
部
(
金
沢
市
)
の

グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、N
P
O

法
人
「
周
生
期
医
療
支
援
機

構
」
が
発
足。
全
国
で
普
及
活

動
を
し
て
い
る。

講
座
で
は
母
親
と
赤
ち
ゃ
ん

を
つ
な
ぐ
「
胎
盤
」
が
、
子
宮

の
出
口
付
近
に
位
置
す
る
「
前

置
胎
盤
」
な
ど
特
に
危
険
性
の

高
い
症
例
を
想
定
し
た
訓
練
も

あ
っ
た
。

こ
う
し
た
症
例
で

は
、
母
親
の
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク

や
胎
児
の
低
酸
素
脳
症
な
ど
を

起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。
二
人
の

命
を
少
人
数
の
医
療
者
で
救
う

こ
と
は
難
し
い。
産
科
の
同
僚

や
小
児
科
医
、
救
急
医
、
集
中

治
療
室
の
看
護
師
ら
に
連
絡
を

取
り
、
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
方

法
も
学
ん
だ。

地
域
の
医
療
機
関
に
勤
務
す

る
受
講
生
に
も
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。

名
古
屋
市
西
部
医
療

セ
ン
タ
ー
の
川
端
俊
一
医
師

は
、
産
婦
人
科
医
に
な
っ
て
四

年
目。

「
夜
間
当
直
な
ど
で
、

ど
ん
な
場
合
に
上
司
を
呼
び
出

す
べ
き
か
迷
う
こ
と
が
あ
る
。

肩
甲
難
産
な
ど
具
体
的
に
学

べ
、
実
際
の
臨
床
に
も
役
立
つ

と
思
う
」
と
感
想
を
話
す
。

名
古
屋
市
緑
区
の
中
根
産
婦

人
科
の
川
村
結
美
助
産
師
は
、

「
地
域
の
診
療
所
は
大
病
院
に

比
べ
、
危
険
な
お
産
に
立
ち
会

う
機
会
は
少
な
い。
講
座
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
お
く
こ
と

で
、
緊
急
時
に
も
慌
て
な
い
よ

う
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

中
日
新
聞
・

朝
刊

2
0
1

4
年
2

月
四
日
(
火
)
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在
宅
医
療
や
み
と
り
の
在
り
方
を
考
え
る
第
日
回
日
本
在
宅
医
学
会
浜
松
大
会
が

1

目
、
浜
松
市
中
区
の
ホ
テ
ル
で
始
ま
っ
た

。

2

日
ま
で
の2
日
間
、
印
の
学
術
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
パ
ネ
ル
討
論
を
繰
り
広
げ
る

。

大
会
長
の
小
野
宏

志
・

坂
の
上
フ
ァ
ミ
リーク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長(同
区
小
豆
餅)
は
初
日
の
講
演
で
、

患
者
の
在
宅
生
活
を「支
え
る
医
療」
の
充
実
を
呼
び
掛
け
た

。

多
職
種
連
携
な
ど
強
化

浜松医師ら全国大会

医
師
、
看
護
師
を
は
じ

め
、
在
宅
医
療
に
携
わ
る

医
療
専
門
職
ら
約
2
5
0

0

人
が
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
。

小
野
大
会
長
は
超
高

齢
社
会
を
迎
え
る
日
本
を

「多
死
社
会」
と
表
現。

「日
本
は
『治
す
医
療』

は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
水
準
を
維
持
し
て
い

る
が
、『死
の
質
の
評
価』

に
お
け
る
国
民
の
満
足

度
は
低
い
の
で
は
な
い

か
」
と
会
場
に
間
い
掛
げ

た
。さ

ら
に
「在
宅
医
療
に

お
け
る
浜
松
宣
言」を
示

し
、
患
者
が
住
み
慣
れ
た

自
宅
で
安
心
し
て
人
生
を 全

う
で
き
る
よ
う
、
在
宅

医
学
の
確
立
と
み
と
る
文

化
を
育
む
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
た。

同
学
会
の
前
田
憲
志
代

表
理
事
は
講
演
で
、
医
療
、

介
護
、
福
祉
、
生
活
支
援

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体

的
に
提
供
す
る
新
し
い
概

念
「地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
を
取
り
上
げ
た
。

専
門
医
養
成
、
多
職
種
連

携
機
能
の
強
化
、
高
齢
者

の
社
会
参
画
推
進
な
ど
同

学
会
が
果
た
す
べ
き
役
割

を
述
べ
た。

静
岡
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
4

年
3

月
2

日

(日
)

認
知
症
の
行
動
、
意
味
考
え
て

が本年度から始めた「認知症施策推進 5 カ

年計画(オレンジプラン) J に基づく研修
で、道内の看護師ら約200人が参加した。

講演の主な内容を紹介する。 (上田貴子)

認知症の人が病気やけがで入院した時

に、看護師や病院関係者はどのように対応

したらいいか学ぶ研修会(道と札幌市の主

催) が 1 月下旬、札幌市内で聞かれた。 国

入院時の対応看護師ら札幌で研修 | 
養
成
・

研
修

動医協中央病院名誉院長

伊吉田俊夫さん

レ
ピ
1

小
体
型
認
知
症
は
赤
ち
ゃ

ん
や
蛇
な
ど
を
見
る
幻
視
や
、
手
足

が
固
ま
っ
た
り
す
る
パ
l

キ
ン
ソ
ン

症
状
が
出
ま
す。

前
頭
側
頭
型
認
知
症
で
は
人
を
無

視
す
る
な
ど
性
格
の
変
化
が
問
題
に

な
り
ま
す。

暴
力
的
な
傾
向
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
同
じ
い
す
に
座
る
な
ど

の
行
動
ハ
タl
ン
が
で
き
て、

邪
魔

発
熱
か
ら
不
穏
な
行
動
も

認
知
症
に
は主
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

l

型
認
知
症
や
、
脳
卒
中
の
後
遺
症

と
し
て
な
る
脳
血
管
性
認
知
症
、
レ

ビ
1

小
体
型
認
知
症
、
前
頭
側
頭
型

認
知
症
が
あ
り
、
四
大
認
知
症
と
い

わ
れ
て
い
ま
す。
患
者
の
数
は
前
段

階
の
人
も
含
め
て8
0
0

万
人
を
超

え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
1

型
認
知
症
は主

に
脳
の
頭
頂
葉
、
側
頭
葉
内
側
が
侵

さ
れ
、
徐
々
に
全
脳
に
及
び
ま
す。

新
し
い
事
を
覚
え
ら
れ
な
い「記
銘

力
障
害
」
が
出
ま
す
。

看
護
師
が
十

分
に
説
明
し
て
分
かっ
て
も
ら
っ
た

と
思
っ
て
も
、
す
ぐ
に
忘
れ
ま
す。

何
度
も
説
明
し
、
自
己
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

今
が
い
つ
な
の
か
、
自
分
が

ど
こ
に
い
る
の
か
理
解
で
き
な
い

「見
当
識
障
害
」
も
起
き
ま
す。

を
す
る
と
不
機
嫌
に
な
り
ま
す。

認
知
症
の
雲
さ
ん
も
骨
折
や
棚

炎
な
ど
で
入
院
し
ま
す。
幻
覚
や
俳

租
な
ど
B
P
S
D

(認
知
症
の
行
動

・

心
理
症
状)
が
あ
る
と
、
点
滴
を

抜
い
た
り
、
騒
い
だ
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
も
、B
P
S
D

が
起

き
や
す
い
条
件
が
あ
る
の
で
、
な
ぜ

起
き
た
の
か
考
え
対
処
し
ま
し
ょ

う
。

例
え
ば
、
B
P
S
D

が
起
き
る

条
件
の
印
%
は
発
熱
や
薬
の
副
作
用

な
ど
「
身
体
的
要
因
」
が
占
め
ま
す

。

ほ
か
に
、
な
じ
ん
だ
環
境
か
ら
の
入

院
や
転
院
な
ど
の
「
環
境
的
要
因
」

ゃ
、
不
安
や
孤
独
な
ど
に
よ
る「心

理
・
社
会
的
要
因」
も
あ
り
ま
す
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2

0
1

4
年
2

月

旧
日

(
木
)

新関社以外の許諾も得た上で掲載しております。53 



2大学tJ'.士号をE明するしくみ

「
世
界
に
通
じ
る
人
材
を
」

最
短4
年
で
、
留
学
先
の
大
学
か
ら
も
医
学
の
博
士
号
を
得
ら
れ

る
制
度
を
、
名
古
屋
大
の
医
学
部
が
新
年
度
か
ら
導
入
す
る

。
多
く

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
輩
出
す
る
独
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
、
豪
ア
デ

レ
!
ド
大
の
医
学
部
と
相
互
に
覚欝
を
締
結
し
、
博
士
論
文
を
合
同

で
審
査
す
る。
学
生
は
、
在
学
期
聞
を
延
ば
さ
ず
に
世
界
で
通
用
す

る
「
お
墨
付
き
」
を
得
ら
れ
る。

名大、留学先と合同審査

新
し
い
制
度
は
、
現
在
博
士
課

程
に
在
学
中
の
大
学
院
生
か
ら
利

用
で
き
る。

必
要
な
単
位
を
所
属

大
学
で
取
得
後
、
留
学
先
の
研
宛

室
で
一
定
期
間
研
究
す
る
。

そ

の
後
、
博
士
号
を
取
る
た
め
の
論

文
を
母
校
と
留
学
先
が
合
同
で
審

査
し
、
最
終
的
に
両
大
学
か
ら

医
学
博
土
の
証
明
(
学
位
記
ま
た

は
学
位
証
明
曾
)
を
取
得
で
き

る
。

学
生
は
、
学
費
や
時
間
そ
二
重

に
費
や
さ
な
く
て
も
、2
大
学
か

ら
箇
内
外
で
通
用
す
る
博
士
号
を

得
ら
れ
る
。
東
京
な
ど
の
大
都
市

に
比
べ
る
と
世
界
で
の
知
名
度
が

低
い
名
大。

世
界
で
名
の
通
っ
た

1 1 
1噂士号を取得

両方の大学が
証明書を出す

医学博士

大
学
と
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
で
、

海
外
か
ら
の
優
秀
な
学
生
を
呼
び

込
む
こ
と
も
期
待
す
る

。

名
大
の
粕
谷
英
樹
・
国
際
連
携

室
長
は
「
最
近
は
海
外
で
の
研
究

を
志
す
学
生
が
減
っ
て
い
る
。

国

際
学
会
で
き
ち
ん
と
議
論
で
き
、

共
同
研
究
に
多
加
で
き
る
国
際
的

な
視
野
を
持
っ
た
医
学
者
を
育
成

し
た
い
」
と
話
す。

今
後
、
協
力

大
学
を
増
や
し
て
い
く
方
針
だ
。

文
部
税
学
省
に
よ
る
と
、
大
学

問
で
協
定
を
結
ん
で
複
数
の
学
位

を
出
す
取
り
組
み
は
、
ダ
ブ
ル
デ

イ
グ
リ
ー
な
ど
と
呼
ば
れ
、
1
9

9
0

年
代
後
半
か
ら
全
国
に
広
が

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
理
工
や

経
済
、
政
治
学
分
野
で
の
導
入
が

多
か
っ
た。
名
大
に
よ
る
と
、
よ

り
専
門
的
で
地
域
や
園
の
公
益
に

も
関
わ
る
医
学
分
野
で
の
連
携

は
、
全
国
で
も
珍
し
い
と
い
う
。

(
鈴
木
彩
子
)

朝
日
(
名
古
屋
)
・朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
沼
田
(
金)

養
成
・

研
修「

国
際
医
学
部
」
創
設
検
討

文
科
省
世
界
で
活
躍
人
材
育
成

文
部
科
学
省
は
、
世
界
の
医

療
分
野
を
リ
ー
ド
す
る
人
初
や

新
興
国
で
医
療
に
あ
た
る
医
師

ら
を
専
門
に
育
て
る
医
学
部
新

設
容
認
の
検
討
を
始
め
た
。
政

府
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国

際
医
療
拠
点
を
国
家
戦
略
特
区

の
枠
組
み
で
創
設
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
、
そ
の
人
材
育

成
の
た
め
、
一般
の
臨
床
医
を

養
成
す
る
既
存
の
医
学
部
と
は

異
な
る
「
国
際
医
学
部
」
が
必

要
と
判
断
し
た
。

文
科
省
の
想
定
で
は
、
新
た

な
医
学
部
は
、
①
世
界
の
大
学

や
研
究
機
関
で
活
路
で
き
る
医

療
人
を
育
て
る
②
卒
業
生
の
多

数
が
新
興
国
な
ど
で
日
本
の
高

度
医
療
を
提
供
し
、
医
療
の
発

展
に
貢
献
す
る||
こ
と
を
目

指
し
、
一
般
の
医
学
部
と
一
線

を
爾
す
。

教
員
の
多
く
を
外
国
人
と

し
、
新
興
国
の
留
学
生
向
け
入

試
を
実
施
す
る
こ
と
や
、
高
度

な
教
育
の
た
め
最
初
か
ら
大
学

院
を
併
設
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。
一
方
、
医
師
会
体
の

「供
給
過
剰」
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
、
医
学
部
新
設
は
大
学

1

校
だ
け
に
認
め
、
率
業
生
が

一
般
の臨
床
医
で
は
なく
、
設

立
方
針
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て

い
る
か
検
証
も
行
う
と
い
う
。

政
府
は1
9
8
2

年
、
医
師

数
が
過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
す
る
方
針
を
閣
議
決
定
し
、

文
科
省
は2
0
0
3

年
の
告
示

で
医
学
部
の
新
設
申
講
を
受
げ

付
け
な
い
と
し
て
き
だ
。
こ
の

た
め
、
1
9
7
9

年
の
琉
球
大

以
降
、
医
学
部
は
設
置
さ
れ
て

、

E

、
。

'
ν
ゅ
ん
》ν読

売
(
璽
泉
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
濁
日
(
金
)
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大学名合格車(事) 宮崎(宮崎E含む) 87.5 
【国立】 鹿児島 89.3 

北海道 90.1 琉 球 93.3 
旭川医 91.3 【公立】

ヨb. 宵司 93.2 札幌医 95.5 
東 :j~ 92.8 箔島県立医 98.9 
車え 回 92.7 横浜市立 97.5 
山 形 95.2 名古屋市立 96.3 
筑 波 99.0 京都府立医 93.91 
群 馬 89.1 大阪市立 97. ワ
防衛医 98.6 奈良県立医 92.2 
千 業 95.3 和~山県立医 92.8 
東 京 90.2 【私立】
東京医科歯科 97.8 岩手医 88.3 
新 潟 90. ワ 自治医 99.11 
liIJ咽山E級H~bl 85.0 独協医 87.91 
金 沢 90. ワ 埼玉医 93.51 
福井(置井匡含む) 91.3 杏 林 86.5 
山製(山鰹古01 96.8 慶 E芯 93.6 
信 列オ 89.0 順天堂 98.9 
厳 阜 93.4 昭 和 92.1 
浜松医 98.1 帝 京 64.8 
名古屋 89.8 東京医 96.6 

重 95.0 東京慈恵会医 95.3 
滋賀医 91.4 東京女子医 90.8 
京 者E 90.2 買健 非E 89.9 
大 阪 89.3 日 本 89.8 
神 F' 91.4 日本医 96.3 
鳥 取 93.5 :j~ 里 93.8 
畠帥駆的) 89.1 東 海 89.5 
岡 山 90.3 車マリアンナ匡 89.9 
広 島 93.6 金沢医 89.5 
山 口 89.5 震知医 90.3 
徳 島 87.3 藤田保健衛生 97.1 
香/l 1 (香/1医書01 88.9 大阪医 84.5 
塁塁 媛 88.2 関西医 86.6 
高制緩含む) 86.8 i丘 織 75.0 
11. 列1 88.0 兵庫医 95.6 
側(量廃合む) 95.7 川崎医 88.4 
長 崎 91.0 久留米 87.2 
R~ 本 90.1 福 岡 82.1 
大分(70耀書tll 91.3 産業医 96.8 

1Shu--理総集版

医学教育遅れる国際対応

参
加
型
実
習
の
拡
大
課
題

医
学
教
育
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
迫
ら
れ
て

い
る
。

2
0
2
3

年
か
ら
、
国
際
基
地
中
を
満

た
す
医
学
部
の
率
業
生
し
か
米
国
で
臨
床
研

修
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。
国
際
基
滑
に

基
づ
く
評
価
と
認
証
は
、
日
本
で
は
緒
に
就

い
た
ば
か
り
。
取
り
組
み
が
遅
れ
れ
ば
、
米

国
で
研
修
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
国
際
的

に
通
用
し
な
い
医
学
と
み
な
さ
れ
、
海
外
の

患
者
や
留
学
生
の
足
が
遠
の
く
な
ど
、
世
界

の
潮
流
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。

米
国
で
は
、
臨
床
研
修
を
希

望
す
る
外
国
の
医
学
部
率
業
者

を
公
的
な
認
定
機
関
が
審
査
す

る
。
問
機
関
が
叩
年
に
、
お
年

集委

松本美奈

か
ら
世
界
保
健
機
関(W
H
O
)

の
下
部
組
織
、
世
界
医
学
教
育

連
盟
等
の
国
際
基
準
で
認
証
を

受
け
た
大
学
の
率
業
者
し
か
申

請
で
き
な
い
と
表
明
し
た
。

国
際
基
準
は
、
各
国
固
有
の

事
情
に
配
慮
し
な
が
ら
、
教
育

内
容
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
尊

す出'u 
先

制
統
踊
新

日
い
地
画

侃
山
一
世
唄
謝

野
酌
旺
町
駅

の
剖
山
間
耐

育
き
の
け
表

教
画
ベ
E

検
壁
面
受
公

曽
F
Z

す
置
点
霊
を
は

民
軍
善
置
己
量
査
果

唱
量
改

E

自
彊
詞
結

!
日
・

1

・

1

門
教
員
の
配
回
目
な
ど
に
つ
い
て

水
準
を
設
け
、
公
的
機
関
が
医

学
教
育
を
評
価
・
認
証
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
問
年
以
上
前

か
ら
、
欧
米
諸
国
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
ド
な
ど
ア
ジ
ア
で
も
基
準

に
沿
っ
た
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
た。

日
本
の
取
り
組
み
が
遅
れ
た

の
は
、
こ
こ
問
年
、
海
外
へ
留

学
す
る
医
学
生
の
人
数
が
低
迷

し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
表

明
に
衝
態
を
受
け
た
全
国
医
学

部
長
病
院
長
会
議
は
日
年
に
奈

良
信
雄
・
東
京
医
科
樹
科
大
学

教
授
を
委
員
長
と
す
る
検
討
委

員
会
を
発
足
さ
せ
、
国
際
基
準

の
日
本
版
を
作
成。
昨
年
5

月

に
評
価
団
体
を
設
け
、
お
年
ま

で
に
現
在m
wあ
る
金
医
学
部
の

評
価
と
認
証
を
行
う
方
針
だ
。

評
価
は
、
自
己
点
検
を
も
と

に
外
部
評
価
蚕
員
に
よ
る
現
地

調
査
な
ど
で
改
醤
点
を
洗
い
出

し
、
結
果
は
公
表
。
基
準
を
満

た
せ
ば
「
適
合
」
と
認
証
さ
れ

る
。
医
学
郡
側
は30
0

万
円

の
評
価
費
用
を
負
担
す
る
。

評

価
で
最
も
重
視
す
る
の
は
①
臨

床
実
習
の
長
期
化
②
医
師
の
回

診
を
後
ろ
か
ら
見
る
「
見
学
型

実
習
」
で
は
な
く
、
指
導
医
の

同
席
の
も
と
学
生
が
実
際
に
患

者
を
診
察
す
る
「参
加
型」
へ

移
行
|
|
の2
点
だ
が
、
課
題

養
成
・

研
修

医
師
国
家
試
験

合
格
率
9

割
超

厚
生
労
働
省
は川
目
、
医
師

国
家
試
験
の
合
格
者
を
発
表
し

た
。
8
6

3

?
λ
の
受
験
者
に

対
し
、
合
格
者
は7
8

2

0

人

で
、
合
格
事
はω
・
6

%
だ
っ

た
。
合
格
率
が9
割
を
超
え
た

の
は
2

年
ぶ
り
。

合
格
者
は
男
性5
3
3

ワ
人

は
多
い。

奈
良
教
授
に
よ
る
と
、
米
国

で
の
臨
床
実
習
は1
年
次
か
ら

始
ま
り
、
背
中
業
時
ま
で
平
均
ω

週
間
程
度。
じ
か
に
患
者
の
話

を
聞
き
、
最
適
の
治
療
法
を
選

ぶ
訓
練
が
最
良
の
教
育
方
法
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ。
こ
れ
に

対
し
、
日
本
の
医
学
部
は
国
家

試
験
の
合
格
を
目
標
に
し
、
試

験
に
直
結
し
な
い
臨
床
実
習
に

は
時
間
を
割
か
な
い
傾
向
が
強

く
、
実
習
は
叩
週
間
程
度
、
そ

れ
も
「
見
学
型」
が
主
流
だ
。

昨
年
、
評
価
を
受
け
た
東
京

医
科
歯
科
大
で
は
参
加
型
実
習

の
長
期
化
に
着
手
し
、
従
来
の

5

年
生
後
期
か
ら
の1
年
聞
を

段
階
的
に
延
ば
し
、
来
年
度
か

ら
県
1

年
半
に
す
る。
そ
れ
で

も
評
価
で
は
、「2
、

3

年
次

に
患
者
と
接
触
す
る
機
会
が
不

足
」
と
改
替
を
求
め
ら
れ
た
。

実
習
機
会
の
拡
大
が
難
し
い

背
景
の
一
つ
は
、
医
療
現
場
の (

合
格
率ω
・

7
M
m
)、
女
性

2
4
8

3

人
(同
位
・
5
%
)。

新
率
の
合
格
率
的
目
・9%
に

対
し
、
既
率
は
引
・7
%
だ
っ

た
。

読

売
(
東
京
)・朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
四
日
(
水
)

入
手
不
足
や
多
忙
さ
だ
。
し
か

し
、
奈
良
教
授
は
「
実
習
の
充

実
に
よ
る
教
育
効
果
は
大
き

い
」
と
し
、
国
際
社
会
で
認
め

ら
れ
る
医
学
教
育
を
進
め
る
た

め
に
、
「
指
導
の
で
き
る
医
療

現
場
の
人
数
確
保
主
指
導
力

向
上
を
目
指
し
た
研
修
も
課

題
」
と
強
調
す
る。

臨
床
実
習
の
充
実
は
、
医
学

部
の
抱
え
る
難
問
の
解
決
に
も

つ
な
が
る
。
医
学
都
の
定
員
は

凶
年
度
以
来
禍
唱
え
続
け
、
学
生

の
学
力
低
下
や
留
年・
休
学
・

退
学
者
の
矯
加
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
現
場
体
験
は
、
学
生

を
触
発
す
る
好
機
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
も
、
病
院
や

地
織
な
ど
の
協
力
が
不
可
欠

だ
。

押
し
寄
せ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
外
圧
の
中
で
、
医
学
教
育

を
孤
立
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

読

売
(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
同
日
(
金
)
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医
学
部
と
中
小
企
業
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
は

ー
ー
も
の
づ
く
り
の
中
小
企

業
と
大
学
の
医
学
部
が
手
を
組

ん
だ
理
由
は
。

「
医
療
関
係
者
か
ら
機
様
に

対
す
る
ニ1
ズ
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
目
的
の
も
の
が
な

か
な
か
な
い
。
企
業
の
側
と
医

療
の
側
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
十
分
で
な
い
と
気
づ
い

た
。
医
療
の
側
は
要
望
を
ど
こ

に
持
っ
て
い
け
ば
い
い
か
わ
か

ら
な
い
。
逆
に
、
企
業
の
側
で

も
医
療
の
側
に
ど
ん
な
ニ
l

ズ

が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ

こ
で
両
者
に
お
見
合
い
を
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
の

が
ア
イ
デ
ア
の
発
端
だ
」

|
|
ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
で
構

成
し
て
い
ま
す
か
。

「
大
学
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は

医
学
部
の
教
授
約
日
人
と
病
院 大阪市立大医学部長

あ
ら
か
わ
・
て
つ
お大
阪
府
出
考
古
時
、
大
阪
市
立

大
医
学
部
率
。
消
化
緑
内
糾
が
専
門
。
ロ
年
4
月
か
ら
市
立

大
大
学
院
医
学
研
究
税
長
兼
医
学
部
長
。
均
年

9

月
か
ら

「
も
の
づ
く
り
医
療
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
代
表
理
事
。

荒川哲男さん(63)

長
、
工
学
部
の
研
兜
税
長
ら
。

中
小
企
業
は
今
の
と
こ
ろ
、
大

阪
府
内
の
却
社
ほ
ど
が
診
加
し

て
い
る
」

|
|
具
体
的
な
ニl
ズ
は
。

「
例
え
ば
放
射
線
税
。
ス
キ

ャ
ン
に
関
し
て
は
、
検
査
時
と

手
術
時
に
ズ
レ
が
な
い
よ
う
に

補
助
す
る
機
具
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
誌
作
品
を
考
え
て
い

る
。
脳
外
務
で
は
、
患
部
に
複

「
医
療
の
ニ 数

の
他
学
的
物
質
を
注
入
す
る

際
、
出
率
を
自
由
に
変
え
ら
れ

る
機
械
が
ほ
し
い
」

|
|
看
護
師
ら
か
ら
も
要
望

が
あ
る
の
で
す
ね
。

「
看
護
師
や
放
射
線
筏
師
ら

か
ら
の
ニ
l

ズ
は
多
い
。
医
療

機
様
に
は
薬
事
法
の
レ
ベ
ル
が

あ
り
、
体
内
に
埋
め
込
む
よ
う

な
も
の
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、
完
成
に
時
間
が
か
か

技
術
・
療
法

伊藤~々子撮影

も
の
づ
く
り
医
療
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム

大
阪
の
中
小
メ
ー
カ
ー
と
大

阪
市
立
大
医
学
部
な
ど
が
、
医

療
機
様
開
発
を
目
指
し
て
昨
年

9

月
に
殻
立
し
た
一
般
問
団
法

人
。
理
事
に
小
型
人
工
衛
星

「
ま
い
ど1
号
」
を
企
画
し
た

航
空
部
品
製
造
会
社
、
ア
オ
キ

(
大
阪
府
東
大
阪
市
)
の
青
木

豊
彦
社
長
ら
。
事
務
局
は
市
立

大
に
置
き
、
医
療
現
燭
の
様
々

な
要
望
と
中
小
企
業
の
授
術
力

を
敵
合
さ
せ
る
。
ま
た
、
医
療

機
織
や
企
業
連
機
の
専
門
家
ら

が
助
言
す
る
。
メ
ー
カ
ー
や
医

療
、
工
学
関
係
者
ら50
0

人

規
模
の
組
織
に
広
げ
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

る
と
き
に
血
管
が
透
け
て
見
え

る
メ
ガ
ネ
が
ほ
し
い
と
い
う
声

も
あ
る
」

|
|
求
め
る
医
療
織
機
づ
く

り
が
で
き
な
か
っ
た
原
因
は
。

「
こ
れ
ま
で
医
師
は
ア
イ
デ

ア
が
浮
か
ん
だ
ら
大
企
業
に
持

っ
て
い
く
の
が
普
通
だ
っ
た
。

だ
が
、
多
く
の
揚
合
、
大
企
業

が
鼠
作
品
を
つ
く
る
段
階
で
中

小
企
業
に
仕
事
を
依
頼
す
る
。

そ
の
際
、
う
ま
く
中
小
企
業
が

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
大
企

業
で
は
中
小
企
業
ほ
ど
の
技
術

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
り
し

て
、
『
無
理
だ
』
と
な
っ
て
し

ま
う
ケ
l

ス
が
あ
っ
た
」

|
|
中
小
企
業
の
新
た
な
事

業
に
な
り
ま
す
か
。

「
単
価
が
高
く
て
も
絶
対
必

要
な
も
の
は
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
も
の
を
個
数
を
少
な
く
つ
く

れ
る
の
も
中
小
企
業
の
特
徴

だ
。
す
ぐ
に
で
は
な
い
が
、
い

ず
れ
利
益
に
結
び
つ
く
」

|
|
海
外
展
開
も
目
指
し
て

ー
ズ
共
有
、
技
術
力
活
用
で
き
る
」

• る
。
一
方
、
看
護
師
ら
の
ニ
ー

ズ
は
実
現
し
や
す
い
。
例
え

ば
、
車
い
す
の
患
者
が
点
滴
台

と
一
緒
に
動
く
と
点
滴
台
が
滑

に
は
ま
る
と
い
っ
た
危
険
が
あ

る
。
車
い
す
に
点
滴
台
を
備
え

付
け
ら
れ
る
軽
い
機
具
が
あ
れ

ば
便
利
だ
。
採
血
や
注
射
を
す

強い大手に対抗

国の調査によれば、製造業の99%は中小企
業。だが、医療機鰭産業に占める割合では、中
小は約 7 割にとどまる。大手の強い医療機様市
場に参入する道が広がることは中小にとって魅
力的だ。新たな収益の柱に育てるためにも、医
療現場のニーズを医師や看護師らとつかみ、中
小企業同士が長期に連携していく必要がある。

い
ま
す
ね
。

「
大
掌
と
し
て
ア
ジ
ア
の
大

学
と
の
交
流
を
強
他
し
て
お

り
、
も
の
づ
く
り
企
業
と
も
融

合
さ
せ
た
い
。
目
指
す
の
は
、

東
洋
一
の
医
療
織
鰭
開
発
を
担

う
組
織
だ
。
来
春
に
も
初
の
鼠

作
品
を
公
開
す
る
の
が
目
標

だ
」
(
大
宮
司
聡
)

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
6

日
(
木
)
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点滴着脱ワンタッチ
点
滴
を
し
て
い
る
患
者
が
、
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
や
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
1

に
移
る
際
、
輸
液
を
取
り
外
さ
ず
に
簡
単
に
丸

ご
と
着
脱
で
き
る
貞
治
台
を
、
津
市
の
三
重
大
と
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
の
三
重
金
属
工
業
が
共
同
開
発
し
た

。

三
月
か

ら
三
重
大
付
属
病
院
の
一
部
病
棟
で
使
う

。

(
宿
谷
紀
子
)

点
滴
台
は
、
主
に
樹
脂

製
で
高
さ
四
十
五J旬
、
幅

五
十
時
で
キ
ャ
ス
タ
ー
付氏
巳

き
。

カ
バ
ー
を
聞
い
て
、
同
口

輸
液
パ
ッ
ク
や
ポ
ン
プ
を田
間

取
り
付
け
た
点
滴
俸
を
そ同

の
ま
ま
装
着
す
る
。

車
い
止
~

す
や
ベ
ッ
ド
に
も
同
様
の
ー
一

留
め
具
を
付
け
る
。

い

こ
れ
ま
で
は
、
点
滴
中
ブ

の
書
量
い
す
に
移
る

一

場
合
、
車
い
す
に
国
定
さメ

れ
た
点
滴
僚
に
、
輸
液
パう

ツ
ク
と
ポ
ン
プ
を
付
け
替訂

え
る
必
要
が
あ
っ
た。
看

n
F

護
師
二
人
で
一
分
四
十
秒ル
』

ほ
ど
か
か
っ
義
動
作
業

大

は
二
十
秒
に
短
縮
さ
れ
、旨
邑

南
滴
チ
ュ
ー
ブ
が
絡
ま
る1
4

よ
一
ニ

な
ど
の
危
険
性
も
低
く
f

.

る
と
い
う。

ニ
O
一
一
年
一
月
か
ら

三
年
が
か
り
で
開
発。
三

重
金
属
工
業
が
、
金
型
や

設
計
技
術
を
生
か
し
、
医

療
機
鵠
分
野
に
初
め
て
挑

戦
し
た。

企
闘
開
発
部
の
川
原
田

純
次
部
長
会-Uは
「
医
療

現
場
の
要
望
を
聞
き
取

り
、
試
行
錯
誤
し
た
。

着

脱
式
の
点
滴
台
は
こ
れ
ま

で
な
く
、
画
期
的
だ
と
思

う
」
と
話
し
た。

ワ
ン
タ
ッ
チ
で
装
着
で

き
る
た
め
、
「
カ
チ
ャ
っ

と
君
」
と
名
付
け
た
。

着

脱
式
の
技
術
は
特
許
を
申

請
し
て
い
る。

新
た
な
医
療
品
開
発
を

支
緩
す
る
県
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環。
開
発
費
は

約
=
芋
万
円
で
、
県
の
補

助
金
九
百
六
十
万
円
を
受

け
た
。

=
重
大
病
院
に
は

点
滴
台
十
七
台
と
車
い
す

な
ど
の
留
め
具
を
計
三
百

万
円
前
後
で
納
入
す
る
見

通
し。

中

日

(
三
軍
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
1

日
(
土
)

会
場
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
熱

気
だ
っ
た。
今
月
上
旬
、
京
都
市
の

京
都
国
際
会
館
で
聞
か
れ
た
日
本
再

生
医
療
学
会
の
総
会
を
の
ぞ
い
た

。

再
生
医
療
と
い
う
と
大
学
病
院
や

研
兜
所
、
大
企
業
が
思
い
浮
か
ぶ

。

だ
が
、
総
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
再

生
医
療
サ
ポ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
S

中
小

企
業
の
役
割
」
で
は
、
中
小
企
業
の

経
営
者
ら
が
医
療
に
ど
う
貢
献
で
き

る
か
を
語
っ
た。

京
都
市
の
金
属
加
工
会
社
、
二
九

精
密
機
械
工
業
は
昨
年
、
手
術
に
使

う
ハ
サ
ミ
型
の
鰍
苧
を
医
師
と
共
同

で
開
発
し
た。
柄
が
曲
が
り
、
患
部

を
挟
む
部
分
も
回
転
す
る
。

ド
イ
ツ

の
学
会
で
画
期
的
だ
と
評
さ
れ
た

。

二
九
良
三
社
長
は
「
医
療
分
野
は
こ

れ
か
ら
も
っ
と
伸
び
る
」
と
語
る

。

座
長
を
務
め
た
京
大
再
生
医
税
学

研
兜
所
の
田
畑
泰
彦
教
授
(
生
体
材

削
科
学
)
は
「
中
小
企
業
に
期
待
す
る

の
は
(
経
営
判
断
の
)
ス
ピ
ー
ド
感

双
方
を
つ
な
ぐ
「
通
訳
」
必
要

と
小
回
り。
話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ

る
の
も
大
切
だ
」
と
強
調
し
た
。

再

生
医
療
に
と
っ
て
中
小
企
業
に
で
き

る
こ
と
は
大
き
い
と
い
う
わ
け
だ

。

西村宏治

機
大
手
な
ど
取
引
先
の
好
不
調

に
左
右
さ
れ
や
す
い
中
小
企
業
に
と

っ
て
も
、
医
療
産
業
は
活
路
と
な
る

貴
重
な
分
野
だ。
経
済
活
性
他
に
つ

な
げ
よ
う
と、
自
治
体
な
ど
が
医
師

や
病
院
と
地
元
企
業
と
そ
引
き
合
わ

せ
る
機
会
も
多
い
。

だ
が
、
実
際
に
医
療
分
野
に
乗
り

出
し
た
中
小
企
業
を
取
材
す
る
と

「
医
師
の
求
め
に
応
じ
て
い
た
ら
、

赤
字
に
な
っ
た
」
「
採
算
が
合
わ
な

い
装
置
の
製
作
を
頼
ま
れ
、
断
れ
な

く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
聞
く

。

二
九
社
長
に
も
、
歯
税
の
治
療
縛

具
の
生
産
を
手
が
け
て
損
失
を
出
し

た
経
験
が
あ
る
。

「
医
療
の
も
の
づ

く
り
は
面
白
い。

で
も
、
中
小
企
業

は
ど
こ
ま
で
自
分
で
や
れ
る
の
か
を

考
え
な
あ
き
ま
せ
ん」と
言
う。

医
療
分
野
は
専
門
用
語
も
多
く
、

規
制
も
複
雑
だ。

産
業
の
活
性
佑
を

目
指
し
て
、
よ
り
多
く
の
中
小
企
業

を
巻
き
込
む
に
は
、

医
療
側
と
中
小

経済部

技
術

・

療
法

企
業
側
の
両
者
の
事
情
を
よ
く
理
解

し
て
聞
を
取
り
持
つ
「
通
訳
」
の
よ

う
な
人
材
が
欠
か
せ
な
い

。

再
生
医
療
の
分
野
で
は
、
産
学
連

携
支
援
事
業
務
}
手
が
け
る
京
都
リ
サ

ー
チ
パl
ク
(
京
都
市
)
が
、ω年

に
研
兜
者
と
企
業
と
を
橋
渡
し
す
る

取
り
組
み
そ
開
始
。

仲
介
役
の
人
材

を
置
き
、
実
験
機
縛
な
ど
約
叫
件
の

試
作
品
開
発
に
こ
ぎ
着
げ
た

。

そ
の

取
り
組
み
を
支
え
た
の
が
工
学
、
医

学
、
薬
学
に
明
る
く
、
中
小
企
業
と

の
協
力
の
重
要
性
を
長
年
に
わ
た
っ

て
訴
え
て
き
た
田
畑
教
授
だ
っ
た

。

い
い
「
通
訳
」
と
な
る
に
は
幅
広

い
知
識
と
経
験
、
人
脈
が
必
要
だ

。

医
療
に
詳
し
け
れ
ば
務
ま
る
と
い
う

も
の
で
も
な
く、
向
き
不
向
き
も
あ

る
だ
ろ
う。

産
業
活
性
佑
を
目
指
す

行
政
や
経
済
団
体
に
は
、

多
く
の
人

材
を
発
掘
し、
育
て
て
い
く
努
力
が

も
っ
と
あ
っ
て
い
い
と
思
う
。

朝

日

(
大
阪
)・
朝
刊

2
0

1
4

年
3

月
引
日
(
金
)
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細胞移植で晴れる濁った角膜
角
膜
が
濁
っ
て
視
力
が
大
幅
に
下
が
る
「
村
間

性
角
膜
症
」
の
患
者
に
体
外
で
増
や
し
た
角
膜
の

細
胞
を
移
緒
ず
る
臨
床
研
究
を
同
志
社
大
や
京
都

府
立
医
税
大
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
始
め
た
。

3

人

に
移
纏
し
視
力
が
よ
く
な
る
な
ど
効
果
が
上
が
っ

て
い
る
と
い
う
。
角
膜
の
細
胞
を
増
や
し
て
移
植

し
た
治
療
法
は
世
界
で
初
め
て
。
四
日
発
表
し
た
。

世
界
初
の
治
療
法

角膜

同
大
・
京
都
府
医
大

朝

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
3

月
ロ
日
{
水
)

技
術
・

療
法

岡
山
大
な
ど
医
療
機
器
開
発

心
肺
停
止
に
陥
っ
た
患

者
の
喉
を
冷
や
す
乙
と
で

脳
の
温
度
を
下
げ
、
脳
の

神
経
細
胞
の
死
滅
を
防
ぐ

医
療
機
器
を
、
岡
山
大
(
岡

山
市
北
区
)
と
医
療
機
器

メ
ー
カ
ー
「
大
研
医
箆
」

(
大
阪
市
中
央
区
)
が
共

同
開
発
し
た
。
岡
山
大
病

院
集
中
治
療
部
の
武
田
吉

正
・
准
教
授
が
凶
目
、
厚

生
労
働
省
か
ら
製
造
竪π

の
認
可
を
受
け
た
と
発
表

し
た
。
か
き
氷
を
食
べ
た

時
に
頭
が
「
キl
ン
」
と

冷
た
く
感
じ
る
と
と
か
ら

着
想
。
喉
を
介
し
て
脳
を

冷
や
す
医
療
機
器
は
世
界

初
と
い
う
。

心
肺
が
停
止
し
脳
へ
の

血
流
が
滞
っ
た
場
合
、
脳

を
低
温
に
保
っ
と
、
神
経

細
胞
の
死
滅
を
防
ぐ
効
果

が
あ
る
。
と
れ
ま
で
は
、

冷
却
シl
ト
で
患
者
の
体

を
包
み
、6
時
間
以
上
か

け
て
体
温
を
下
げ
る
方
法

が
主
流
だ
っ
た
。

心肺停止患者の神経細胞守る

開
発
さ
れ
た
機
鋸
は
、

口
か
ろ
冷
却
用
の
管
を
掃

入
。
境
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の

袋
の
中
で
温
度5
度
の
水

を
循
環
さ
せ
、
温
ま
っ
た

水
は
排
水
用
の
管
か
ら
機

潤
に
戻
す
。
脳
に
通
じ
る

頚
動
脈
内
の
血
液
を
冷
や

す
と
と
で
、
脳
付
近
の
温

度
を
担
度
程
度
ま
で
下

げ
、
心
肺
停
止
に
よ
る
神

経
細
胞
死
滅
の
原
因
と
な

る
脳
内
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の

上
昇
を
抑
え
る
と
と
が
で

き
る
と
い
う
。

ま
た
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
と
並
行
し
て
使
え
、
2

時
間
程
度
で
目
標
温
度
ま

で
下
げ
る
と
と
が
で
き
る

と
い
う
。
法
田
准
教
授
は

「
将
来
的
に
は
携
稽
型
の

装
置
も
開
発
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

{五
十
嵐
朋
子}

毎

日
(
大
阪
}
・

9
刊

水
市
間
性
角
膜
症
は
、
角
膜
の
内
側
昨
年
四
月
か
ら
今
年
2

月
に
か
け3

に
あ
る
角
膜
内
皮
細
胞
が
病
気
や
け
人
の
患
者
に
1

人
あ
た
り
約1
0
0

が
で
傷
つ
き
、
角
膜
が
濁
る
病
気
。
人
万
個
移
値
。
経
過
途
中
だ
が
、
0

・
郎

関
や
サ
ル
の
角
膜
内
皮
細
胞
は
楢
唱
え
べ
ヴ

以
下
だ
っ
た
矯
正
視
力
が
0

・
1
5

て
再
生
し
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
角-
J
!J0
・
9

に
回
復
し
て
い
る
と
い
う
。

膜
や
内
皮
の
移
植
し
か
治
療
法
が
な
F
FL

グ
ル
ー
プ
は2
0
1
4

年
度
か
ら

か
っ
た
。
圏
内
で
角
膜
移
植
を
受
け岨

の
2

年
間
で
約
別
人
に
移
植
す
る
計

る
人
は
年
間
約3
千
人
。
そ
の6
劃

J
J
h
画
で
、
げ
年
に
は
企
業
と
協
力
し
て

以
上
が
水
癌
性
角
膜
症
だ
と
い
う
。
早
3
フ

製
品
他
を
目
指
す
。

同
志
社
大
の
小
泉
範
子
教
授
(
医V
'

木
下
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
1

時
間

工
学
)
ら
は
、
角
膜
内
皮
細
胞
を
休
み
ー
か
か
っ
た
手
術
が5
分
に
な
り
、
視

外
で
人
工
的
に
捕
や
し
、
角
膜
の
護団U

力
も
回
復
し
や
す
い
。
1

人
の
角
膜

側
に
注
入
し
て
定
着
さ
せ
る
技
術
を
日
H
r
提
供
者
か
ら
多
く
の
人
に
移
植
で
き

開
発
。
角
膜
内
皮
細
胞
を
は
が
し
た
+
コ
リる
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」
と
話

カ
ニ
ク
イ
ザ
ルH
匹
に
移
植
し
、
細
川
H

し
て
い
る
。
(
鍛
治
信
太
郎
)

胞
が
定
着
し
て
濁
り
が
治
る
こ
と
を泊浦
日f

確
か
め
たo

-
二

米
国
の
ア
イ
バ
ン
ク
か
ら
提
供
をコ
→
叶

受
け
た
叩
代
の
人
の
角
膜
内
皮
細
胞

を
こ
の
方
法
で
増
や
し
、
京
都
府
立

医
大
の
木
下
茂
教
授
(
眼
税
学
)
ら
が

2
0
1
4

年
3

月
四
日
{
水
)
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大
阪
大
大
学
院
医
学
系
研
究
科

の
研
究
チl
ム
は
、
床
擦
れ
な
ど
、

皮
膚
の
傷
が
感
化
し
治
療
が
難
し

く
な
っ
た
潰
腐
を
治
し
、
抗
菌
効

果
も
あ
る
新
た
な
た
ん
ぱ
く
買
の

合
成
に
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。

会
通
毛
2
0
1
4

年
度
か
ら
医
師
主
導
で
、

持
軍E
P臨
床
鼠
験
(治
験
)
を
始
め
る
と
ν
・

く

u
pの
米
オ
ン
ラ
イ
ン
科
学

制

ギ
A
U1
0
「プ
ロ
ス
ワ
ン
」
に
襲
完

成

パ

イ
震
が
あ
る
部
位
で
血
管

合

B

，
F

が
新
た
に
で
き
れ
ば
、
酸
素
や
栄A
M

-
こ
穫
が
行
き
渡
っ
て
皮
膚
細
胞
が
猶大

』
'
F
殖
し
や
す
く
な
り
、
治
り
が
早
く
区
民

-

な
る
。

同
研
究
科
大
学
院
生
の
冨E
川1

-
c
J

岡
英
樹
さ
ん
ら
は
、
血
管
を
作
る問

主
3

働
き
を
す
る
ヒ
ト
の
遺
伝
子
を
探明

、
附
“
す
中
で
、
抗
語
性
も
持
っ
た
ん
ぱげ

4
4主
同
事く
質
を
発
見。

己
の
た
ん
ぱ
く
賢
官
岨

u
日M
M
の
構
造
を
調
べ
、
効
果
が
高
く
、おM

安
価
に
作
れ
る
た
ん
ぱ
く
貨
の
関

発
に
挑
ん
だ。

人
為
的
に
背
中
に
け
が
を
さ
せ

た
ラ
ッ
ト
5

匹
の
傷
に
垂
ら
し
、

傷
の
面
積
の
変
化
を
み
る
と
、
生

理
食
塩
水
を
垂
ら
し
た
だ
け
の
ラ

ッ

ト
と
比
べ8
日
目
で
平
均
1

・

5

倍
、
傷
の
治
り
が
早
か
っ
た
と

い
う
。
安
全
性
を
動
物
実
験
で
調

べ
て
い
る
が
、
血
中
で
す
ぐ
分
解

す
る
た
め
、
副
作
用
は
ほ
ぼ
な
い

と
研
究
チl
ム
は
み
て
い
る。

開

発
し
た
た
ん
ぱ
く
質
は
「S
R
0

3
7
9

」
と
名
付
け
た。

皮
閣
の
潰
痴
は
、
寝
た
き
り
の

患
者
の
他
、
糖
尿
病
や
リ
ウ
マ
チ

の
患
者
で
多
く
み
ら
れ
る
。

細
菌

が
繁
殖
し
や
す
い
が
、
消
毒
剤
は

皮
膚
細
胞
に
ダ
メ
ージ
を
与
え
、

抗
生
物
質
は
使
い
続
け
る
と
多
剤

耐
性
菌
を
舗
や
す
と
い
う
問
題
点

が
あ
る
と
い
う
。
S
R
0
3
7
9

は
従
来
の
薬
と
異
な
り
、
メ
チシ

リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌(M

R
S
A
)な
ど
多
剤
耐
性
菌
に
も

抗
菌
作
用
が
あ
る
と
い
い
、
冨
岡

さ
ん
ら
は
却
年
ご
ろ
の
新
薬
開
発

を
目
指
し
て
い
る。

【斎
藤
広
子】

毎2
0
1
4

年
3

月
明
日
日
(
土
)

日

(大
阪
)
・
朝
刊

世
界
初
2
心
室
修
復
に
成
功

か
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

ほ
と
ん
ど
が
流
産
や
生
後

数
号
死
亡
。

左
、昌
一が

異
常
に
安
心
型
昂
多

く
、
手
術
に
成
功
レ
た
2

例
も
、
全
身
に
血
液
を
送

り
出
す
左
心
室
の
機
能

を
右
心
室
に
代
替
さ
せ

た
。

大
阪
府
東
大
阪
市
の
佐
近
い
公
ウ
事
闘
病
院

(豊
し
か
し
、
空
斗
ち
ゃ
ん

藤
撃
ち
ゃ
ん
。

健
康
状
岡
市
)
で
筈
抗
た
が
、
は
左
心
室
の
大
き
さ
に
間

態
は
安
定
し
て
お
り
、
同
四
つ
の
心
臓
疾
患
が
あ
題
が
な
か
っ
た
た
め
、
世

日
退
院
し
た。

り
、
こ
ど
も
病
院
に
緊
急
界
で
初
め
て
左
右
両
方
の

執
刀
し
た
、
揺
血
管
外
搬
送
さ
れ
て
き
た

。

、
毎
あ
撃
が
修
復
、
正

科
の
大
韓
博
部
長
に
よ
大
動
脈
弁
欠
損
は
1
9

常
な
事
」
同
様
の
重

る
と
、
空
斗
ち
ゃ
ん
は
母75
年
以
降
、
空
斗
ち
ゃ
で
血
液
を
循
環
さ
せ
る
こ

奈
美
さ
ん(お
)の
実
家
に
ん
の
ほ
か
世
界
でn例
し
と
に
成
功。
手
術
は2
年

兵
庫
県
立
こ
ど
も
病
院(神
戸
市
須
磨
区)は

目
、
血
液
を
大
動
脈
に
送
る
左
、選
の
出
口
に

弁
が
な
い
「大
動
脈
弁欠
損
」
な
ど
、
量
い
心
臓

疾
患
が
あ
る2
歳
費
の
需
に
成
功
U
た
と
発

表
し
た。
極
め
て
ま
れ
な
症
例
で
手
術
の
成
功
例

は
世
界
初。
記
著
会
見
し
た
両
親
は
「
平
ど
も
を

助
け
て
も
ら
い
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」

と
語
っ
た。
(

藤
森
恵
一
思

技
術
・
療
法

県立こども病院

余
り
で
計4
回
に
及
ん

だ
。大

嶋
部
長
は
、
背嬢に

出
生
直
後
の
迅
速
な
診
断

や
趣
意
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
挙
げ「救
え
る
命
を

救
う
医
療
体
制
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
た
い」
と
話
し

た
。神

戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
旬
日
(
木)
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難病の子に光
PS細胞

パE
キ
ン
ソ
ン
病
E毎
E者ξ 技

術
・

療
法

，、、

来
年
申
請

京
大
、
手
法
確
立

京
都
大
i
p
S

細
胞
研
究
所
の
高
橋
淳
教
授
(
神
経
再
生
医

学
)
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は6
目
、
ヒ
ト
の
l
p
S

細
胞
(
人

工
多
能
性
幹
細
胞
)
を
使
っ
た
パ
1

キ
ン
ソ
ン
病
治
療
の
臨
床

研
究
に
向
け
た
手
法
を
確
立
し
た
と
発
表
し
た
。
移
植
に
必
要

な
細
胞
の
大
白
培
養
ゃ
、
が
ん
化
の
危
険
性
の
あ
る
細
胞
の
除

去
な
ど
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
、
ラ
ッ
ト
で
の
実
験
で
効
果
を
確

認
し
た
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、20
1
5

年
初
め
に
も
ヒ
ト
で

の
安
全
性
を
確
認
す
る
審
査
を
申
請
し
、
厚
生
労
働
省
の
承
認

を
経
て
患
者
へ
の
凶
年
の
移
植
を
目
指
す
。
論
文
は

7

日
付
の

米
科
学
誌
「
ス
テ
ム・
セ
ル
・

リ
ポ
l

ツ
」
に
掲
載
さ
れ
る
。

【堀
智
行
】

乙
わ
張
っ
た
り
す
る
難
病
。
投

薬
で
症
状
を
抑
-
え
ら
れ
る
が
、

根
本
治
療
に
は
な
ら
な
い
。
神

経
細
胞
の
一
歩
手
前
の
「
神
経

前
駆
細
胞
」
を
脳
内
に
移
植
し
、

新
た
な
神
経
回
路
を
作
る
治
療

法
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、

パ
|
キ
ン
ソ
ン
病

R
d

手
足
の
震
え
や
筋
肉
の
と
わ
張
り
な
ど
の
症
状
が
出

F
K
回
る
進
行
性
の
神
経
難
病
で
、
主
に
田
代
以
降
に
発
症
し
、

園
内
の
患
者
は
約
凶
万
人
と
さ
れ
る
。
患
者
の
脳
内
で
神
経
伝

達
物
質
の
ドl
パ
ミ
ン
を
作
る
神
経
細
胞
が
減
少
す
る
と
と
が

原
因
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不
明
。
薬
で

症
状
を
改
善
で
き
て
も
、
神
経
細
胞
の
減
少
は
食
い
止
め
ろ
れ

な
い
。
タ
レ
ン
ト
の
永
六
輔
さ
ん
、
米
俳
優
の
マ
イ
ケ
ル
・

J

.

フ
ォ
ッ
ク
ス
さ
ん
ら
も
患
者
。
京
都
大
グ
ル
ー
プ
は

i
p
s

細
胞
を
使
っ
た
移
植
医
療
で
、
不
足
し
た
細
胞
を
補
う
治
療
法

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

パ
l

キ
ン
ソ
ン
病
は
神
経
伝

達
物
質
「
ドl
パ
ミ
ン
」
を
出

す
ド
l

パ
ミ
ン
神
経
細
胞
が
減

る
と
と
で
、
手
足
が
震
え
た
り
、

島根大病院

幹
細
胞
を
移
植
v

骨
完
全
な
形
に

骨
を
つ
く
れ
な
い
「
難
病
」
の

男
の
子
に
、
母
親
の
骨
髄
を
移

植
す
る
手
術
が
烏
根
大
学
病
院

で
あ
っ
た
。
通
常
は1
歳
未
満

で
亡
く
な
る
ケl
ス
が
多
い

n
目
、
お
祝
い
の
言
葉
に
包
ま

れ
、
ベ
ッ
ド
上
で
笑
顔
を
ふ
り

ま
く
の
は
、
獅
明
野
々
花
さ
ん

(
ω
)の
長
男
委
音
く
ん(
3
)
。

奏
音
く
ん
の
病
気
は
日
万
人 お

産
の
評
判
が
高
い
墓
京
都
内

の
病
院
だ
っ
た
。
呼
吸
に
異
常

が
あ
り
、
抱
っ
こ
で
き
な
い
ま

ま
新
生
児
集
中
治
療
室
に
入
っ

た
。

そ
の
病
院
で
、
竹
谷
健・
間濠系"細胞移織の涜れ
島被大病院 h 産業妓術

総合研究所

〈事〉
開業系幹細
胞を取り出
して』脅養

M 
l
p
S

細
胞
か
ら
神
経
前
駆
細

胞
に
分
化
さ
せ
る
際
、
培
養
皿

の
底
に
敷
く
基
質
に
特
定
の
人

工
た
ん
ぱ
く
貿
(
ラ
ミ
ニ
ン
)

を
使
う
と
、
従
来
の
初
倍
以
上

の
量
が
培
養
で
き
る
と
と
を
発

見
し
た
。

一
方
、
培
養
し
た
細
胞
の
中

に
分
化
が
不
十
分
なi
p
S

細

胞
が
残
っ
て
い
る
と
、
が
ん
化

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ

は
、
特
定
の
蛍
光
抗
体
を
使
っ

て
染
色
す
る
方
法
で
、
諸
差
し

た
細
胞
か
ら
神
経
前
駆
細
胞
を

選
別
し
、
未
分
化
な
ど
不
要
な

細
胞
を
除
去
す
る
手
法
を
確
立

し
た
。
選
別
後
の
神
経
前
駆
細

胞
を
、
パl
キ
ン
ソ
ン
病
を
発

症
さ
せ
た
ラ
ッ
ト
の
脳
に
移
植

し
、
4

カ
月
間
観
察
し
た
と
と

ろ
、
症
状
が
改
善
し
、
が
ん
化
も

起
き
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

高
橋
教
授
は
「
今
年
中
に
同

じ
手
並
で
サ
ル
に
移
摘
し
て
、

に
点
滴
し
て
移
植
。
日
年
秋
か

ら
昨
年
ま
で
に
計9
回
の
移
樋

手
術
を
繰
り
返
し
た
。

C
T

検

査
を
す
る
と
、
移
植
前
は
ま
ば

ら
だ
っ
た
骨
が
、
移
植
後
に
は

完
全
な
形
を
つ
く
っ
て
い
た
。

た
だ
、
奏
音
く
ん
は
今
も
人

工
呼
吸
器
の
装
着
が
必
要
で
、

今
後
は
治
療
の
賓
の
向
上
が
課

題
だ
と
い
う
。
飯
塚
さ
ん
は

「
治
療
法
の
確
立
に
貢
献
す
る

安
全
性
と
有
効
性
を
詳
細
に
検

証
す
る
」
と
話
し
て
い
る
。
グ
ル

ー
プ
は
今
後
、6
人
の
患
者
の

血
液
細
胞
か
らi
p
S

細
胞
を

作
製
しl
人
ず
つ
数
千
万
個
の

神
経
前
駆
細
胞
に
分
化
さ
せ
て

患
者
本
人
に
移
植
す
る
臨
床
研

究
に
向
け
た
単
備
を
進
め
る
。

実
施
に
つ
い
て
は
、
京
大
が

安
全
性
審
査
の
た
め
緩
置
予
定

の
第
三
者
委
員
会
「
特
定
認
定

再
生
医
療
等
委
員
会
」
の
了
承

を
得
た
後
、
厚
労
省
に
申
請
す

る
。
効
果
や
安
全
性
に
問
題
が

あ
る
治
療
へ
の
懸
念
か
ら
、
今

年
日
月
に
施
行
さ
れ
る
予
定
の

再
生
医
療
安
全
性
確
保
法
は
、

再
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関

に
、
事
前
審
査
や
園
へ
の
実
施

計
画
提
出
を
義
務
付
け
た
。

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1

4

年
3

月

7
日
{
金
)

て
お
り
、
尼
崎
支
所
の
弓
場
俊

輔
グ
ル
ー
プ
長
は
「
長
年
、
蓄

積
し
て
き
た
技
術
を
広
げ
て
治

療
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
す
。

竹
谷
医
師
は
「
今
回
は
想
定
を

超
え
る
治
療
効
果
が
あ
っ
た
。

(
再
生
医
療
と
し
て
は
)
i
p

S

な
ど
万
能
細
胞
を
使
っ
た
治

療
ほ
ど
は
目
立
た
な
い
が
、

今
、
実
際
に
患
者
を
救
っ
て
い

る
治
療
の
こ
と
も
知
っ
て
ほ
し

60 
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再生医療
が
、
命
を
つ
な
い
だ
の
は
、
間
業

系
幹
細
胞
を
移
植
す
る
再
生
医

療
。

男
児
は
今
も
人
工
呼
吸
鰭

を
つ
け
て
い
る
が
容
体
は
安
定

し
て
い
る
。

大
学
病
院
と
園
内

屈
指
の
活
養
技
術
を
も
っ
研
究

所
と
の
連
携
が
功
を
奏
し
た
。

「
お
め
で
と
う
」
。
今
年

2

月

に
1

人
と
さ
れ
る
「
低
フ
ォ
ス

フ
ァ
タ
l

ゼ
症
」
。
骨
を
つ
く

る
の
に
必
要
な
酵
素
が
で
き

ず
、
胎
児
の
時
に
発
症
す
る

と
、
-
年
以
内
に
呼
吸
障
害
な

ど
で
死
亡
す
る
揚
合
が
多
い
。

確
立
し
た
治
療
法
は
な
い
。

奏
音
く
ん
が
生
ま
れ
た
の
は 島

根
大
講
師
が
低
フ
ォ
ス
フ
ァ

タ
l

ゼ
症
の
治
療
で
、
間
業
系

幹
細
胞
を
移
値
す
る
国
の
臨
床

研
究
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
す
ぐ
に
連
絡
を
と
っ
た

。

移
植
に
は
、
飯
塚
さ
ん
の
骨

髄
か
ら
取
り
出
し
て
増
殖
さ
せ

た
開
業
系
幹
細
胞
を
使
う
。

培

実
用
化'¥  

冨
二
二
-
圃
;
で
:
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新
し
い
万
能
細
胞
「S
T
A
P

細
胞
(
刺
激
惹
起
性
多
能
性
獲

得
細
胞
)
」
の
登
場
な
ど
、
急
進
展
す
る
再
生
医
療
研
究
。
今
年
は

i
p
S

細
胞
(
人
工
多
能
性
幹
細
胞
)
で
初
の
臨
床
研
究
が
実
施
さ

れ
る
ほ
か
、
関
連
新
法
も
施
行
さ
れ
る
。
日
本
再
生
医
療
学
会
は

4

目
、
京
都
市
内
で
記
者
会
見
を
開
き
、
「
再
生
医
療
元
年
だ
」
と
意

気
込
ん
だ
。

【須
田
桃
子
、
八
回
浩
輔】

認
定
医
セ
ミ
ナ
ー
盛
況

「再
生
医
療
新
法
が
麓
備
さ
れ
、

欧
米
の
先
を
い
く
社
会
基
盤
が
で

き
つ
つ
あ
る
。
今
年
を
『
再
生
医

療
元
年
』
と
呼
び
、
日
本
か
ら
世

界
の
患
者
を
治
す
再
生
医
療
を
考

え
て
い
き
た
い
」
。
同
学
会
の
岡

野
光
夫
理
事
長
は4
日
の
飽
者
会

見
で
力
強
く
話
し
た
。

同
学
会
は
再
生
医
療
の
買
を
担

保
す
る
た
め
、「認
定
医
」
「
臨
床
培

養
士
」
と
い
う
資
格
を
作
り
、

3

臼

に
初
め
て
の
「
再
生
医
療
資
格
認 定

セ
ミ
ナ
ー
」
を
京
都
市
で
開
い

た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、
想
定
の
3

倍
を

超
え
る
医
師
や
研
究
者
ち11
0

0

人
以
上
が
申
し
込
み
、
急
き
ょ

会
場
を
変
更
す
る
ほ
ど
の
人
気
を

鎮
め
た
。
関
東
の
大
学
で
再
生
医

療
を
研
究
す
る
医
師
(
必
)
は
「
認

定
医
に
な
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

新
法
施
行
に
関
す
る
情
報
を
学
び

た
く
て
来
た
が
、
目的
は
遥
せ
ら

れ
た
」
と
満
足
し
た
様
子
だ
っ
た
。

学
会
事
務
局
に
よ
る
と
、
セ
ミ ナ

!
の
案
内
を
始
め
た
昨
年
ロ
月

上
旬
以
降
、
学
会
の
新
規
会
員
は

約
4
0
0

人
も
増
加
。
相
聞
芳
樹
・

同
学
会
副
理
事
長
は
「
期
待
と
関

心
の
強
さ
を
感
じ
る
」
と
、
手
応

え
を
語
る
。

再
生
医
療
研
究
は
、20
0
6

年
のi
p
S

細
胞
の
登
場
後
、
国

の
支
援
も
受
け
、
急
速
に
広
が
っ

た
。

今
年
1

月
に
は
、
体
の
細
胞

に
刺
激
を
与
え
る
だ
け
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
細
胞
や
組
織
に
な
る
能
力

を
待
つ
S
T
A
P

細
胞
の
論
文
が

発
表
さ
れ
た
。
そ
の
発
想
の
目
新

し
さ
は
大
き
な
注
目
を
集
め
た

が
、
論
文
の
画
像
な
ど
へ
の
疑
問

が
出
て
い
る
。
ま
た
、
ヒ
ト
で
成

功
し
て
い
な
い
と
と
か
ら
、
再
生

医
療
現
場
の
関
心
は
今
も
i
p
S

細
胞
が
中
心
だ
と
い
う
。

今
年
はi
p
S

細
胞
を
使
い
、

養
は
共
同
研
兜
施
般
の
産
業
技

術
総
合
研
究
所
尼
崎
支
所
(
兵

庫
県
尼
崎
市
)
が
担
当
。

2
0

0
1

年
か
ら
移
植
用
の
幹
細
胞

を
矯
養
し
て
お
り
、
圏
内
ト
ッ

プ
の
技
術
と
実
績
を
誇
る
。

飛
行
繊
で
運
ば
れ
た
開
業
系

幹
細
胞
は
、
奏
音
く
ん
の
静
脈

自
の
病
気
の
患
者
へ
の
臨
床
研
究

が
実
施
さ
れ
る
。
さ
ら
に
高
橋
淳

・
京
都
大
教
授
が
4

日
、
京
都
市

内
で
開
か
れ
た
同
学
会
で
、ip

S

細
胞
を
使
っ
た
パl
キ
ン
ソ
ン

病
の
患
者
へ
の
臨
床
研
究
を
、u

年
度
中
に
園
へ
申
請
す
る
意
欲
を

こ
と
が
、
2

人
の
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

今
年
、
協
回
付
さ
れ
る
再
生
医

療
安
全
性
確
保
法
で
は
、
病
院

内
に
限
っ
て
い
た
幹
細
胞
の
培

養
を
、
企
業
な
ど
に
外
部
委
託

で
き
る
よ
う
に
な
る。
産
総
研

は
培
養
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し

一
示
す
な
ど
、
実
用
化
を
見
据
え
た

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
同
学
会
は
医
師
ら
の
認

定
制
度
や
、
臨
床
研
究
で
事
故
が

発
生
し
た
場
合
の
補
償
保
険
制
度

作
り
な
ど
で
、
環
境
盤
備
を
進
め

る
方
針
だ
。

審
査
に
抜
け
穴
も

再
生
医
療
学
会
が
活
況
に
沸
く

一
方
、
福
岡
市
内
の
大
通
り
に
面

レ
た
ピ
ル
内
に
、
鴇
国
語
の
看
板

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。20
1
2

年
末
、
輔
国
人
に
自
国
で
禁
止
さ

れ
た
幹
細
胞
投
与
を
大
規
模
に
実

施
し
て
い
る
と
と
が
毎
日
新
聞
の

報
道
で
判
明
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク

だ
o
m
年
に
は
と
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

関
係
者
が
京
都
で
幹
細
胞
投
与
に

関
与
し
た
後
、
曲
韓
国
人
患
者
が
死

亡
し
た
。
他
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も

効
果
が
検
証
さ
れ
て
い
な
い
医
療

行
為
に
高
額
の
治
療
費
を
講
求
す

る
例
が
横
行
し
、
再
生
医
療
の
安

全
と
買
の
確
保
を
目
指
す
「
再
生

医
療
安
全
性
確
保
法
」
が
、
昨
年

技
術
・

療
法

日
月
に
成
立
し
た。

新
法
は
、
再
生
医
療
を
計
画
す

る
全
て
の
医
療
機
関
に
、
園
が
認

定
す
る
委
員
会
へ
の
届
け
出
と
審

査
を
義
務
付
け
た
。
園
に
無
届
け

で
幹
細
飽
な
ど
を
使
っ
た
医
療
を

提
供
し
た
り
、
届
け
出
に
虚
偽
が

あ
っ
た
り
す
れ
ば
、
行
政
指
導
や

前
金
を
科
す
と
と
が
で
き
る
。

同
法
で
は
、
「
再
生
医
療
」
を

う
た
う
多
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
実

施
す
る
脂
肪
か
ら
採
取
し
た
体
性

幹
細
胞
を
投
与
す
る
場
合
、
生
命

倫
理
や
細
胞
培
養
な
ど
の
専
門
家

ら
8

人
以
上
の
倫
理
蚤
員
会
に
よ

る
審
査
が
必
須
と
な
る
。
同
種
の

委
員
会
は
大
学
病
院
な
ど
全
国
叩 い

」
と
語
る。

(野
中
良
緒)

朝

日

(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1

4

年
3

月
割
日
(
土
)

s
m
カ
所
に
帆
眠

れ
る
。

し
か
し
、
新
た
な
規
制
に
も
「
抜

げ
穴
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
専
門

家
も
い
る
。
倫
理
委
の
条
件
に
合

う
専
門
家
は
圏
内
に
少
な
く
、
人

材
不
足
が
心
配
さ
れ
る
。

ま
た
、

審
査
が
通
り
や
す
い
委
員
会
を
選

ん
で
申
請
す
る
「
蚕
員
会
シ
ョッ

ピ
ン
グ
」
の
よ
う
な
現
象
が
起
き

う
る
。

日
本
の
よ
う
に
施
綬
単
位

で
は
な
く
、
地
域
ご
と
に
倫
理
蚕

員
会
が
あ
る
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
は

過
去
に
問
題
化
し
た
。
位
田
隆
一

・
同
志
社
大
特
別
客
員
教
授
(生

命
倫
理
)
は
副
度
上
は
、
自
由

診
療
で
再
生
医
療
を
行
う
比
較
的

小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
集
ま
り
、

審
査
の
通
り
や
す
い
委
員
会
を
作

っ
て
お
手
盛
り
審
査
を
す
る
可
能

性
が
あ
る。
厳
格
な
規
制
が
必
要

だ
」
と
指
摘
す
る。 さ

れ
る
と
み
ら
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が
ん
進
行

が
ん
の
進
行
を
数
式
を
使

っ
て
予
測
し
、
治
療
に
役
立

て
よ
う
と
す
る
研
究
の
成
果

が
出
て
き
た。
東
京
大
学
な

ど
は
大
腸
が
ん
で
、
九
州
大

学
は
勝
臓
(す
い
ぞ
う
)
が

ん
で
、
遺
伝
子
異
常
の
起
こ

り
方
を
解
析
す
る
数
理
モ
デ

ル
を
開
発
し
た。
が
ん
は
再

発
や
転
移
に
よ
っ
て
進
行
し

命
を
落
と
す
こ
と
が
多
い
。

数
理
モ
デ
ル
を
使
っ
て
進
行

具
合
を
適
切
に
判
断
で
き
れ

ば
、
転
移
を
防
ぐ
な
ど
新
た

な
治
療
法
開
発
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る。

東大や九大、遺伝子異常に着目

転移防ぐ治療に道

技
術

・

療
法

スI~コンなと
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数式をがんのB断や治療に生かす
(イメージ)

衣子

東
大
の
宮
野
悟
教
授
、
新

井
田
厚
司
特
任
助
教
、
九
大

の
三
森
功
士
教
授
ら
の
チl

き
て
か
ら
成
長
す
る
ま
で
の

ム
は
、
大
腸
が
ん
患
者
か
ら
様
子
を
一
示
す
数
理
モ
デ
ル
を

手
術
で
取
り
出
し
た
組
織
に
作
っ
た
。

含
ま
れ
る
複
数
の
が
ん
細
胞
注
目
し
た
の
は
3
0
0

個

と
、
肝
臓
に
転
移
し
た
が
ん
の
遺
伝
子
。
そ
の
異
常
の
起

細
胞
の
遺
伝
子
異
常
を
解
析
こ
り
方
に
よ
り
、
が
ん
が
ど

し
て
比
べ
た
。
場
所
に
よ
っ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
に
成
長
す

て
遺
伝
子
異
常
の
起
こ
り
方
る
か
が
分
か
る

。

が
ん
細
胞

に
違
い
が
見
つ
か
っ
た
。

遣
が
1
0
0

万
個
に
糟
え
る
ま

伝
子
異
常
の
数
や
分
布
具
合
で
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ

か
ら
1

個
の
が
ん
細
胞
が
でl
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

患者のがん細胞の遺伝子
変化を解析

数理モデルに当てはめて
シミュレーション

(
護
憲
)
し
た
。

例
え
ば
、
が
ん
細
胞
の
糟

殖
を
加
速
さ
せ
る
遺
伝
子
異

常
が
起
こ
る
と
仮
定
し
て
計

算
す
る
と
、
同
じ
よ
う
な
遺

伝
子
異
常
を
持
つ
が
ん
細
胞

ば
か
り
に
な
っ
た
。

一
方
、

が
ん
を
生
み
出
す
お
お
も
と

と
さ
れ
る
「が
ん
幹
細
胞」

に
遺
伝
子
異
常
が
起
こ
る

と
、
長
い
時
闘
を
か
け
て
様

々
な
タ
イ
プ
の
が
ん
細
胞
が

発
生
し
た
。
宮
野
教
授
に
よ

る
と
、
が
ん
専
門
医
か
ら
「計

算
結
果
は
実
際
の
慾
者
の
状

態
と
よ
く
似
て
い
る」
と
評

価
さ
れ
た
と
い
う。

モ
デ
ル
の
精
度
が
高
ま
れ

ば
、
初
期
の
が
ん
の
遺
伝
子

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

る
確
率
な
ど
を
想
定
。

画
像
の
結
果
、
診
断
時
に
直
径
4

九
大
の
波
江
野
洋
助
教
は
デ
l

タ
か
ら
推
定
し
た
増
殖
待
以
上
の
が
ん
を
持
つ
患
者

米
大
学
か
ら
提
供
さ
れ
た
勝
率
も
利
用
し
、
転
移
し
た
継
は
ほ
ぼ
全
員
、
勝
臓
以
外
に

臓
が
ん
患
者
の
デ1
タ
を
使
胞
数
や
診
断
後
の
患
者
の
生
が
ん
が
転
移
し
て
い
た

。
「患

異
常
を
調
べ
て
、
タ
イ
プ
ゃ
い
、
数
理
モ
デ
ル
を
作
っ
た
。
存
期
間
な
ど
を
求
め
た
。
者
の
画
像
診
断
で
は
見
つ
け

そ
の
後
の
進
行
具
合
な
ど
が
勝
臓
に
あ
る
1

倒
の
が
ん
モ
デ
ル
で
は
勝
臓
か
ら
が
に
く
い
微
小
が
ん
の
転
移
も

予
測
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
細
胞
が
増
え
る
際
に
、
転
移
ん
細
胞
が

1

個
で
も
出
て
い
モ
デ
ル
で
は
予
測
で
き
る

」

早
期
治
療
で
治
療
に
つ
な
げ
を
促
す
遺
伝
子
異
常
が
起
こ
れ
ば
転
移
と
み
な
す

。
計
算
と
波
江
野
助
教
は
見
込
む
。

宮
野
東
大
教
授
は
話
す
。

病
院
検
査
と
組
み
合
わ
せ

非
常
に
巧
妙
に
成
長
す
る

が
ん
に
対
し
、
ど
こ
ま
で
精

日
本
人
の2
人
に
1

人
が
の
遺
伝
子
異
常
の
蓄
積
に
者
施
す
る
検
査
と
の
組
み
合
わ
鰍
な
モ
デ
ル
を
作
れ
る
か
。

発
病
す
る
が
ん
は
、
遺
伝
子
回
し
、
が
ん
の
成
長
の
仕
方
せ
で
威
力
を
発
慨
す
る

。

例
そ
の
た
め
に
は
臨
床
医
な
ど

の
傷
に
相
当
す
る
異
常
な
変
や
性
質
を
予
測
す
る
試
み
え
ば
、
大
腸
の
内
視
鏡
検
査
と
組
み
、
幅
広
い
デ

1

タ
を

化
が
原
因
で
発
生
す
る。
が
だ
。

本
格
研
究
が
始
ま
っ
て
の
際
に
見
つ
け
た
ポ
リ

l

プ
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

ん
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
ま
だ
臼
が
浅
く
、
細
胞
の

D

を
採
っ
て
解
析
し
、
そ
こ
で

個
々
の
が
ん
細
胞
に
生
じ
るNA
を
高
速
に
読
み
取
る
解
分
か
っ
た
遺
伝
子
異
常
を
数

傷
の
種
類
や
数
も
増
え
る
。

析
装
櫨
(
シ
ー
ケ
ン
サl)
理
モ
デ
ル
に
当
て
は
め
る
。

こ
れ
が
が
ん
細
胞
の
多
様
性
の
普
及
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

「将
来
発
生
し
そ
-
つ
な
が
ん

を
も
た
ら
す
こ
と
が
巌
近
の
の
大
幅
な
能
力
向
上
が
研
究
の
タ
イ
プ
な
ど
が
予
測
で
き

研
究
で
分
か
っ
て
き
た
。

を
後
押
し
し
て
い
る
。

予
防
や
治
療
の
戦
略
を
立
て

が
ん
の
数
理
モ
デ
ル
は
こ
数
理
モ
デ
ル
は
病
院
で
実
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

々B薬
がんの性質や将来、 車訴事 ・
再発するかどうかを予測

軍適な治療につなげる

が
ん
の
遺
伝
子
異
常
の
様
子
を
解
析
、

病
気

の
進
行
を
予
測
す
る(東
大
医
斜
錘
研
究
所)

V
数
理
モ
デ
ル

現
実
の
社
会
で
起
こ
る

微
々
な
現
象
を
方
程
式
な
ど
を
使
っ
て
表
現

す
る
こ
と。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

の
急
速
な
発

達
で
数
浬
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
様
々
な
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
(
模
擬
実
験
)
が
可
能
に
な

り
、
複
雑
な
問
題
の
本
質
を
採
ろ
う
と
す
る

研
究
が
進
ん
で
い
る
。

地
震
や
地
球
混
暖
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
自
然
料
学
の
ほ

か
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
解
析
、
通

信
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
制
御
、
株
価
の
変

動
、
商
品
の
売
担
行
き
予
想
な
ど
幅
広
い
分

野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
4

年
3

月

沼
田
(
火
)
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{③員長官沿線版

芸術家を医療面から支えよう l 

「舞
台
医
学
」

幌

音楽や舞踏、芝居など舞台で演じる人た

ちを医学函から支えようという、日本初の

研究会が発足した。 団体名は「運動器サイ

エンス&アート研究会J 。 英語で rstage 

medicineJ 、訳すと「義苔量挙J と呼ば
れる日本ではまだ新しい分野だ。 スポーツ

選手を支えるのがスポーツ医学。では舞台

医学とは一。 c編集委員岩本進)

札

研
究
会
の
共
同
代
表
世
話
人

は
、
札
幌
医
科
大
教
授
の
山
下

敏
彦
さ
ん
と
奈
良
県
立
医
科
大

教
授
の
田
中
康
仁
さ
ん
(
と
も

に
整
形
外
科
)。
2

月
7

臼
に

札
幌
で
聞
か
れ
た
第1
回
研
究

会
に
は
全
国
か
ら
盤
形
外
科
医

を
中
心
に
約
印
人
が
集
ま
り
、

パ
ネ
ル
討
論
や
講
演
で
舞
台
医

学
の
必
要
性
を
話
し
合
っ
た
。

口

田

研
究
会
を
提
唱
し
た
自
体
大

日
本
初
の
研
究
会

総
合
研
究
所
所
長
の
武
藤
芳
照

さ
ん
(
整
形
外
科
医
、
ス
ポ
ー
ツ

医
学
)
は
こ
ん
な
実
例
を
紹
介

し
た
。

〈
か
つ
て
勤
務
長
病
院
の

ス
ポ
ー
ツ
外
来
に
、
東
京
で
オ

ペ
ラ
公
演
中
の
欧
州
の
有
名
な

指
揮
者
が
来
た。
「
指
揮
を
し
て

い
た
ら
首
が
痛
く
滋
同
位
←
泡

言
う
。

首
の
骨
のZ
Fぽ
鋪
植

症
だ
っ
た
。

聞
け
ば
、
指
揮
中

は
首
を
後
ろ
に
そ
ら
せ
た
状
態

で
、
こ
れ
を
毎
日
長
時
間
続
け

た
の
が
原
因
と
思
わ
れ
た
。
私

は
舞
台
の
関
係
者
と
相
談
し
、

指
揮
台
を
調
節
し
て
も
ら
い
頚

椎
の
負
担
を
軽
く
し
た
。

毎
日

リ
ハ
ビ
リ
に
も
来
て
も
ら
っ

た
。

こ
う
し
て
彼
は
公
演
最
終

日
ま
で
仕
事
を
会
亥
J
で
き
た
〉

武
藤
さ
ん
は
「芸
術
活
動
に

よ
る
病
気
や
け
が
の
事
例
は
ど

の
病
院
や
診
療
所
に
も
あ
る

が
、
こ
れ
ら
を
体
系
的
に
研
究

す
る
組
織
な
ど
は
な
か
っ
た
」

「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
と
同
様
、
歌

う
、
奏
で
る
、
踊
る
、
演
じ
る
芸 術

家
が
舞
台
で
活
漉
す
る
に

は
、
医
師
や
医
学
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
は
な
い
か
、
と
感
じ

て
い
た
」
と
話
し
た
。

山
下
さ
ん

に
よ
る
と
、
舞
台
医
学
は
日
本

で
は
ま
だ
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉

だ
が
、
米
国
な
ど
海
外
に
は
学

会
や
研
究
会
も
あ
る
と
い
う
。

具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
医
師

の
サ
ポ
ー
ト
は
、
舞
台
芸
術
家

に
特
有
な
け
が
の
治
療
や
リ
ハ

ビ
リ
、
心
身
の
健
康
管
理
や
栄

養
管
理
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

維
持
や
調
整
、
さ
ら
に
は
施
設

や
設
備
の
改
善
要
求
な
ど
多
岐

に
わ
た
る。
武
藤
さ
ん
は
「
医

師
は
、
芸
術
家
を
支
え
る
黒
子
。

舞
台
医
学
は
、
よ
り
よ
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
み
だ
す
こ
と

に
な
る
し
、
医
学
の
発
展
に
も

つ
な
が
る
」
と
そ
の
役
割
を
語

っ
た
。

口

-

ま
た
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
楽
器

演
奏
で
プ
ロ
や
ア
マ
計7
人
に

生
じ
た
臨
戦
総
な
ど
の
治
療

例
や
、
ギ
タl
奏
者
が
よ
り
演

奏
し
や
す
い
よ
う
に
親
指
を
手

術
で
数
ミ
リ
長
く
し
た
珍
し
い
事

例
が
報
血
甲
さ
れ
た
。

奈
良
県
立
医
大
の
田
中
さ
ん

は
「
足
の
外
科
」
の
第
一
人
者

で
、
バ
レ
エ
に
よ
る
足
の
け
が

に
つ
い
て
話
し
た。

「
男
性
の

3

分
の
l

、
女
性
の
半
分
の
け

が
は
足
首
か
ら
下
に
集
中
。
足

首
を
ひ
ね
る
の
が
最
も
多
い
」

「
ト
ウ
シ
ュ
ー
ズ
は
足
の
親
指

を
圧
迫。

銭
窓
の
人
が
多

い
と
恩
う
」
「
関
節
が
動
く
範

囲
(可
動
場
を
制
限
す
る
よ

う
な
治
療
は
避
け
ね
ば
な
ら
な

い
」
な
ど
主
謁
し
た。

一
方
、
国
際
的
な
オ
ペ
ラ
歌

手
、
申
丸
三
千
絵
さ
ん
は
「
歌

う
と
力
が
入
る
の
で
、
私
も
足

技
術

・

療
法

台の調整とリハビリ
の
指
が
変
形
し
て
い
ま
す
。

声

楽
家
は
声
よ
り
も
、
実
は
体
全

体
の
方
が
大
切。
1
ミ

リ
で
も
ヒ

ー
ル
が
高
く
な
る
と
、
声
の
バ

ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
」
と
話
し
、

ア
ス
リ
ー
ト
さ
な
が
ら
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
や
体
調
管
理
に
努
め

て
い
る
と
明
か
し
た。

中
丸
さ
ん
は
、
声
楽
家
は
「
太

っ
た
方
が
い
い
」「冷
た
い
も

の
は
禁
物
」
な
ど
日
本
で
教
わ

っ
た
常
識
が
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
渡
っ
て
間
違
い
だ
と
分
か
っ

た
こ
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活

動
し
て
い
た
時
は
何
人
も
の
ト

レ
ー
ナ
ー
が
つ
い
て
い
た
こ

と
、
舞Aで
-
で
は
事
故
や
け
が

と
常
に
隣
り
合
わ
せ
な
こ
と
な

ど
も
指
摘
し
、
「
日
本
は
遅
れ

て
い
る
。

医
学
的
な
立
場
か
ら

指
導
を
受7
ら
れ
れ
ば
、
芸
術

家
の
レ
ベ
ル
も
上
が
る
だ
ろ

う
」
と
、
期
待
を
寄
せ
た
。

山
下
さ
ん
は
「
こ
の
研
究
会

を
も
っ
と
広
げ
、
医
学
以
外
の

団
体
や
メ
デ
ィ
ア
と
も
連
携
し

た
い
」
介
抱
負
を
語
っ
た
。

次

回
の
研
究
会
は
奈
良
県
で
開
く

予
定
だ。北

海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
5

日
(
水
)

63 



動
く
が
ん
狙
い
撃
ち

…
牝
大
様
吋
世
界
初
凶

一の
放
射
線
燈
療
設
置

臓
機
の
が
ん
の
動
き
を
追
い

か
け
て
陽
子
線
を
精
度
よ
く
当

て
る
放
射
線
治
療
装
置
が
北
海

道
大
病
院
に
完
成
し
、
げ
目
、

公
開
さ
れ
た。
呼
吸
に
合
わ
せ

て
動
く
肺
や
肝
臓
な
ど
の
が
ん

に
も
放
射
線
治
療
を
行
い
や
す

く
、
X
線
に
比
べ
て
放
射
線
を

出
す
範
囲
を
限
定
し
や
す
い
陽

子
線
を
使
う
こ
と
で
、
小
児
が

ん
の
患
者
に
も
効
果
的
な
治
療

が
期
待
で
き
る
と
い
う。

が
ん
治
療
法
の
一
つ
で
あ
る

放
射
線
治
療
は
、
外
引
相
手
術
、

化
学
療
法
と
並
ぶ
選
択
肢
だ

が
、
従
来
は
頭
や
首
、
前
立
腺

な
ど
患
部
の
固
定
が
し
や
す
く

放
射
線
を
当
て
や
す
い
臓
器
に

限
ら
れ
て
い
た
。

治
療
装
置
は
、
北
大
の
白
土

博
樹
教
授
を
中
心
に
開
発
し
た

世
界
初
の
「
動
体
追
跡
型
放
射

線
照
射
技
術
」
と
、
艦
艇
の
形

に
沿
っ
て
高
い
精
度
で
陽
子
線

を
あ
て
る
日
立
製
作
所
の
「
ス

ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照
射
技

術
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。

が
ん
の
近
く
に
最
大
2

ミ
リほ
ど

の
金
の
マl
カ
l
(
目
印
)
を

埋
め
込
み
、2
台
の
カ
メ
ラ
で

そ
の
動
き
を
毎
秒
加
コ
マ
の
撮

影
で
特
定
し
な
が
ら
、
計
画
し

た
位
置
に
目
印
が
来
た
と
き
だ

げ
陽
子
線
を
照
射
す
る
。

陽
子
線
は
体
内
で
の
透
過
力

が
高
く、
が
ん
細
胞
で
止
ま
る

直
前
に
高
い
放
射
線
震
を
出
す

た
め
、
体
表
面
近
く
の
正
常
細

胞
へ
の
影
響
を
極
力
抑
え
て
が

ん
細
胞
を
狙
い
撃
ち
で
き
る
。

費
用
は
治
療
内
容
に
よ
る
が
、

約
2
5
0

万
円。
北
大
病
院
で

は
、
目
白
に
骨・
軟
部
腫
療
の

患
者
へ
の
ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ

ン
グ
を
使
っ
た
治
療
を
開
始
す

る
。

動
体
追
跡
シ
ス
テ
ム
は
現
陽子線精度よく照射

在
薬
事
申
請
中
で
、

両
者
を
組

み
合
わ
せ
た
治
療
は
秋
ま
で
に

開
始
の
見
込
み
だ
。

患
者
は
年
間2
0
0

人
を
想

定
。

こ
れ
ま
で
は
北
大
病
院
だ

げ
で
も
年
間
四
人
程
度
を
陽
子

線
・
軍
粒
子
線
治
療
が
で
き
る

道
外
の
病
院
へ
患
者
を
紹
介
し

て
い
た
と
い
い
、
白
土
教
授
は

「
治
療
の
選
択
肢
が
ひ
と
つ
増

や
せ
た。

北
大
病
院
で
治
る
と

い
う
症
例
が
積
み
上
が
れ
ば
、

国
内
外
か
ら
も
患
者
さ
ん
に
来

て
も
ら
え
る
と
思
う
」
と
話
し

て
い
る
。
(
熊
井
洋
美
)

朝

日
(
札
幌
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
沼
田
(
火
)

病
院
運
営
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問
い
合
わ
せ既
にm
件

最
先
端
の
陽
子
線
に
よ
る
が
ん
治
療
を
管
つ
道
内
唯
一
の
施
設
と
し
て
口
目
、
開
所
し
た

北
大
病
院
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
(札
幌
市
北
区
)
に
は
、
既
に
約

1
0
0

件
に
上
る
問
い

合
わ
せ
が
来
て
お
り
、
患
者
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る

。

た
だ
、
治
療
費
は
全
額
自
己
負
担

で
寧
均2
5
0

万
円
と
高
額
の
た
め
、
保
険
適
用
の
模
索
が
続
い
て
い
る

。

陽
子
線
は
通
常
の
放
射
墾
田
同
セ
ン
タ
ー
は
四
日
か
ら
治

療
の
エ
ッ
ク
ス
線
と
は
遣
い
、
療
を
開
始
す
る

。

憲
初
の
串
箸

腫
療
に
効
率
的
に
照
射
で
き
る
は
、
腹
部
の
骨

・
軟
部
組
織
腫

の
が
特
徴。
そ
の
た
め
、
エ
ッ
蕩。
自
主
臨
床
試
験
と
し
て
3

ク
ス
線
で
は
被
ば
く
量
が
大
き
カ
月
間
で
叩
例
以
上
の
多
様
な

く
な
る
大
き
な
腫
療
や
、
放
射
が
ん
の
治
療
を
実
施
し
、
夏
に

線
の
影
響
が
大
き
い
小
児
の
が
は
保
険
外
の
治
療
と
し
て
厚
生

ん
に
適
す
る。

労
働
省
に
申
請
し
、
広
く
患
者

什
目
j
i

l
l
i
-
i

-

を
受
け
入
れ
る
計
画
だ
。

射
一
止
線
射
射
の

臓
は
て
で
照
照
辺
北
大
で
は
小
型
で
低
コ
ス
ト

の
鳴
っ置
て
で
周
、
の
装
置
を
日
立
製
作
所
(
墓
泉

)

ん
弓
な
位
し
形

が
陽
に
の
節
る
べ
く

と
共
同
開
発
し
、
装
置
と
建
物

Z

露
謬
慌
合
わ
せ
て
約
議
円
か
け
て
整

治
一
が
、
よ
通
線
つ
備
し
た

。

線
の
量
り
る
を
ス
傷

子
療
線
あ
な
痩
ク
を
治
療
費
は
、
撃
備
費
用
に
加

陽
治
で
制
に
鍾ツ
揃
え
、
保
守
費
用
や
人
件
費
な
ど

線
さ
重
大
。
エ
組

回
目
深
世
最
る
る
お
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
高
額

圏

雲
竪
認
で
、
初
回
照
射
す
る
前
立
腺
が

ん
な
ど
で
平
均
約2
5
0

万

円
。

小
さ
な
肺
の
腫
療
な
ど
、

4

回
程
度
の
照
射
で
済
む
場
合

も
2
0
0

万
円
ほ
ど
に
な
る。

こ
の
た
め
厚
労
省
の
先
進
医
療

会
議
で
保
険
適
用
の
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
見
通
し
は
立

っ
て
い
な
い。

同
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
北

大
大
学
院
医
学
研
究
科
の
白
土

博
樹
教
授
は
、
記
者
会
見
で

「l
、

2

個
の
転
移
が
あ
る
症

例
で
も
効
果
が
あ
る
可
能
性
カ

あ
る
。

襲
程
の
献
が
ん
も
化

学
療
法
と
組
み
合
わ
せ
て
治
療

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
話

し
た
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
四
日
(
火
)



病
院
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
変
身

病
院
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
最

近
、
お
し
ゃ
れ
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
る
。

以
前
は
ご
く
普
通
の
飲

食
店
が
多
か
っ
た
が
、
観
光
地
顔

負
け
の
美
し
い
景
色
や
へ
ル
シ
l

メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
こ
と
で
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
に
は
満
席
と
な
る
人

気
店
も
あ
る。

一
度
、
利
用
し
て

み
て
は
い
か
がl
。

(平
沢
裕
子
、
写
真
も)

パ
l

で
夜
景

~~員長選白線版

璽
尽
・

築
地
市
場
を
見
下
ろ
す

絞
群
の
立
地
に
あ
る
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院。
州
四
階
の

ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
は
璽
尽

湾
に
か
か
る
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
リ
ツ

ヲ
や
お
台
場
、
浜
離
宮
、
岡
田
川

な
ど
が
一
望
で
き
る。

同
店
ホ
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
久
保

妙
子
さ
ん
は
「築
地
市
場
を
訪
れ

る
方
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
市

場
全
体
を
上
か
ら
見
た
こ
と
の
あ

る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
の
で
は。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
あ
る
北
側
だ
け

は
窓
が
な
い
の
で
見
え
ま
せ
ん

が
、
東
西
南
の3
方
向
の
景
色
が

全
部
楽
し
め
ま
す。

一
般
の
方
の

利
用
も
歓
迎
な
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
、
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
」
。

同
店
は
セ
ン
タ
ー
全
体
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
l

向
上
の
た
め
、
平
成
お

、-
ユ

、圃圃・

恒田園圃.「未病」メ東京湾岸を一望
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン。

景
色
だ
け
で
な
く
、
メ
ニ
ュ
ー
も

充
実。
和
洋
の
定
食
や
お
か
ゆ
、

ぞ
う
す
い
、
そ
ば
、
ラ
ー
メ
ン
に

加
え
、
パ
テ
ィ
シ
エ
が
作
る
ス
イ

l

ッ
、
本
格
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ

ン
に
よ
る
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
も
楽
し

め
る
。

正
午
か
ら
午
後2
時
ま
で

は
ラ
ン
チ
利
用
客
で
満
席
に
な
る

こ
と
が
多
い。
人
気
は
や
は
り
、

目
の
前
の
築
地
市
場
か
ら
毎
朝
仕

入
れ
て
作
る
海
鮮
井
。

こ
の
ほ

か
、
「外
出
で
き
な
い
入
院
患
者

さ
ん
が
食
べ
た
い
と
思
う
も
の」

と
し
て
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
た
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
は
「パ
ン
に
弾
力
が
あ

スカイレストランの酋側窓からはお台場やレインボー
ブリッジが見渡せる。 おすすめは夕暮れの時間帯だ

っ
て
ハ
ン
バ
ー
グ
と
の
相
性
が
絞

群
に
い
い
」
と
一
般
利
用
者
か
ら

も
好
評
だ。

生
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
、
カ
ク
テ

ル
を
そ
ろ
え
た
パ1
カ
ウ
ン
タ
ー

も
あ
る
。

リ
ニ
ュ
1

ア
ル
時
の
理

事
長
の
「職
員
の
ア
フ
タ
ー
フ
ァ

イ
ブ
を
充
実
さ
せ
た
い」
と
の
要

望
に
応
え
た
も
の
だ。
閉
店
時
間

が
午
後
7

時

(平
日
)
と
夜
遅
く

ま
で
利
用
が
で
き
な
い
が
、
季
節

に
よ
っ
て
は
夜
景
も
楽
し
め
る
。

タ
ニ
夕
食
堂
も

大
ヒ
ッ
ト
し
た
レ
シ
ピ
本『体

脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂』
の

レ
シ
ピ
を
再
現
し
た
定
食
が
食
べ

ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「タ
ニ
夕
食

店
内
中
央
に
あ
る
パ
1

カ
ウ
ン
タ
ー
。

店
内

は
車
裕
子
が
通
れ
る
よ
う
通
路
が
幅
広
く
ゆ

っ
た
り
し
た
作
り
だ
H

上
下
と
も
東
京
・
築

地
の
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

病
院
運
営

堂
」
が
入
る
N
T
T
東
日
本
関
東

病
院
(車
京
・

東
五
反
田
)
。
計

測
器
メ
ー
カ
ー
の
タ
ニ
タ
は
病
気

を
未
然
に
防
ぐ
「未
病
」
を
啓
同
車

し
て
お
り
、
こ
の
考
え
に
同
病
院

が
賛
同
、M
年
の
病
院
の
一
部
改

装
に
合
わ
せ
、
出
店
を
依
頼
し

た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
入
り
口
は
一
般

に
開
放
し
て
い
る
中
庭
側
に
も
あ

り
、
病
院
内
を
通
ら
ず
に
入
る
こ

と
も
で
き
る。
窓
か
ら
中
庭
が
見

渡
せ
る
店
内
は
病
院
の
レ
ス
ト
ラ

ン
と
い
-
つ
よ
り
、
街
角
の
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
と
い
っ
た
雰
囲
気

だ
。
「
近
隣
の
方
の
利
用
も
多

く
、

健
康
的
で
お
い
し
い
と
好

評
。

タ
ニ
夕
食
堂
で
の
食
事
を
楽

し
み
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ

た
方
も
い
ま
し
た。

春
か
ら
夏
は

中
庭
の
芝
生
の
グ
リ
ー
ン
が
き
れ

い
で
す
」
(
同
病
院
運
営
企
画
部

の
粟
屋
正
信
さ
ん)

メ
ニ
ュ
ー
は

「日
替
わ
り
定
食

(8
0
0

円
)
」
の
み
。

-
食
当

た
り
約
5
0
0

J
沼
、
塩
分
約3

匂
と
普
通
の
飲
食
店
の
定
食
に
比

べ
、
カ
ロ
リ
ー
・
塩
分
と
も
に
少

な
い
が
、
約2
0
0

勾
の
旬
の
野

菜
を
使
用
し
て
お
り
、
食
べ
応
え

は
十
分
だ。
午
前
日
時
必
分
か
ら

整
理
券
を
配
布
、
定
食
が
な
く
な

り
次
第
終
了
す
る。
年
来
年
始
を

除
き
、
年
中
無
休。

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊
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三院旦数が減少 l -~~雷同諸国師同軍ヨ町観JI~j岡留mJ;~白主協調.

eG胃がんの手一術のために病院に入院した80歳のマサエ
さんと大阪に住む一人娘。マサエさんは入院12 日間で退院
を促されるが、入院前より体が弱り、 1 人暮らしの生活を心
配している。

E~~塾這湖町・四国開局凶E

医師から告げられたのはfも
う大丈夫。退院してくださいJ
の言葉だけ。入院中に退院後の
生活について詳しい説明はな
かった。

病
院
運
営

退院して自宅に帰り、一人娘
も大阪に帰った。食事や入浴な
ど心配ごとが多く、マサエさん
は一人でため息をつく。

医師が紹介してくれた院内
の医療ソーシャルワー力ーが
I退院後に不安なことはないで
すかjとマサ工さんと般に尋ね
る。介護保険などについても説
明してくれる。

入院中に聞いてもらった退
院前のカンファレンス。マサ工
さんと娘と、退院後に関わる地
域のクリニックの医師やケア
マネジャー、訪問看護師らが顔
を合わせて、ケアについて話し
~ -
百つ。

E1m.・宜a悶l浦町扇凶・・・ー

宅療養相談を
ワ
1

カ
l

宗
田
知
子
さ
ん
は
態
者
か

ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
、
お
い
て
も
ら

え
ん
か
」
「
ま
だ
ご
飯
も
食
べ
ら
れ

ん
の
に
・
:
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
と
い
う。

「
病
院
は
『
病

気
が
泊
り
、
自
立
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
い
ら
れ
る
一
宮
と

思
っ
て
い
る
人
が
多
い
」
と
語
る

。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
必
要
な
治

療
が
終
わ
っ
た
ら
退
院
し
て
、
療
養

病
床
が
あ
る
病
院
に
転
院
し
た
り
、

自
宅
に
帰
っ
て
地
域
の
医
師
に
診
て

も
ら
い
な
が
ら
療
養
を
す
る
の
が
今

の
ス
タ
イ
ル
だ。

重
い
病
気
の
治
療
を
担
う
急
性
期
病
院
に
入
院
で
き
る
回
数
が
以
前
と
比
べ
て
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
各
病
院
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
退
院
後
の
生
市
市
環

境
を
整
え
る
「
退
院
支
援
」
だ

。

広
島
市
安
佐
北
区
の
安
佐
市
民
病
院
は
今
月
、
医

師
ら
が
演
じ
る
劇
で
訴
え
た
。

「
病
院
に
も
退
院
後
の
生
活
の
相
談
に
乗
る
ス
タ
ッ

フ
が
い
る。

一
緒
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
」

(平
井
敦
子
)

劇
「
マ
サ
エ
さ
ん
親
子
の
物
置剖
刊

は
、
安
佐
市
民
病
院
内
で
上
演

。

同
一出
射

病
院
の
医
師
や
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

一同
イ

の
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
が
そ
二
川

れ
ぞ
れ
自
分
の
職
業
と
同
じ
役
割
を

一陪
聞

き

「露
支
援
」
の
大
切
さ
を

一病

伝
え
た。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
背一民

厳
し
い
財
政
事
情
や
、
「
そ
も
そ

も
病
院
娃
損
す
る
の
が
役
劃
で
長

期
療
養
の
場
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
高
度

医
療
を
担
う
病
院
は
平
均
存
鹿
日
数

を
短
く
す
る
よ
う
、
制
厚
生
っ
て

誘
導
さ
れ
て
き
た
。

重
症
患
者
の
救

一般病床の平均在院回数の推移
(厚生労働省病院報告より)

いざというとき、大きな病院に持っていく
「かをくけとJ(安佐市民病院が作成)

かかりつけ医師、介護や生活の情報

キ-Hーソンの連絡先

H薬手帳

健康診断の結果、ケアマネジャーの名前

心情え 「入院してもいずれ退院する。
安心な生活のために準備しようJ

副
院
長
は
「
入
院
す
る
と
き
に
持
っ

て
き
て
ほ
し
い
『
か
き
く
け
こ
』
が

あ
り
ま
す
」
と
語
る。「
か
」
は
か

か
り
つ
け
医
師
ゃ
い
ま
受
け
て
い
る

介
護
の
情
報。
「
き
」
は
、
自
分
を

支
え
て
く
れ
る
家
族
の
キ
l

パ
l

ソ

ン
の
連
絡
先
。

「
く
」
は
お
薬
手
帳

。
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|重い病気 I 

景
に
は
、
入
院
回
数
が
短
く
な
っ
て

一5

い
る
世
福
カ
あ
る
。

ミ
J

壁
努
働
省
の
病
院
墾
口
に
よ
る
士官

と
、
主
に
急
件
期
の
患
者
を
対
象
と
E
3

す
る
一
葉
床
の
8
1
2

年
の
平

一の

均
露
日
数
は
口
・
5

弓
霊
前

一島

の
ロ
・
8

日
と
比
べ
る
と
半
会
む
く一f
A

の
短
さ
に
な
っ
て
い
る
。

-

J

転院や白

急
も
担
う
安
佐
市
民
病
院
の
今
年

1

月
末
ま
で
叩
カ
月
間
の
平
均
在
院
日

数
は
日
・
9
日
。

7

年
前
よ
り4
日

ほ
ど
短
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
患
者
や
家
族
は
、
そ
ん

な
に
早
く
退
院
す
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。

同
病
院
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

.

総
合
相
談
室
の
医
療
ソ
1

シ
ャ
ル

退
院
後
の
生
活
早
め
に
準
備 そ

こ
で
必
要
な
の
が
、
病
院
の
「
退

院
支
援
」
の
活
用
だ
。

「不
安
が
あ
れ
ば
入
院
中
に
、
病

院
の
ス
タ
ッ
フ
に
退
院
後
の
相
談
を

し
て
ほ
し
い
」
と
宗
田
さ
ん
は
力
を

込
め
る。
医
療
ソl
シ
ャ
ル
ワl
カ

ー
や
看
護
師
ら
が
、
転
院
や
自
宅
療

養
の
態
勢
づ
く
り
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
必
要
な
機
関
に
つ
な
い
で

い
る
。

ま
た
、
劇
を
企
画
し
た
土
手
腹
五 「

け
」
は
、
健
康
診
断
の
結
果
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
名
前
。
「
こ
」
は
、

「
入
院
し
て
も
い
ず
れ
退
院
す
る

。

安
心
で
き
る
律
語
の
た
め
に
準
備
を

し
な
く
て
は
」
と
い
う
心
構
え

。

土
手
副
院
長
は
コ
元
気
な
'
2つ
に

『
か
き
く
け
こ
』
を
準
備
し
て
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
お
日
(
水
)

，

.
3
1

〉

3
〉

y
h
3
1
3
1
L
4
J

や
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
こ
と
が
分
譲
す
る
な
ら
、

7
、

8

歳
で
も
あ

」
園
胴
川

7
;

…J
1
ー
し
-
ミ
リ

J
t・
E

一
コ
J
rっ
た
:
一
セ
=
-
一

か
り
、2
8
5

年
に
始
め
た」と
、
げ
て
も
大
丈
さ
と
渡
部
助
産
師

。

開
院
号
丸
一
言
恩
き
自
白
室長の
母
で
も
雲
襲
警
助

「た
宍
病
気
な

g
ざ
ま
な
理

4
T
I
l
-

い

J
主
7
t
z
T

し
寸
l
Z

「
フ
て
口

U
U

ヘX
M
ハ
婿
矛

産
師
。
由
か
ら
母
乳
を
あ
げ
ら
れ
な
い
人
、

J
E
-
-
E

，

l
i
-
-
寸
L
E
t
-

、
戸
宅
「

|
L

く

I

く
」
コ
同
て
く
一
コ

V
島
砕
田
山

、
回

F
H
w
-
1

・

i
t
-
-
1
1
4
1

〈
付
則

そ
も
そ
も
母
乳
は
な
ぜ
い
い
の
続
け
ら
れ
な
い
人
も
い
る

。

渡
部
助

し
.
居
中

大
変
革
警
経
て
有
た
わ
が
子
を
、
で
き
る
も
の
う

。

ヨ

か
。

同
震
の
語
用
に
独
自
に
作
産
師
は「た
る
ミ
ル
ク
で
も
赤

叶
4
J
な
ら
母
乳
で
宵
て
た
い
と
願
う
譲
歩
な
く
な
い

。

公
立
同
震
が
取
量
ん
だ
き
っ
か
け

量
尼
ら
れ
た
喜
子
習
テ
キ
ス
ト
に
は①
ち
ゃ
ん
の
回
覧
て
し
っ
か
り
抱
い

f

目
、
.
芽
室
病
院
(室
長
き
で
は
こ
う
し
た
思
い
に
応
え
は

「お
著
し
た
ら
お
っ
ぱ
い
が
出荷

量
認
に
関
わ
る
「
オ
キ
シ
ト
シ
て
著
書
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

さ
晶
巴
土

て
い
こ2

、
ユ
ニ
セ
フ(号
室

)
な
ど
が
進
め
る

。

自
然
な
こ
と
が
な
ぜ
で
き
な
い臨

ン
」
な
ど
課
語
ホ
ル
モ
ン
が
出
事

。

逆
に
霊
で
も
同
じ
こ
と
が
言

b
V
5
3

る
「赤
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
い
震(ベ
ビl
・
フ
レ
ン
ド
リ
の
か
」
と
の
ス
タ
ッ
フ2
5

。

調

て
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
思
い
が
深
ま

き

え
る。
赤
ち
ゃ
ん
と
の
紳
を
ま
る

T
E
E

-
-ホ
ス
ピ
タ
ル」
(B
F
H)
の
認
定
号
、
母
乳
育
1
9
9
7

語
、
出
守
目
白
か
ら

t
o
夢
ロ
プ
リ
ン
や
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
手
段
の
一
つ
な
の
で
す
」
と
話
し
て

に

+
Z
3
児
を
推
進
し
て
い
る
。
同
露
五

1
力
量
時
露
だ
っ
た
母
子
同
床
章
一
室
窓
ら
{
ン
な
ど
嚢
に
か
か
り
に
く
く
す
る
い
る

。

パ

+
Z
，
F
乳
率
はM
・1
%
(
3
1
2年
度)
。閃
年
に
認
定
を
に
変
え
た

。

愛

物
質
な
ど
喜
ま
れ
免
疫
力
を
ア
ッ

聞
い
会
革
同
病
院
0
1
5
5

A
:

・

受
け
、
昨
年
に
は
認
定
を
事
し
た
。

管
内
議
一
、
道
内
章
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

海

プ
す
る
富
乳
房
}
飲
む
た
譲
気
よ・臼
・
2
8
1
1

0
(集
い
づ
み
)

や

で
も
3
施
設
し
か
な
いB
F
Hの
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

出
著
書
室
議
へ
の
取

院
く
か
を
言
動
か
す
罪
議

り
組
み。
母
乳
育
児
外
来
を
設
け
て胸
肱
U
り
返
す
こ
と
で
、
口
腔
(こ
う
く
う
)

』
内J
B
F
H

と
は
、
ユ
ニ
セ
フ
とW
H

「
分
娩(ぷ
ん
べ
ん)
後
初
分
以
内
い
る
ほ
か
、
「
2

週
間
健
診」
を
実
晴
時
-
器
官
が
育
ち
丈
夫
な
歯
の
土
台
を
作

七

O

(世
界
保
健
機
坦
が
霊
巴
た
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
母
乳
を
あ
げ
ら
れ
施

。

「
退
院
後
、
1

カ
月
健
診
ま
で、
真

?
な
ど
と
盟
山
さ
れ
て
い
る
。

「
糟

+
澗
付

「母
乳
育
児
成
功
の
た
め
の
叩
カ
条
」
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど

。

全
国
で
は
の
問
、
周
囲
の
声
や
自
身
で
母
乳
量
神
安
定
の
意
味
も
あ
る
の
で
母
乳
は

「
。

を
長
い
間
信
露
す
る
病
院
。

例
え
ば
約
叩
施
設
が
実
臨
し
て
い
る
と
い
が
足
り
て
い
な
い
の
で
は
と
悩
み
、
無
理
に
や
め
な
く
て
も
い
い

。

子
供

病
院
運
営

十
勝
毎
日
新
聞

2
0
1
4

年
3

月
お
日
(
日
)
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6 キロ総力戦

間
衛
隊
も
救
急
車
や
人
員
を
鑓
供
し
患
者
の
移

送
に
協
力
し
たH1
日
、
佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー

病院分割

!;iijjiiili!?ji 
お議会話ド2孝夫白こ産審
22555fZ 議室 25fii

順
を
最
終
確
認
し
た
後
、
本
院
を

出
た
患
者
が
次
々
に
セ
ン
タ
ー
に

き
塗
れ
た
。

自
復
員
や
看

護
掌
&
す
り
の
手
も
借
り
、
直
線
距

離
で
約6
J
離
れ
た
両
病
院
聞
を

ピ
ス
ト
ン
睡
で
、5
時
間
ほ
ど

で
無
事
に
終
了
し
た
。

患
者
の
菅
沼
に
前
後
し
て
、
C

T

(コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

装
理
や
M
R
I
(磁
気
共
鳴
画

病
院
運
営

患
者
の
受
け
入
れ
を
翌
日
に
鐙
え

一
列
に
並
べ
ら
れ
た
ベ
ッ
ド

H
2

月
お
目
、
佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー

像
装
置
)
な
ど
の
大
型
医
療
機

器
凶
台
を
本
院
か
ら
専
門
蛍
著
が

運
び
、
機
器
メ
ー
カ
ー
の
技
術

者
ら
が
設
置。
病
棟
で
は
、
通
常

業
務
の
合
聞
に
看
護
師
ら
が
医
薬

品
や
事
務
用
品
・

4
ど
を
選
別
し
て

箱
詰
め
し
、
セ
ン
タ
ー
に
運
ぶ
作

業
が
毎
晩
遅
く
ま
で
続
い
て
い

た
。移

転
作
業
を
担
当
し
た
同
病
院

再
構
築
推
進
室
の
堀
勝
俊
さ
ん

(必
)は
「
濠
雪
の
影
響
も
心
配
し

た
が
、
無
事
に
患
者
の
登
志
が
で

き
て
ほ
っ
と
し
た。
佐
久
医
療
セ

ン
タ
ー
を
ど
う
運
営
し
て
い
く

か
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
」

と
話
し
て
い
た。

写
真
・
文
米
川
貧
世
官

患
者
の
受
け
入
れ
が
始
ま

る
直
前
に
、
手
順
を
鰻
終

確
四
郎
す
る
医
師
や
看
樋
師

ら
H
1

目
、
佐
久
医
療
セ

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

ン
タ

2
0
1
4

年
3

月
3

日

(月
)
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日本医科大学付属病院の新病院はまず7割が完成する

日本医科大学付属病院

前期
完成予定) ( 14年春完成)

......,...• 
ヘリポート

VIP 

一般病練

r J曹設 l備え梁が
突き出る

後期
( 1 7年

工
区
、
順
繰
り
に
移
し
替
え

東
京
都
文
京
区
の
日
本
医

斜
大
学
付
属
病
院
が
こ
の

啓
、
ま
ず7
飢
ほ
ど
生
ま
れ

変
わ
る。
入
院
や
外
来
と
い

っ
た
病
院
と
し
て
の
機
能
を

維
持
し
な
が
ら
新
し
い
建
物

を
築
く
た
め
、
工
区
を
順
繰

り
に
移
し
替
え
て
い
く
「
ロ

ー
リ
ン
グ」
工
事
に
大
成
建

般
が
挑
ん
で
い
る。
新
病
院

は
し
ば
ら
く
の
問
、
窓
の
無

い
一
風
変
わ
っ
た
壁
面
を
さ

ら
け
出
す
こ
と
に
な
る。

豆
腐
を
包
丁
で
切
っ
た
よ

う
な
壁。
小
愈
ひ
と
つ
な
い

が
、
よ
く
見
る
と
梁
(
は
り
)

が
突
き
出
て
い
る。

表
面
に

さ
ぴ
止
め
を
施
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
建
物
を
継
ぎ
足

す
た
め
の
も
の
だ。
壁
は
断

熱
性
に
優
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
で
、
建
物
を
足
し
た
後

に
漉
し
て
し
ま
う

。

「地
域
の
箆
要
な
イ
ン
フ

新
し
い
建
物
を
造
り
、
引

っ
越
し
て
か
ら
古
い
も
の
を

解
体
す
る
ほ
ど
の
敷
地
は
な

い
。

別
の
同
刷
所
に
移
転
し
て

す
べ
て
を
更
地
に
す
る
と
、

病
院
と
し
て
の
緩
能
を
長
期

間
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ジ
レ
ン
マ
を
解
決
す
る
た

め
に
病
院
が
選
ん
だ
の
が
ロ

ー

リ
ン
グ
工
事。
部
分
的
に

老
朽
建
築
物
を
解
体
、
内
部

の
機
能
を
移
し
、
空
い
た
土

地
に
新
施
設
を
造
る
。

こ
の

繰
り
返
し
で
悶
年
を
め
ど
に

全
体
の
完
成
を
目
指
す
。

地

ラ
で
あ
り
、
上

ω
階
、
地
ド5
階
の
新
病

わ
け
に
は
い
け
な
い」
。
大
院
は
7

対
3

の
割
合
で
前
期

成
建
設
の
設
計
本
部
建
築
設
と
後
期
に
工
程
を
分
け
る

。

計
第
五
部
の
恒
川
真
一
一
設
計
工
事
の
難
し
さ
の
ひ
と
つ

室
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

日
は
、
作
業
エ
リ
ア
と
使
用
を

医
大
は
2
0
0
6

年
に
施
設
続
け
る
施
設
が
隣
接
す
る
こ

の
建
て
笛
え
工
事
に
着
手
。
と
。

と
り
わ
け
病
院
は
「騒

そ
こ
に
障
壁
と
な
る
の
が
敷
音
や
振
動
が
診
療
や
医
療
機

地
面
積
だ。

器
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
細

前期工事が終わり つ
つある新病院には仮
の壁が広がる

病
院

運
営

心
の
注
憲
を
払
う」
(
手
嶋

弘
工
事
長)
。
低
騒
音
型
の

重
機
を
了
寧
に
運
用
し
、

周

辺
の
住
宅
に
も
配
慮
す
る
。

ロ
ー

リ
ン
グ
以
外
に
も
鼠

先
端
の
技
術
が
詰
ま
る
。

傾
斜
地
に
立
つ
ゆ
え
、
免

震
装
置
も
中
間
階
に
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で

は
内
部
の
間
取
り
を
変
え
る

た
び
に
火
災
対
策
を
検
証
し

直
す
ケ
1

ス
が
多
か
っ
た。

大
成
は
再
検
証
の
手
間
や
費

用
を
省
く
新
型
装
置
を
開

発
。
「
安
全
性
と
運
用
性
を

両
立
し
た
」
(
設
計
本
部
の

佐
藤
芳
久
徳
造
設
計
第
一
部

長
)
部
材
を
使
う
。

事
業
主
が
使
い
な
が
ら
工

事
を
進
め
た
い
と
考
え
る
物

件
は
少
な
く
な
い
。

機
能
を

保
ち
な
が
ら
施
設
の
価
値
を

高
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
そ
こ
に

は
生
き
る。
(
比
奈
回
悠
佑)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1

4

年
3

月
5

日

(
水
)
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日
本
海
に
面
し
た
留
萌
管
内
初
山
別

村
は
、
人
口
1
3
0
0
人
余
り
の
過
疎

の
村
。

高
齢
化
率
も
お%
と
全
道
平
均

を
ω
御
上
回
っ
て
い
る
。

生
ま
れ
育
っ
た
初
山
別
で
委
と
暮
ら

す
無
職
立
花
実
さ
ん(吃
)は
2
0
0
8

年
に
股
管
が
ん
、u
年
に
心
臓
病
を
患

っ
た
。

い
ず
れ
も
村
の
診
療
所
で
異
常

地
域
医
療
を
支
え
る

過
疎
高
齢
化

増
え
る
受
診

医療費 1 位の初山別田

が
見
つ
か
り
、
初キ
ロ離
れ
た
留
萌
市
立

病
院
で
手
術
を
受
け
た。
2
回
の
入
院

で
総
医
療
費
は
3
0
0
万
円
を
超
え
、

自
己
負
担
を
減
ら
す
高
額
療
養
費
制
度

を
使
っ
て
も
、
支
払
い
は
ω
万
円
近
く

に
な
っ
た
。

通
院
往
復
4

時
間

今
も
年
5

回
、
検
査
の
た
め
留
萌
ま

で
往
復
4
時
間
か
げ
て
パ
ス
で
通
院
。

初
歳
を
超
え
、
医
療
費
の
自
己
負
担
は

3
割
か
ら
1
割
に
減っ
て
6
万
円
に
な

っ
た
が
焚
通
貨
2
万
円
、
国
民
健
康
保

険
料
η
万
円
を
合
わ
せ
る
と
、
年
間
お

万
円
か
か
る。
明
細
書
や
闘
病
メ
モ
を

フ
ァ

イ
ル
に
と
じ
、
「ま
た
大
病
を
し

た
ら
大
変。
ち
ゃ
ん
と
健
康
管
理
を
し

な
い
と
、
と
自
分
に
活
を
入
れ
る」
。

村
は
日
年
度
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
1
人当
た
り
総
医
療
費
が
伯
方
9

国
は
制
度
、
財
政
面
支
援
を

初
山
別
村
の
宮
本
憲
幸

村
畏
地
域
で
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
す
に
は
、
医

師
や
看
護
師
の
確
保
な
ど

医
療
態
勢
の
強
化
が
必
要

だ
。

一
方
、
村
民
に
も
医

療
に
頼
り
過
ぎ
ず
、
が
ん

や
脳
疾
患
な
ど
高
い
治
療

費
が
か
か
る
病
気
の
予
防

の
た
め
、
検診
の
受
診
や

生
活
改
普
に
取
り
組
む
意

識
を
も
っ
と
持
っ
て
ほ
し

7
4
2
円
と
な
り
、
市
町
村
別
で
全
道

1
位
、
全
国
で
も
高
知
県
北
川
村
に
次

ぐ
2
位
だ
っ
た
。

全
道
平
均
のM
万
8

9
6
0
円
、
全
国
平
均
の
初
万
8
6
6

9
円
を
大
き
く
上
回
る
。

医
療
費
を
押
し
上
げ
る
の
は
、
「
高

齢
化
が
進
み
、
箆
い
病
気
に
か
か
る
人

が
揃
唱
え
た」(村
住
民
課)
の
が

一因
。

人
口
が
少
な
い
た
め
重
病
者
が
少
数
で

も
影
響
は
大
き
い。

貯
金
崩
し
病
院
へ

村
内
の
無
職
女
性
(
冗)は
2
週
間
お

き
に
村
の
診
療
所
を
受
診
す
る
ほ
か
、

隣
町
の
道
立
羽
幌
病
院
と
札
幌
の
病
院

で
そ
れ
ぞ
れ
3
カ
月
に
1
度
、
高
血
圧

や
腹
の
持
病
を
治
療
し
て
い
る
。

7

種

類
の
薬
を
服
用
し
、
総
医
療
費
の
1
割
、

年
5

万
円
の
自
己
負
担
は
貯
金
を
崩
し

て
払
う。

ぃ
。

医
療
費
を
抑
え
ら
れ

れ
ば
、
そ
の
分
、
村
の
振

興
策
な
ど
「
攻
め
」
の
部

分
に
財
源
を
使
え
る。
た

だ
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、 財

政
基
盤
も
弱
い
小
さ
な

村
に
で
き
る
こ
と
に
は
限

界
も
あ
る。
国
に
は
地
域

医
療
が
充
実
に
向
か
う
制

度
面
、
財
政
面
の
支
援
を

求
め
た
い。

直
面
総
医
療
費
患
者
の
通
院
、
入
院
、薬
の

回
目
処
方
に
か
か
る
総
賞
用
の
こ
と

。

こ
れ
に

対
す
る
患
者
の自
己
負
担
割合
は
年
齢
に
よっ
て

決
ま
る。
就
学
前
の
子
供
が
2
割
、
小学生
か
ら
旬

歳
未
満
が
3
割
、
相
川
歳
以
上
が
1
創

(現
役
並
み

所
得
者
は
3
割)
。叩
s
m同
銀
は
4
月
以
降
、
新

女
性
は
独
り
暮
ら
し。
5

年
前
に
夫

を
亡
く
し
、
2
人
の
息
子
は
札
幌
に
住

む
。

「
息
子
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
が

あ
る
。

で
き
る
だ
け
自
力
で
暮
ら
せ
る

よ
う
、
体
の
気
に
な
る
部
分
は
全
部
診

て
も
ら
う
の
」
。若
者
が
去
っ
た
村
で
、

健
康
不
安
も
高
齢
者
の
足
を
病
院
に
向

か
わ
せ
る
。

入
院
に
も
道
内
特
有
の
事
情
が
あ

る
。

岡
村
の
患
者
も
多
い
道
立
羽
幌
病

院
で
は
U
年
度
、
1
日
平
均
の
入
院
患

者
は
冬
が
ω
・5
人
と
、
そ
れ
以
外
の

お
・
7

人
よ
り
約
7
人
多
い。
奥
雅
志

院
長
(
臼
)
は「冬
は
通
院
が
大
変
だ
か

ら
入
院
さ
せ
て
、
と
い
う
高
齢
者
が
楢
唱

え
る
」
と
明
か
す
。

基
金
底
突
く
恐
れ

村
も
現
状
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る

わ
り
で
は
な
い。
医
療
費
が
僧
え
れ
ば
、

患
者
の
自
己
負
担
ば
か
り
で
は
な
く
村

民
の
普
段
の
保
険
制
に
も
跳
ね
返
る
か

ら
だ
。

村
は
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
値

上
げ
を
回
避
し
て
き
た
結
果
、
保
険
料

は
道
内
の
平
均
レ
ベ
ル
に
抑
え
て
い

る
。

た
だ
、
基
蚕
は
7
年
後
に
底
を
突

く
恐
れ
が
あ
る。

た
に
初
歳
に
な
る人
か
ら
2
割。
高
額
療
養
貨
制

度
や
市
町
村
に
よ
る
乳
幼
児
ら
の
医
療
費
減
免
な

ど
自
己
負
担
を
別
途
、
援
滅
す
る
仕
極
み
も
あ
る

。

自
己
負
担
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
加
入
す
る
健
康
保
険

の
下
、
加入
者
が
支
払
う
保
険
制
と
、
税
金
で
賄

う
。

健
康
泡
進
で
医
療
費
を
抑
え
よ
う

と
、
村
は
辺
年
度
、
が
ん
検
診
妥
診
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
時
に
ポ
イ
ン
ト
を

も
ら
え
、
地
元
で
買
い
物
で
き
る「マ

イ
レ
1

ジ
制
度
」
を
導
入。
携
帯
端
末

に
よ
る
高
齢
者
の
安
否
確
認
も
始
め
た

と
こ
ろ
だ
。

初
山
別
村
の
医
療
費
の
高
さ
は
特
別

な
の
か
。

国
立
社
会
保
障・
人
口
問
題
研
究
所

は
U
年
後
の
お
年
、
道
内
会
宜
伸
の
高
齢

者
の
割
合
が
お
%
、
独
居
や
夫
婦
の
高

齢
者
世
帯
も
ω%
に
透
す
る
と
推
計
。

会
道
の
1
人当
た
り
総
医
療
費
は
近
年

の
年
平
均
2・
2

%
の
伸
び
を
続
け
る

と
、
お
年
度
にU
万
3
千
円
と
な
る
計

算
だ
。

ち
ょ
う
ど
今
の
初
山
別
並
み
だ
。

過

疎
と
高
齢
化
で
医
療
へ
の
依
存
度
が
高

ま
っ
た
村
の
姿
は
、
道
内
各
地
の
未
来

像
と
な
る
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。

<VO

高
齢
化
の
進
行
や
高
度
な
医
療
技
術

の
普
及
に
よ
り
、
医
療
質
が
膨
ら
ん
で

い
る
。

そ
の
負
担
は
患
者
本
人
だ
け
で

な
く
、
消
段
税
増
税
や
保
険
料
の
引
き

上
げ
を
通
じ
、
国
民
が
広
く
背
負
う
こ

と
に
な
る
。

第
2
部
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
医
療
と
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
。

(報
道
セ
ン
タ
ー
の
須
藤
真
哉
、
佐
野

智
子
、
小
森美
替
が
担
当
し
、5
団
連

載
し
ま
す)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
お
日
(
水
)

70 
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て

住
む
町
で
幼
万
円
も
の
違
い

-・陸軍姐扇圏直言E涯I'Þ~冒個-

代
夫
婦
と
子2
人
、
道
内
の
加入
者
で

は
標
海
的
な
年
収3
1
1

万
円
(控
除

後
所
得2
0
0

万
円
)
の
世
帯
を
想
定

し
、
道
内
各
市
町
村
に20
1
3

年
度

の
保
険
制
を
試
算
し
て
も
らった
。

そ

の
結
果
、
最
高
の
仁
木
町
は
最
低
の
幌

加
内
町
の
2

・
3

倍
。

仁
木
で
は
所
得

の
4

分
の
1

が
保
険
制
で
消
え
る。

保険料格差

後
志
管
内
仁
木
町
臼
万4
1
0
0

円
、
上
川
管
内
幌
加
内
町
忽
万84
0

0

円
|

北
海
道
新
聞
は
自
営
業
者
や
農
漁
業

者
ら
が
対
象
の
国
民
健
康
保
険
で
、
州
叫

廃
業
し
引
っ
越
し

果
樹
園
地
帯
が
続
く
仁
木
町
の
慈
一
幹

産
業
を
支
え
て
き
た
ω
代
の
農
業
男
性

の
保
険
料
は
年
間
切
万
円
以
上
。

「
一生

懸
命
働
い
て
も
全
部
取
ら
れ
る
感
じ
。

あ
と
何
年
か
で
農
家
を
や
め
、
保
険
制

が
安
い
マ
チ
に
引
っ
越
す
」
と
い
う
。

委
と
月
お
万
円
余
り
の
年
金
で
暮
ら

す
男
性(苅
)は
、
制
万
円
の
保
険
料
と

国

※
標
準
世
帯
は
ω
代
夫
婦
と
未
成
年
の子
2

人
、
年
間

所
得
2
0
0

万
円
、
固
定
資
産
税
額5
万
円
を
想
定

道内市町村の国民健康保険料ランキング=穣準世情

病
院
通
い
で
年
間
ω
万
円
を
負
担
す

る
。

病
院
の
あ
る
小
樽
市
ま
で
の
ガ
ソ

リ
ン
代
を
減
ら
す
た
め
、
4

年
前
に
車

を
軽
自
動
車
に
買
い
替
え
た
が
「
4

月

に
消
費
税
も
上
が
る
。

生
活
は
ゆ
る
く

な
い
」
。

受
診
時
の
医
療
費
は診
療
報
酬
の
点

数
で
全
国
一
律
だ
。

な
の
に
、
受
診
時

に
備
え
て
支
払
う
保
険
制
が
、
市
町
村

聞
で
大
き
く
漂
っ
の
は
な
ぜ
か
。

所
得
補
償
が
明
暗

保
険
料
は
各
市
町
村
の
国
保
加
入
者

の
医
療
費
な
ど
か
ら
、
国
や
都
道
府
県

の
補
助
を
除
い
た
額
を基に
決
め
る
。

仁
木
町
の
担当
者
は
「
重病
に
か
か
る

人
が
続
き
、
医
療
費
が
纏
え
た
。

町
内

に
高
所
得
者
は
少
なく
、
中
間
層
以
下

の
負
担
を
き
っ
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
話
す。

u
年
度
の
加
入
者1
人
当
た
り
の
総

医
療
費
は
幌
加
内
町
が
全
道
平
均
並
み

の
あ
万4
千
円
な
の
に
対
し
、
仁
木
町

は
紛
万5
千
円
(患
者
負
担
は
そ
れ
ぞ

れ
、
こ
の3
割
以
内)
。

一
方
、
仁
木
の
1

人
当
た
り
所
得
は

幌
加
内
の
約
3

分
の
l
。

幌
加
内
は

「
(民
主
党
政
指
が
導
入
し
た)戸
別

所
得
補
償
制
度
で
ソ
パ
農
家
の
所
得
が

大
幅
に
増
え
た」
(
町
住
民
課)
が
、

仁
木
で
主
力
の
果
樹
農
家
は
制
度
の
対

象
外
だ
っ
た
の
が
要
因
だ。

未
収
を
全
体
負
担

両
町
以
外
も
医
療
費
と
保
険
制
判
の
高

低
は
お
お
む
ね
連
動H
表
H
。

函
館
市

で
は
日
年
度
の
保
険
料
収
納
率
が
全
道

最
低
の
剖
%
と
な
り
、
会
古
悼
の
負
担
を

上
げ
て
穴
埋
め
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情

も
加
わ
る

。

負
担
の
格
差
を
緩
和
し
よ
う
と
、
厚

生
労
働
省
はη
年
度
ま
で
に
国
保
運
営

を
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
す
方

針
。

1

月
末
、
全
国
知
恵
会
な
ど
と
協

議
に
入
っ
た
。

だ
が
、
各
都
道
府
県
で
保

険
料
を

一律
に
す
る
か
、
市
町
村
別
に

一定
の
違
い
を
残
す
か
、
調
艶
は
こ
れ

か
ら
だ
。

十
勝
管
内
更
別
村
は
ω
年
以
上
続
け

る
住
民
健診
な
ど
が
実
り
、
医
療
費
が

全
道
一、
保
険
料
も2
番
目
に
安
い。

収
納
率
は
ω%
。
岡
出
誠
司
村
長(釘
)

は
「
医
療
質
低
減
や
収
納
率
で
成
果
を

挙
げ
た
マ
チ
の
国
保
料
は
安
く
な
ら
な

い
と
、
住
民
は
納
得
で
き
な
い
」
と
強

調
す
る。

き
だ
。

た
だ
、
国
保
の
運
営

主
体
を
都
道
府
県
に
移
し
て

も
、
保
険
制
徴
収
は
引
き
続

き
市
町
村
が
担
う
こ
と
に
な

る
。

仮
に
保
険
料
が
全
道一

削
減
努
力
、
反
映
す
る
体
制
を

小
樽
商
引
科
大
の
片
桐
由
膏

教
授
(社
会
保
障
法)

市

町
村
闘
で
国
民
健
康
保
険
料

が
倍
以
上
違
う
の
は
住
民
に

は
納
得
し
が
た
く
、
格
差
は

一定
の
範
囲
内
に
収
め
る
べ

保
険
制
に
反
映
さ
れ
る
仕
組

み
は
、
今
後
も
必
要
だ。
医

療
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
に
は
、
初
期
医

療
の
充
実
な
ど
、
過
剰
な
受

診
を
防
ぎ
、
被
保
険
者
会
体

の
負
担
を
抑
え
る
体
制
も
求

め
ら
れ
る
。

律
に
な
れ
ば
、
各
市
町
村
で

収
納
率
を
高
め
る
動
機
が失

わ
れ
、
国
保
財
政
の
悪
化
を

招
き
か
ね
な
い。
収
納
率
向

上
や
医
療
費
削
減
の
努
力
が

fiii?p 
i iiiigi 
Z2更22ZE
E 225日雪量

額
(所
得
割)
、
固
定
資
産
税
に
乗
じ
る

額
(資
産
割
)
、
世
帯
人
数
に
一
定
額
を

乗
じ
た
額
(均
等
働)
、
各
世
帯
均
等
に

課
す
額
(平
等
割
)
の
4

要
素
の
合
計
で

決
め
る。

仁
木
町
の
場合
、
高
い
医
療
貨
に
見
合

う
保
険
料
を
幅
広
く
集
め
る
た
め
、
幌
加

内
町
に
比べ
、
所
得
割
が
約5
倍
、
平
等

割
が
約3
倍
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
法
で
は
相
互
扶
助
の
理

念
に
基
づ
く
保
険
料
方
式
が
原
則

。

た
だ
、

滞
納
が
あっ
た
場
合
の
時
効
が
保
険
料
よ

り
3

年
長
い5
年
で
、
滞
納
分
を
徴
収
し

や
す
い
保
険
税
方
式
を
採
用
す
る
自
治
体

も
多
く
、
仁
木
や
幌
加
内
も
採
用
し
て
い

る
。

地
域
医
療
を
支
え
る

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
幻
日
(
木
)

71 
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朝
食
後
、
直
径9
戸
の
錠
剤

4

錠
を
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
る
。

札
幌
市
の
会
社
員
森
猛
さ
ん

(卯
)
は
毎
日
、
感
謝
の
気
持
ち

を
抱
い
て
、
H

高
価
な
命
綱H

を
コ
ッ

プ
の
水
で
飲
み
込
む。

森
さ
ん
は
叩
年
前
、
曽
阻
閣
の

外
側
に
で
き
る
が
ん「消
化
管

閑
質
麗
晴
樹
」
を
発
症
、
手
術
し

た
が
再
発
し
、7
年
前
か
ら
新

タ
イ
プ
の
抗
が
ん
剤
「グ
リ
ベ

ッ

ク
」
を
服
用
し
て
い
る
。

新
薬
で
「
命
拾
い
」

分
子
標
的
薬
と
呼
ば
れ
、
が

ん
細
胞
を
樽
や
す
タ
ン
パ
ク
質

を
狙
い
撃
ち
、
正
常
な
細
胞
に

影
響
せ
ず
悪
化
を
防
ぐ
。

-
錠

2
7
4
9

円
。

1

日
4

錠
で
約

1

万
1

千
円
。

-
年
で
約4
0

0

万
円
1
。

そ
れ
で
も
保
険
の

適
用
で
高
額
療
養
費
制
度
も
使

技術進歩の裏で図

保
険
適
用

地
域
医
療
を
支
え
る

経
済
性
が
壁
に

え
る
た
め
、
森
さ
ん
の
自
己
負

担
は
年
間
約
鈎
万
円
で
済
む
。

グ
リ
ベ
ッ

ク
は
森
さ
ん
が
発

症
す
る
前
の
年
、
保
険
適
用
に

な
っ
た
。

経
過
は
良
好
だ。
「命

拾
い
し
た
。

自
分
は
み
な
さ
ん

の
保
険
料
で
生
き
て
い
る
」

医
療
境
術
の
進
歩
に
よ
り
、

高
度
で
高
価
な
治
療
法
が
患
者

を
救
う。
一方
、
厚
生
労
働
省
の

レ
セ
プ
ト(診
議
報
酬
明
細
書)

の
分
析
で
は
近
年
の
医
療
費
増

加
の
要
因
は
技
術
の
高
度
化
と

高
齢
化
で
二
分
さ
れ
る。
こ
う

し
た
背
景
か
ら
、
薬
や
医
療
技

術
が
保
険
適
用
に
な
る
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

治
療
1

回
初
万
円

北
大
が3
月
か
ら
始
め
る
陽

子
線
を
使
う
が
ん
治
療
は
1

回

約
2
5
0

万
円
。
保
険
適
用
外

3月から自主臨1 回250万円かかる北大の陽子線治療装置。

床量慣として治療を始める

で
金
額
患
者
負
担
だ
が
、
既
に

問
い
合
わ
せ
が
約
ω
件
来
て
い

る
。

北
大
大
学
院
医
学
研
究
科

の
白
土
博
樹
教
授(部
)は
「
が

ん
の
種
類
に
よっ
て
は
治
療
効

果
が
高
い。
早
く
保
険
適
用
に

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す。

陽
子
線
治
療
の
保
険
適
用
に

つ
い
て
は
2
0
1
2

年
1

月
、

厚
労
省
の
先
進
医
療
専
門
家
会

議
(現
・
先
進
医
療
会
議
)
が

検
討
を
本
格
化。
そ
の
際
、
会

議
の
メ
ン
バ
ー
で
適
用
を
推
す

川
崎
幸
病
院
(川
崎
市
)
の
回

-ーーーーーーーーーー一一一ーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー「

中
良
明
副
院
長
は
、
最
終
判
断

の
権
限
を
握
る
同
省
担
当
者
の

言
葉
に
驚
い
た。

「
賞
用
対
効

果
を
勘
案
し
て
ほ
し
い」

財
政
パ
ン
ク
指
摘

保
険
適
用
の
是
非
は
治
療
の

有
効
性
や
安
全
性
な
ど
の
観
点

か
ら
決
め
る
こ
と
に
なっ
て
い

る
が
、
同
省
は
経
済
性
も
重
視

す
る
よ
う
強
調。
4

カ
月
後
に

は
、
先
進
医
療
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
高
額
医
療
の
費
用
対

効
果
を
評
価
す
る
専
門
部
会
も

市
民
の
た
め
の
が
ん
治
療
の
会
の

柏
木
雅
人
・
北
海
道
支
部
畏
が
ん

患
者
は
診
断
や
治
療
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
。

会
で
は
、
患
者
が
よ
り
良

い
治
療
を
受
げ
る
た
め
の
情
報
交
換

を
し
て
い
る
ほ
か
、
放
射
線
治
療
医

も
参
加
し
て
患
者
の
疑
問
に
答
え
て

い
る
。

北
大
の
陽
子
線
治
療
開
始
を

知
ら
な
い
患
者
も
多
い。
保
険
適
用

が
望
ま
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
利
用
す

る
患
者
側
が
う
ね
り
を
つ
く
る
必
要

も
あ
る
。

が
ん
治
療
は
高
額
だ
が
、

情
報
を
集
め
て
納
得
で
き
る
治
療
を

受
け
れ
ば
、不
要
な
治
療
を
避
け
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
最
終
的
に
は
肉

体
的
に
も
経
済
的
に
も
負
担
を
減
ら

せ
る
。

患者側からもうねりを

ーーーーー ー ーーー ーー ーーーーーーーー一一ー一一一一ーーーーーーーーーーーーー -'

設
け
た。

先
進
医
療
会
議
の
猿
田
享
男

座
長
は
「陽
子
線
治
療
は
費
用

が
高
渇
き
る。

保
険
適
用
と
な

れ
ば
、
財
政
が
パ
ン
ク
す
る
」と

す
る
。

推
進
派
は
治
療
効
果
が

高
い
と
さ
れ
る
小
児
の
小
脳
に

で
き
る
髄
芽
腫
に
限
定
し
た
適

用
を
目
指
し
た
が
、
今
年
の
会

議
で
も
進
展
が
な
い
ま
ま
だ
。

元
厚
労
相
で
医
療
政
策
に
強

い
影
響
力
を
持
つ
尾
辻
秀
久
参

院
議
員
(
自
民)
は
「
医
療
費

圧
縮
の
圧
力
は
強
い
が
、
命
の

問
題
を
金
で
決
め
る
な
ど
許
さ

れ
な
い
」
と
身
構
え
る。

語
圏
陽
子
線
を
使
う
が
ん
治
療
が
ん
の
放

置
回
射
線
治
療
の一種
。

陽
子
線
は

一定
の
深

さ
で
線
量
が
最
大
に
な
っ
て
止
ま
る
性
質
が
あ

り
、
腫
協
の
位
置
で
最
大
に
な
る
よ
う
調
節
し
て

照
射
で
き
る。
腫
泌
を
す
り
抜
け
て
照
射
さ
れ
る

通
常
の
放
射
線
治
療
の
エ
y

ク
ス
線
と
遣
い
、
周

辺
の
正
常
な
組
織
を
傷
つ
け
に
く
い

。

放
射
線
医

学
総
合
研
究
所(千
葉
市)
が
1
9
7
9

年
に
臨

床
研
究
を
開
始
し
、20
0
1

年
か
ら
、
保
険
適

用
外
の
治
療
が
認
め
ら
れ
て
い
る

。

現
在
稼
働
し

て
い
る
陽
子
線
治
療
施
設
は
全
国
に
8

カ
所。
ロ

年
7

月
か
ら
の
1

年
間
で2
1
7
0

件
の
治
療
が

行
わ
れ
て
い
る。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
お
日
(
金
)
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「
時
間
外
」
に
加
算

軽
症
な
の
に
夜
間
や
休
日
、

病
院
に
駆
げ
込
む
「コ
ン
ビ
ニ

受
診
」
が
社
会
問
題
に
なっ
て

い
る
。

マ
イ
ナ
ス
面
は
医
師
の

過
労
や
急
患
の
対
応
遅
れ
ば
か

り
で
は
な
い
。
診
療
時
間
内
の

受
診
に
比
べ
、
医
療
費
を
大
幅

に
摺
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
点

は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ。

2

月
半
ば
の
札
幌
市
医
師
会

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
(中
央

区
)
。
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
自
粛

を
求
め
る
ポ
ス
タ
ー
が
張
つ
で

あ
る
が
、
午
後
凶
時
を
過
ぎ
て

も
次
々
に
患
者
が
訪
れ
て
い

た
。

内
科
を
受
診
し
た
女
性

(初
)は
「
熱
が
昨
日
か
ら
あっ

て
、
今
は
微
熱。
昼
間
の
病
院

は
混
ん
で
て
疲
れ
ち
ゃ
う
か

無駄をなくせ固

コ
ン
ビ
、回国.

、回圃圃‘

受
診
で
出
費
増

ら
、
こ
こ
に
来
た
」
と
話
し
た。

診
療
報
酬
の
ルl
ル
上
、
時

間
外
受
診
に
対
し、
時
間
帯
に

よ
っ
て
6

歳
以
上
で6
5
0
1

4
8
0
0

円
が
加
算
さ
れ
る。

患
者
負
担
が3
制
の
場
合
、
最

大
1
4
4
0

円
の
追
加
出
費
と

な
る
。

加
算
を
知
ら
な
かっ
た

女
性
は
「
お
金
に
因
っ
て
い
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
時
々
だ
か

ら
、
ま
あ
い
い
か
な
」
。

全
体
の
6

割
軽
症

し
か
し
、
問
題
は
残
る7
割

を
患
者
以
外
が
保
険
料
な
ど
で

負
担
し
て
い
る
こ
と
だ。

道
は2
0
1
2

年
、
当
番
制

で
夜
間
や
休
日
の
入
院
や
手
術

を
受
砂
入
れ
る
会
道
の
2

次
救

急
病
院
に
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の

実
態
調
査
を
依
頼
。9
割
の
1

2
1

病
院
か
ら
回
答
を
得
た

。

m
日
間
の
調
査
中
、
午
後
6

時

か
ら
翌
朝8
時
の
受
診
者
は
合

わ
せ
て
約4
7
0
0

人
で
、
軽

症
者
が6
割
を
占
め
た。
調
査

中
の
軽
症
者
の
加
算
額
は
約
7

3
0

万
円
。

年
間
だ
と2
億
6

千
万
円
に
上
る
計
算
だ
。

函
館
市
医
師
会
はω
年
、
2

次
整
属
院
で
、
救
急
車
以
外

の
患
者
を
受
け
入
れ
な
い
原
則

を
決
め
た。
時
間
外
受診
が
ロ

年
度
、3
年
前
よ
り3
割
減
の

7
5
3
0

人
と
な
っ
た
市
立
函

館
病
院
の
木
村
純
院
長(団
)は

「地
域
住
民
に
理
解
し
て
も
ら

っ
た
結
果
」
と
話
す。

生
活
保
護
悪
用
も

レ
セ
プ
ト
(
診療
報
酬
明
細

)
点
検
も
強
化。
会
社
員
、

札
幌
市
医
師
会
夜
間
愈
病
セ
ン
タ

ー
の
コ
ン
ビ
ニ
受
診
自
粛
を
呼
び

掛
け
る
ポ
ス
タ
ー。「
日
中
は
仕

事
が
あ
る
」
な
ど
、
急
病
以
外
で

受
診
す
る
患
者
が
後
を
絶
た
な
い

地
域
医
療
を
支
え
る

，
」

一
北
海
道
医
師
会
の
雲
間
と
恩

う
の
だ
ろ
う
が
、

一

一清
会
畏
(札
幌
)

救
急
み
重
な
れ
ば
医
師
は
疲
鉢

一

一
医
療
は
、
医
療
の
原点
。
L
ぺ
し
、
地
域
に
医
師
が
い
な一

一
不
採
算
だ
が
行
政
の
協
力
主札
く
な
る
恐
れ
も
あ
る。
国

一

一
の
下
、
医
師
の
責
任
と
し
』
の
医
療
全
体
へ
の
損
失
に

一

一
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
コ
ー
も
つ
な
が
り
、
結
局
、
個
一

一
ン
巨
蚕
診
は
患
者
、
医
胡
人
の
負
担
が
数
倍
に
な
っ
一

一師
、
地
域
に
とっ
て
も
損
地
て
跳
ね
返
っ
て
く
る
こ
と

一

一
失
に
な
る
。
仕
事
を
休
み
HK

に
な
る
。
一
人
一
人が
貴

一

一
た
く
な
い
と
、
子
ど
も
を
高
利
任
を
考
え
、
行
動
す
る
こ

一

一
救
急
に
連
れ
て
く
る
親
が
医
と
が
大
切
だ。
一

一
い
る
が
、
日
中
の
よ
う
に
子
山

一

一
十
分
な
医
療
は
受
け
ら
れ
.
幸

一

一ず
、
霊
祭
余
計
に
か
患

一
か
る
。
「
自
分
一
人
くら

一
い
た
い
し
た
こ
と
な
い
」

公
務
員
分
を
担
う
厚
生
労
働
省

所
管
の
社
会
保
険
動
議
報
酬
支

払
慈
盃
に
よ
る
と
、
道
内
で
は

ロ
年
度
、
過
剰
な
投
薬
や
治
療

回
数
で
路
億2
千
万
円
分
の
診

療
報
酬
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。

生
活
保
護
制
度
で
医
療
費
の

自
己
負
担
が
な
い
こ
と
を
悪
用

す
る
ケ
l

ス
に
も
メ
ス
が
入っ

た
。

札
幌
市
は
生
活
保
護
受
給

者
が
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
睡

眠
薬
な
ど
の
向
精
神
薬
を
も
ら

う

「重
復
処
方
」
が
な
い
か
、

調
査
を
始
め
た。
ロ
年
3

月
だ

け
で
5
7
7

人
の
彊
複
処
方
が

判
明
。

医
療
機
関
を
受診
し
た

受
給
者
の1
%
に
当
た
る。

「眠
れ
な
い
か
ら
」
と
複
数

の
病
院
を
回
っ
て
薬
を
多
く
も

ら
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

向
精
神
薬
で
はω
年
、

旭
川
市
の
受
給
者
が
病
院
を
何

カ
所
も
回
っ
て
無
料
処
方
さ
れ

た
大
量
の
薬
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
販
売
、
麻
薬
取
締
法
違反

(譲
渡
目
的
所
持)
の
疑
い
で

北
海
道
厚
生
局
麻
薬
取
締
部
に

逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

厚
労
省
の
佐
々
木
健・
大
臣

官
房
企
画
官
(
保
険
局
医
療
課

併
任
)
は
「
財
源
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
今
春
の診
療
報
酬
改

定
で
過
剰
診
療
の
報
酬
引
き
下

げ
な
ど
を
実
施
す
る
。
今
後
も

適
切
な
診
療
と
受
診
を
促
す
制

度
に
し
て
い
き
た
い
」
と
強
調

し
て
い
る
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊
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0
1
4

年
3

月

1
日
(
土
)
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「
切
歳
で
糖
尿
病
に
な
り
合

併
症
が
出
る
と、

医
療
費
は
%

歳
ま
で
の
あ
年
間
で
4

千
万

円
」
。
上
川
管
内
上
富
良
野町

で
2
月
初
め
、
聞
か
れ
た
予
防

医
療
の
講
演
会
で
、
千
葉
大
医

学
部
の
矢
島
鉄
也
客
員
教
授

(
回
)
が
説
明
す
る
と
、
会
場
に

-..  通園面圏直蓮田~~;司個-

地
域
医
療
を
支
え
る

健
診
促
し

予防の力

ど
よ
め
き
が
広
が
っ
た
。

矢
島
教
授
は
厚
生
労
働
省
の

生
活
習
慣
病
対
策
室
長
時
代
、

「
メ
タ
ボ
健
診
」
の
呼
び
名
が

定
着
し
た
特
定
健
診
の
制
度
づ

く
り
に
機
わ
っ
た
だ
け
に
、
「
で

も
、
上
富
良
野
の
よ
う
に
健
診

結
果
を
生
活
習
慣
の
改
替
に
生

か
せ
ば
、
病
気
に
なっ
て
も
重

症
化
は
避
け
ら
れ
る
。

結
果
と

し
て
医
療
費
抑
制
に
も
つ
な
が

る
」
と
付
け
加
え
た。

保
健
指
導
を
重
視

回

同
町
は
保
健
師
が
戸
別
訪
問

で
健
診
受
診
を
促
し
、
体
重
や

血
糖
値
の
経
年
変
化
を
踏
ま
え

た
保
健
指
導
を
重
ね
て
き
た
。

2012年度の道内市町村国保の特定健診受診状況

重
症
化
を
回
避

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
特
定

健
診
受
診
率
は
制
度
が
始
ま
っ

た
2
0
0
8
年
度
以
来
、
同
じ

上
川
管
内
の
和
寒
町
と
トッ
プ

を
競
い
続
け
、
日
年
度
はmM・

2
%
で
会
蓮
1
位
に
なった

。

高
齢
者
の
医
療
費
が
婚
加
す

る
全
国
的
な
傾
向
と
は
反
対

に
、
百
歳
以
上
の
1
人
当
た
り

医
療
費
はU
年
度
でω
万
8
千

円
と
、
ピ
ー
ク
時
の
1
9
9
3

年
度
よ
り
約
7
万
円
減
っ
て
い
「
市
民
の
1
日
の
塩
分
相
摂
取

る
。

量
は
国
の
推
奨
す
るm
匂
未
満

野
尻
巴
知
雄
さ
ん
(
市
川
)
は

5

を
大
き
く
上
回
るM
・
5

匂
、

「1
1
1

1
1

1
1

I
l

l

i
-

-

l
l

}

l
i
t
i
-
-
I
l
l
-
-
1
1
1
1
J

一
北
海
学
園
大
の
横
山
純
聖
人
数
や
穆
務
職
員
と
の
協

一

一
一
教授
(自
治
体
財
政)
活
指
力
態
勢
な
ど
の
面
で
、
ト一

一
高
齢
化
の
進
行
で
医
療
M
y

プ
喜
め
自
治
体
が
予

一

一賓
の
一
層
の
伸
び
が
想
定
♂
防
医
療
を
ど
う
位
恒
付
げ

一

一
さ
れ
る
道
内
で
は
、
負
担
的
限
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る

。
一

~を
最
小
限
に
抑
え
医
療
制
聞
社
会
的
入
院
を
防
ぐ
に
は

一

一
度
を
維
持
す
る
上
で
も
、
引
川
在
宅
医
療
の
充
実
も
欠
か一

一
予
防
医
療
の
果
た
す
役
割
立
せ
ず
、
特
に
人
材
不
足
の一

一
は
大
き
い。

た
だ
し
特
定
民
地
方
都
市
で
は
、
自
治
体

一

一
警
は
、
効
果
的
な
保
健
紺
が
民
聞
を
巻
き
込
ん
で
態

←

一
指
導
が
で
き
て
こ
そ
予
防
刈
川
勢
を
墜
備
す
る
力
も
鍵
と
一

←
に
結
び
つ
く

。

保
健
師
の
E

な
る
。
一

年
前
の
健
診
で「糖
尿
病
予
備

軍
」
と
さ
れ
た
が
、
保
健
指
導

を
機
に
ア
ー
ル
に
通
っ
て
野
菜

中
心
の
食
生
活
も
心
掛
け
、
体

重
は5
キ
ロ
減
の
臼キ
ロに
落
と
せ

た
。
「今
の
健
康
は
、
熱
心
に

生
活
習
慣
の
改
蓄
を
勧
め
て
く

れ
た
保
健
師
さ
ん
の
お
か
げ
」

と
感
謝
す
る。

塩
分
過
多
の
留
萌

圃
置
特
定
健
診
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
羽

-
z
i

m円
歳
を
対
象
に
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険

や
健
保
豊
口
な
ど
の
医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
健
康

診
断
。

心
筋
梗
塞
や
脳
率
中
の
危
険
性
が
高
ま
る
と

雷
わ
れ
る
メ
タ
ボ
リy
ク
症
候
群
(内
臓
脂
肪
定
候

群
)
の
早
期
改
善
に
着
目
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
か

ら

「メ
タ
ボ
健診
」
と
も
呼
ば
れ
る。
身
体
計
測
や

採
血
、
血
圧
測
定
な
ど
の
結
果
を
基
に
、
メ
タ
ボ
リ

脳
虫
干
中
発
症
率
も
全
国
平
均
の

1

・

7
倍
」
。
留
萌
市
立
病
院

の
医
師
ら
が
衝
撃
的
な
数
字
を

は
じ
き
出
し
た
。

「
確
か
に
普
か
ら
、
留
萌
の

食
べ
物
は
し
ょっ
ぱ
い
と
言
わ

れ
て
い
る。
ハ
マ
の
町
で
お
酒

の
量
が
多
い
か
ら
か
し
ら」
。

明
確
な
理
由
は
見
つ
か
ら
ず
、

保
健
師
も
首
を
か
し
げ
る
。

し
か
し
実
際
、
留
前
市
で
は

国
保
加
入
者
1
人
当
た
り
の
年

間
医
療
費
が
全
道
平
均
よ
り6

万
1
7
万
円
高
い
羽
万
円
前
後

で
推
移。
食
習
慣
が
健
康
に
及

ぼ
す
影
響
を
懸
念
し
た
留
萌
市

は
、
札
幌
医
大
や
旭
川
医
大
と

連
携。
特
定
の
地
域
や
集
団
(
コ

ホ
l

ト

)を
対
象
に
、
生
活
習
慣

と
地
域
に
多
発
す
る
病
気
と
の

相
関
関
係
を
調
べ
、予
防
に
生

か
す
試
み
に
取
り
組
ん
で
い

る
。N

P
O

法
人
「
る
も
い
コ
ホ

l

ト
ピ
ア
」
を
ω
年
に
設
立。

生
活
習
慣
病
対
策
を
軸
に
、
食

y

ク
症
候
群
と
判
断
さ
れ
た
人
は
、
生
面
習
慣
改
普

に
向
け
食
事
や
運
動
な
ど
の
保
健
指
摘
揮
を
受
け
る

。

自
己
負
担
は
、
国
保
の
場
合
、
受
診
率
の
高
い
和

寒
町
は
無
料
、
上
富
良
野
町
は
最
大
2
千
円

。

札
幌

市
は
般大
1
2
0
0
円
な
ど
、
市
町
村
に
よ
り
異
な

る
。

国
は
2
0
1
7
年
度
ま
で
に
受
診
率
叩%
を
目

指
す
が
、
強
制
力
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
受

診
率
は
医
療
保
険
者
間
で
開
き
が
大
き
い

。

生
活
や
生
活
習
慣
の
聞
き
取

り
、
血
厳
検
査
、
心
電
図
な
ど

の
検
査
結
果
を
分
析
し
て
き

た
。

調
査
の
過
程
で
把
鍾
し
た

デ
ー
タ
は
、
保
健
指
導
に
活
用

。

基
準
値
を
超
え
る
項
目
が
あ
れ

ば
専
門
医
に
つ
な
ぐ
。

約
半
数
に
腎
臓
病

独
居
高
齢
者
対
象
の
栄
養
実

態
調
査
で
は
、
半
数
近
く
に
慢

性
腎
臓
病
の
症
状
を
確
認
。

重

症
者
は
健
康
な
人
よ
り
体
力
が

2
分
のl
、
家
事
な
ど
生
活
能

力
が
3
分
の
ー
ま
で
評
価
値
が

落
ち
て
い
た。
調
査
に
参
加
し

た
女
性(お
)は
「年
を
と
っ
て

体
を
壊
す
と
寝
た
き
り
に
な
る

人
も
多
い。
惑
い
と
こ
ろ
を
見

つ
げ
て
も
ら
っ
て
、
一
日
で
も

長
く
元
気
に
暮
ら
し
た
い
」
と

切
実
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。

N
P
O

の
理
感
長
で
札
医
大

の
小
海
康夫
教
授
は
「健
康
の

た
め
に
は
適
切
な
助
言
が
必

要
。

病
気
の
早
期
発
見
や
高
齢

者
を
取
り
巻
く
環
境
の
改
醤
な

ど
、
根
拠
あ
る
デー
タ
を
基
に

愚
適
な
方
法
を
探
す
支
え
に
な

り
た
い
」
と
話
し
て
い
る。

(
お
わ
り)
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海
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深
夜
の
急
患
C
T

海
外
医
師
が
読
影

救
急
医
療
で
深
夜
の
時
間

帯
に
搬
送
さ
れ
た
患
者
の
C

T

(コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
断
層

煩
影
装
置)
な
ど
の
薗
像
読

影
を
、
時
差
の
あ
る
米
国
在

住
の
ベ
テ
ラ
ン
日
本
人
放
射

線
診
断
医
(画
像
診
断
医)

が
遠
隔
診
断
す
る「画
像
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス」

を
、
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下

古
井
の
木
沢
記
念
病
院
が
3

月
か
ら
本
格
的
に
始
め
た
。

日
本
で
は
初
の
取
り
組
み
と

い
い
、
応
急
処
置
に
追
わ
れ

る
当
直
医
の
負
担
を
減
ら

し
、
迅
速
で
正
確
な
画
像
診

断
で
医
療
過
誤
防
止
に
も
つ

な
げ
る。

同
病
院
の
画
像
続
影
を
行

う
放
射
線
診
断
医
は
研
修
医

を
合
め
て5
人
。

深
夜
は
帰

宅
し
て
お
り
、
急
病
や
交
通

事
故
な
ど
で4
人
体
制
の
当

直
医
(内
斜
系2
人
、
外
山
桝

迅速・正確に所見、当直の負担軽減
系
2

人
)
や
救
命
救
急
医
が

全
身
のC
T

や
M
R
I

(磁

気
共
鳴
画
像
装
置
)
の
撮
影

を
行
う
場
合
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
問
診
断
医
に
相
談
す
る

場
合
は
就
寝
中
を
起
こ
し
て

対
応
し
て
い
る
。

米
国
ロ
チ
ェ
ス
タ
l

大
で

放
射
線
診
断
医
を
務
め
た
こ

と
が
あ
り
、
日
本
で
も
同
様

の
資
格
手
持
つ
北
之
園
高
志

『
瓦
人
ワ
イ
在
住
H

が
救

急
画
像
惨
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
手
が
け
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー

チ
社
(東
京
)
を
通
じ
て3

月
か
ら
の
画
像
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
本
契
約
し
た
。

昨
年
ω
月
か
ら
器
用
で
画

像
診
断
を
行
い
、
2

月
末
ま

で
に
大
動
脈
癌(り
ゅ
う
)

や
虫
垂
炎
な
ど1
7
1

件
の

救
急
事
案
で
対
応
し
た
。

セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
厳
密
な
ク ラ

ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィン

グ
技
術
を
利
用
し
て
画
像
を

送
信。
平
均
凶
分
で
診
断
結

果
の
所
見
が
同
病
院
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
へ
戻
さ
れ
、
当

直
医
ら
がパ
ソ
コ
ン
で
閲
覧

し
活
用
し
た。

「北
之
聖
応
は
レ
ベ
ル

が
高
く
、
質
の
高
い
医
療
を

提
供
で
当
」
る
」
(
北
島
康
雄

院
長
)
と
し
、
医
師
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
「診
断
情
報
が

役
菩
っ
、
安
心
し
た
と
の
意

見
が
多
か
っ
た」
(
西
姻
弘

記
放
射
線
制
部
長)と
実
施

に
踏
み
切
っ
た。(

足
立
泰
弘
)

岐

阜
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
初
日
(
木
)

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
房
受
け
る
高
齢
害
り
が
入
退
院
す
る
際
、

病
院
と
介
護
事
業
者
の
連
携
を
深
め
よ
う
と
、
安
審
野
赤
十
字
病

院
(再
畠
野
市)
な
ど
安
掻
野
市
と
穴
北
地
方
の
病
院
と
、
地
域

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
独
自
の
「
情
報
提
供
・
」
を
作
っ
た

。

食

事
や
排
せ
つ
で
介
助
が
ど
の
程
度
必
要
か
、
日
常
律
語
で
ど
ん
な

注
意
が
必
要
か
な
ど
を
記
入

。

安
掻
野
赤
十
字
病
院
で
日
日
開
い

た
勉
強
会
で
、
関
係
者
が
情
報
提
供
書
の
活
用
の
仕
方
を
話
主
口

っ
た。

師
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
1

シ
ャ
ル
ワ

l

カ
l

、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
計

約
的
人
が
参
加
。

8

班
に
分
か
れ
、

情
報
提
供
・
を
使
つ
h趨
怨
や
改

善
点
を
話
し
合
っ
た
。

「
入
院
す

る
こ
と
に
な
っ
た
経
過
を
も
っ
と

詳
し
く
知
り
た
い」
「
情
報
提
供

・
を
き
っ
か
け
に
連
絡
を
取
り
合

っ
て
、
さ
ら
に
情
報
交
換
し
た
方

入
退
院
時
支
援
途
切
れ
な
い
よ
う
に

安曇野・大北の病院とケアマネジャー

情報提供書で連携
同
病
院
が2
0
1
2

年
に
始
め

た
市
内
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

勉
強
会
で
、
自
宅
で
の
生
活
と
病

院
で
の
療
養
生
活
の
聞
で
、
必
要

f￡
又
援
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め

に
、
要
介
護
者
に
つ
い
て
の
情
報

共
有
が
線
題
に
挙
が
っ
た
。

そ
こ

で
大
北
地
方
の
関
係
者
も
交
え
検

討
し
て
き
た。

情
報
提
供
・
は
要
介
機
者
の
入

院
時
に
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か

ら
病
院
へ
の
提
出
用
と
、
退
院
時

に
病
院
か
ら
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
へ
の
提
出
用
の2
種
類。
A
4

判
2

一
つで
、
食
事
、
排
せ
っ
、
入

浴
、
移
働
で
の
介
助
の
必
要
度
合

い
や
、
利
用
し
て
い
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
、
治
療
の
経
過
な
ど
を
本
人

や
家
族
の
同
意
を
得
た
上
で
記
入

す
る。
昨
年
ロ
月
、
同
病
院
の
ウ

エ
プ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
配
布
し

た
こ
の
日
の
勉
強
会
に
は
看
護

連
携

・

ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク

が
良
い」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

重
野
市
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
和

市
公
江
さ
ん
は
「こ
れ
ま
で
も
情

報
交
換
は
し
て
き
た
が
、
機
式
が

統
一
さ
れ
て
共
有
し
や
す
く
な
っ

た
」
と
話
し
た
。

護
会
の
曹
雷
雲
務
め
る
安

昼
野
赤
+
生4病
P
8
5源
社
会
事
業

課
の
石
曽
根
雅
之
課
長
(臼
)は
、

情
報
提
供
・
を
使
う
こ
と
で
、
互

い
に
知
り
た
い
情
報
を
共
有
で

き
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
り
別

の
病
院
に
移
っ
た
り
し
て
も
経
過

が
分
か
る
|
と
説
明
。

「
使
い
な

が
ら
さ
ら
に
改
善
を
図
っ
て
い
き

た
い
」
と
屈
し
て
い
た
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1

4
年
3

月
M
臼
〔
金
)
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患
者
会
発
足
、
情
報
共
有
ヘ

脳
や
替
続
、
視
神
経
伝
繰
り
返
し
炎
症
が
起
き
る
神

経
難
病
、
多
発
性
硬
化
症(M
S
)
で
兵
庫
県
内
の
患

者
会
が
発
足
し
た
。

比
較
的
ま
れ
な
病
気
の
た
め
、
治

療
法
や
専
門
の
医
療
機
関
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
、

診
断
が
つ
か
な
い
ま
±
桑
p
u
む
患
者
も
い
る
と
い
う
。

患
者
会
は4
月
に
記
念
の
講
演
会
な
ど
を
開
き
、
そ
の

後
も
県
内
各
地
で
定
期
的
に
相
談
会
を
開
催
す
る
と
い

う
。
(

片
岡
重
き

M
S
は
、
体
を
守
る
免
疫
m
i
初
代
で
発
症
す
る
と

シ
ス
テ
ム
が
誤
っ
て
自
分
の
と
が
多
く
、
女
性
が
圧
倒
的

体
を
攻
警9
る
白
昼
疫
疾
に
多
い
の
も
特
徴。
神
経
内

患
の
語
。

損
傷
し
主
謹
科
の
領
域
で
、
磁
気
共
鳴
画

が
体
の
ど
の
機
能
を
担
っ
て
像
装
置(M
R
I
)
で
脳
ゃ

い
る
か
に
よ
り
、
視
力
障
害
脊
髄
を
撮
影
、
診
断
す
る

。

(視
野
が
欠
け
る
、
ぼ
や
け
患
者
数
は
全
国
で
約

l

万
5

る
)
マ
運
動
障
害
(ふ
ら
つ
千
人
、
兵
庫
県
内
で
は
約
6

く
、
脚
が
突
っ
張
る
)
マ
感
0
0

人
と
さ
れ
る。

償
瞳
害
(
し
び
れ
る)|
と
患
吏
霞
「
多
発
性
硬
化

い
っ
た
症
状
の
ほ
か
、
固
ま
症
兵
庫
の
会
」
で
、
全
国
多

い
や
嘗
義
、
排
せ
つ
機
能
発
性
硬
化
症
友
の
禽
茜
支

障
害
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
部
の
下
部
組
織
と
し
て
昨
年

る
。
日
月
に
発
足
し
た

。
「
ど
こ

県内患者約600人来月、神戸で講演会

患
者

・

家
族
支
援

初完発時患者主警訟な司王将8会どて t:E
季五鰐雪量雪giE 。軒号22主持品Eas

iiiiijiii? 時;ii建議
新愛市究 一一一一…一一一叩………一一一 る会こに実用生ン療切て
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臨床研究コーディネーター
[担当:鈴木、雨宮]
電話 042(341)2712

(内線 7289) 

定
す
る。

M
S
に
対
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
治
療
法
が
開
発

さ
れ
て
き
た
が
、
個
人
差
が

大
き
く
、
患
者
に
合
っ
た
治

療
法
の
選
択
が
重
事
と
さ
れ

て
い
る
。

医
師
主
導
油
田
験
は
、
製
薬

会
社
に
代
わ
っ
て
、
薬
や
医

療
機
器
の
治
騒
を
医
師
が
主

体
に
な
っ
て
進
め
、
臨
床
現

場
へ
の
皐
期
導
入
を
目
指
す

も
の
。

義
の
問
い
合
わ
せ

は
同
セ
ン
タ
ー2
0
4
2

・

3
4
1

・
2
7
1
2

内
線7

2
8
9
 

神
戸
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
初
日
(
木)

76 



~~員長宮地問

病
院
内
に
「
金
融
コ
ン
シ

病
院
内
で
暮
ら
し
ゃ
お
金
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
る「金
融

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ユ
」
を
設
置
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
る。
設
置
を

進
め
て
い
る
の
は
、
N
P
O
法
人

「日
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ

ラ
ン
ナ
ー

ズ
協
会
」
(
日
本
F
P

協
会
、
墓
京
都
港
区)
。
治
療
費

や
入
院
費
な
ど
病
気
に
か
か
わ
る

お
金
の
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
老
後

の
年
金
や
生
活
設
計
に
つ
い
て
の

相
談
も
で
き
、
利
用
者
に
好
評
と

い
う
。
(

平
沢
裕
子)

申
立
的
立
場
で

金
融
コ
ン
シ
ェ
ル
ツ
ュ
の
役
劃

は
、
中
立
的
な
立
場
か
ら
家
計
の

や
り
く
り
の
コ
ツ
や
一
般
的
な
金

融
知
識
を
伝
え
る
こ
と。

現
在
設

置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
河
北
総
合

病
院
(璽
京
都
杉
並
区)
、
永
生

病
院
(八
王
子
市
)
、
日
生
病
院

(大
阪
市
西
区)
の
3

病
院。
患

者
と
そ
の
家
族
な
ど
が
対
象
で
、

約
叩
分
間
、
無
料
で
相
談
に
応
じ

年金、生活設計・・悩みに FP対応

エ

ル
ジ

マ
ユ
」

る
。

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
は
約ω

人
と
い
う。

同
協
会
総
務
部
の
高
矢
典
明
次

長
は
「病
気
を
機
に
老
後
の
生
活

費
や
万
が
一
の
と
き
の
相
続
を
ど

う
し
た
ら
い
い
か
な
ど
お
金
に
関

す
る
悩
み
を
抱
え
る
人
は
多
い
。

し
か
し
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い

い
か
分
か
ら
な
い
人
は
少
な
く
な

い
。

中
立
的
な
立
場
で
相
談
に
の

る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン

ナ
ー

(F
P

)
を
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
で
今
後
の
生
活
設
計
や
資

産
形
成
を
考
え
る
契
機
に
な
れ

ば
」
と
説
明
す
る。

同
協
会
が
金
融
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ユ
の
普
及
を
進
め
る
の
は
、
金
融

機
関
の
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
金

融
庁
の
官
民
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

「高
齢
化
社
会
と
金
融
サ
ー
ビ

ス
」
作
業
部
会
で
の
議
論
が
き
っ

か
り
だ
。

同
部
会
の
報
告
書
で
は

「医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

や
そ
の
家
族
の
多
く
は
お
金
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
」
と
指
摘。
そ
の
う
え
で
、

「中
立
的
な
立
場
か
ら
の
悩
み
解

決
に
向
げ
た
手
助
け
を
医
療
機
関

な
ど
で
得
ら
れ
る
こ
と
は
利
用
者

FP協会が無料電話相談も

FPは、一人一人が自分らし

く生きていくため、夢や目標の

実現に向けてさまざまなサポー
トを行うファイナンシャル ・ プ
ランニングの専門家。 個々のラ
イフスタイルや価値観、 経済環
境を踏まえ、家族の状況、家計

の収入と支出の内容、 資産や負
債などを分析し、アドパイスや
資産設計を行う。

日本FP協会はFP普及活動
の一環として、気軽に電話でF

P相談を体験してもらうため、
暮らしとお金に関する疑問や質

問に答える無料電話相談も行っ
ている (函0120 ・ 211 ・ 748、 平

日午前10時~午後 4 時)。

に
と
っ
て
有
益
と
な
る」と
し
て

ー
た
。

病
院
に
か
か
る
の
は
高
齢
者
が

多
い
。

富
裕
層
も
高
齢
者
に
多
い

だ
け
に

、

病
院
内
に
相
談
す
る
場

所
が
あ
れ
ば
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
る。
実
際
に
利
用
し
た

人
の
満
足
度
も
高
い
と
い
う
。

心
細
さ
も
解
消

夫
が
入
院
し
た
初
代
の
女
性
は

「健
康
な
と
き
は
考
え
た
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
夫
に
何
か
あ
っ
た

と
き
に
相
続
税
は
か
か
る
の
で
し

ょ
う
か
」
と
相
談
に
訪
れ
た。
F

P

が
相
続
税
の
一
般
的
な
解
説
を

守
?
と
、
女
性
は
「金
額
に
関
係

な
く
、
土
地
や
貯
金
が
あ
れ
ば
必

ず
相
続
税
が
か
か
る
と
思
っ
て
い

た
。

話
が
聞
け
て
良
か
っ
た」
と

喜
ん
だ。

ま
た
、
夫
の
介
護
を
凶
年
続
げ

て
い
る
印
代
女
性
は「今
後
の
生

活
費
が
心
配」
と
相
談。
担
当
の

F
P

が
現
在
の
介
護
の
状
況
や
生

活
に
か
か
る
お
金
に
つ
い
て
話
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
女
性
は「1
人

で
介
護
を
し
て
い
て
ず
っ
と
心
細

患
者

・

家
族
支
援

か
っ
た
。

話
を
し
て
気
が
楽
に
な

っ
た
」
と
涙
を
流
し
た
と
い
う
。

高
矢
次
長
は
「病
院
に
は
ソl

シ
ャ
ル
ワ
l

カ
ー
も
お
り

、

入
院

費
や
治
療
費
に
つ
い
て
は
相
談
で

き
る
が
、
医
療
以
外
の
生
活
全
般

の
お
金
の
こ
と
は
な
か
な
か
相
談

し
に
く
い
。

保
険
の
見
直
し
ゃ
資

産
形
成
に
つ
い
て
な
ど
、
気
に
な

る
こ
と
は
な
ん
で
も
聞
い
て
も
ら

え
れ
ば。
F
P

に
は
守
秘
義
務
が

あ
り
、
相
談
内
容
な
ど
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
つ
い
て
第三
者
に
知
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
。

安
心
し
て
相
談

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す。

た
だ
、
個
別
の
金
融
商
品
の
投

資
相
談マ
税
金
の
算
出マ
法
律
相

談
マ
不
動
産
の
売
買マ
保
険
の
契

約
マ
遺
書
容
の
作
成ー
な
ど
の
相

談
は
受
け
付
け
て
い
な
い。
同
協

会
は
今
後
、
設
置
病
院
を
増
や
し

て
い
く
予
定
だ。

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0

1
4

年
3

月
3

日

(
月
)
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医
療
の
向
上
な
ど
で
、
働
け
る
難
病
患

者
が
猶
え
て
き
た。
そ
う
し
た
中
、
札
幌

市
内
の
ハ
ロl
ワ
l

ク
に
昨
年
か
ら
、
専

任
の
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、

就
職
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

難
病
患
者
が
働
き
続
け

る
に
は
、
仕
事
量
や
時
間
の
面
な
ど
で
職

場
の
理
解
や
配
慮
が
欠
か
せ
な
い
。

(安
藤
徹
)

厚
仕
努
働
省
が20
1
0

年
に
全
国
の
難
病
患
者
を
対

象
に
行
っ
た
茎
諜
況
調
査

で
、
全
年
齢
の
回
答
者12

2
9

人
の
う
ち
、
辺
%
が
就

労
し
て
い
る
と
答
え
た。
病

気
を
抱
え
な
が
ら
も
多
く
の

人
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て

昨
年
、
全
国
日
カ
所
の
ハ
ロ

ー
ワ
l

ク
に
難
病
患
者
の
就

労
相
談
を
専
門
に
担
当
す
る

非
常
勤
の
職
員「難
病
患
者

就
職
サ
ボ1
タ
l

」
が
配
置

さ
れ
た。
ま
た
、
障
害
者
が

軽
作
業
を
行
い
一
定
の
賃
金

を
得
る
就
労
継
続
支
援
事
業

所
で
、
難
病
患
者
も
働
け
る

よ
う
に
な
っ
た。

道
内
で
は
昨
年7
月
、
札

幌
市
中
央
区
の
ハ
ロl
ワ
ー

ク
札
幌
に
難
病
患
者
就
職
サ

ポ
i

タ
l

が
1

人
配
置
さ
れ

難病患者増える働く
た
。

担
当
者
は
週
に1
1
2

回
、
窓
口
で
求
職
者
か
ら
希

望
や
事
情
を
聴
き
、
求
人
情

報
を
提
供
し
た
り
、
事
業
者

側
に
求
職
者
の
情
報
を
伝
え

た
り
し
て
い
る
。

1

月
末
ま
で
に
、
初
代i

叩
代
ま
で
の
日
人
が
相
談
に

訪
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
潰
郷

性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
、

パ
|
キ
ン
ソ
ン
病
、
重
症
筋

無
力
症
な
ど
の
叩
人
が
仕
事

に
就
い
た。
う
ち
5

人
は
イ

て
働
い
て
い
る。

薬
で
症
状
は
安
定
し
て
い

る
が
、
時
々
激
し
い
腹
痛
に

見
舞
わ
れ
た
り
、
だ
る
く
な

っ
た
り
す
る。
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
も
症
状
を
悪
化
さ
せ
る

の
で
、
長
時
間
の
労
働
は
難

し
い
。

大
学
院
藍
子
中
の
就
職
活

動
で
は
、
病
気
の
こ
と
が
障

害
と
な
っ
て
就
職
で
き
な
か

っ
た
。

高
田
さ
ん
は
「
ハ
ロ

ー
ワ
l

ク
で
は
、
相
当
者
が 患

者
・

家
族
支
援

は
な
い
。

札
幌
市
西
区
の
A
さ
ん

ζ
う
げ
ん

(臼
)は
昨
年
日
月
、
鯵
原

u
a

う
病
の
一
種
の
強
皮
症
が
悪

化
。

手
足
が
む
く
み
、
関
節

が
動
か
し
に
く
く
な
っ
た
。

冷
気
に
あ
た
る
と
肌
が
青
紫

に
変
色
し
、
痛
み
も
出
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
疲
れ

や
す
く
な
っ
た。

理
室
荘
で
、
浬
付
管
理

の
ほ
か
、
倉
庫
で
重
い
荷
物

を
運
ん
だ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の

札
幌
に
は
専
任
相
談
員

職
場
の
配
慮
欠
か
せ
ず

ペ
ン
ト
在
の
企
画
担
当
、

幼
稚
園
の
事
務
職
以
ど
で
フ

ル
タ
イ
ム
就
労。
残
る
5

人

は
就
労
継
続
支
援
事
業
所
で

仕
事
を
得
た。

周
囲
の
理
解
感
謝

大
腸
や
小
腸
に
炎
症
が
生

じ
る
難
病
の
ク
ロ
ー
ン
病
を

患
う
札
幌
市
中
央
区
の
高
田

祐
輔
さ
ん(お
)は
昨
年
刊
月

か
ら
、
ハ
ロl
ワ
l

ク
札
幌

で
紹
介
さ
れ
た
小
梅
市
の
食

品
製
造
会
社
で
事
務
職
と
し 職

場
に
事
情
を
説
明
し
て
く

れ
た
お
か
げ
で
話
が
進
み
や

す
か
っ

た
」
と
感
謝
す
る。

就
職
後
も
、
体
調
が
悪
化
し

て
1

週
間
ほ
ど
休
ま
な
く
て

は
な
ら
な
か
っ
た
が
「
周
囲

は
理
解
し
て
く
れ
た。
職
場

で
気
軽
に
自
分
の
体
調
の
こ

と
を
話
せ
る
雰
囲
気
が
あ
り

が
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

現
実
に
は
厳
し
さ

一
方
で
、
難
病
患
者
が
仕

事
を
見
つ
け
る
の
は
簡
単
で 運

転
も
し
て
い
た。し
か
し
、

「体
を
動
か
す
仕
事
を
す
る

と
疲
れ
て
動
け
な
く
な
っ

た
」
。

日
年
間
勤
め
た
職
場

だ
が
、
体
調
に
合
っ
た
別
の

業
務
は
な
く
、
や
む
な
く
昨

年
日
月
に
退
社
し
た。

負
担
が
少
な
い
事
務
職
を

探
し
、6
社
に
応
募
し
た
が
、

す
ぐ
に
2

社
か
ら
不
採
用
通

知
が
届
い
た。
理
由
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
「
こ
の
年
齢

で
病
気
を
持
っ
て
い
た
ら
、

就
職
は
難
し
い
」
と
現
実
のりは男男 る厳
。 そも fl 妻 。 し ， 鎧付
A の重 ) 8 さ j 北海道難病速は 2月末、難病患者の「委員会の斎議規和委員長は「就職のマ

臼屋十 2 i 就労をテーマに講演会と討論会を札幌医イナスになることを心配し、病気のこ
はに費会塁 に j 市内で開いた。 講演者やパネリストか療とを言えない人もいる。 でも、病気で
面か第雪夫 染 j らは、難病患者が働くための欄など機あることが知られた時に問題が起き、
主 2qEq 宅 j について発言が相次いさ。 関働きにくくなってしまう。 人事担当者
けき委長長 い ; クローン病患者らを費く診ている札払や上司にだけでも伝えておく方が良

~ V' 願徳洲会病院の誼白縦医師は医療忍ぃ」 とアドバイスした。
といれ ・ 一 面造

量 djT222右足立弘、官笥労ポゴ二7-Z222f怒号2?:
弘吉 i は) どのような配慮が必要かーといっ主とで生きがいを持てるo 難病患者は社
玉里支 j た情報を職場に提供し、患者を支える酎会の資源と位置づけて就労のチャンス
たほえ ! ことが求められるJ と指摘した。 話を与えてほしい」と呼びかけた。
旨示完 i 北海道中小企業家同友会障害者問題蚕
。」 な

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
5

日
(
水
)
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カ‘ζ
〆U
三思
'軍司

着実
耳哉
『宮p

~菱
〆、、

古屋巨

才5言

静岡がんセンターとハローワーク沼津|
県
立
静岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
(長
泉
町
)
と
ハ
ロ
l

ワ
!

ク
沼
津
は
本
年
度
、
が
ん
患
者
の
就
職
を
サ
ポ

ー

ト
す
る
「が

ん
患
者
等
就
職
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
を
開
始
し
た。
同
セ
ン
タ
ー
で
の
ハ
ロ
l

ワ
l

ク
の
出
張
相
談
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で

に
患
者6
人
が
就
職
を
果
た
し
た
。

医
療
の
進
歩
で
療
養
が
長
期
化
し
、
経
済
的
理
由
か
ら
就
労
を
希
望
す
る
人
が
多
い

中
、
こ
う
し
て
就
職
に
つ
な
が
る
例
は
ま
だ
一
部

。

就
労
先
の
開
括
や
職
場
定
着
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

。

出
張
相
談
で
求
人
調
整

羽
川
叫

が
ん
患
者
等
就
職
支
援モ
デ
ル
事
業
2
0
1
3

年
度

陪
阻

か
ら
、
厚
生
労
働
省
の
指
定
を
受
け
た
静
岡
、
車
泉
、
神

奈
川
、
兵
庫
、
愛
媛
の5
カ
所
の
が
ん
診
遼
建
携
拠
点
病
院
な
ど

が
管
轄
の
ハ
ロl
ワ
l

ク
と
連
携
し
て
宮
奮
し
て
い
る

。

が
ん
の

ほ
か
、
肝
炎
、
糖
尿
病
な
ど
の
長
期
療
養
者
が
亨
寵
対
象

。

日
年

度
は
さ
ら
に
、
石
川
、
広
島
な
ど
の
肝
疾
患
の
拠
点
病
院
を
合
め

7

カ
所
を
指
定
す
る
予
定
。

ハローワーク沼海の担当者(左)

による出張相桜。 求人情報も示し

ながら相監査に乗る=2月下旬、畏

泉町の県立静岡がんセンター

/〆

ハ
ロl
ワ
l

ク
沼
津
の一C
2
?
o
人
が
実
際
に
就

担
当
者
が
同
セ
ン
タ
ー
に

一職
し
た。

出
向
い
て
相
談
に
対
応
す一
同
セ
ン
タ
ー
で
患
者
の

る
の
は
週1
目
。

本
人
の

一よ
ろ
ず
相
談
に
当
た
っ
て

希
望
や
職
歴
、
治
療
計
画一き
た
高
田
由
香
さ
ん(印
)

な
ど
を
踏
ま
え
て
条
件
に一は
、
「ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

見
合
う
仕
事
を
紹
介
し
、
一
の
連
携
で
、
治
療
や
生
活

求
人
条
件
の
緩
和
な
ど
の

一上
の
悩
み
相
談
か
ら
、
社

調
整
も
図
る。
昨
年
6

月
一会
復
帰
支
援
ま
で
一
貧
し

か
ら
1

月
ま
で
に
利
用
者一て
対
応
で
き
る
よ
う
に
な っ

て
き
た」
と
話
す。
一
診
断
さ
れ
た
後
、
会
社
動

一前
も
あ
り
求
人
と
合
致
し

厚
生
労
働
省
の
推
計
に

一め
の
人
の
う
ち
お
%
が一な
い
こ
と
も
あ
る」
と
話

よ
る
と
、
働
き
な
が
ら
通一依
願
退
職
や
解
雇
に
な
っ

一す
。

県
内
の
支
援
団
体
関

院
治
療
を
受
け
る
が
ん一た
。
一

係
者
は
「病
気
を
抱
え
て

患
者
は
全
面
で
ロ
万
人
。
一
ハ
ロー
ワ
l

ク
沼
津
で
一
の
再
就
職
は
エ
ネ
ル
ギ

ー

毎
年
新
た
に
幻
万
人
が
が

一も
、
怠
者
の
希
望
に
見
合
一
が
い
る

。

社
会
の
理
解
と
、

ん
と
診
断
さ
れ
る
中
、
高

一う
求
人
は
決
し
て
多
く
な

一辞
め
ず
に
働
き
椀
け
ら
れ

回
さ
ん
は「希
望
し
て
も一い
。

出
張
相
談
を
担
当
す一る
環
境
つ
く
り
が
大
事
」

働
け
な
い
人
が
多
く
い一る
柏
木
ち
も
と
さ
ん
(
日
)

一と
指
摘
す
る。

る
は
ず」
と
推
測
す
る。
一は
「再
就
職
に
は
技
術
や一

厚
労
省
研
究
班
の
2
0
0

一経
験
を
生
か
す
の
が
基一

4

年
調
査
で
は
、
が
ん
と一本
。

た
だ
、
働
き
方
に
制一

司1
1

1
1
1
1
I

・

e
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

'

1

・

I
l
l
i
t

-

-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

一
再
就
職
に
悩
み
、
迷
い
の
声

県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

で

、
|
」

と
い
う
。

新
し
い
職
場
に
は
病

一

こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
事
業
報
告JG
ノ

気
の
こ
と
を
説
明
し
、
他
の
ド

I
f
j
 

一
会
で
は
、
支
援
を
受
け
て
再
就バ
ル
ド

ラ
イ
バー
よ
り
短
時
間
勤
務
で

一
職
し
た
患
者
が
充
実
し
た
生
活
氏
側
防
鋤
く。

一
ぶ
り
を
語
っ
た
一
方
、
仕
事
のMLh

通
院
治
療
を
受
け
な
が
ら
働

一
継
続
や
就
職
活
動
を
め
ぐ
る
悩，
勺
ノ

く
初
代
の
女
性
は
、「外
に
出

一
み
や
迷
い
の
声
が
多
く
聞
か
れレ
ホ

て
人
と
関
わ
り
た
い」と
の
思

一
た
。

mり

い
で
臨
ん
だ
再
就
職
活
動
で
、

以
前
と
同
じ
タ
ク
シ
ー
運
転ぶ
削
別会
社
に
病
名
存
訳
せ
た。「
就

一
手
と
し
て
再
就
職
し
た
熱
海
市以

職
が
決
ま
る
か
ど
-
っ
か
分
か
ら

-I
l
l
1
 

一
の
蜂
谷
照
雄
さ
んg

は
、
手
|

」

な
い
段
階
で
、
伝
え
る
べ
き
か

一
術
か
ら
回
復
し
た
後
、
現
場
復}
仲
間迷
っ
た」
と
い
う
。

仕
事
に
戻

一
帰
主
つ
主
水
人
広
告
な
ど
を
』
抗
っ
て
も
定
着
に
は
壁
も
あ
る

。

一
頼
り
に
自
力
で
職
探
し
を
始
め品
は
仕
事
に
復
帰
し
て3
カ
月
で

一た
。

と
こ
宗
、
業
界
内
で
退

状

退
職
し
た
震
は
「元
気
な
こ

一職
理
由
も
伝
わ
る
。

革
委

ク
台
ろ
を
知
る
人
の
期
待
に
応
え

一け
る
ま
で
の2
年
間
「ど
う
や

伴
何
ら
れ
な
い
と
感
じ
た」と
話
し

一
つ
で
も
就
職
で
き
な
か
っ
た
」

「

|
た

。

2
0
1
4

年
3

月
4

日

(
火
)

静
岡
新
聞

・
朝
刊

患
者
・

家
族
支
援
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浅見洋期療養希望場所の調査から E 
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に sgiZ225三 2都議諸説語 3223三君主査長L

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

ナイチンゲール情物館を視察し、 ドイツの終末期医療ケア

と看取りに理解を深める石川県立看護大の研究グループ
=2010年8月、 ドイツ・デユ ツセルドルフ市

伽

自
福

痛
が
少
な
い
死」
「
自
然
な

死
」

の
順
に
多
か
っ
た
。

今

回
の
調
査
対
象
はω
1
初
歳

代
で
あ
り
、
閃
親
と
の
死
別

体
験
者
が
多
か
っ
た
。

そ
う

し
た
人々
の
「
周
囲
に
迷
惑

介
護
、
医
療
の
不
安
反
映

掲
整
抗
た
よ
う
に、

調
査

の
結
果
、
近
年
、
田
舎
で
は

最
期
の
日々
を
自
宅
で
過
ご

す
こ
と
を
希
望
す
る
人
が
減

少
し、
病
院
を
希
望
す
る
人

が
猶
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

坦
り
か
に
な
っ
た。

白
山
麓
で
調
査

例
え
ば
、
2
0
0
6
年
と

日
年
に
白
山
麓
で
実
施
し
た

調
査
で
は
、
自
宅
希
望
が
却

(ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
病

棟
)
お
・
5

%
、
病
院
(
一

般
病
棟)
日・
0

%
で
あ
り
、

ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
病
棟

の
療
養
希
望
が
自
宅
希
望
を

上
回
っ
た。

こ
う
し
た
自
宅
希
望
の
減

少
や
ホ
ス
ピ
ス
・
経
和
ケ
ア

病
棟
の
増
加
と
い
う
傾
向

は
、
割
合
に
地
域
差
は
あ
る

が
、
同
時
調
査
を
行
っ
た
秋

田
や
島
根
の
田
舎
で
も
ほ
ぼ 手

掛
け
た
く
な
い
」
と
い
う

思
い
に
は
、
老
老
介
護
、
家

族
の
縮
小
、
伝
統
的
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
崩
媛
、
医
療
過
疎

が
進
む
地
域
の
現
状
が
透
げ

て
見
え
る。

ま
た
、

1
9
9
0
年
代
か

ら
加
%
を
超
え
る
よ
う
に

な
っ
た
病
院
死
の
選
択
理
由

の
一
つ
は
「
苦
痛
が
少
な
い

死
」

で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。

つ
ま
り
、
捜
近
の
自
宅

他
答
の
回
そ
無

さ
ら
に
、
本
調
査
結
果
は

わ
が
国
で
普
通
に
見
ら
れ

た
「
い
の
ち
の
受
け
継
ぎ
」

と
い
う
死
生
観
の
消
失
を
物

語
っ
て
も
い
る
。

死
に
骨
く

者
は
生
活
夢
実
に
し
た
家
、

屋
敷
、
田
畑
、
墓
地
を
生
き

(息
)継
ぐ
者
た
ち
に
輩
し
、

祭
っ
て
き
た
先
祖
の
列
に
加

え
ら
れ
て
い
っ
た
。

子
孫
は
死
者
の
い
の
ち
の

蛍
み
と
生
活
の
場
を
受
け
継

ぐ
者
で
あ
り
、
死
者
の
人
生

の
意
義
を
証
す
る
者
で
あ
っ

た
。

そ
う
し
た
生
死
の
風
景

が
噂
え
ゆ
く
に
伴
っ
て
人

々
の
総
の
榔
祭
へ
の
希
望
が

変
容
し
、「人
生
の
意
味
は
ど

こ
に
あ
る
の
か」
と
い
う
哲

学
的
、宗
教
的
な
聞
い
が
新

た
に
立
民
玉
が
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
印
公Jo
(津
幡
町)

80 新聞社以外の許路も得た上で掲厳しております.
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2
%
か
ら
M
・

1
%
、
病

院
特
望
がm
・

6
%
か
ら
必

・
5
%
と
な
り
、
自
宅
と
病

院
の
希
望
割
合
が
逆
転
し

た
。

ま
た
、
日
年
調
査
の
病

院
希
望
者
の
内
訳
は
、
病
院 同

様
で
あ
っ
た
。

希
望
の
減
少
と
ホ
ス
ピ
ス
・

緩
和
ケ
ア
病
棟
希
望
の
高
ま

り
は
、
田
舎
の
住
民
が
終
末

期
に
つ
い
て
抱
く
介
護
不

安
と
医
療
不
安
の
反
映
な

の
で
あ
る
。

理
想
的
な
死
と
は

「
理
想
的
な
死
」
に
関
す

る
間
い
へ
の
回
答
は「周
囲

に
迷
惑
を
か
け
な
い
死
」
「
苦

終
末
期
患
者
ら
の
ケ
ア
付
き
住
宅

秋田市に開設
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
た
い

1
0

そ
ん
な
終
末
期
の
患
者

や
高
齢
者
ら
の
思
い
に
応
え
よ
う
と
県
内
の
医
療

・

福
祉
関
係
者

ら
が
小
規
模
ホ
ス
ピ
ス
の
拠
点
施
設
開
設
に
向
け

N
P
O

「ホ

ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
秋
田
」
を
立
ち
上
げ
た
。

9

目
、
秋
田
市
で
設
立

総
会
を
聞
き
、
市
内
の
空
き
家
を
活
用
し
、
来
年
春
の
開
業
を
目

指
す
こ
と
を
確
認

。

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
専
従
の
ホ

l

ム
ヘ
ル
パ
ー

の
養
成
な
ど2
0
1
4

年
度
の
事
業
計
画
を
決
め
た
。

近
く
県

に
N
P
O
法
人
の
設
立
認
可
申
請
を
行
い
、
活
動
を
本
格
他
さ
せ

る
。

医
療
・
福
祉

関
係
者
ら

N
P
O

立
ち
上
げ

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
は
末
期
が
ん

や
認
知
症
な
ど
介
護
と
医
療
へ
の

依
存
度
の
高
い
人
や
、
寝
た
き
り

で
自
宅
療
養
が
難
し
い
人
ら
数
人

が
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
家
族
の
よ
う

に
生
活
す
る
ケ
ア
付
き
住
宅
。

ヘ

ル
パl
が
剖
時
間
常
駐
し
、
か
か

り
つ
け
医
に
よ
る
訪
問
診
療
や
訪

問
看
護
が
受
け
ら
れ
る
。

グ
ル
|

プ
ホ
i

ム
な
ど
の
従
来
施
設
と
異

な
り
、
本
人
や
家
族
の
希
望
が
あ

れ
ば
最
期
を
み
と
る
の
が
特
徴

だ
。

近
年
、
全
国
で
ホ
l

ム
ホ
ス

ピ
ス
施
設
を
開
設
す
る
動
き
が
広

ま
っ
て
い
る。

こ
う
し
た
ケ
ア
付
き
住
宅
を
県

内
に
も
開
按
し
よ
う
と
、
秋
田
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
糾
の
中
村 順

子
教
授
(地
域
看
護
学
)
ら
が

発
起
人
と
な
り
、
N
P
O

の
設
立

準
備
を
進
め
て
き
た
。

ホ
ー
ム
ホ

ス
ピ
ス
の
先
駆
け
で
あ
る
宮
崎
市

の
「か
あ
さ
ん
の
家」
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
本
県
の

実
情
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

提
供
す
る
方
針
だ
。

具
体
的
に
は

施
設
内
に
へ
ル
パ
l

事
業
所
と
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設

し
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
態
勢
を

整
え
る。

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

地
域
全
体
の
訪
問
看
護
に
対
応
す

る
亮
込
み
だ。

設
立
総
会
に
は
県
内
の
看
護
師

や
医
師
、
企
業
経
営
者
ら
国
人
が

出
席。

U
年
度
事
業
計
画
や
定
款

な
ど
を
承
認
し
た
。

一
事
業
は
へ
ル

パ
l

事
業
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
開
設
な
ど
。

役
員
の
選
出
も
行
い
、
理
事
長

に
秋
田
市
出
身
の
訪
問
看
護
師

・

秋
山
E
子
さ
ん(閃
)H
東
京
、
ケ

ア
l

ズ
白
十
字
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
代
表H
が
就
任
し
た。

北
園

新

聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
6

日
(
木
)

「
関
連
記
事

J

F
2
0
1
4

年
4

号
即
頁
」

秋
山
さ
ん
は「ホ
l

ム
ホ
ス
ピ
ス

は
地
域
や
生
活
の
香
り
が
漂
う

家
で
み
と
り
ま
で
行
う
。

宮
崎

の
活
動
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
秋
田
の
地
域
性

を
考
慮
し
た
独
自
の
工
夫
も
必

要
に
な
る。
秩
田
市
で
の
事
業
を

成
功
さ
せ
、
活
動
を
県
内
に
広

げ
て
い
き
た
い」
と
あ
い
さ
っ
し

た
。

受
け
入
れ
人
数
や
利
用
料
金
な

ど
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る

。

中
村
教
授
は「利
用
者
負
担
を
で

き
る
限
り
減
ら
せ
る
よ
う
な
運
営

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
た
い」
と
話

し
て
い
る。

同
N
P
O
は
活
動
へ
の
協
賛
者

を
募
っ
て
い
る。
問
い
合
わ
せ
は

中
村
教
授8
0
1
8

・
8
8
4

・

6
5
1
6
 

(木
村
環)

秋
田
魁
新
報
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月

M
日
(
金
)

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

・

緩
和
ケ
ア

81 



が
ん
想
定
で

7

割
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

82 

認
知
症
9

割

協会けんぽ栃木支部調査

協
会
げ
ん
ぼ
栃
木
支
部
が

加
入
者
で
あ
る
県
内
中
小
企

業
の
会
社
員
ら
を
対
象
に
実

施
し
た
終
末
期
医
療
の
意
識

調
査
で
、
「
病
気
が
末
期
に
な

り
衰
弱
し
た
時
で
も
、
自
宅

で
過
ご
し
た
い
」
と
回
答
し

た
の
は
、
が
ん
の
場
合
で
却

%
、
認
知
症
で
約
叩
%
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
4日

分
か
っ
た。

「
病
院
か
ら
在
宅

へ
」
の
流
れ
が
強
ま
る
中
で

も
、
病
状
が
深
刻
化
す
る
と
、

医
療
機
関
な
ど
に
頼
る
傾
向

が
強
ま
る
こ
と
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
(

山
崎→幣
)

農家族と話さず6割
調
査
は
情
報
発
信
活
動
の一

環
で
2
0
1
3
年
目
月iM
年

1
月
に
実
施。
加
入
事
業
所
の

う
ち
、
比
較
的
規
模
の
大
き
い

約
1
4
0
0
事
業
所
に
依
頼

し
、
約
M
%
か
ら
回
収
。

回
答

者
は
叩
代
筆
τ
。
代
前
半
の

約
2
1
0
0
人。

終
末
期
を
漫
」
し
た
い
場
所

に
つ
い
て
、
自
ら
の
状
祝
に
よ

っ
て
判
断
が
分
か
れ
た
。

「
末

期
が
ん
と
診
断
さ
れ
少
し
疲
れ

や
す
い
が
、
食事
を
取
れ
、
意

どこで過ごしながら |
医療を受けたいか | 

末期がんで少し疲れやすいが、
食事をよく取れている

α〉
足

識
や
判
断
力
が
保
た
れ
て
い
る

状
態
」
で
「
自
宅
」
を
選
択
し

た
の
は
約
位%
。
し
か
し
、
病

状
が
進
行
す
る
と
、
自
宅
の
割

合
は
大
き
く
下
が
り
、
「
医
療

機
関
」
が
約
問
%
、
「
介
護
施

設
」
が
約
店
%
と
な
っ
た
。

認
知
症
で
も
「
食
事
や
ト
イ

レ
に
手
助
げ
が
必
要
な
状
態
」

で
は
、
介
護
施
設
が
約
侃
%
、
医

療
機
関
が
約
剖%
に
上
っ
た

。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
本
人
の
不

安
や
家
族
の
介
護
負
担
な
ど
を

国柳川町ω
呼吸が苦しいなど進行した状態

日

ず
h
要

約

ら
必

今
，
.

和
U
副
υ

・
分
け

宇

一
が
助

川
内

一
顔
手

‘

一
・
小ι

こ

族

M
ぷ
イ

院.

‘
，
k
r

症
や

町
山
内
宮
'

g
食

5~!-1 

考
え
た
結
果
と
み
ら
れ
る

。

小
山
市
な
ど
で
終
末
期
ま
で

の
在
宅
医
療
に
取
り
組
む対酔

秀
樹
医
師
(
全
国
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
連
絡
会
事
務
局
長
)

は
、
超
高
齢
社
会
で
病
院
な
ど

の
収
容
定
員
不
足
が
予
測
さ
れ

る
こ
と
も
踏
ま
え
「
自
分
ら
し

さ
を
保
て
る
こ
と
の
多
い
自
宅

療
養
は
大
き
な
選
択
肢
。

在
宅

医
療
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
る。

一方
、
望
む
医
療
に
つ
い
て

は
「
家
族
と
全
く
話
し
た
こ
と

が
な
い
」
と
の
回
答
が
約
印%

を
占
め
た。
ご
応
話
し
た
」
は

約
犯
%

、

「詳
し
く
」は
約
2
%
。

自
ら
終
末
期
や
死
後
の
こ
と
を

決
め
る
「終
活
」が
注
目
を
集
め

る

一方
、
死
か
ら
目
を
背
け
が

ち
な
現
実
を
う
か
が
わ
せ
た
。

自
分
で
判
断
が
で
き
な
く
な

っ
た
際
に
備
え
希
望
の
医
療
を

書
面
に
残
す
こ
と
に
「
賛
成
」
が

約
臼
%
、
「
反
対
」
約
2
%
、
「
分

か
ら
な
い
」
は
約
お
%
。

「
賛
墜

と
回
答
し
た
う
ち
「
既
に
作
座

.
は
約
1
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た

。

6 1 下
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{③尚三五ゐ狸総

近
年
、
末
期
が
ん
な
ど
治
る
貝
込
ゅ
の
な
い
患
者
が
人
生
の
最
期
を
自
宅
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

「
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」
が
、
み
と
り
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
関
心
を
集
め
て
い
る

。

患
者
と
家
族
に
と

っ
て
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
残
さ
れ
た
時
聞
を
過
ご
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
充
実
感
が
メ
リ
ッ
ト
と
い
う

。

在

宅
ター
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
選
択
し
た
家
族
と
そ
れ
を
支
え
る
訪
問
看
護
師
を
取
材
し
た

。
〈
斉
藤
裕
介〉

住み慣れた場所で最期
関
心
高
ま
る
「
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」

富
士
河
口
湖
町
の
男
性
(
臼
)
は
お

と
と
し
8

月
、
母
親
を
自
宅
で
み
と

っ
た
。
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
母
親
は

良
い
香
り
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
線
香
が
置
か
れ
た
仏
壇

に
目
を
や
り
な
が
ら
、
「
親
に
恩
は

返
し
き
れ
な
い
。
た
だ
、
最
期
の
時

に
お
世
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
み
ん

な
で
み
と
る
こ
と
も
で
き
た
。
今
あ

る
の
は
達
成
感
で
す
」

男
性
に
よ
る
と
母
親
は
印
代
で
乳

が
ん
と
な
り、

が
ん
は
ほ
か
の
部
分

に
も
転
移
し
た
。
母
親
は
跡
取
り
娘

で
、
愛
着
の
あ
る
家
で
最
期
を
迎
え

る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
男
性
は
母

親
の
気
持
ち
を
大
事
に
レ
て
、
在
宅

で
の
み
と
り
を
決
め
た
。
亡
く
な
る

半
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
訪
問

看
護
師
や
ヘ
ル
パ
l

に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
夜
は
母
親
の
寝
息
を
聞
き
な

が
ら
眠
っ
た
。
「
見
送
る
た
め
の
プ

ラ
ン
が
す
で
に
あ
っ
た
の
で
、
母
も

安
心
し
て
い
た
し
、
こ
ち
ら
も
覚
悟

が
持
て
た。

(
訪
問
看
護
師
ら
に
は
)

本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
目
頭
を

熱
く
し
た。大

切
な
時
間

県
徳
祉
保
健
部
医
務
課
に
よ
る

と
、
圏
内
で
は20
0
0

年
度
以
降
、

末
期
が
ん
患
者
ら
が
介
護
・

健
康
保

険
で
訪
問
看
護
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
訪
問
看

護
師
を
派
遣
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
全
国
的
に
楢
え
、
在
宅
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
と
い
う言
葉
も
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
は

、

医
師
が
患
者
の
余
命
を
6
カ

訪問看護師ら支援/患者と家族に充実感
月
以
内
だ
と
判
断
し
た
時
の
こ
と
を

指
す
。

在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
県
看
護
協
会
の
芦
沢

は
る
江
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
部

長
は
「
家
庭
で
過
ご
せ
る
た
め
、
患

者
の
自
由
度
と
主
体
性
が
高
く
、
家

族
ら
大
切
な
人
と
時
闘
を
共
有
で
さ

る
こ
と
」
を
挙
げ
る
。
実
際
に
、
自

宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
を
望
む
声

は
多
い
と
い
う。

訪
問
看
護
師
は
定
期
訪
問
の
ほ

か
、
急
な
呼
び
出
し
に
も
対
応
す
る

。

在
宅
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
状
況
に
合
わ

せ
て
入
院
も
で
き
る
の
で
、
患
者
と

家
族
に
な
る
べ
く
負
担
が
掛
か
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

選
択
の
余
地

西
経
町
の
男
性
(
倒
)
は

2

月
、
間

質
性
肺
炎
だ
っ
た
4
歳
下
の
弟
を
亡

く
し
た
。
病
院
か
ら
は
い
つ
亡
く
な

っ
て
も
お
かし
く
な
い
と言
わ
れ
た

後
、

男
性
の
家
で1
年
ほ
ど
在
宅
看

護
を
し
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
た

だ
、
最
期
は
容
体
が
急
変
し
、
入
院

し
て
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。
在
宅

看
護
し
て
い
た
期
間
、
弟
は
車
い
す

に
乗
っ
て
近
所
を
散
歩
し
た
り
、
見

舞
い
に
来
た
友
人
ら
と
過
ご
す
時
聞

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
た
と
い
う
。

弟
が
病
院
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
男
性
は
「
病
気
の
性
質
上
、

家
で
亡
く
な
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
た
の
で
、
在
宅

で
最
期
と
い
う
こ
だ
わ
り
は
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
「
婆
と
と
も
に

弟
を
一
生
懸
命
み
て
や
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
し
て
兄
弟
が
一
緒
に
工
年

過
ご
せ
た
の
は
本
当
に
良
か
っ
た
」

-
Y語
る
。

在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
は
、
在
宅

で
の
み
と
り
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
最
期

ま
で
患
者
と
家
族
に
選
択
の
余
地
が

あ
る
。
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
認

知
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
い
う
芦

沢
部
長
は
「
最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し

く
生
き
抜
く
こ
と
を
支
え
る
こ
と
も

医
療
と
看
護
の
役
目
」
と
話
し
て
い

る
。
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2
0
1
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年
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月
)

タ
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ミ
ナ
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ケ
ア

・

緩
和
ケ
ア



手
術
し
た
医
院
に
終
日
抗
議

規制広がる米中絶
米
国
で
妊
娠
中
絶
が
改
め
て
議
論
を

呼
ん
で
い
る。
過
去
に
も
圏
内
を
二
分

し
て
き
た
テ1
マ
だ
が
、
支
持
派
と
反

対
派
の
双
方
が
歩
み
寄
り
を
見
せ
る
気

配
は
な
い。
特
に
、
こ
の
数
年
は
中
絶

に
批
判
的
な
共
和
党
が
州
レ
ベ
ル
で
躍

進
し
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
規
制
も

次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
。

全米の側で衡たに施行された中絶規制のIt
100d件)
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カ
ン
ザ
ス
州
ウ
ィ
チ
タ
は
人

口
お
万
人
余
り
の
、
米
中
西
部

の
典
型
的
な
都
市
。
目
立
つ
特

徴
も
な
い
が
、
全
米
が
注
目
す

る
中
絶
論
争
の
震
源
地
だ

。

こ
こ
で
産
婦
人
税
を
開
業
し

て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
テ
イ
ラ
ー

医
師
は
女
性
が
中
絶
を
受
け
る

椴
利
を
擁
護
し、
他
の
医
師
も

支
援
し
て
い
た。

そ
の
結
果
、

中
絶
反
対
派
か
ら
し
ば
し
ば
攻 れ

、

帰
ら
ぬ
人
に。
終
身
刑
が

確
定
し
た
容
疑
者
は
中
絶
に
強

く
反
対
し
て
い
た。

テ
イ
ラ
ー
医
師
の
死
亡
で
医

院
は
閉
鎖
さ
れ
た
。

し
か
し
、

一
緒
に
仕
事
し
て
い
た
ジ
ユ
リ

1

・
パ
ー
ク
ハl
ト
さ
ん
(
U
)

が
昨
年5
月
、
新
た
な
医
院
を

開
業。
シ
カ
ゴ
な
ど
か
ら
医
師

が
交
代
で
通
い
、
中
絶
も
再
び

行
い
始
め
た。
「
こ
こ
が
な
け

れ
ば
、
3
S
4

時
間
運
転
し
な

い
と
中
絶
に
応
じ
る
医
院
も
な

い
。

通
っ
て
く
る
女
性
た
ち
の

多
く
は
す
で
に
子
供
が
お
り
、

避
妊
に
失
敗
し
た
人
も
少
な
く

な
い
。

そ
の
権
利
の
た
め
に
医

院
は
必
要
」
と
説
く
。

開
業
と
同
時
に、
反
対
派
も

活
動
を
再
開。
診
察
日
は
朝
か

ら
腕
ま
で
入
り
口
で
待
織
し
、

や
っ
て
く
る
患
者
に
声
を
か
け を

勧
め
よ
う
と
し
た
が
、
拒

否
。

高
校
を
中
退
し
、
長
女
を

産
ん
だ。

「
も
し
中
絶
を
し
た

ら
、
私
の
娘
に
チ
ャ
ン
ス
は
な

か
っ
た
。

生
ま
れ
る
前
の
子
ど

も
の
命
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
絶

2014 

医
療
倫
理

対
に
避
け
な
け
れ
ば
」
と
諮

る
。

反
対
派
は
自
分
た
ち
の
こ
と

を
「
プ
ロ
ラ
イ
フ
(
生
命
に
賛

成
)
」
と
呼
ぶ。

「
当
時
、
私

の
親
は
神
か
ら
離
れ
て
い
た
」

と
語
る
パ
l

ト
リ
ツ
ジ
さ
ん
の

よ
う
に
、

宗
教
的
信
念
に
基
づ

い
た
意
見
が
多
い。

「
生
命
の
た
め
の
カ
ン
ザ
ス

市
民
」
の
会
長
マl
ク
・
ゲ
イ

ツ
ェ
ン
さ
ん
(
印
)
は
暴
力
的
な

反
対
活
動
を
批
判
し
な
が
ら
も

「
今
、
米
国
で
起
き
て
い
る
の

は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
と
間
際
、
他
人
の
生
命
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
行
為
だ
」

と
揺
す。

共
和
党
知
事
の
躍
進
背
景

カ
ン
ザ
ス
州
で
は
中
絶
に
つ

い
て
新
た
な
規
制
も
生
ま
れ
て

い
る
。

ロ
年
に
就
任
し
た
ブ
ラ

ウ
ン
パ
ッ
ク
知
事
(
共
和
党
)

は
強
い
中
絶
反
対
派
で
、
中
絶

を
行
う
産
婦
人
税
医
院
へ
の
医

療
保
険
の
適
用
を
困
難
に
し
た

り
、
運
営
に
条
件
を
つ
げ
た
り

す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
た
。

裁で権利確立
範囲巡り対立

そ
の
一
つ
は
、
医
療
横
関
の

ホ
1

ム
ペ
l

ジ
に
、
「
胎
児
は

却
週
を
過
ぎ
る
と
痛
み
を
感
じ

る
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
州

の
ホ
l

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を

張
る
こ
と
の
義
務
づ
け
。

女
性

団
体
は
「
判
明
学
的
な
綬
拠
が
な

い
」
と
し
て
無
効
を
求
め
る
訴

訟
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
現
在

米
国
で
中
絶
の
権
利
を
確
立
し
た
の

は
、
1
9
7
3

年
に
連
邦
最
高
裁
で
言

い
渡
さ
れ
た
「
ロl
対
ウ
ェ
l

ド
事

件
」
の
判
決
だ
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を

理
由
に
、
妊
娠
中
の
女
性
に
自
ら
判
断

す
る
権
利
が
あ
る
と
判
示
。

中
絶
を
禁

じ
た
法
律
を
違
憲
と
し
た
。

た
だ
、
保
守
層
を
中
心
に
批
判
が
多

い
。

大
統
領
選
に
向
げ
た
共
和
党
の
候

補
者
選
び
で
は
反
対
す
る
こ
と
が
試
金

石
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

弁
護
士
と

し
て
女
性
の
権
利
に
関
す
る
訴
訟
を
多

は
適
用
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
よ
う
な
規
制
は
他
の
州

で
も
急
速
に
広
が
っ
て
い
る

。

中
絶
の
権
利
を
支
持
す
る
団
体

に
よ
る
と
、
日
年
に
は
全
米
各

州
で
過
去
最
高
の
但
件
が
施
行

さ
れ
た。

ロ
年
に
姐
件
、
日
年

に
河
件
と
続
き
、
こ
の3
年
間

で
そ
の
前
の
凶
年
聞
を
上
回
る

料
を
与
え
て
し
ま
っ
た
」
と
暗
に
批
判

し
た
。一

方
、
中
絶
の
権
利
そ
の
も
の
は
定

着
し
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

世
論

調
査
で
は7
割
近
く
の
有
権
者
が
判
例

裟
更
に
反
対

。

四
年
の
上
院
選
で
は

強
姦
の
場
合
を
含
め
て
中
絶
反
対
を
強

く
打
ち
出
し
、
「『本
当
の
強
姦』
な
ら

ば
女
性
の
体
が
拒
絶
す
る
(
た
め
妊
娠

し
な
い
)」と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
た

共
和
党
の
候
補
も
落
選
し
た

。

現
在
は

州
レ
ベ
ル
で
も
中
絶
を
正
面
か
ら
禁
じ 数

と
い
う。

背
景
に
は
凶
年
の

中
間
選
挙
で
共
和
党
が
躍
進

し
、
多
く
の
州
知
事
や
州
議
会

の
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
た
こ
と

や
、
オ
パ
マ
政
権
が
医
療
保
険

改
革
を
進
め
た
こ
と
で
中
絶
へ

の
公
費
支
出
が
反
発
を
集
め
た

こ
と
が
あ
る。

中
で
も
、
妊
娠
が
進
ん
で
か

ら
の
中
絶
を
め
ぐ
る
規
制
は
各

地
で
起
き
て
い
る。
も
っ
と
も

極
備
な
ノl
ス
ダ
コ
タ
州
の
場

合
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
妊
娠

に
気
づ
か
な
い
妊
娠
6

週
間
ま

で
で
な
い
と
中
絶
は
違
法
と
な

る
。

カ
ン
ザ
ス
州
で
も
胎
児
の

心
音
が
聞
こ
え
た
ら
中
絶
を
認

め
な
い
ハl
ト
ビ
l

ト
法
ゃ
、

生
命
が
受
精
か
ら
始
ま
る
と
位

置
づ
け
るパ
1

ソ
ン
フ
ッ
ド
法

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
テ
キ
サ
ス
州
で
は

「
近
く
の
病
院
と
関
係
を
持
つ

医
師
で
な
け
れ
ば
中
絶
を
行
つ

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
法
律

な
ど
が
成
立。
女
性
団
体
に
よ

る
と
、
法
成
立
で
中
絶
を
行
う

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
州
内
川
崎
カ
所
か

ら
四
カ
所
に
ま
で
減
少
。

今
秋

に
は
緊
急
病
院
並
み
の
施
般
を

求
め
る
規
制
が
怖
回
付
さ
れ
る
予

定
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は6
カ
所

ま
で
減
る
と
見
ら
れ
て
い
る

。
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撃
対
象
と
な
り
、
医
院
の
前
で

は
抗
議
が
日
常
的
に
行
わ
れ

信
念
を
貫
い
た
が
、20
0

9

年
に
地
元
の
教
会
で
射
殺
さ

朗報か「新たな命の選別」か

続
け
る
。

テ
ィ
ナ
・
パl
ト
リ
ッ
ジ
さ

ん
(
U
)は
高
校
生
だ
っ
た
叩

年
前
に
妊
娠
し
た
。
親
に
連
れ

ら
れ
て
訪
ね
た
医
院
は
中
絶

最高
規制

く
手
が
け
、
現
在
は
最
高
裁
判
事
の
リ

ベ
ラ
ル
派
を
代
表
す
る
ル
1

ス
・
ギ
ン

ズ
パl
グ
氏
も
昨
年
の
講
演
で
「
あ
ま

り
に
も
急
進
的
で
広
範
囲
に
影
響
す
る

判
決
だ
っ
た
た
め
、
反
対
派
に
攻
撃
材 る

の
で
は
な
く
、
認
め
ら
れ
る
状
視
を

狭
め
る
法
律
が
多
い
。

結
果
的
に
「
ど

こ
ま
で
規
制
が
認
め
ら
れ
る
の
か
」
を

め
ぐ
る
争
い
は
、
当
面
続
き
そ
う
だ
。

(
カ
ン
ザ
ス
州
ウ
ィ
チ
タ

H

中
井
大
助
)

流
産
防
止
な
ど
を
目
的
に
、
体
外
受
精
し
た
受
精
卵
の
す
べ
て
の
染
色
体
異
常
を
調
べ
る
「
着
床
前
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
」
の
是
非
に
つ
い
て
、
日
本
産
税
婦
人
税
蛍
会
(
日
産
轡
が
議
論
を
始
め
た

。

子
を
望
む
夫
婦
に
は

朗
報
な
の
か
、
新
た
な
「
命
の
選
型
を
も
た
ら
す
恐
れ
は
な
い
の
か
。
専
門
家
の
意
見
は
分
か
れ
て
い
る
。

E盟]1Ef~lM'理盟E璽蓮田

学
会
が
議
論
開
始

日
産
婦
の
小
委
員
会
が
四
日

に
初
会
合
を
開
き
、
習
慣
流
産

の
専
門
家
や
生
命
倫
理
学
者
ら

が
集
ま
っ
た
。
日
産
婦
は
現

在
、
命
の
選
別
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
て
、
指
針
で

こ
の
方
法
を
認
め
て
い
な
い
。

今
後
1

年
か
げ
て
結
論
を
出
す

と
い
う
。

着
床
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

は
、
子
宮
に
戻
す
前
に
受
精
卵

に
異
常
が
な
い
か
を
調
べ
る
。

流
産
を
防
ぎ
、
妊
娠
す
る
確
率

を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
一
般
的
に
体
外
受
精
の

成
功
率
は
却
s
m
%
程
度
だ

が
、
刊
%
に
上
が
っ
た
と
い
う

海
外
の
報
告
も
あ
る
。
ま
た
妊

娠
前
に
調
べ
る
た
め
、
異
常
が

見
つ
か
っ
て
も
中
絶
に
は
つ
な

が
ら
な
い。

多
く
の
不
妊
患
者
が
訪
れ
る

「I
V
F
な
ん
ば
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
(
大
阪
市
)
の
中
岡
義
晴

院
長
は
「
度
量
な
る
流
産
に
苦

し
む
患
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
」
と
話
す
。

一
方
、
こ
う
し
た
意
見
に
反

対
す
る
専
門
家
も
い
る
。

名
古

屋
市
立
大
学
の
杉
浦
真
弓
教
授

は
「
流
産
が
減
っ
た
と
し
て

も
、
現
時
点
で
は
出
産
率
が
上

が
る
と
い
う
明
確
な
糠
拠
は
な

い
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
検
査

に
は
体
外
受
精
が
必
要
で
、
そ

の
た
め
の
ホ
ル
モ
ン
注
射
や
採

卵
は
女
性
の
体
に
負
担
が
か
か

る
。
「
自
然
妊
娠
で
き
る
人
は

検
査
を
受
げ
る
こ
と
で
、
逆
に

子
ど
も
を
得
に
く
〈
な
る
可
能 性

が
あ
る
」
と
懸
念
を
示
す

。

今
回
の
議
論
が
始
ま
っ
た
背

景
に
は
、
近
年
、
す
べ
て
の
染

色
体
を
高
精
度
で
調
べ
ら
れ
る

技
術
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。

指
針
に
反
し
て
実
施
し
て

い
る
医
療
機
関
が
あ
り
、
学
会

員
か
ら
も
容
認
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
き
た。

妊
娠
初
期
の
女
性
の
血
液
で

胎
児
の
染
色
体
異
常
を
高
い
精

度
で
判
定
で
き
る
「
新
型
出
生

前
診
断
」
が
、
昨
春
か
ら
始
ま

っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
実
施
施

設
を
認
定
し
、
調
べ
る
異
常
も

ダ
ウ
ン
症
な
ど
三
つ
に
限
っ

て
い
る
も
の
の
、
命
の
選
別
に

つ
な
が
る
検
査
を
胎
児
で
認

め
、
受
精
卵
で
は
認
め
な
い
の

は
二
重
基
準
だ
と
い
う
意
見
が

出
て
い
る
。

着
床
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

は
、
流
産
に
つ
な
が
ら
な
い
病

気
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

医
療
倫
理

事官床前スクリーニング 新型出生前診断

流産をか繰妊り返す人ゃな 35歳以上の妊婦
対象者 かな 娠できない人 ら

を想定

流産を防げる可能性が 妊で娠胎の早い段階
メリッ卜 ある 児の異常が

わかる

倫理的 受精卵の段階で生命を 結中果によっては
問題 選別する 絶につながる

査検しと象対を児胎や
a, 精受

• 
た
め
、
ど
こ
ま
で
調
べ
る
の
か

と
い
う
課
題
も
あ
る
。
東
京
女

子
医
大
の
山
本
俊
至
准
教
授

(
臨
床
遺
伝
学
)
は
「
完
墜
な

朝2
0
1
4

年
3

月
日
日
(
木
)

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

(
岡
崎
明
子
、
阿
部
彰
芳
)

2
0
1
4

年
3

月
引
日
(
金
)

日

(
東
京
)・
朝
刊

朝

受繍卵を調べる方

t米の 1.-.
I術.uT~

緑色体に蛍先塗"をつけて嗣ベる
一部の染色体だけを調べる
人の目で判定するためミスが起こり

語会のめ警(幻想雲 主ヤ
る巳なる床生尉ねは精

長老 U の前今回な二卵同一
非情なス倫(J)い優た |新じい
を報らク理議事」 生け肢術
聞を、リ)富士と 思を一
う開そ l は 5Z虫省益 想戻

ぎで富三百節手 5Z 純体のDNAを側細み取る
だて~;:グ産研るないすべての染色体を請書

慢を婦究 。 がう酬が読み取り細かい異常もわ材
と社り認は員東り発
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J
同
同

医師、薬剤師カf薦めてし、ない竺:ムl価格が安い

効果に疑問・不安がある効果は先発品と変わらないらしい

先発品に不満がない

よく知らない

...rいいえJの人が答え志した・.
その瑠由陪? (~つ宮市銀、 7世間

4‘ 
...rはいJの人が箸え.した ・.
その竃由は? (::"'''1.'・J!.7iU l.')

先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
、
同
じ
有
効
成
分
を
用
い
て

開
発
・
発
売
さ
れ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
(
後
発
品
)
。
今
回
、
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
」
を
合
め
半
数
以
上
が
「

Y
e
s
」
と
答
え
た
が
、

情
報
不
足
や
不
安
を
訴
え
る
「
B
u
t

」
の
声
も
相
次
い
だ
。

変わら
ない

...r~ぃ」の人が軍事え.した

先宛晶と かなり 1
比べて 変わる
鋤畢怯?

わからない

やや変わるが
大きなIí・は
ない

な
る
な
ら
」
(
神
奈
川
、
町
歳
男

性
)
な
ど
、
自
己
負
担
軽
滅
と
国

民
医
療
費
削
減
の
ご
石
二
鳥
」

効
果
も
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

。

が
、
な
お
不
安
が
残
る
と
の
声 マ全員が嘗えました わからない

処方せん・の ・その他
恒棺を 10 
どう思う?安い-11

適正

添
加
物
な
ど
は
異
な
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。
両
者
は
『
全
く

同
じ
』
で
は
な
く
、
『
統
計
学
的
に

は
差
が
な
い
』
の
で
す
」
と
、
深
井

さ
ん
は
醤
鑓
を
鳴
ら
す
。

人
に
よ

'1ラフィッヲ:岡山 a9t

一
方
、
「
使
っ
て
い
な
い
」
理

自
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
医
師

や
薬
剤
師
が
薦
め
て
い
な
い
」
。

「
医
者
か
ら
希
望
を
聞
か
れ
た
こ

と
が
な
い
」
(
埼
玉
、
日
歳
女

性
)
、
「
患
者
か
ら
は
伝
え
に
く

い
」
(
干
葉
、
花
歳
女
性
)
と
い

う
人
が
多
く
、
「
医
師
の
処
方
を

勝
手
に
変
え
る
こ
と
で
、
(
医
師

と
の
)
関
係
悪
化
を
懸
念
」
(
千

葉
、
市
歳
男
性
)
し
た
り
、
「
ビ

ン
ボ
1

臭
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

気
が
」
(
神
奈
川
、U
歳
男
性
)

し
た
り
。
「
担
当
医
に
『
私
は
薦

め
な
い
』
と
言
わ
れ
た
」
(
埼

玉
、
日
歳
男
性
)
、
「
希
望
し
た

が
投
薬
し
て
も
ら
え
な
い
」
(
三

重
、
花
歳
女
性
)
な
ど
、
明
確
に

否
定
さ
れ
た
と
の
ケl
ス
も
。

実
際
に
処
方
す
る
側
の
声
と
し

て
、
兵
庫
県
の
調
剤
薬
局
勤
務
の

男
性
(
邸
)
は
、
「
以
前
は
粗
悪
品

も
あ
り
、
浸
透
し
な
か
っ
た
。

い

ま
推
奨
す
る
な
ら
、
も
っ
と
有
効

性
、
安
全
性
の
担
保
が
必
要
」
と

い
う
。
京
都
府
の
薬
剤
師
の
女
性

(
臼
)
は
「
医
療
費
の
抑
制
は
大
切

だ
が
、
根
本
的
に
医
療
制
度
を
考

え
直
す
べ
き
」
と
話
す
。
か
つ
て

先
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
で
研
兜
開

発
し
て
い
た
と
い
う
東
京
都
の
男

性
(
ω
)は
、
「
課
題
も
あ
る
が
、

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
も
確
か
。

評

価
が
定
ま
っ
て
い
る
一
般
的
な
薬
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-
剤
ず
つ
、
慎
重
に

「
先
進
諸
国
と
比
べ
、
日
本
は

普
及
率
が
低
い
の
で
す
が
、

だ
い

ぶ
浸
透
し
て
き
ま
し
た
ね
」
と
話

す
の
は、
先
月
『な
ぜ
、
あ
な
た

の
灘
は
効
か
な
い
の
か
?
』
を
出

版
し
た
薬
剤
師
で
医
療
系
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
深
井
良
祐
さ
ん
。

厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
は
、
金

医
薬
品
の
う
ち
後
発
品
の
シ
ェ
ア

は
幻
・
6

%
(
昨
年9
月
)
。
後

発
品
が
存
在
す
る
医
薬
品
に
限っ

て
も
約4
割
で
、

ア
メ
リ
カ
約9

政
府
が
後
発
医
薬
品
(
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
)
の
推
進
策
を

本
絡
化
さ
せ
て
い
る
中
で

、

東
京
都
足
立
区
の
取
り
組
み

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る。

中
核
病
院
が
処
方
し
た
後
発

薬
の
リ
ス
ト
を
区
内
の
小
さ

な
医
療
機
関
と
共
有
し
て
い

る
の
が
特
徴
で、
権
定
使
用

率
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

「行
政
と
中
核
病
院
が
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

大
き
い
」
。
足
立
区
の
飯
塚

諭
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク・
保
健
事

業
推
進
担
当
課
長
は
自
信
を

み
せ
る。
足
立
区
で
は
昨Z
、

{③量証言語υ 理 版

処方実績、診療所と共有
割
、

ド
イ
ツ
約8
割
、
イ
ギ
リ
ス

約
7

割
と
比
べ
る
と
低
い。

「
基
本
的
に
薬
が
保
険
で
カ
バ

ー
さ
れ
る
日
本
と
違
い
、
諸
外
国

で
は
全
額
自
己
負
担
の
場
合
も
多

く
、
薬
価
に
敏
感
」

今
回
の
調
査
で
も、
最
も
多
く

が
「
価
格
が
安
い
」
を
後
発
品
の

選
択
理
由
に
挙
げ
た。「
多
く
の

病
気
で
薬
代
が
大
変
な
の
で
助
か

る
」
(
茨
城
、

白
歳
男
性
)
、

「
わ
ず
か
で
も
、

医
療
費
削
減
に

足立区の後発医療品の維定使用率

jji--EE 
-2011/9 12/4 13/4 9 
(注)国民健康保険団体連合金書べ.
主医薫晶に占める敏・ベース

東
京
・
足
立
区
で

区
内
5

つ
の
中
核
病
院
か
ら

処
方
し
た
後
発
薬
の
リ
ス
ト

を
提
出
し
て
も
ら
う
取
り
組

も
多
く
、
効
き
目
が
違
う
と
の
体

験
談
も
少
な
く
な
い
。

「
薬
疹
が

出
た
」
(神
奈
川
、
日
歳
男
性)

「下
痢
な
ど
で
入
院、
服
用
を
中

止
し
た
」
(埼
玉
、
肝
銭
男
性)
。

「先
発
品
と
有
効
成
分
は
同
じ

で
も
、
溶
け
る
速
度
を
調
節
す
る

と
い
っ
た
製
剤
方
法、
含
ま
れ
る

【厚
生
労
働
省
の
近
藤
秀
昭

.

後
発
医
薬
品
使
用
促
進
専
門

官
の
話】

ど
ん
な
薬
も
合
う

合
わ
な
い
は
あり
、
後
発
品が

惑
い
わ
け
で
は
な
い
。
個
人
負

担
が
滅り
、

浮
い
た
尉
源
を
新

薬
開
発に
回
す
な
ど
メ
リッ
ト

は
大
き
い
。
昨
年
8

月
に
は
後

み
を
始
め
た。
リ
ス
ト
に
は

処
方
さ
れ
た
内
服
薬
の
後
発

医
薬
品
の
う
ち
約印種
類
が

記
載
さ
れ
、
区
の
医師会
・

歯
糾
医
師
会・
薬
剤
師
会
に

所
属
す
る
約8
0

0

の
病
院

や
診
療
所、

集
局
と
共
有
し

て
い
る。

中
核
病
院
で
の処
方
実
績

を
見
て
、
開
業
医
ら
が
後
発

っ
て
効
き
目
に
差
が
出
る
ほ
か
、

切
り
替
え
が
難
し
い
薬
も
あ
る

。

「逆
に
後
発
品
の
方
が
体
に
合

う
場
合
も
あ
る
。
『
似
て
い
る

が
、

少
し
異
な
る
薬』
と
考
え、

切
り
替
え
る
際
は
リ
ス
ク
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め、
-
剤
ず
つ
慎

重
に
」
と、
助
言
す
る
。

発
品
シ
ェ
ア
を
6
割
に
上
げ

て
、

-
兆
円
の
医
療
費
削
減
を

ま
生
み
出
す
誼
算
も
発
表
し
た
。

出
引
国
民
皆
保
険
そ
維
持
す
る
た
め

い
れ
に
も
効
率
他
は
不
可
欠

。

安
一
回
年
度
か
ら
後
発
品
処
方
の

F

際
は
調
剤
報
酬
に
加
点
す
る
推

進
策
が
始
まっ
た
。

処
方
薬
の

診
療
所
も
安
心
し
て
処
方
で

き
る
と
思
う」
と
話
す。
効

果
は
出
始
め
て
お
り
、
処
方

さ
れ
た
全
医
薬
品
の
中
で
後

発
医
薬
品
が
占
め
る
割
合

(
数
量
ベl
ス
)
は2
0

1

1

年
9

月
時
点
で
はn
・
6

%
だ
っ
た
が
、
同
年9
月
に

は
お
・

6
%
ま
で
上
が
っ
た
。

臼
僚
は
は
年
度
末
ま
で
にω

抵
抗
感
和
ら
げ
る

漢
を
積
極
的
に
使
う
の
を
後

押
し
す
る
の
が
狙い
だ
。

飯

塚
課
長
は
「小
さ
な
病
院
や %

で
、日
年
度
と
比
べ
推
計

で
約2
偲
4
0
0
0

万
円
の

擦
剤
費
の
削
減
を
見
込
む
。

医
薬
品

足
立
区
で
は
ロ
年
2

月

に
、
行
政
と
医
療
関
係
者
で

後
発
禁
の
普
及
に
向
け
た
協

議
会
を
立
ち
上
げ
た。当
初

は
後
発
楽
曲H及
に
前
向
き
で

な
い
病
院
も
あ
っ
た
と
い
う

が
区
は
薬
剤
費
負
担
が
年
間

2
0

0

億
円
を
超
え
て
い
る

こ
と
を一ボ
す
な
ど
し
て
理
解

を
得
て
き
た。

患
者
向
け
に
後
発
薬
を
使

う
よ
う
求
め
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
る。
こ
れ
ま
で
の

ベ
3

万
4
0
0
0

人
の
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
に
服
用

中
の
擦
を
後
溌
医
襲
品
に
切

の
み
後
発
品
を
頼
む
」
と
使
い
分

け
て
い
た
。

深
弁
さ
ん
はい
う

。
「
利
点
と

難
点
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
比
べ

て
も
ら
い
、
健
康
面
で
も
経
済
面

で
も
豊
か
に
な
る
人
を
増
や
す
こ

と
が
後
発
品
の
目
標
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か」
(
柏
木
友
紀
)

説
明書
に
後
発
品
の
存
在
を
明

記
、
掌ムE
h
v
製
薬
業
界
の
ホ
ー

ム
ペ
l

ジ
で
も
後
発
品
の
有
無

が
調
べ
ら
れ
る
。
意
識
を
さ
ら

に
高め
て
い
き
た
い
。

朝

日

{
歯
車
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
8

日

(
土)

り
符
え
た
際
、
自
己
負
担
が

い
く
ら
減
る
か
と
い
う
差
額

を
ダ
イ
レ
ク
ト
メー
ル
で
知

ら
せ
た。
こ
れ
ま
で
の
国
の

政
策
で
は
謡
報
酬
の
上
乗

せ
に
よ
る
普
及
促
進
が
闘
立

つ
。

後
発
医
薬
品
の
普
及
に

は
足
立
区
の
よ
う
に
患
者
に

近
い
草
の
根
の
活
動
の
方
が

i
媒
だ。
(

木
村
山
間
)

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
お
日
(水
)
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通
院
で
の
抗
が
ん
剤
治
療
で
岐
阜
大
病
院
(
岐
阜
市
)
が
、
薬
剤
師
に
よ
る
「
診

察
前
面
談
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
前
に
患
者
か
ら
副
作
用
の
有
無
な
ど
を
聞

き
、
医
師
の
診
察
に
い
か
す
ほ
か
、
薬
の
処
方
も
提
案

。

二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
で
確

実
に
状
態
を
把
握
し
、
副
作
用
の
低
減
な
ど
効
果
を
上
げ
て
い
る

。

(
山
本
真
嗣
)

「
便
秘
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

気
持
ち
悪
さ
な
ど
は
?
」

同
病
院
の
薬
剤
師
、
藤
井
宏

典
さ
ん
(
二
八
)
は
、
外
来
化
学
療

法
室
で
女
性
患
者
(
六
一

一む
の
顔
を

見
つ
め
、
優
し
く
問
い
掛
け

た
。

女
性
は
四
年
前
に
大
腸
が

ん
が
見
つ
か
り
、
毎
週
一
種

類
、
隔
週
で
も
う
一
種
類
の
抗

が
ん
剤
の
点
滴
に
通
う。

副
作
用
が
あ
り
、
体
へ
の
影

響
が
大
き
い
抗
が
ん
剤
を
外
来

で
投
与
す
る
場
合
、
自
宅
で
の

身
体
状
況
や
副
作
用
の
有
無
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
鍵
を

鍾
る
。

同
病
院
で
は
投
与
前
の

血
液
検
査
の
結
果
が
出
る
ま
で

の
待
ち
時
間
に
、
薬
剤
師
が
患

者
と
面
談
。
一
人
に
約
二
十
分

か
け
て
顔
色
や
表
情
な
ど
も
し

っ
か
り
観
察
す
る。

便
の
詰
ま
り
ゃ
赤
く
踊
れ
た

左
手
親
指
の
痛
み
を
訴
え
る
女

性
。

抗
が
ん
剤
と
吐
き
気
止
め

の
彫
響
と
み
ら
れ
る。
藤
井
さ

ん
は
電
子
カ
ル
テ
に
症
状
の
見

剤師が「診察前面談」
剤
の
処
方
が
適
当
と
書
き
込
ん

だ
。

女
性
に
は
小
ま
め
に
水
分

を
と
る
よ
う
に
指
導
し
た。

診
察
で
藤
井
さ
ん
の
提
案
を

採
用
し
た
医
師
の
高
橋
孝
夫
さ

ん
(
四
七
)
は
、
「
患
者
の
状
態
を
家

前
に
把
盤
で
き
る
の
で
、
投
与

量
や
中
止
の
判
断
に
集
中
で
き

る
。

的
確
な
処
方
で
副
作
用
を

抑
え
れ
ば
長
期
間
の
投
与
が
で

き
、
効
果
も
上
が
る
」
と
指
摘
。

女
性
は
肝
臓
に
転
移
も
あ
る

が
、
抗
が
ん
剤
が
効
き
、
副
作

用
管
理
も
順
-
顎
と
あ
っ
て
、
飲

食
店
で
の
パ1
ト
も
こ
な
す。

<>

岐
阜
大
病
院
で
の
外
来
の
抗

が
ん
剤
治
療
で
は
従
来
、
薬
剤

師
は
医
師
の
処
方
に
基
づ
く
抗

が
ん
剤
の
調
剤
だ
け
を
し
て
い

た
。

二
O
O
八
年
か
ら
一
部
の

患
者
の
点
滴
の
際
に
、
薬
剤
師

が
副
作
用
の
説
明
や
、
自
宅
で

の
経
口
抗
が
ん
剤
の
服
薬
の
指

導
な
ど
を
開
始。
翌
年
か
ら
全

患
者
に
広
げ
、
一
一
年
に
診
察

副作用減る医師に処方提案、

医
薬
品

町4三軍~f.1Iレヲ也ll:..t :，1言両軍m到野;r.::l9J師a・・__E

薬
局
で
内
服
薬
処
方

な
ど
の
訓
練
を
受
け
た
薬
剤
師

五
人
が
所
属
し
、
三l
四
人
が

専
任
で
常
駐。
対
応
で
き
る
人

数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
面
談

は
診
察
前
に
六
割
の
患
者
に
、

四
割
は
点
滴
中
に
実
施
し
て
い

る
。

医
師
へ
の
処
方
提
案
は
皮

膚
障
害
や
吐
き
気
、
末
梢
神
経

障
害
な
ど
の
副
作
用
対
策
や
痛

み
、
抗
が
ん
剤
の
投
与
量
な
ど

多
岐
に
わ
た
る。

同
病
院
の
伊
藤
善
規
薬
剤
部

長
(
五
九
)
に
よ
る
と
、
薬
剤
師
は

副
作
用
を
抑
え
る
新
し
い
薬
や

組
み
合
わ
せ
な
ど
の
情
報
に
詳

し
い
。

頻
繁
に
医
師
と
情
報
交

換
し
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
お

り
、
医
師
は
提
案
の
九
割
以
上

を
採
用。
面
談
の
導
入
で
、
医

師
や
薬
剤
師
の
指
導
時
聞
は
患

入院せず、外来で、抗がん剤治

療を受けることは一般的となっ 、世 I薬剤師による懇者面談の実施状況
:�!. 1(2012年)

てきた。 ただ、薬剤師が直接患 母子 ・
者に関与する病院はまだ少な λ 「ほとんど全ての患者に実施 1 .4%

い。 日本病院薬剤師会が2012年 -Y.r: 
4月に、各地方のカがTん診療の鎚 竺E野子

点となつている病院3ぬ97施設に 託E又t 
実施したアンケ一ト(回収率8位2

%)では、喜繋迄剤師が患者(←一唱B 匂?

も含む)と蘭談し、副作用の確 ，昔宏ピ
認や処方提案をしているのは . . 多く、ほとんど関与していない

計16.3%にとどまった=グ与 の 病院も山%あった。 副作用へ
フ。 Ih の対応では19%、抗がん言明jの減

外来化学療法室に薬剤師が常 OL íi!:など治療内容については、 46
マ /Q

盟主しているのは19.4%。 必要人 ;' ¥1' %の病院で薬剤師がほとんど関

応じて出向く場合 (48.4%) が 与していないと答えた。

多I 一一一|一部の患者に実施 14.9%

様包本病院薬剤師会調べ、敏字l<t四告書五入

に
な
っ
た
。

抗
が
ん
剤
の
投
与

内
容
や
、
検
査
結
果
を
記
し
た

独
自
の
「
お
薬
手
帳
」
で
、
院

外
薬
局
と
も
情
報
共
有
し
、
適

正
な
処
方
に
つ
な
げ
て
い
る
。

こ
の
た
め
副
作
用
の
強
い
吐

き
気
を
抑
え
ら
れ
る
率
が
回%

(
ロ
間
増
)
に
伸
び
た
ほ
か
、

神
経
の
し
び
れ
も
八
割
が
軽
い

程
度
で
収
ま
る
よ
う
に
な
っ

男
性
会
社
員
(
回
ら
は「複
数
の

人
の
意
見
が
聞
け
る
の
で
安
心

で
き
る
」
と
話
す。

岐
阜
大
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー

長
の
吉
田
和
弘
教
授
(
腫
溺
外

科
)
は
、
「
チ
1

ム
医
療
で
医

師
は
負
担
が
減
り
、
治
療
計
画

な
ど
に
専
念
で
き
る。
高
度
な

治
療
の
患
者
へ
の
説
明
責
任
も

果
た
せ
る
」
と
話
す
。
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立
て
や
投
与
は
可
能
な
こ
と
、

吐
き
気
止
め
は
減
ら
さ
ず
、
ス

テ
ロ
イ
ド
入
り
の
軟
こ
う
と
下

薬
前
面
談
を
導
入
し
た
。

外
来
化
学
療
法
室(
一
一
干
一

床
)
に
は
、
専
門
知
識
や
問
診

薬
の
進
歩
で
入
院
せ
ず
に
治

療
を
受
け
る
患
者
が
増
え
て
い

る
の
を
背
景
に
、20
1
2

年

度
に
研
究
を
開
始
し
た
。

同
セ

者
一
人
当
た
り
約
五
十
分
と
、

導
入
前
よ
り
も
約
十
分
増
え

て
、
き
め
細
か
な
対
応
が
可
能

り
込
む。
こ
う
し
た
情
報
は
従

来
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
患
者
や
家
族
に

伝
え
て
い
る
が
、
北
村
部
長
は

抗
が
ゐ
調

停
眉A
WかM
Vや
す
〈

県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
君
附

の
北
村
有
子
看
護
技
術
開
発
研
究
部

長
(羽
)ら
が
、
通
院
で
抗
が
ん
剤
治

療
を
受
ォ
る
患
者
に
対
し
、
治
療
の

見
通
し
ゃ
副
作
用
な
ど
の
情
報
を
治

療
の
種
類
に
泊
っ
て
個
別
に
提
供
す

る
研
究
を
進
め
て
い
る
。

薬
を
処
方

す
る
よ
う
に
、
患
者
が
知
る
べ
き
情

報
を

一元
化
し
て
伝
え
る「情
報
処

方
」
の
取
り
組
み
と
位
置
付
け
、
日

常
生
活
で
の
適
切
な
自
己
対
応
の
支

援
や
不
安
軽
減
を図る
。

た
。

点
滴
時
は
看
護
師
が
精
神

的
な
ケ
ア
を
担
当
す
る。
大
腸

が
ん
の
抗
が
ん
剤
治
療
に
通
う

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
お
日
(
火
)

~l 通院による抗がん
.::;.，剤治療近年県立静

岡がんセンターでは、年間
2万件趨実施する抗がん剤
治療のうち約 7割を外来の
通院治療センターで、行って
いる。副作用を抑える薬の
進歩や経口の抗がん剤の増
加などで通院治療は増加傾
向にあり、抗がん剤治療を
外来で実施する割合は2010
年度70.75%、 11年度72.15
%、 12年度73.68%と少し
ずつ渇えている。

こ
と
で
実
際
に
現
れ
る
副
作
用

を
予
測
し
や
す
く
な
る
。

症
状

を
見
越
し
て
薬
を
出
す
な
ど
適

切
な
予
防
処
置
が
取
れ
る
」
と

導
入
効
果
を
期
待
す
る
。

約
3
0
0

種
類
あ
る
抗
が
ん

剤
治
療
の-
2
q
採
用
頻
度
の

高
い
約1
0
0

種
類
の
説
明
書

を
作
成
す
る
計
画
。

北
村
部
長

は

「副
作
用
の
症
状
や
程
度
を

通
院
患
者
に
説
明
書
試
作

「重
複
し
た
り
、一度
に
集
中

し
た
り
し
て
、
必
ず
し
も
分
か

り
ゃ
す
い
説
明
に
な
っ
て
い
な

い
」
と
指
摘
す
る。

患
者
が
日々
の
副
作
用
の
症

状
を
曾
き
込
む
メ
モ
欄
も
設
け

る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
安
井
博
史

消
化
器
内
制
部
長
は「治
療
は

一定
期
間
に
何
度
か
投
薬
を
繰

り
返
す
の
で
、
記
録
を
付
げ
る

医
薬
品

分
か
り
ゃ
す
い表
現
で
統

一す

る
の
が
課
電
数
年
は
か
か
り

そ
う
だ
が
、
現
場
が
使
い
や
す

い
形
で
完
成
さ
せ
、
他
の
医
療

機
関
に
も
活
用
を
呼
び
掛
け
た

い
」
と
語
る。

静
岡
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
4

年
3

月
お
日
{
火
)

ン
タ
l

の
各
診
療
斜
の
医
師
や

看
護
師
、
薬
剤
師
ら
の
協
力
を

得
て
、
使
用
す
る
抗
が
ん
剤
の

種
類
や
投
与
の
方
法
な
ど
治
療

パ
タ
ー
ン
ご
と
に
患
者
に
手
渡

す
説
明
書
の
輯
案
を
作
成
し
て

い
る
。

説
明
書
に
は
治
療
の
全

体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
副
作
用
の

種
類
、
出
や
す
い
時
期
、
病
院

連
絡
が
必
要
な
目
安
な
ど
を
盛
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警察の「承諾なし」解剖関連法施行 1 年

医
療
行
政
・
人
事

普
察
が
取
り
扱
う
遺
体
で
死
因
不
明
の
い
る
が
、
実
際
は
解
剖
な
ど
に
か
か
る
費

場
合
、
遺
族
の
承
諾
な
し
で
解
剖
が
可
能
用
の
問
題
や
、
遺
体
を
傷
つ
け
た
く
な
い

に
な
る
「死
因
・

身
元
調
査
法」
が
昨
年
と
い
っ
た
遺
族
感
情
へ
の
配
慮
か
ら
、
ぁ

4

月
に
施
行
さ
れ
、
間
も
な
く
1

年
。

法
ま
り
進
ん
で
い
な
い。
解
剖
せ
ず
に
死
因

は
死
因
究
明
を
嘗
祭
の
義
務
と
聞
記
し
て
を
調
べ
る
死
亡
時
画
像
診
断

(
A・1
)
も

費
用
負
担
志
ど
の
制
度
空
木
設
備
で
、
死

因
究
明
の
網
を
広
げ
る
試
み
に
は
多
く
の

課
題
が
あ
る。
(

磯
部
泰
弘)

，必 死因究明2法死因・身元調査法は 「嘗

/'"'察等が取り扱う死体の死因または身元の

調査等に関する法律J が正式名称。 死因究明は
省察の義務とした上で、"件性がないとみられ
る場合でも嘗察が法医学者らの意見を聞いた上

で必要と判断すれば遺族の承諾なしに解剖がで
きることを定めた。 基本理念や態勢整備を定め
た 「死因究明等の推進に関する法律J は死因究
明推進法と呼ばれる。 推進法は2012年 9月から
2年間の時限立法。

1
9
9
8

年
8

月
針
目
、
上
高

井
郡
小
布
施
町
の
自
営
業
男
性
が

自
宅
で
缶
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
飲
み
、

病
院
に
遭
ば
れ
た
が
死
亡
し
た

。

須
坂
署
は
検
視
で
「
急
性
心
臓
死
」

と
し
、
事
件
性
は
な
い
と
判
断

。

だ
が
、
翌
日
、
須
坂
市
内
の
ス

l

「
日
本
で
は
事
件
性
が
明
ら
か

で
な
け
れ
ば
、
亡
く
な
っ
た
人
の

死
因
を
究
明
し
な
い。
(
嘗
察
に

届
け
出
の
あ
っ
た
遺
体
の
)
ω
%

以
上
が
死
因
不
明
の
ま
ま
だ
」
。

法
医
解
剖
を
担
う
県
内
唯
一
の
法

医
認
震
で
、
掴
期
大
医
学
部(松

できぬ遺族感情

-
9
%で
前
年
か
ら0
・
6
W
増
と
分
か
っ
た
は
ず
だ」
。
浅
村
教

に
と
Y
Tま
っ
て
い
る。

授
は
そ
う
述べ
、
死
因
が
はっ
き

死
因
・

身
元
調
査
法
は
、
町
年
り
し
な
い
例
は
可
能
な
限
り
解
剖

に
大
相
撲
時
海
風
部
屋
で
当
初
病
し
て
究
明
す
べ
き
だ
と
す
る

。

死
と
製
さ
れ
た
新
人
力
士
が
遺
一
方
、
岡
央
大
学
童
歯
薬

族
の
求
め
に
よ
る
解
剖
の
結
果
、
学
総
合
研
究
科
歯
山
市

)
の
粟

で
賄
わ
れ
る。
た
だ
、
圏
内
で
は
暴
行
が
死
因
と
判
明
し
た
こ
と
な
屋
剛
教
授

(臼
)
H生
命
倫
理
学H

遺
体
を
傷
つ
け
る
行
為
に
抵
抗
感
ど
を
背
療
に
創
設
さ
れ
た

。

遺
族
は
、
「遺
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
を

が
強
く
、
承
諾
解
剖
の
実
施
例
は
の
承
詣
を
不
要
と
す
る
こ
と
で
解
嫌
う
風
土
は
偶
数
の
影
留
を
受
け

少
な
い。

剖
率
を
上
げ
、
死
因
究
明
の
縫
進
た
日
本
を
含
む
東
ア

ジ
ア
で
多

量
冒
察
庁
に
よ
る
と
、
法
興
行
前
を
図
る
狙
い
だ
が
、
現
場
は

「遺
く
、
承
諾
解
剖
が
進
ま
な
い
の
は

の
2
0
1
2

年
に
長
野
県
嘗
が
扱
族
の
意
向
は
無
視
で
き
な
い

」
と
仕
方
な
い
面
が
あ
る」
と
鋭
明。

っ
た
2
6
2
3

体
の
う
ち
、
解
剖
の
悩
み
も
抱
え
る

。

長
野
県
嘗
も
「献
体
の
よ
う
に
生
前
に
意
思
表

さ
れ
た
の
は4
・
3

%
に
当
た
る
「明
ら
か
に
不
審
な
点
が
あ
る
場
一
示
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
り
解
剖

1
1
4

体
で
、
承
諾
解
剖
は
2

件
合
以
外
は
遺
族
の
了
承
を
取
つ
て
の
意
義
を
周
知
し
た
り
し
て
、
社

だ
っ
た。
法
第
付
後
の
凶
年
は
、
い
る」(
捜
査1
線
)
と
す
る。

会
に
理
解
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要

承
諾
解
剖
薪
法
解
剖)
は
8

件

「缶
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
事
件
も
、
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る

。

と
描
唱
え
た
も
の
の
、
解
剖
率
は

4

解
剖
し
て
い
た
ら
、
す
ぐ
に
事
件

遺
体
傷
つ
け

‘ぬ
画
像
診
断
活
用

当
日
口
ヨ
日

→
レ

i

レ
与
く

d
Z
E
E
F

，
E
B
L
ι
1

・

J
E
F
E

ヲ
'
h
〈

死
因
究
明
で
解
剖
以
外
の
手
法
千
曲
中
央
病
院
を
含
め
凶
あ
っ
た
だ
、
公
費
が
充
て
ら
れ
る
解

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
た
。

剖
と
は
異
な
り
、
一
般
的
に
叩
万

C
T

(コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
膚
撮
同
病
院
で
は
近
く
の
干
幽
嘗
察
円
ほ
ど
か
か
る
費
用
を
離
が
ど
れ

影
)
や
M
R
I
(磁
気
共
鳴
画
像
暑
と
連
機
し
、
日
年

9

月
ま
で
に
く
ら
い
負
担
す
る
か
、
ル
ー
ル
が

装
置)
で
遺
体
を
撮
影
す
る
死
亡
百
件
で
実
施

。

た
だ
、A
i
で
死
な
い
た
め
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て

時
画
像
診
断(
A
i
H
A
u
t
o因
が
分
か
る
の
は3
割
ほ
ど
で
解
対
応
は
ま
ち
ま
ち
だ
。

千
幽
中

p
s
y

--
m
a
g
-
n
g
)だ
。

剖
の
約8
割
に
は
及
ば
な
い
。

宮
央
病
院
で
は
県
嘗
か
ら
の
依
頼

A
i
は
遺
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
林
副
院
長
は
「
死
因
を
突
き
詰
め
で
纏
彫
し
た
場
合
、

2

割
を
国
や

が
な
い。
加
え
て
、
結
果
が
出
る
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
尊
厳
を
守
県
が
、
残
り
の
多
く
を
基
本
的
に

ま
で
1

カ
月
以
上
か
か
る
こ
と
も
る
こ
と
に
つ
な
が
る

」と
し
、
「A

遺
族
が
負
担
す
る
こ
と
が
多
い
と

あ
る
解
剖
に
比
べ
、
短
時
間
で
済
i

は
解
剖
と
併
せ
て
行
う
こ
と
で
い
う

。

み
、
デl
タ
も
保
存
レ
や
す
い
な
死
因
の
究
明
率
を
高
め
る
の
が
本
浅
村
教
授
は
、
解
剖
は
予
防
医

ど
の
利
点
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

来
の
目
的
だ
」
と
説
明
。

解
剖
し
学
の
研
究
な
ど
に
も
役
立
つ
と
し

千
曲
実
病
院
(千
曲
市)
の
て
調
べ
る
部
位
をA
i
で
絞
り
込
て
普
及
を
提
案
。

県
な
互
認
に
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パ
1

で
商
品
の
缶
ウ
ー
ロ
ン
茶
を

不
審
に
思
っ
た
店
畏
が
中
身
を
口

に
含
ん
だ
と
と
ろ
変
な
昧
が
し
た

た
め
同
署
に
通
報
し
、
シ
ア
ン
(
育

理
化
合
物
が
混
入
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た。
同
署
は
殺
人
事

件
と
し
て
捜
査
本
部
を
設
置
。
自

営
嚢
男
性
の
死
因
も
そ
の
後
、
「
青

酸
中
毒
」
に
変
更
さ
れ
た
。

子
供
の

本
市
)
法
医
学
講
座
の
浅
村
英
樹

教
授
(幻
)は
強
調
す
る。

法
医
解
剖
に
は
、
犯
罪
が
疑
わ

れ
る
場
合
に
裁
判
所
の
令
状
に
基

づ
く
「
司
法
解
剖
」
と
、
車
件
性

は
な
い
と
み
ら
れ
で
も
死
因
柔
九

明
す
る
た
め
遺
族
の
承
諾
を
得
て

行
う
「
承
諾
解
剖
(
行
政
解
剖
)
」

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
費
用
は
公
費

4ヲk-

無視
宮
捗
十
春
副
院
長
(
消
化
器
内
科
)
む
こ
と
で
遺
体
に
メ
ス
を
入
れ
る

ら
が
ロ
年
に
県
内
の
病
院
を
対
象
範
囲
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
た
め
、
遺
族
の
承
訟
も
得
や
す
く

と
、
C
T
や
M
R
ー
を
入
院
患
者
な
る
!
と
す
る
。

ら
の
死
因
確
認
に
も
使
っ
て
い
る
解
剖
は
承
諾
で
き
な
い
遺
族
で

施
設
は
目
、
普
察
や
他
の
医
療
機
も
、
遺
体
を
傷
つ
け
な
い

A
i
で

関
な
ど
外
部
か
ら
依
頼
さ
れ
た
あ
れ
ば
受
け
入
れ
ら
れ
る
場
合
も

遺
体
に
使
っ
て
い
る
施
般
は
5

、
あ
り
、
解
剖
数
の
伸
び
悩
み
を
補

両
方
と
も
実
施
し
て
い
る
施
設
は
う
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

E2| 
位当Ji
E方珂|
厨司

厚
労
省

虐
待
死
見
逃
し
防
止

死
亡
し
た
子
供
を
対
象
に
通
情
は
患
者
の
診
断
に
使
う
医
療
機
怨
で
遺
体
の

画
像
デl
タ
を
残
し
、
死
因
の
究
明
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
、
新

年
度
か
ら
本
格
化
す
る
。
厚
生
労
働
省
の
旗
振
り
で
、
全
国
の
一
部
医
療
機
関

で
は
死
亡
し
た
子
供
全
て
に
原
則
実
施
す
る
。
医
療
関
係
者
は
「
虐
待
死
の
見

逃
し
防
止
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
す
る
。

【
一
俊
優
太】

i
体
の
闘
像
を
撮
影
し
童
虐
待
や
不
慮
の
事
故
の

死
因
を
探
る
取
り
組
み
は
防
止
に
有
効
だ
と
レ
て
例

「
死
亡
時
国
像
診
断(
A
外
な
く
実
施
す
べ
き
だ
と

i
)」
と
呼
ば
れ
、
成
人
で
提
言
。
商
慣
に
は
「
病
気
で

は
珍
し
く
な
い
。
子
供
の
あ
れ
、
事
故
で
あ
れ
子
供

A
i
を
巡
っ
て
は
、
日
本
の
死
は
情
に
異
僧
」
と
い

医
師
会
の
検
討
蚕
員
会
ゃ
う
考
え
方
が
あ
る
。

厚
労
省
の
検
討
会
が
、
児
各
都
道
府
県
の
委
託
で

A
I

事
業
に
取
り
組
む
大

学
病
院
な
ど
は
、2
0
1

4

年
度
か
ら
、
院
内
で
死

亡
し
た
全
て
の
子
供
に
、

遺
族
か
ら
承
諾
を
得
て
A

ー
を
実
施
。
費
用
は
厚
労

省
と
都
道
府
県
が
負
担
す

る
。
対
象
年
齢
は
日
織
来 満

と
な
る
見
込
み
。

臼
本
で
は
幼
児
死
亡
率

が
他
の
先
進
国
に
比
べ
て

高
い
と
さ
れ
る
が
、
明
確

な
理
由
は
分
か
っ
て
い
な

い
。
子
供
の
事
故
に
詳
し

い
積
浜
市
の
小
児
科
医
、

山
中
程
宏
医
師
(
郎
)
は

「
子
供
は
死
亡
時
の
情
報

が
少
な
い
事
例
も
多
い
。

A
i

で
体
内
の
情
報
が
得

ら
れ
る
の
は
利
点
だ
」
と

評
価
。
病
院
や
児
童
相
験

所
、
瞥
察
な
ど
の
連
携
が 不

十
分
な
点
を
踏
ま
え
、

「A
ー
だ
び
で
は
十
分
と

言
え
ず
、
情
報
収
集・
分

析
の
体
制
づ
く
り
も
必
褒

だ
」
と
話
す
。

病
院
や
警
察

広
が
る
活
用

東
京
・
銀
座
の
雑
居
ピ

ル
に
あ
る
「
A
i
情
報
セ

ン
タ
ー
」
。
約8
畳
の
オ

フ
ィ
ス
に
パ
ソ
コ
ン
が
並

び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
全
国
か
ら
図
像
デ

医
療
行
政

・

人
事

ー
タ
が
集
ま
っ
て
く
る
。
保
険
会
社
の
ほ
か
、
死
因

2
0
0
9

年
に
開
般
さ
に
納
得
し
な
い
遺
族
か
ら

れ
、
A
I
の
経
験
が
鐙
岱
の
依
頼
も
あ
り
、
ニ
ー
ズ

な
医
師
ロ
人
が
蘭
像
を
診
は
高
い
」
と
語
る
。
解
剖

断
し
て
い
る
。
と
還
っ
て
遺
体
を
傷
つ
げ

セ
ン
タ
ー
で
扱
つ
件
数
ず
、
遺
族
の
心
理
的
な
抵

は
右
肩
上
が
り
で
、
日
年
抗
が
少
な
い
と
と
も
大
き

は
1
6
0

件
。
犯
罪
や
医
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。

療
事
故
が
疑
わ
れ
る
事
例
圏
内
の
沼
体
解
剖
率
は

の
ほ
か
、
裁
判
所
に
鉦
拠
解
剖
医
不
足
な
ど
か
ら
約

採
用
さ
れ
た
画
像
の
鑑
定2
3
3
%に
と
ど
ま
る
。

も
請
け
負
う。
代
表
理
事
多
く
は
医
師
が
遺
体
を
外

の
山
本
正
二
医
師
(
紛
)
は
か
ら
見
る
だ
け
。
と
う
し

「
病
院
や
審
察
、
弁
鰻
土
、
た
現
状
が

A
i
で
改
替
す

死
亡
時
画
像
診
断

(A
l

)

司
」
国
通
情
は
患
者
の
診
断
に
使
う
コ
ン
ビ
ュ

l

F
B
タ
l

断
層
撮
影
装
箇(
C
T
)や
磁
気
共
鳴

碩
像
化
装
置(
M
R
I
)な
ど
で
遺
体
の
画
像
を
撮

影
し
死
因
を
鰯
ぺ
る
手
法
。
「
解
剖
」
と
い
う
意
味

の
「
a
u
t
o
p
s
y

」
(
オl
ト
プ
シ
1
)
と
、

「
図
像
診
断
」
の
「
i
m
a
g
i
n
g
」
(
イ
メー

ジ
ン
グ
)
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
。
2
0
0
0

年
に
作
家
で
医
師
の
海
堂
尊
さ
ん
が
提
唱
し
た
概

念
。
海
外
で
は
「
パ
l

ト
プ
シl
」
(
バ
ー
チ
ャ
ル

と
オ
l

ト
プ
シ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
)
な
ど
と

も
呼
ば
れ
、
英
園
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
イ
ス
な

ど
で
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

は
「
死
因
究
明
専
用
の
C
T
の
導

入
な
ど
を
含
め
、
究
明
態
勢
の
充

実
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い

る
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
3

日
(
月
)

る
と
期
待
さ
れ
、
本
格
的

に
取
り
組
む
医
療
施
般
は

全
国
二
十
数
カ
所
に
纏
え

た
。
嘗
察
も
事
件
性
の
有

無
を
確
認
す
る
た
め
に
A

ー
を
活
用
す
る
。
警
察
庁

に
よ
る
と
、
ロ
年
度
に
全

国
の
笹
祭
がA
i
を
依
頼

し
た
件
数
は
分
か
っ
て
い

る
だ
け
で
5
5
1
9

件

と
、
5

年
間
で
叩
倍
だ
。

錬
題
は
残
る
。1
件
5

万
円
程
度
の
費
用
は
病
院

や
泡
族
が
負
担
す
る
と
と

も
多
く
、A
i
学
会
は
「
園

が
負
担
す
べ
き
だ
」
と
主

張
す
る
。
捜
査
機
関
が
依

頼
す
る
場
合
は
「
捜
査
情

報
」
と
し
て
遺
族
へ
の
開

示
が
制
限
さ
れ
か
ね
な

い
。
専
門
の
医
師
の
養
成

も
必
要
だ
。

毎

日
(
東
京
)
・

朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
時
日
(
日
)
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の負担実態を調べた。

その結果、修病や統合失調

症に効果がある向精神薬につ

いて、 23年11月の 1 カ月間で

複数の病院から処方を受けた

受給者が4328人いることが判
明。 厚労省規定では 1 回で30

日分の処方が限度だが、この
うち2871人が規定を超す量を

受け取っていた。 最大で20病
院を uはしこヘ、 して処方を受

けた受給者もいた。

生活保護4328人向精神薬重複処方
働省に受給者への指導を効果

的に行うよう求めた。
生活保護費は過去最多の更

新が続き、 23年度の国と自治
体の負担額は約 3 兆5015億
円。 このうち入院や薬処方な

どの 「医療扶助」 は約 1 兆
6432億円。 検査院は計210の

都道府県、市区町村の同年度

平成23年度に向精神薬を処
方された生活保護受給者のう

ち、少なくとも4328人が複数
の医療機関から重複して受け

取っていたことが19日、会計
検査院の調べで分かった。 生
活保護の医療費に自己負担は

なく全額公費。 不正転売など

も思念され、検査院は厚生労

経 (東京) ・ 朝刊 I 20 1 4年3月 20日 (木) I l 産

検
査
院
調
査

|生活保護受給者転院繰り返し|

医療費過大支払い横行

生
活
保
謹
受
給
者
が
病

院
聞
で
不
自
然
な
転
院
を

繰
り
返
し
、
公
費
か
ら
初

診
料
な
ど
が
過
大
に
支
払

わ
れ
る
事
態
が
横
行
し
て

い
る
と
と
が
、
会
計
検
査

院
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

1

年
間
に
加
国
近
く
転
院

す
る
受
給
者
も
お
り
、
検

査
院
は
厚
生
労
働
省
に
是

正
を
求
め
た。

検
査
院
が2
0
1
1

年

度
に
3

カ
所
以
上
の
病
院

や
診
療
所
に
入
院
し
た
生

活
保
護
受
給
者13
7
3

人
を
抽
出
し
て
調
べ
た
と

と
ろ
、
約l
割
の
1
3
2

人
が
叩
回
以
上
転
院
し
て

い
た
。
生
活
保
護
受
給
者

の
医
療
費
は
公
費
で
賄
わ

れ
、
転
院
を
繰
り
返
せ
ば
、

初
診
料
の
ほ
か
、
短
期
間

入
院
し
た
場
合
に
加
算
さ

れ
る
診
療
報
酬
な
ど
が
医

療
機
関
に
支
払
わ
れ
る
。

1

年
間
に
国
回
入
退
院

し
た
受
給
者
の
ケl
ス
で

は
、
1

回
の
入
院
期
間
は

5
s

羽
田
で
、
計7
カ
所

の
医
療
機
関
を
行
き
来
し

て
い
た
。
同
一
の
医
療
機

関
に
入
院
し
た
場
合
に
比

べ
、
初
診
料
な
ど
計
約
1

3
6

万
円
が
過
大
に
支
払

わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
生
活
保
瞳
受
給

者
を
1
0
0

人
以
上
受
廿

入
れ
て
い
た
医
療
機
闘
が

8

カ
所
あ
り
、
特
定
の
医

療
機
関
の
閣
で
転
院
を
繰

り
返
す
受
給
者
が
多
か
っ

た
と
い
う
。

1
9
7
3

年
の
旧
厚
生

省
通
知
で
は
、
生
活
保
護

受
給
者
が
転
院
す
る
場

合
、
医
療
機
関
は
自
治
体

に
連
絡
す
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
大
半
の
ケ
1

ス
で

連
絡
が
な
か
っ
た
。

厚
労
省
保
謹
課
は
「
医

療
機
関
な
ど
へ
の
指
導
を

着
実
に
行
う
よ
う
、
改
め

て
自
治
体
に
周
知
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。

【古
関
俊
樹】

地
域
ケ
ア
態
勢
必
要

生
活
保
護
制
度
に詳
し

い
道
中
陸
・
関
西
国
際
大

教
授
(社
会
福
祉
学)
の

話
生
活
保
謹
受
給
者
に

精
神
障
害
な
ど
が
あ
る
場

合
、
一
般
病
院
で
は
な
か

な
か
入
院
を
引
き
受
け
て

も
ら
え
ず
、
特
定
の
病
院

グ
ル
ー
プ
内
で
転
院
を
繰

り
返
す
と
と
が
多
い
。
転

院
す
れ
ば
初
診
料
な
ど
が

得
ら
れ
る
た
め
、
病
院
側

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問
題
解
決
の
た
め
に
は
、

行
政
や
毘
聞
が
と
う
し
た

受
給
者
の
受
り
朋
を
作
っ

て
地
域
ケ
ア
の
態
勢
作
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

毎

日

{
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
お
日
(
木
)
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1 18員五沿線版
こ
の
1

カ
月
、
あ
な
た
や
家
族

に
起
き
た
医
療
問
題
は
何
で
す

か
。

季
節
柄
、
子
ど
も
が
熱
を
出

し
た
、
あ
な
た
自
身
も
風
邪
気
味
、

そ
ろ
そ
ろ
花
粉
症
が
気
に
な
る
、

健
診
で
指
摘
さ
れ
た
血
圧
、
尿
酸

値
、
肝
機
能
が
気
に
な
る
、
ま
た

は
近
く
に
住
む
両
親
が
高
齢
に
な

り
、
ち
ょ
っ
と
心
配
な
症
状
が
で

て
き
た
の
で
相
談
し
た
い
、
な
ど

で
し
ょ
う
か。
病
気
を
予
防
す
る

こ
と
に
関
心
の
あ
る
人
も
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん。

身
近
で
、
重
要
な
問
題
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
悩

日
本
の
医
療
制
度
で
大
切
な
の

は
、
「公
平
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。

医
療
に
お
け
る
公
平
と
は
、
一
般

に
「ア
ク
セ
ス
(
利
用
)
の
公
平
」

「負
担
の
公
平」
「給
付
の
公
平」

の
3

つ
を
指
し
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
日
本

で
は
大
学
病
院
で
も
近
く
の
開
業

医
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
行
く
こ

と
が
で
き
ま
す。
海
外
で
は
、
持

っ
て
い
る
保
険
証
に
よ
っ
て
行
け

る
病
院
が
決
ま
る
国
も
あ
り
ま

す
。

「患
者
負
担」
は
公
平
で
し
ょ

う
か。
日
本
で
は
全
て
の
国
民
が

身近な疑問を読み解く

司閤白やさしい

身近な疑問を読み解く

司回国やさしい

第
6

章
医
療
の
公
平
性
と
は

み
に
応
え
る
日
本
の
医
療
は
曲
が

り
角
に
来
て
い
ま
す。
高
齢
者
の

増
加
に
よ
り
医
療
費
が
年
々
増
加

し
、
国
や
自
治
体
の
財
政
も
圧
迫

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
医
療
費
は
世
界
的
に
見

て
少
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

す
が
、
英
語
の
「ヨ
E
E

吉
田
」

も

「F
四
回
一
芸」
も
日
本
で
は
医

療
と
訳
す
こ
と
が
多
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す。
経
済
協
力
開
発

圃

一
橋
大
学
教
授

弁
伊

雅
子

級
協
情(
O
E
C

D
)の
発
表
し

て
い
る
「
医
療

費
」
は
、

「F

O
m
w
-
H
F
叩
阿
旬
。
=

且
H
H
E『
由
」
で
す
の
で
、
介
護
や

病
気
の
予
防
、
医
療
機
関
の
投
資

コ
ス
ト
、
医
学
の
教
育
や
研
究
費

も
含
ま
れ
ま
す。し
か
し
、
日
本
で

は
オ
ラ
ン
ダ
や
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど

に
比
べ
介
護
関
連
な
ど
の
デ
l

タ

第
6

章

医
療
の
公
平
性
と
は

何
ら
か
の
健
康
保
険
に
強
制
的
に

加
入
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
業

や
住
む
地
減
で
加
入
す
る
健
康
保

険
は
異
な
り
、
自
治
体
の
財
政
状

況
に
よ
り
保
険
料
に
は
個
人
差
が

あ
り
ま
す。
医
療
費
の
か
か
る
高

齢
者
が
多
い
自
治
体
で
は
財
政
が

悪
化
し
、
負
担
が
重
く
な
る
な
ど

不
公
平
感
が
高
まっ
て
い
ま
す。

医
療
サ
ー
ビ
ス
の「給
付
」
に

関
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

こ
の

園

一
橋
大
学
教
授
井
伊

雅
子

点
に
関
し
て
は
、
実
は
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
同
じ
疾
患
で
あ
れ
ば

同
じ
よ
う
な
治
療
(
給
付
)
を
受

げ
ら
れ
る
こ
と
を
「医
療
の
標
準

化
」
と
い
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
、

比
較
が
難
し
い
か
ら
で
す
。

日
本
で
は
医
学
部
を
卒
業
し
医

師
国
家
試
験
に
合
格
後
、
2

年
間

の
初
期
臨
床
研
修
を
終
え
れ
ば
、

そ
の
後
の
専
門
医
研
修
は
本
人
の

努
力
義
務
で
必
修
で
は
あ
り
ま
せ

曲がり角の日本の医療医療の質評価難しく

が
し
っ
か
り
捕
捉
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
「
医
療
費
」
に
反
映
さ
れ

ず
、
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い

う
指
摘
も
あ
る
か
ら
で
す。

社
会
自
体
が
、
か
な
り
複
雑
に

な
っ
て
個
人
が
望
ま
し
い
と
思
う

治
療
の
在
り
方
が
多
様
化
し
て
お

り
、
医
療
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
変

わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
医
療
は
命
に
関
わ
る
だ
け

に
、
制
度
を
改
革
し
よ
う
と
す
る

と
必
ず
感
情
的
な
反
発
が
起
き
ま

す
。

み
ん
な
利
用
し
た
経
験
は
あ

る
だ
け
に
、
直
感
的
な
印
象
論
で

議
論
が
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
し

修
造

p
i
、

J

列

研
構

吋
リ
邑
者

一
一

川

門
状
益

a
・
円

単
E

M
一例
一専
病
収

d
h
A
U

一

削
二
悦
加
駒一、
合

対
ご
受
自
病

-

非
こ
汁

斗
上
O
》

即日
都
叫
併
晶
一

ん。
専
門
医
研
修
を
受
け
ず
に
専

門
医
療
を
す
る
の
で
、
受
け
る
治

療
の
品
質
が
ぱ
ら
つ
い
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
す
。

一
方
、
標

準
化
さ
れ
た
専
門
医
研
修
が
世
界

各
国
で
必
修
に
な
っ
て
い
ま
す
。

意
見
・

社
説

ば
し
ば
で
す。

問
題
の
本
質
を
見
極
め
、
よ
り

良
い
制
度
を
作
る
た
め
に
も
、
こ

の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
医
療
問
題
を

経
済
学
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

い
い
・
ま
さ
こ
国
際
基
督
教

大
卒
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
博
士

。

専
門
は
医
療
経
済
学

日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
げ
日
(
月
)

医
療
は
極
め
て
専
門
性
の
高
い

世
界
な
の
で
、
標
準
化
さ
れ
て
い

な
い
と
怠
者
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
を
的
確
に
評
価
し
た
り
、
理

解
し
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。

こ
れ
は
経
済
学
で「情
報
の

非
対
称
性」
と
呼
ば
れ
る
状
態
で

す
。

医
療
制
度
を
経
済
学
の
観
点

で
考
え
る
際
に
、
こ
の
点
を
踏
ま

え
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す

。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0

1
4

年
2

月
市
日
{
火
)
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日
本
の
医
療
分
野
は
、
複
雑
な

規
制
と制
度
が
現
場
を
縛
っ
て
い

る
と
の
イ
メー
ジ
が
あ
り
、
「も

っ
と
市
場
原
理
を
導
入
す
れ
ば
効

率
化
で
き
る」
と
い
う
主
張
を
よ

く
聞
き
ま
す。
し
か
し
実
は、
日

本
は
医
療
現
場
で
何
が
提
供
さ
れ

る
か
に
関
し
て
行
政
の
政
策
的
介

入
が
少
な
い
、
世
界
で
も
類
を
見

な
い
自
由
放
任
主
義
的
な
体
制
で

す
。例

え
ば
、
都
市
で
は
民
間
病
院

を
は
じ
め
、
国
公
立
病
院
、
大
学
病

院
な
ど
股
立
母
体
の
異
な
る
病
院

が
乱
立
し
、
各
病
院
が
自
由
競
争

日
本
で
は
、
患
者
が
よ
り
高
価

な
検
査
や
治
療
を
好
む
傾
向
が
あ

り
、
こ
れ
が
医
療
費
膨
張
の
一
因

に
な
っ
て
い
ま
す。
普
通
、
同
じ

価
値
で
あ
れ
ば
安
い
方
を
選
ぶ
人

が
多
い
は
ず
で
す
。

な
ぜ
こ
ん
な

現
象
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か

。

通
常
、
患
者
と
医
師
の
聞
に
は

知
識
面
で
大
き
な
情
報
格
差
が
あ

り
ま
す。
こ
れ
を
経
済
学
で
は「情

報
の
非
対
称
性」
と
呼
ぴ
、
患
者

側
に
正
確
な
情
報
が
伝
わ
る
仕
組

み
が
な
け
れ
ば
市
場
原
理
は
う
ま

く
働
き
ま
せ
ん
。

患
者
は
適
切
な
判
断
に
必
要
な

身近な疑問を読み解く

司固因やさしい

く

'
z
r
M

諸
凶

器
剛
?

を疑な近身

やさしい

意
見
・
社
説

第
6

章
医
療
の
公
平
性
と
は

し
て
い
ま
す。
鼠
新
の
医
療
機
器

を
病
院
だ
け
で
な
く
診
療
所
も
競

っ
て
導
入
し
、
非
営
利
と
称
し
な

が
ら
自
由
競
争
し
て
き
ま
し
た
。

市
場
原
理
を
導
入
す
る
だ
け
で

う
ま
く
い
く
の
な
ら
、
競
争
的
な

日
本
の
医
療
は
と
っ
く
に
効
率
化

し
て
い
る
は
ず
で
す。
と
こ
ろ
が

現
実
に
は
、1
人
の
患
者
が
い
く

つ
も
の
病
院
や
診
療
所
を
回
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で
検
査
や

回

一
橋
大
学
教
授
井
伊

雅
子

投
薬
を
受
け
る
と
い
っ
た
非
効
率

が
生
じ
て
い
ま
す
。

一
方
で、
日
本
の
医
療
は
過
度

に
商
業
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

。

医
学
知
識
の
な
い
一
般
の
人
が
、

各
種
情
報
に
振
り
回
さ
れ
、
新
築

や
診
断
テ
ス
ト
、
画
像
検
査
、
手

術
な
ど
の
高
価
な
診
療
や
健
康
食

品
な
ど
を
エ
ピ
デ
ン
ス(和
学
的

証
拠
)
も
な
い
の
に
過
剰
に
利
用

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

第
6

章
医
療
の
公
平
性
と
は

情
報
を
十
分
に
持
っ
て
い
な
い
の

で
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
も
っ
医

師
と
相
談
を
し
て
意
思
決
定
を
す

る
こ
と
が
理
想
的
で
す
。

経
済
学

で
は
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
を「依
頼

人
」
と
「
代
理
人」
の
関
係
に
置

き
換
え
て
分
析
し
ま
す。
医
師
が

「代
理
人」
と
し
て
、「依
頼
人」

で
あ
る
患
者
を
支
え
る
責
任
者
と

し
て
医
療
情
報
を
提
供
で
き
れ
ば

市
協
原
理
が
う
ま
く
働
き
、
双
方

回

一
橋
大
学
教
回
目井
伊

雅
子

の
利
益
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
実
際
は
、
必
ず
し
も
そ

の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

プ
ラ
イ
マ
リl
ケ
ア
(
1次

医
療
)
で
、
特
に
そ
の
傾
向
が
顕

著
で
す。
日
本
で
整
備
が
遮
れ
て

い
る
プ
ラ
イ
マ
リl
ケ
ア
の
分
野

は
、
風
邪
や
腹
痛
な
ど
の
よ
く
あ

る
急
性
疾
患
か
ら
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
、
予
防
、

在
宅
医
療
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、

自由放任で逆に非効率医師と患者に情報格差

医
療
や
介
護
分
野
に
市
場
原
理

が
導
入
さ
れ
る
の
を
危
倶
す
る
声

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
問
題
な

の
は
競
争
よ
り
、
過
度
な
商
業
主

義
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

競
争

と
い
う
言
葉
は
一
般
に「勝
負
優

劣
を
互
い
に
競
い
争
う
事
」
の
意

味
で
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
経
済

学
で
は
「公
正
ま
た
は
平
等
な
ル

ー

ル
の
も
と
で
、
限
ら
れ
た
資
源

を
適
切
に
分
配
す
る
た
め
の
メ
カ

ニ
ズ
ム」
を
指
し
ま
す。

医
療
を
市
場
に
任
せ
る
と
は
、

お
金
接
待
っ
て
い
る
人
の
み
が
、

よ
い
医
療
を
受
け
る
仕
組
み
を
つ

患
者
の
医
療
ニー
ズ
の
8
1
9

割

に
当
た
り
ま
す。

問
題
は
、
医
療
に
つ
い
て
の
情

報
を
患
者
に
分
か
り
ゃ
す
く
伝
え

る
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
て
い
る

プ
ラ
イ
マ
リl
ケ
ア
の
医
師
が
少

な
い
こ
と
で
す。
自
分
や
家
族
の

健
康
問
題
を
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う

に
相
談
す
べ
き
か
と
い
っ
た
情
報

を
管
。
の
が
難
し
い
の
で
す
。

適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
代
理

人
が
い
な
い
と
、
人
々
は
サ
ー

ビ

ス
の
種
類
だ
け
で
な
く
、
そ
の
必

要
性
や
有
様
性
、
起
こ
り
う
る
害

な
ど
の
サー
ビ
ス
の
質
に
関
す
る

く
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

オ

ー

プ
ン
な
情
報
に
基
づ
い
て
、
限

ら
れ
た
資
源
を
最
大
限
に
生
か
す

工
夫
を
す
る
こ
と
で
す
。

そ
う
し

た
工
夫
が
日
本
に
は
、
乏
しいよ

う
に
思
う
の
で
す
。

安
心
・

安
全

の
た
め
に
規
制
を
か
け
る
べ
き
領

減
と
、
効
率
性
や
創
窓
工
夫
の
た

め
に
自
由
に
す
べ
き
領
域
を
明
確

に
区
別
す
る
こ
と
が
置
要
で
す

。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
4

年
2

月

四
日

(水
)

判
断
材
料
も
入
手
で
き
ま
せ
ん

。

本
来
、
プ
ラ
イ
マ
リ
l

ケ
ア
は
、

検
査
や
治
療
に
あ
ま
り
お
金
を
か

け
ず
に
質
の
高
い
ケ
ア
の
提
供
が

可
能
で
す。
し
か
し
、
扇
情
の
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
揚合、
質
が
高

け
れ
ば
価
格
も
高
く
な
る
の
で
、

多
く
の
人
々
は
安
い
も
の
は
質
が

低
い
と
敬
遠
し
、
高
い
治
療
を
選

ぷ
傾
向
に
あ
る
の
で
す
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
4

年
2

月

初
日

(
木
)
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1 ③量長官沿線版

日
本
の
地
方
自
治
体
が
支
出
す

る
医
療
費
を
分
析
す
る
と
、
少
な

く
と
も
3
1
4

制
酬
が
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
呼
ば

れ
る
疾
怠
に
使わ
れ
て
い
ま
す。

英
国
、
ス
ウ
ェー
デ
ン
と
い
っ

た
欧
州
諸
国
で
は
、
医
療
機
関
へ

の
受
診
は
、
症
状
が
安
定
し
て
い

れ
ば、

高
血
圧
症
で
年1
回
、
慢

性
心
不
全
で6
カ
月
に1
回
、

糖

尿
病
で3
カ
月
に
1

回
で
、
そ
の

聞
は
専
門
の
宥
議
師
た
ち
が
悪
化

し
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま
す
。

そ

れ
で
も
平
均
寿
命
は
日
本
と
あ
ま

り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

一律
に
診
療
報
酬
の
単
価
を
噌

や
せ
ば
慢
性
疾
患
を
抱
え
る
患
者

の
症
状
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
己
負
担
を

上
げ
る
と
か
、
風
邪
程
度
の
協
合
、

公
的
保
険
か
ら
外
す
案
な
ど
も
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

政
策
で
問
題
は
解
決
す
る
の
で
し

ょ
う
か。

重
要
な
こ
と
は
、
国
民
健
康
保

険
や
健
康
保
険
総
合
な
ど
公
的
保

険
を
運
営
す
る「保
険
者」
の
役

割
の
強
化
で
す。
医
療
の
専
門
家

を
抱
え
る
保
険
者
が
医
師
と
患
者

の
聞
に
入
り
、
医
師
が
患
者
に
不

身近な疑問を読み解く

やさしい国間国
く
閉
山E
副

柑
阻

ま
訊
?

を間疑な近身

やさしい

第
6

章
医
療
の
公
平
性
と
は

日
本
で
は、
患
者
が
簡
単
な
病

気
で
も
頻
繁
に
織
つ
も
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
た
め

、

患
者
数
が

憎
え
る
一
方
で
す
。

診
療
報酬
の

単
価
が
安
い
の
で
医
師
は
多
く
の

患
者
を
短
時間
で
診
な
い
と
採
算

が
合
い
ま
せ
ん。

短
時
間
で
診
察
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
医
師
は
患
者
に

し
っ
か
り
説
明
す
る
余
裕
が
あ
り

ま
せ
ん。
療
餐
方
法
が
わ
か
ら
な

固

一
橋
大
学
教
授
弁
伊

雅
子

い
患
者
は
自
己
流
の
療
養
法
を
実

施
し
ま
す。
そ
の
結
果、
慢
性
疾

患
が
悪
化
し
、

入
院
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す。
長
引
く
入
院
は
、
高

齢
者
の
認
知
症
の
悪化や
筋
力
低

下
な
ど
の
危
険
を
招
き
ま
す
。

医

療
介
護
費
は
培
え
る
の
に
、
患
者

の
満
足
や
健
康
に
は
寄
与
し
な
い

悪
循
環
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
の
医
療
機
関
に
は
、
こ
う
い

っ
た
高
齢
者
で
あ
ふ
れ
で
い
ま

第
6

章
医
療
の
公
平
性
と
は

必
要
な
検
査
や
治
療
を
し
て
い
な

い
か
、

患
者
が
必
要
以
上
に
医
療

機
闘
を
利
用
し
て
い
な
い
か
を
監

視
す
る
の
で
す。

患
者
は
医
療
に
関
す
る
情
報
や

知
織
が
少
な
く
、
自
分
が
受
け
る

検
査
や
治
療
の
良
し
あ
し
を
判
断

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

依
頼
人
で
あ
る
怠
者
の
代
海
人
と

し
て
、
医
師
は
患
者
の
利
益
を
考

え
た
行
動
を
取
る
の
が
理
想
で

回

一
橋
大
学
教
授
井
伊

雅
子

す
。

し
か
し
、
実
際
は
両
者
に
は

情
報
の
非
対
称
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
日
本
の
医
師
は
予
防
よ

り
治
療
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す。
多
く
の
予
防
行
為
は
保
険

で
カ
バー
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

病

気
の
予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ
の
に

垣
市
民
な
プ
ラ
イ
マ
リ

|

ケ
ア
(
1

次
治
療)
の
初
期
段
階
で
適
切
な

情
報
提
供
が
お
ろ
そ
か
に
な
り

、

患
者
の
代
理
人
と
し
て
の
機
能
を

受診しやすさの矛盾適切な判断促す代理人

意
見
・
社
説

す
。

高
血
圧
症
や
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
は
万
病
の
も
と
で
す
。

腎

臓
の
悪
慢
心
筋
梗
塞、

脳
梗
塞
の

発
症
に
共
通
の
危
険
因
子
で
す

。

日
本
の
高
齢
者
へ
の
医
療
支
出
の

割
合
が
他
国
と
比
較
し
て
高
く
な

る
の
は
、
高
齢
者比
率
の
高
さ
だ

け
が
理
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

団
涜
の
世
代
が
高
齢
化
す
る
の

に
伴
い、

慢
性
心
不
全
患
者
は
全

国
で2
5

0

万
人
に
な
る
と
も
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年5
0
0

0

人
規
模
で
増
え
続
け
る
人
工
透

析
患
者
数
も
、20
1

2

年
末
現

在
で
ω
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

岡
市
た
せ
て
い
な
い
の
で
す

。

医
師
の
代
わ
り
に
、
保
険
者
が

代
理
人
の
役
割
を
果
た
せ
ば
、
患

者
も
適
切
な
治
療
を
受
け
た
上
で

出
資
を
節
約
で
き
、
保
険
者
も
医

療
費
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

お
互
い

の
利
留
が
一
致
す
る
の
で
、
う
ま

く
機
能
し
や
す
い
の
で
す
。

保
険
者
の
役
割
を
理
解
す
る
た

め
に
、
企
業
経
営
者
と
投
資
家
を

例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

通
常

は
経
営
者
側
の
方
が
企
業
の
隙
々

な
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
。

経
信

者
は
望
ま
し
く
な
い
情
報
を
隠
し

た
り
、
収
益
性
が
劣
る
事
を
認
識

こ
の
数
は
世
界
的
に
も
日
本
は
群

を
抜
い
て
多
い
の
で
す
。

人
工
透

析
に
な
る
と1
人
あ
た
り
年
間5

0
0

万
1

5
5
0

万
円
の
医
療
費

が
発
生
し
、
こ
れに
障
害
者
年
金

の
給
付
な
ど
が
加
わ
り
、
税
金
等

か
ら
合
計
約7
0

0

万
円
が
使
用

さ
れ
ま
す。
人
工
透
析
に
至
る
基

礎
疾
患
の
多
く
は
、
高血
圧
症
で

あ
り、
糖
尿
病
な
の
で
す
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月
引
日

(金
)

し
な
が
ら
過
大
な
投
資
を
し
た
り

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

経
営
者
と
投
資
家
と
の
聞
に
横

た
わ
る
情
報
の
非
対
称
性
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
証
券
ア
ナ

リ
ス
ト
が
存
在
し
ま
す
。

企
業
が

開
示
す
る
情
報
や
実
態
を
中
立
的

な
立
場
で
分
析
し
、
投
資
家
に
伝

え
ま
す。
医
療
に
お
け
る
保
険
者

の
役
割
を
し
て
い
る
の
で
す
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月

M
日

(月
)
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プ
ラ
イ
マ
リl
ケ
ア
(1
次
医

療
)
は
単
に
初
期
医
療
だ
け
で
な

く
、
最
近
、
関
心
が
高
ま
る
在
宅

で
の
看
取
(
み
と
)
り
な
ど
も
含

め
、

私
た
ち
の
健
康
の
ニl
ズ
の

大
部
分
に
対
応
し
ま
す
。
プ
ラ
イ

マ
リ
l

ケ
ア
を
担
う
診
療
所
や
中

小
病
院
の
経
営
は
、
患
者
の
鎖
国

受
診
や
検
査
や
投
薬
に
頼
る
こ
と

な
く
、
疾
病
の
発
症
を
予
防
す
る

こ
と
で
成
り
立
つ
よ
う
な
仕
組
み

に
す
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
日
本

は
そ
う
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
原
因

の
一
つ
が
診
療
報酬制
度
で
す。

日
本
で
は
注
射
や
手
術
と
い
っ

日
本
の
医
療
制
度
で
は
、
地
域

住
民
が
健
康
に
な
る
こ
と
が
医
療

機
関
に
と
り
経
蛍
リ
ス
ク
に
な
っ

て
い
ま
す。
こ
の
間
磁
の
解
決
に

は
、
地
減
医
療
を
担
当
す
る
医
師

の
収
入
を
支
え
る
仕
組
み
に
工
夫

が
必
要
で
す。
医
師
と
患
者
の
利

害
が
一
致
す
る
報
酬
体
系
を
考
え

る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

英
国
で
は
、20
0
4

年
か
ら

Q
O
F

と
呼
ば
れ
る
成
果
払
い
制

度
が
一
部
導
入
さ
れ
ま
し
た

。

臨

床
研
究
の
エ
ピ
デ
ン
ス
(
科
学
的

根
拠
)
に
基
づ
い
て
診
療
の
質
を

高
め
る
こ
と
を
金
銭
的
に
誘
導
し 身近な疑問を読み解く

司盟国やさしい. 

身近な疑問を読み解く

やさしい困園周

意
見
・

社
説

第
6
章
医
療
の
公
平
性
と
は

た
治
療
ご
と
に
細
か
く
点
数
(
価

格
)
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
医
師

は
患
者
に
施
し
た
治
療
の
点
数
の

合
計
を
保
険
者
に
提
出
し
、
診
療

報
酬
を
受
け
取
る「出
来
高
払
い」

の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

治

療
や
検
査
を
増
や
す
ほ
ど
売
り
上

げ
が
増
え
る
構
造
な
の
で
す
。

そ
の
う
え
、
医
師
が
診
療
所
を

開
業
す
る
と
、
資
金
の
調
達
や
回

収
は
開
設
者
の
責
任
に
な
る
た
め

回

一
橋
大
学
教
授
井
伊

雅
子

経
営
リ
ス
ク
を
背
負
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
中
小
病
院
や
診
療

所
で
働
く
医
師
に
こ
の
よ
う
な
強

い
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ

(
誘
因
)
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
問
題
で
す
。

予
防
も
プ
ラ
イ
マ
リ
l

ケ
ア
の

重
要
な
役
劃
で
す
。
し
か
し
、
現

在
の
制
度
で
は
、
地
減
住
民
が
予

防
に
よ
っ
て
健
康
に
な
る
こ
と
が

経
営
リ
ス
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
の

第
6
章
医
療
の
公
平
性
と
は

た
制
度
で
す。
英
国
で
は
、
全
国

各
地
の
疾
患
の
発
生
率
・

有
病
率

や
そ
の
ト
レ
ン
ド
な
ど
を
簡
単
に

入
手
で
き
ま
す。
例
え
ば
、
地
域

住
民
の
中
で
高
血
圧
の
患
者
の
割

合
な
ど
も
把
握
で
き
、
そ
の
割
合

に
応
じ
て
医
療
機
関
に
報
酬
が
支

払
わ
れ
ま
す。

日
本
で
は
、
地
域
の
疾
病
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
広
域
で
の
取
り
組

み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

欧

回

一
橋
大
学
教
授

井
伊

雅
子

州
は
、
公
的
な
医
療
機
関
が
主
体

な
の
で
改
革
し
や
す
い
と
の
怠
見

が
あ
り
ま
す。
日
本
の
医
療
保
険

制
度
も
税
金
や
保
険
料
な
ど
公
的

に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
公
共
財
と

し
て
の
意
識
を
医
師
も
国
民
も
持

つ
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
の
と
き
重

要
に
な
る
の
が
医
療
保
険
制
度
の

設
計
の
在
り
方
で
す
。

経
済
学
で
は
、
個
々
人
が
自
分

に
と
っ
て
望
ま
し
い
選
択
を
す
る

動機づけの問題適切な制度設計で誘導

で
、
積
極
的
に
取
り
組
む
動
機
づ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
で

医
療
費
が
培
加
し
て
、
自
治
体
の

財
政
を
圧
迫
し
て
、
そ
れ
を
国
が

補
填
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
の

問
題
は
、
国
営
企
業
と
政
府
の
関

係
を
特
徴
づ
け
る「ソ
フ
ト
パ
ジ

ェ
ッ
ト

」
と
い
う
概
念
で
説
明
で

き
ま
す。
財
政
難
の
国
営
企
業
を

政
府
が
救
済
す
る
状
況
を
ソ
フ
ト

パ
ジ
ェ
ッ
ト
と
呼
び
ま
す
。

政
府
か
ら
事
後
的
な
救
済
が
あ

る
と
企
業
が
期
待
し
て
し
ま
う

と
、
各
企
業
と
も
経
済
的
自
立
に

と
考
え
ま
す。
適
切
な
制
度
設
計

を
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
登
場
す

る
プ
レー
ヤ
ー

(こ
の
文
脈
で
は

医
師
、
患
者
、
保
険
者
、
政
府
な

ど
)
が
利
己
的
な
行
動
を
と
っ
て

も
、
社
会
全
体
と
し
て
望
ま
し
い

結
果
(
配
分
)
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す。
社
会
全
体
と
し
て

望
ま
し
い
結
果
を
得
る
た
め
に
、

個
々
の
プ
レー
ヤ
ー

の
モ
ラ
ル
に

訴
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
分
野
で
も
、
現
在
の
出
来

高
払
い
制
度
だ
け
で
な
く
、
成
果

払
い
制
度
や
一
人
の
医
師
が
担
当

す
る
患
者
の
人
数
に
応
じ
て
収
入

向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
を
も
た

な
く
な
る
た
め
、
社
会
的
に
見
て

経
済
の
効
率
性
が
領
な
わ
れ
ま

す
。

か
つ
て
社
会
主
義
国
で
、
国

営
企
業
が
赤
字
に
陥
っ
て
も
国
の

補
助
金
な
ど
で
救
済
さ
れ
、
存
続

し
て
き
た
現
象
で
す
。

日
本
の
医

療
機
関
で
も
同
じ
よ
う
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
プ
の
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
4

年
2

月

お
臼

(
火
)

が
決
ま
る
よ
う
な
制
度
の
導
入
も

検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

医
師
は

患
者
の
た
め
に
予
随
行
動
す
る
こ

と
で
十
分
な
収
入
を
得
ら
れ
る
は

ず
で
す。
患
者
は
過
剰
な
検
査
や

薬
に
頼
ら
ず
に
出
資
を
節
約
す
る

こ
と
で
健
康
を
維
持
で
き
ま
す

。

保
険
者
は
医
療
費
を
抑
え
ら
れ
、

政
府
も
財
政
を
健
全
化
で
き
、
全

員
の
利
害
が
一
致
し
ま
す
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝刊

2

0
1
4

年
2

月
お
日

(
水
)
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~~品ゐ理総集飯

医
療
に
は2
種
類
の
代
理
人
が

い
ま
す
。

一
つ
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ

|

ケ
ア
(
1次
医
療
)
の
専
門
家
、

も
う
一
つ
は
、2
次
・
3

次
医
療

の
専
門
家
で
す
。

日
本
の
医
療
制

度
は
こ
の二
つ
の
専
門
家
の
聞
の

役
割
分
担
が
不
十
分
で
す
。

「分
業
」
は
生
産
性
を
高
め
る

代
表
的
な
方
法
で
す
。

例
え
ば
工

業
で
は
、
生
産
工
程
を
細
か
く
分

け
る
こ
と
で
効
率
を
高
め
て
い
き

ま
す。
作
業
す
る
人
も
、
同
じ
作

業
を
繰
り
返
す
こ
と
で
専
門
知
識

が
剛
唱
え
た
り
、
慣
れ
た
り
し
て
技

能
が
上
が
り
ま
す
。

こ
れ
を
経
済

政
治
家
の
多
く
は
、
借
金
を
し

て
で
も
病
院
や
介
穫
施
殺
を
造
る

こ
と
を
、
医
療
介
護
政
策
の
閏
擦

と
し
ま
す。
住
民
も
立
派
な
病
院

や
施
設
、
設
備
が
整
備
さ
れ
る
と

安
心
し
ま
す。

建
物
が
で
き
れ
ば
本
当
に
安
心

な
の
で
し
ょ
う
か。
病
気
を
予
防

し
て
で
き
る
だ
け
入
院
や
要
介
護

の
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
自
分

や
家
族
の
健
康
問
題
を
気
軽
に
相

談
で
き
、
必
要
な
と
き
に
は
医
療

機
関
や
施
設
で適
切
な
ケ
ア
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ

が
財
政
的
に
も
持
続
可
能
で
あ
る 身近な疑問を読み解く

司園自やさしい

身近な疑問を読み解く

やさしい国図E

第
6

章
医
療
の
公
平
性
と
は

学
で
は
「人
的
資
本」
が
蓄
積
し

た
、
と
考
え
ま
す
。

医
療
の
位
界

で
も
、
例
え
ば
心
臓
外
税
医
は
手

術
の
経
験
数
が
柵
唱
え
る
ほ
ど
、
よ

り
熟
練
し
て
成
功
率
が
上
が
る
で

し
ょ
う
。

分
業
に
よ
り
人
的
資
本

が
蓄
積
し
や
す
く
な
る
の
で
す

。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
医
療
の

分
業
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。

例
え
ば
大
学
病
院
の
循
環
鵠

専
門
医
で
も
、
本
来
は
診
療
所
な

回

一
橋
大
学
教
授
井
伊

雅
子

ど
で
診
る
べ
き
安
定
し
た
高
血
圧

の
思
考
な
ど
も
多
数
診
察
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
来
の
専
門

に
集
中
で
き
な
け
れ
ば
必
然
的
に

腕
は
港
ち
ま
す。

世
界
で
は
プ
ラ
イ
マ
リ
l

ケ
ア

の
専
門
医
は
、
家
庭
医
と
呼
ば
れ

ま
す
。

多
く
の
国
で
は
全
医
師
の

3
1
5

都
を
家
庭
医
が
占
め
ま

す
。

医
師
へ
の支
払
制
度
も2
次

.
3

次
医
療
と
異
な
り
ま
す
。

第
6

章
医
療
の
公
平
性
と
は

こ
と
が
住
民
の
た
め
の
政
策
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か。

政
府
は
医
療
や
健
康
分
野
を
成

長
産
業
に
す
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。

今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分

野
を
選
び、

そ
れ
に
補
助
を
与
え

て
育
成
す
る
こ
と
が
政
府
が
巣
た

す
べ
き
役
割
で
し
ょ
う
か
。
経
済

学
者
の
闘
で
は
、
こ
う
し
た
考
え

方
に
懐
疑
的
な
人
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん。
ど
の
分
野
が
本
当
に
成

田

一
橋
大
学
教
授
井
伊

雅
子

長
す
る
か
は
、
後
に
な
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

経
済
成
長
は
、
議
本
的
に
は
民

間
企
業
と
市
場
に
よ
っ
て
実
現
さ

れ
ま
す。
政
府
の
役
割
は
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
が
邪
魔
さ
れ
な
い
よ
う

に
環
境
多
髭
え
る
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
住
民
に
責
任
を
持
つ

真
の
代
理
人
と
し
て
の
医
師
が
不

在
で
す。
病
名
が
わ
か
る
ま
で
医

療
機
関
を
渡
り
歩
い
た
り
、
高
い

分業で高まる効率政府の果たすべき役割

意
見
・
社
説

日
本
人
のm
s

ω
代
の
死
因
の

1

位
は
自
殺
で
す。
う
つ
病
の
患

者
は
、
精
神
秘
や
肉
料
を
受
診
し

ま
す。
し
か
し
、
原
因
は
以
前
か

ら
患
う
疾
病
や
職
場
や
家
族
の
問

題
な
ど
で
あ
る
こ
と
も
多
い
で

す
。

欧
州
で
は
、
心
の
ケ
ア
が
必

要
な
人
の7
割
が
家
庭
医
の
診
察

を
受
け
て
い
ま
す
。

家
庭
の
事
情

や
地
域
の
特
性
ま
で
身
慮
し
て
治

療
し
、
薬
に
頼
ら
ず
症
状
を
緩
和

し
ま
す。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の

対
応
で
も
精
神
糾
医
と
家
庭
医
の

役
割
分
担
が
盛
要
な
の
で
す
。

分
業
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

自
己
負
担
の
た
め
に
が
ん
や
難
病

患
者
が
、
優
先
す
べ
き
必
要
な
治

療
を
中
断
し
た
り
す
る
な
ど
と
い

っ
た
話
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
臼
常
利
用
す
る
医
療

サ
ー

ビ
ス
の
多
く
は
、
通
常
の
財

と
異
な
り
、
お
金
を
か
け
れ
ば
か

け
る
ほ
ど
質
が
高
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん。
医
療
サ
ー
ビ
ス

は
情
報
の
非
対
称
性
も
あ
り
、
過

度
に
商
業化
さ
れ
が
ち
な
サー
ビ

ス
で
す。

皆
が
高
い
コ
ス
ト
意
識
を
も

ち
、
優
れ
た
費
用
対
効
果
を
目
指

す
プ
ラ
イ
マ
リl
ケ
ア
の
専
門
家

す
。

分
業
が
進
め
ば
、
専
門
分
野

の
知
織
や
絞
術
は
向
上
し
ま
す

が
、
各
分
野
で
行
動
隊
式
や
考
え

方
が
異
な
り
ま
す
。

互
い
の
関
連

性
が
失
わ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

そ
れ
を
統
活
し
て
管
理
す
る
必
要

が
出
て
き
ま
す。
プ
ラ
イ
マ
リl

ケ
ア
が
雫b
c
れ
た
国
で
は
看
護

師
や
家
庭
医
が
コー
デ
ィ
ネー
タ

l

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
4

年
2

月
幻
日

(木
)

を
多
数
育
成
し
た
り
、
予
防
が
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
支
払
制
度

を
設
計
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要

で
す。
国
民
が
安
心
し
て
日
常
生

活
を
過
ご
せ
る
、
こ
う
し
た
セ
ー

フ
テ
ィ
l

ネ
ッ
ト
の
整
備
が
、
ま

ず
政
府
が
取
り
組
む
べ
き
成
長
戦

略
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
2

月

お
日

(金
)
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最
近
、
商
品
名
を
直
接
出
さ
な
い
、
製
薬
メ
ー

カ
ー
の
テ
レ
ビC
M
が
頻
繁
に
流
れ
て
い
る
の
に

お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
複
雑
な
法
律

の
縛
り
が
あ
る
た
め一般
の
C
M
と
異
な
り
、
ぼ

ん
や
り
と
努
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
構
成
と
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す。

医
師
の
処
方
隻
が
必

要
な
薬
の
場
合
、
広
く
一
般
の
自
に
触
れ
る
C
M

で
商
鼠
名
を
あ
か
ら
さ
ま
に
出
す
と
、
行
き
過
ぎ

た
競
争
に
な
り
、
医
師
が
適
正
に
処
方
が
で
き
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

医
師
や
薬
剤
舗
に

対
し
て
の
み
情
報
提
供
が
許
可
さ
れ
て
い
る
処
方

賀
県
の
世
界
で
も
、
デ
ィ
オ
パ
ン
(
一
般
名
パ
ル
サ

ル
タ
ン
)
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
た
の
で
す
か
ら
、

野
政
し
に
し
て
お
く
と
大
変
な
と
と
に
な
っ
て
し

ま
う
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
オ
ブ
ラ
ー
ト
で
包
ま
れ
た
C
M
の
一

つ
が
野
際
陽
子
さ
ん
の
「
過
活
動
ぽ
う
と
う
」
に

関
す
る
も
の。

過
活
動
ほ
う
と
う
の
典
型
的
な
症

状
は
ト
イ
レ
が
極
端
に
近
く
な
る
と
と
で
す
。
更

に
、
尿
意
を
も
よ
お
す
と
我
慢
で
き
な
く
な
り
、

い
き
な
り
漏
ら
し
て
し
ま
う
症
状
(
切
迫
性
尿
失

禁
)
も
出
て
き
ま
す
。
多
く
の
女
性
は
と
う
し
た

症
状
を
病
気
だ
と
は
思
わ
ず
、
維
に
も
脅
え
ず
に

1

人
で
悩
む
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
と
の

C
M
を
見
た
人
か
ら
患
者
盤
宛
て
に
も
た
く
さ
ん

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
泌
尿
窟
科
や
か
か
り
つ

け
医
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ほ
う
と
う
の
緊
張
を
和

ら
げ
る
薬
を
飲
む
乙
と
で
ほ
と
ん
ど
の
症
状
は
改

醤
し
て
い
き
ま
す。
僻
聞
論
こ
う
し
た
症
状
の
陰
に

が
ん
な
ど
が
隠
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
億
低
限
の
検
査
は
不
可
欠
で
す
が
:
:
:

。

製
薬
メ
ー
カ
ー
が
こ
う
し
た
C
M
を
作
る
本
当

の
狙
い
は
薬
の
売
り
上
げ
を
増
や
す
と
と
で
し
ょ

う
が
、
つ
ら
い
症
状
か
ら
解
放
さ
れ
た
患
者
さ
ん

の
習
び
の
表
情
を
見
る
と「い
い
C
M
だ
っ
た
ん

だ
な
」
と
つ
く
づ
く
恩
い
ま
す

。

男
性
の
脱
毛
(A
G
A
)
に
関
す
る
爆
笑
間
閣

の
C
M
も
頻
繁
に
流
れ
て
い
ま
す
。
強
す
ぎ
る
男

性
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
、
副
作
用
が
出
な
い
程
度

に
抑
え
る
と
と
で
、
脱
毛
を
予
防
し
た
り
改
普
す

る
と
と
が
で
き
ま
す。
多
く
の
男
性
は
少
し
恥
ず

か
し
そ
う
に
「
テ
レ
ビ
で
見
た
の
で
す
が
、
そ
ち

ち
で
処
方
し
て
も
ら
唱
え
る
ん
で
し
ょ
う
か
?
」
と

電
話
し
て
き
ま
す
。

電
話
で
予
約
を
し
て
お
く
と

情
報
提
供

窓
口
で
の
た
め
ら
い
も
少
な
い
よ
う
で
す

。

そ
う

し
た
患
者
さ
ん
に
は
、
予
約
が
集
中
し
な
い
時
間

需
に
来
て
も
ら
い
、
で
き
る
だ
け
余
計
な
気
を
使

わ
な
い
で
済
む
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
C
M
が

な
け
れ
ば
、
と
れ
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
は
診
療
で
き

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

。
。

愚
近
目
立
っ
て
反
響
が
大
き
い
の
が
ピ
リ
ピ

リ
、
ジ
ン
ジ
ン
、
チ
ク
チ
ク
の
痛
み
が
続
く
「
神

e
う
司d
d

経
障
密
性
廃
痛
」
の
武
田
鉄

矢
さ
ん
のC
M
で
す
。
と
の

病
気
は
通
常
の
痛
み
止
め
や

湿
布
が
あ
ま
り
効
か
な
い
の

が
特
徴
で
す。
慢
性
的
な
痛

み
を
訴
え
る
人
の3
人
に
1

人
が
神
経
障
轡
性
廃
痛
と
も

意
見
・

社
説

い
わ
れ
ま
す。
「
と
の
く
ら
い
の
痛
み
は
我
慢
し

な
い
と
」
と
恩
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
か
っ
た

よ
う
で
す。
C
M
を
見
て
、
神
経
障
害
性
廃
痛
か

も
し
れ
な
い
と
初
め
て
受
診
す
る
人
が
明
ら
か
に

増
え
て
い
ま
す
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
一
発
で
効
く

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
「
少
し
ず
つ
効

い
て
く
る」
手
応
え
は
、
私
た
ち
も
感
じ
て
い
ま

す
。

と
う
し
た
C
M
の
多
く
は
、
医
療
関
係
者
か
ら

も
患
者
さ
ん
か
ら
も
好
意
的
に
受
げ
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
昨
年
叩
月
か
ら
放
送
さ
れ
始
め

た
「う
つ
の
痛
み」
の
啓
発
C
M
は
、
専
門
医
や

一
部
の
患
者
さ
ん
た
ち
か
ら
強
い
抗
議
を
受
け
、

内
容
の
一
部
変
更
を
迫
ら
れ
ま
レ
た
。

う
つ
が
原

因
で
体
の
痛
み
が
生
じ
る
と
と
は
、
現
場
の
医
師

細
か
な
配
慮
を

と
し
て
は
実
感
し
て
い
ま
す
が
、
医
学
的
な
根
拠

は
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
国
際
的
な
診

断
基
畑
中
に
も
配
載
は
な
く
、

一部
の
医
師
の
闘
で

鰐
織
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
段
階
で
す

。
「
頭

や
体
が
痛
い
と
告
げ
た
だ
け
で
上
司
か
ろ
う
つ
病

と
言
わ
れ
た
」
な
ど
の
訴
え
が
放
送
局
に
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

患
者
さ
ん
の
多
く
が
知
ら
な
い
情
報
を
、
マ
ス

コ
ミ
を
通
じ
て
提
供
す
る
の
は
大
切
な
と
と
だ
と

思
い
ま
す。
た
だ
し
、
そ
の
際
は
鍛
解
が
生
じ
な

い
よ
う
に
愚
大
限
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
一
方
、

患
者
さ
ん
は
患
者
さ
ん
で
、
早
と
ち
り
を
し
な
い

よ
う
慎
軍
に
行
動
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

。
〈
〉

先
日
、
と
の
欄
の
「
患
者
語
医
者
語
辞
典
」
で

紹
介
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
消
欝
に
つ
い
て
、
続 者

か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
消
禽

が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
「効
果
が
な
い
」
と
と
を
紹

介
し
た
の
で
す
が
、
電
話
の
お
尋
ね
は
「
全
く
効

果
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
専
門
家
が
話
し
て
い

る
の
を
聞
い
た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
専
門
的

に
説
明
す
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
消
毒
剤
を
手
に

し
っ
か
り
と
擦
り
込
ん
で
乾
燥
さ
せ
る
と
、
ウ
イ

ル
ス
の
数
が
叩
分
の
l

程
度
に
減
少
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
現
実
に
は
そ
れ
だ
け
で
は
「
効

果
は
な
い
」
の
で
、
前
後
に
か
な
り
で
い
ね
い
な

手
洗
い
が
必
要
と
い
う
わ
け
で
す
。

書
発
C
M
も
医
療
番
組
も
、
専
門
知
織
の
少
な

い
一般
の
人
を
対
象
に
し
た
場
合
「
分
か
り
ゃ
す

く
」
「
正
し
く
」
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
説
明

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
回
り

く
ど
い
言
い
方
で
な
く
、
手
短
に
思
い
切
っ
た
鋭

明
が
必
要
で
す。
許
さ
れ
る
範
囲
の
誤
解
は
賞
憶

し
、
分
か
り
に
く
い
餅
明
は
省
略
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん。
も
ち
ろ
ん
大
き
な
鎮
解
が
生
じ
る
鋭
明
や

明
ら
か
な
誤
り
は
い
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
な
り

に
精
い
っ
ぱ
い
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

医
師
の
鋭
明
も
マ
ス
コ
ミ
の
医
療
情
報
も
、
そ

う
し
た
努
力
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
患
者
さ

ん
は
、
と
う
し
た
情
報
に
安
易
に
飛
び
つ
い
た
り

自
己
判
断
で
す
ぐ
に
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
慎

置
に
受
け
と
め
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

そ
し
て
、
医
療
関
係
者
も
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

も
、
情
報
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
も
っ
と
も
っ
と

細
か
な
配
慮
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

(
患
者
整
魁
一
塁
・
小
野
村
健
太
郎
)

毎

日

(
福
岡
)
・
朝
刊

2
0
1
4
年
2

月

4
B
(火
)
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臨
床
研
究
の
重
要
性
、
も

高
血
圧
治
療
薬コ
ア
ィ
オ
パ

ン
」
に
関
す
る
論
文
不
正
問
題

で
、
東
京
地
検
特
使
部
が
先

月
、
薬
事
法
違
反

(誇
大
広

告
)
容
疑
で
強
制
捜
査
に
乗
り

出
し
た
。

デ
ィ
オ
パ
ン
を
め
ぐ

る
臨
床
研
究
の
不
備
を
最
初
の

論
文
発
表
時
か
ら
指
摘
し
て
き

た
臨
床
研
究
適
正
評
価
教
育
機

構
(J
|

C
L
E
A
R
)
理
事

で
、
武
蔵
国
分
寺
公
園
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
名
郷
直
樹
院
長
に
話
を

聞
い
た
。
(

平
沢
裕
子)

「
入
院
」
で
効
果
検
討

~~拠地 版

ー

l

東
京
慈
恵
会
医
大
が
実

施
し
た
臨
床
研
究
の
論
文
は2

0
0
7

年
、
世
界
的
に
権
威
の

あ
る
医
学
誌
『ラ
ン
セ
ッ
ト
』

に
載
っ
た。
掲
載
は
優
れ
た
論

文
だ
か
ら
で
は
?

掲
裁
論
文
の
全
て
が
優
れ
て

い
る
と
は
限
ら
な
い
。

あ
の
論

文
に
は
「客
観
性
に
乏
し
く
、

医
師
の
さ
じ
加
減
で
決
ま
る

名郷院長に聞くF..回開出闘

つ

と
理
解
を

「血圧の薬は血圧を下げれば良い
わけではない。 大事なのは脳卒中
などの合併症を減らし、最終的に
長生きできるかどうか」と癒す名
郷直樹院畏 (三尾郁恵撮影)

|
|

論
文
担
造
の
疑
い
を
持

っ
た
の
は
い
つ
か

掲
載
か
ら2
年
後
ぐ
ら
い。

私
は
大
学
で
学
生
に
E
B
M

(根
拠
に
基
づ
く
医
療)
に
つ

い
て
教
え
て
い
る
が
、
授
業
の

た
め
に
こ
の
論
文
の
基
と
な
る

研
笥
ア
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
調
べ

た
ら
発
表
論
文
と
違
う
こ
と
が

書
い
で
あ
っ
た。
当
時
の
著
書

に

「日
本
の
臨
床
試
験
の
廃
史

に
残
る
寧
件
で
は
な
い
か」と

書
い
た
が
、
関
心
手
持
っ
た
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た。

|
|

高
血
圧
治
療
が
専
門
の

日
本
高
血
圧
学
会
も
?

日
本
の
学
会
の
偉
い
人
た
ち

は
基
本
的
に
は
基
礎
医
学
者
。

デ
ィ
オ
パ
ン
は
動
物
実
験
や
試

験
管
内
で
は
良
い
デ
ー
タ
が
た

く
さ
ん
出
て
い
る。
基
礎
医
学

の
人
た
ち
は
「実
験
で
こ
れ
だ

意
見
・
社
説

け
良
い
ん
だ
か
ら
、
ヒ
ト
で
も

良
い
結
果
が
出
る
に
違
い
な

い
」
と
考
え
て
し
ま
う。

|
|

基
礎
研
究
で
良
い
結
果

が
出
れ
ば
、
臨
床
で
も
同
じ
よ

う
な
結
果
が
出
る
と
考
え
る
の

は
普
通
で
は
な
い
か

実
際
に
臨
床
で
や
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
。

た
だ
、
そ
れ
が
分
か
っ
て

き
た
の
は
最
近
の
こ
と。
エ
ポ

ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
と
な
っ
た
の

は
、
不
動
盤
脈
治
療
薬
が
不
整
脈

を
減
ら
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

か
え
っ
て
突
然
死
を
増
や
す
こ

と
を
示
し
た
米
国
の
C
A
S
T

研
究
。

1
9
8
9

年
実
施
の
こ

の
研
究
以
降
、
不
整
脈
を
減
ら

す
研
究
で
は
な
く
、
突
然
死
を

減
ら
す
か
ど
う
か
の
臨
床
研
究

を
重
視
し
よ
う
と
い
う
流
れ
に

変
わ
っ
た。
で
も
、
日
本
で
は

い
ま
だ
に
基
礎
研
究
だ
け
で
完

結
し
た
か
の
よ
う
に
考
え
る
臨

床
医
も
多
い。
医
師
だ
け
で
な

く
、
社
会
全
体
が
臨
床
研
究
の

重
要
性
を
も
っ
と
理
解
す
る
必

要
が
あ
る。

よ
り

高
い
薬
に
シ
フ
ト

|
|

デ
ィ
オ
パ
ン
の
治
療
効

果
に
つ
い
て
は
ど
う
思
う

悪
い
薬
で
は
な
い。
問
題
は

値
段
が
高
い
こ
と。
デ
ィ
オ
パ

ン
と
同
じ
種
類
の
ア
ン
ヲ
オ
テ

ン
シ
ン
受
容
体
措
抗
薬(A
R

B
)
は
降
圧
剤
の
中
で
値
段
が

最
も
高
い。
A
R
B
の
中
で
は

デ
ィ
オ
パ
ン
は
後
発
な
の
で
安

い
が
、
問
題
発
覚
後
、
デ
ィ
オ

パ
ン
よ
り
値
段
が
高
い
別
の
A

R
B
に
切
り
替
え
ら
れ
た
人
が

多
か
っ
た。

こ
れ
も
大
き
な
問

題
だ。
降
圧
剤
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
、
A
R
B
と
同

等
の
効
果
が
あ
っ
て
値
段
が
は

る
か
に
安
い
薬
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い。

ー

l

薬
を
処
方
す
る
の
は
医

師
。

特
に
開
業
医
の
先
生
に
心

掛
け
て
ほ
し
い
こ
と
は

論
文
を
読
め
る
よ
う
に
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
し
て
ほ
し
い。
そ
の

機
会
は
既
に
い
ろ
い
九
語
る
。

今
回
の
よ
う
な
問
題
は
開
業
医

が
日
々
論
文
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
れ
ば
起
き
な
か
っ
た
と
思

-
つ。

思
者
さ
ん
に
は

薬
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
っ
た

ら
医
師
に
聞
い
て
み
て
ほ
し

い
。

多
く
の
医
師
は
そ
の
場
で

分
か
ら
な
く
て
も
調
べ
て
教
え

て
く
れ
る
は
ず
だ。
疑
問
に
思

う
こ
と
は
何
で
も
相
談
し
て
納

得
し
た
う
え
で
治
療
を
受
け
て

ほ
し
い
。産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

ル昨員のルが
テ年が薬タ平 l デ
イ、関とン成 | ィ

ス発与治 。 12 I オ
社覚し療京年 ! パ

をして翼都か | ン
J い府ら | に
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を今こ比医本 | す
棄年と較大で | る

1 やすや販論

型弓塾杢璽室直

結25語富市
i労正臨会血型
働な床庄 一省デd治ご
技庁議ATP 主研わ師をて版刷ツ鞍しりヲ 『
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日
(
金
)

新聞社以外の許路も得たよで掲載しております.99 



理
化
学
研
君
所
の
小
保
方
晴

子
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

ら
が
発
表
し
た
新
型
の
万
能
細

胞
「P
T
K
F細胞
」
の
疑
惑

は
論
文
の
誤
り
だ
け
で
な
く
、

細
胞
の
存
在
自
体
が
疑
問
視
さ

れ
る
事
態
に
発
展
し
た
。

理
研

や
共
著
者
が
公
表
し
た
作
製
方

法
も
論
文
と
異
な
る
な
ど
混
乱

が
続
い
て
お
り
、
検
証
作
業
は

難
航
し
そ
う
だ。

S
T
A
P

細
胞
へ
の
疑
問
点

は
こ
れ
ま
で
、
画
像
流
用
な
ど

論
文
内
容
が
中
心
だ
っ
た
が

、

STAP細胞の問題町

・画像流用など論文に多くの疑問点

・第三者が作製できたとの報告は広い

・詳細忽作製方法が論文と異忽る

・米共著者の作製方法が理研と異忽る

・保存細胞は別のマウス由来と判明

・研究チームが十分な説明をしてい芯い

医
療
ニ
ュ
ー
ス

試
料
ず
さ
ん
管
理
・
作
製
方
法
混
乱
・
:
検
証
難
航

お
日
に
判
明
し
た
「別
マ
ウ
ス

問
題
」
で
細
胞
の
存
在
に
対
す

る
疑
念
が
一
段
と
強
ま
っ
た
。

理
研
に
よ
る
と
、
論
文
共
著

者
の
若
山
照
彦
山
梨
大
教
授
は

1
2
9

系
統
と
い
う
種
類
の
マ

ウ
ス
を
小
保
方
氏
に
渡
し
、S

T
A
P
細
胞
の
作
製
を
依
頼。

と
こ
ろ
が
小
保
方
氏
か
ら
受
け

取
っ
た
細
胞
は
、
こ
の
実
験
で

は
使
わ
な
か
っ
た
は
ず
の
別
の

種
類
の
マ
ウ
ス
細
胞
だ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た。

原
因
は
小
保
方
氏
が
何
ら
か

の
理
由
で
別
種
の
マ
ウ
ス
を
使

っ
た
か
、
あ
る
い
は
別
の
細
胞

と
の
取
り
違
え
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

し
か
し
、
実
験
の
重
要

な
証
拠
試
糾
で
あ
る
細
胞
の
扱

い
が
ず
さ
ん
だ
っ
た
可
能
性
は

否
定
で
き
ず
、
研
究
の
信
頼
性

は
大
き
く
揺
ら
い
だ。

P細胞A T S 
存在するのか

「S
T
A
P

細
胞
」
研
究
論
文
を
め
ぐ
る
疑
惑
で
十
四
日
、
中
心
と
な
っ
た
研
究
員
が
所
属
す
る
独

立
行
政
法
人
・
理
化
学
研
究
所
(
理
想
の
鷺
良
遣
要

-
h示
会
見
し
た
。

理
研
と
い
え
ば
、
戦

前
か
ら
続
く
日
本
を
代
表
す
る
自
然
科
学
研
究
の
殿
堂
だ

。

現
理
事
長
を
は
じ
め
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
た
ち
も
輩
出
し
て
き
た
。

そ
れ
だ
け
に
問
題
の
衝
怒
は
ひ
と
き
わ
大
き
い。
(

白
名
正
和)

S
T
A
P

細
胞
疑
惑
理
研
と
ほ

基
礎
生
物
学
研
究
所
(愛
知

県
岡
崎
市)
の
上
野
直
人
教
授

(発
生
生
物
学)
は

「霊
要
な

実
験
な
の
で
単
純
な
間
違
い
は

考
え
ら
れ
な
い。
断
定
は
で
き

な
い
が
、
担
造
と
考
え
て
も
い

い
レ
ベ
ル
だ
」
と
指
摘
す
る。

理
研
は
「小
保
方
氏
が
こ
の

問
題
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
は
な
い
」
と
し
て
い
る。

若
山
教
授
は
一
連
の
疑
惑
を

受
げ
今
月
上
旬
、
こ
の
細
胞
の

分
析
を
公
的
な
研
究
機
関
に
依

頼
し
て
い
た。
遺
伝
子
を
解
析

す
る
こ
と
で
、
本
当
にS
T
A

P

細
胞
か
ど
う
か
を
確
か
め
る

の
が
目
的
だ。
し
か
し
、
本
来

の
手
順
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
た
め
、
細
胞
自
体
の

信
用
性
に
疑
問
符
が
付
く
こ
と

に
な
り
、
真
相
解
明
は
さ
ら
に

遠
の
い
た
と
の
見
方
も
あ
る。

輩出
、-

作
製
方
法
を
め
ぐ
る
混
乱
も

あ
る
。

理
研
は
外
部
か
ら
「論

文
通
り
に
や
っ
て
も
作
製
で
き

な
い
」
と
の
指
摘
を
受
け
5

目
、
詳
細
な
作
製
手
順
管
を
公

表
。

し
か
し
、
論
文
で
はS
T

A
P
細
胞
に
人
為
的
に
作
ら
れ

た
証
拠
と
な
る
遺
伝
子
の
変
化

が
あ
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
た

の
に
、
手
順
書
で
は
変
化
が
な

い
と
さ
れ
、
税
学
界
の
不
信
は

増
幅
し
た。

さ
ら
に
論
文
共
著
者
の
チ
ャ

ー
ル
ズ
・

パ
カ
ン
テ
ィ
米
ハ
ー

バ
ー
ド
大
教
授
の
所
属
機
関
が

泊
目
、
別
の
作
製
法
を
公
表
。

論
文
や
理
研
の
手
順
書
と
異
な

り
、

体
細
胞
を
弱
酸
性
溶
液
で

刺
激
す
る
だ
け
で
な
く
、
細
い

管
に
通
し
て
物
理
的
刺
激
を
加

え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
た。

同
じ
S
T
A
P
細
胞
で
あ
り

し
た
湯
川
秀
樹
氏
ら
、
日
本
を

代
表
す
る
自
然
科
学
研
究
の
ス

タ
ー
を
蹴
出
し
て
い
る。

一
方
、
理
研
は
研
究
の
み
な

ら
ず
、
事
業
も
手
が
け
た
。

鈴

木
氏
の
研
究
は
後
に
ビ
タ
ミ
ン

A
の
商
品
化
に
つ
な
が
り
、
製

造
技
術
は
「理
研
ビ
タ
ミ
ン
」

懸念も
な
が
ら
複
数
の
作
製
法
が
示
さ

れ
た
こ
と
で
、
検
証
作
業
は
混

迷
の
度
合
い
を
憎
し
て
い
る
。

現
時
点
で
小
保
方
氏
ら
の
チ
ー

ム
以
外
に
、
作
製
に
成
功
し
た

と
の
報
告
は
な
い。

関
西
学
院
大
の
関
白
行
専
任

講
師
(発
生
生
物
学)
は

「総

合
的
に
見
て
S
T
A
P
細
胞
の

存
在
は
非
常
に
疑
わ
し
く
な
っ

た
。

私
も
再
現
を
試
み
た
が
失

敗
し
た。
理
研
の
成
果
で
は
も

は
や
存
在
す
る
と
は
言
え
ず
仮

説
に
戻
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
」と
話
し
て
い
る。

産

経
(
東
京
)・朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
幻
自

(
木
)

が
強
い。
目
立
っ
た
者
勝
ち
、

成
果
を
出
し
た
者
勝
ち
と
い
う

今
の
学
界
の
風
潮
に
、
理
研
も

影
響
さ
れ
て
い
る」

篠
原
教
授
は
今
回
、
理
研
の

広
報
体
制
に
も
違
和
感
を
感
じ

た
と
い
う
。

研
究
員
の
か
っ
ぽ

う
着
姿
が
や
た
ら
に
強
調
さ
れ

100 



~~;込山由総集版
理
研
は
幅
広
い
自
然
科
学
分

野
を
網
羅
す
る
総
合
的
な
研
究

機
関
だ。
テ
ー
マ
は
病
気
に
か

か
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
予
防
法
の

解
明
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
1

「
京
」
に
よ
る
災
害
時
の

被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

数
多
い。
所
属
す
る
研
究
者
ら

は
約
三
千
四
百
人
、
二O
二
二

年
度
の
予
算
規
棋
は
八
百
四
十

四
億
円
に
上
る。

歴
史
は
大
正
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
。

一
九
一
三
(
大
正
二
)

年
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
発
見
者

と
し
て
知
ら
れ
る
高
峰
譲
古
口
氏

が
、
米
国
視
察
後
に
科
学
研
究

所
の
設
立
を
提
唱。
第
一
国
立

(
現
み
ず
ほ
)
銀
行
の
頭
取
な

ど
を
歴
任
し
た
渋
沢
栄
一
氏
ら

薗
像
や
デl
タ
に
疑
問
が
出

て
い
る
「S
T
A
P
(ス
タ
ッ

プ
)
細
胞
」
の
論
文
に
つ
い
て
、

理
化
学
研
究
所
は
は
臼
の
記
者

会
見
で
「未
熟
な
研
究
者
だ
っ

た
」
(
野
依
良
治
理
事
長
)
と

原
因
の
一
端
を
説
明
し
た
。

問

題
の
本
質
は
果
た
し
て
そ
れ
だ

け
な
の
か。

財
界
人
の
寄
付
金
な
ど
で
、
四

年
後
に
設
立
さ
れ
た
。

後
進
資
本
主
義
国
か
ら
脱
し

て
、
欧
米
と
肩
を
並
べ
る
国
力

を
養
お
う
と
、
独
自
の
技
術
力

を
探
求
し
た。
戦
時
中
は
物
理

学
者
の
仁
科
芳
雄
氏
が
陸
軍
の

要
請
を
受
け
、
原
爆
の
製
造
開

発
に
携
わ
っ
た
。
通
称
「
二
号

研
究
」
で
理
研
織
内
で
ウ
ラ
ン

濃
縮
を
試
み
た
が
、
完
成
で
き

な
か
っ
た。

仁
科
氏
は
広
島
の

原
爆
投
下
時
に
も
軍
の
問
い
に

対
し
、
こ
の
爆
弾
を
初
め
て

「
原
爆
」
と
確
認
し
て
い
る
。

敗
戦
後
、
連
合
国
軍
総
司
令

部
(
G
H
Q
)は
理
研
の
存
在

を
危
険
視
し
、
仁
科
氏
が
開
発

し
た
イ
オ
ン
を
加
速
す
る
実
験

「彼
女
で
は
英
科
学
総
ネ
イ

チ
ャ
l

に
載
せ
る
に
は
実
力
不

足
」
(
理
研
調
査
委
員
会
の
石

井
俊
輔
委
員
長
)。会見
で
は
、

出
席
者
か
ら
相
次
い
で
筆
頭
著

者
の
小
保
方
晴
子
研
究
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
の
研
究
者
と
し
て

の
実
力
が
不
十
分
と
の
指
摘
が

相
次
い
だ。

た
だ
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は

小
保
方
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ

ー
は
研
究
室
主
宰
者
と
い
う
立

織
に
あ
っ
た
こ
と
だ
。

研
究
室

装
「
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
」
一
一

基
を
東
京
湾
に
沈
め
た
。

さ
ら

に
四
八
年
に
は
理
研
を
解
散
、

株
式
会
社
に
改
組
し
た
。

し
か
し
、
五
八
年
に
特
殊
法

人
と
し
て
復
活。

再
び
多
分
野

で
の
研
究
を
進
め
た。
六
五
年

に
は
量
子
電
気
力
学
で
の
基
礎

的
研
究
が
認
め
ら
れ
て
、
所
属

す
る
物
理
学
者
の
朝
永
振
一
郎

氏
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
貨
を
受

賞
し
た
。

戦
前
か
ら
の
足
跡
を
た
ど
る

と
、
ビ
タ
ミ
ン
を
発
見
し
た
鈴

木
梅
太
郎
氏
、
地
球
物
理
学
の

草
分
け
の
寺
田
寅
彦
氏
、
人
工

雪
を
初
め
て
発
生
さ
せ
た
中
谷

字
吉
郎
氏
、
中
間
子
を
発
見
し

て
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
貨
を
受
賞

rS T AP J世界に不手際露呈

ーベル賞学者
自然科学界を
ノ

を
運
営
す
る
責
任
者
で
あ
り
、

規
模
こ
そ
小
さ
い
が
、
大
学
で

言
え
ば
教
授
ポ
ス
ト
に
相
当
す

る
。

在
籍
す
る
発
生
・
再
生
糾
学

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
(
神
戸
市
)

の
研
究
室
の
墜
を
ピ
ン
ク
に
彩

っ
た
り
、
研
究
機
録
に
ア
ニ
メ

の
シ
l

ル
を
貼
っ
た
り
す
る
こ

と
も
自
ら
判
断
で
き
る
裁
鑑
織

を
持
つ。
理
研
の
説
明
に
従
え

ば
、
こ
う
し
た
立
燭
に
「未
熟
」

な
研
究
者
が
就
い
て
い
た
。

が
受
け
継
い
だ。

同
社
は
現
在

乾
燥
ワ
カ
メ
、
ワ
カ
メ
ス
ー
プ

な
ど
の
商
品
で
、
一
般
市
民
に

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。

日
本
の
自
然
科
学
界
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
理
研。
そ
れ
だ
け

に
今
回
の
問
題
は
衝
掌
が
大
き

い
。

ち
な
み
に
日
本
分
子
生
物

学
会
は
、
理
研
に
厳
正
な
対
応

を
求
め
る
声
明
を
出
し
た
。

同
学
会
の
理
事
で
あ
る
大
阪

大
の
篠
原
彰
教
授
は
「
成
果
主

義
が
理
研
を
含
め
た
学
界
に
ま

ん
延
し
て
い
る
」
と
、
根
底
的

な
背
農
を
指
摘
す
る。

「
論
文
が
有
名
な
科
学
誌
に

出
れ
ば
、
国
や
民
間
企
業
か
ら

研
究
費
を
取
り
や
す
く
な
る
。

医
療
関
連
の
分
野
は
そ
の
傾
向

同
セ
ン
タ
ー
で
は
幻
織
で
研

究
室
主
宰
者
に
就
い
た
上
田
泰

己
氏
(
現
・

東
京
大
学
教
俊
)

な
ど
若
手
を
積
極
的
に
登
用
し

て
育
て
て
き
た
実
績
が
あ
る
。

上
田
氏
ら
は
就
任
時
か
ら
成
果

を
出
す
な
ど
、
若
い
か
-
?
と
い

っ
て
研
究
者
と
し
て
未
熟
で
あ

っ
た
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
若
手
の
揚
合
、
シ
ニ
ア

研
究
者
が
支
媛
す
る
体
制
も
充

実
さ
せ
て
い
る
と
理
研
は
説
明

し
て
き
た。
S
T
A
P

細
胞
の

医
療
ニ
ュ
ー
ス

「成果主義による影響」

研
究
チl
ム
で
は
笹
井
芳
樹
副

セ
ン
タ
ー
長
が
深
く
関
わ
っ
て

い
る
。

未
熟
と
片
付
け
る
の
は
簡
単

だ
が
、
シ
ニ
ア
研
究
者
が
適
切

な
支
援
を
し
て
い
た
の
か
、
未

熟
な
研
究
者
を
な
ぜ
妓
て
き
し

て
し
ま
っ
た
の
か
。
理
研
全
体

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き

だ
ろ
う。

圏
内
外
に
知
ら
れ
る
学
術
誌

に
輸
文
を
掲
載
し
た
こ
と
も
あ

り
、
全
世
界
に
不
手
際
を
銭
曇

た
。

「
過
剰
な
露
出
だ
っ
た
。

論
文
の
内
容
を
精
査
す
る
べ
き

組
織
が
、
売
り
込
み
役
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
」

篠
原
教
授
は
事
態
を
こ
う
懸

念
し
た
。

「
地
味
な
研
究
に
は

光
が
当
て
ら
れ
ず
、
目
立
つ
か

ど
う
か
ば
か
り
が
優
先
さ
れ
が

ち
だ
。

そ
う
な
れ
ば
、
ま
じ
め

な
研
究
者
た
ち
は
失
望
す
る
。

回
り
回
っ
て
、
人
材
の
枯
渇
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
」

東
京
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
時
日
(
土
)

し
た
。
日
本
の
撃
技
術
全
体

の
国
際
的
な
臼
用
問
題
に
ま
で

発
展
し
か
ね
な
い
事
態
に
な
っ

て
い
る。
早
急に
事
実
を
解
明

し
、
教
訓
と
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
いる
。

(
新
井

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月

m
m臼
(
水
)
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-
口
・

鹿
児
島
県
がω
年
9
月

か
ら
始
め
た
「
ド
ク
タ
ー

バ
ン
ク
か
ご
し
ま
」
制
度

。

医
師
不
足
の
解
消
が
期
待

と
話
す
縫
島
の
救
急
隊
員

一

さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に

は
多
い
。
一
同
制
度
で
確
保
で
き
た
医

地
元
の
開
業
医
も
徳
測
一
師
は

5

人
に
と
ど
ま
る
。

会
病
院
を
評
価
す
る
。
知一

し
か
も
公
的
医
療
機
関
や

名
町
で
個
人
医
院
を
聞
く一

診
療
所
の
み
が
対
象
で
、

印
代
院
長
は
「
徳
制
刷
会
病
一
沖
永
良
部
島
や
与
論
島

、

院
が
で
き
る
前
は
、
昼
夜-m例
会
病
院
の
積
極
的
進
出一徳
之
島
、
喜
界
自
国
に
つ
い

問
わ
ず
患
者
を
受
げ
入
れ一と
、
そ
の
影
響
を
受
け
た一て
は
医
師
の
確
保
が
揖
離
し

て
過
労
で
倒
れ
た
こ
と
も一個
人
の
開
業
医
の
自
主
的
一
い
状
態
が
続
く
。

あ
っ
た
。

あ
り
が
た
い」
。
一な
貢
献
」
を
挙
げ
る
医
療
一
「
日
本
の
医
療
は
自
由

和
泊
町
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
一
関
係
者
は
多
い
。
「
県
や
一
開
業
制
度
。
病
院
が
市
場

長
(
印
)
も
「
徳
制
刷
会
は
雄
一
行
政
が
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
一
任
せ
で
つ
く
ら
れ
、
行
政

島
に
競
争
原
理
を
持
ち
込
一
ら
な
く
て
も
、
徳
制
別
会
が
一
が
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た

む
こ
と
で
、
離
島
全
体
の一勝
手
に
や
っ
て
く
れ
た
」一時
代
が
長
か
っ
た
」
。
鹿

医
療
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
に一と
い
う
わ
げ
だ
。

一児
島
県
の
担
当
者
は
認
め

も
貫
献
し
た
」
と
認
め
る

。

一
医
師
派
遣
に
し
て
も
同一る
。

-
ロ
・

一様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。一
さ
ら
に
民
間
病
院
が
医

県
に
よ
る
と
、
徳
例
会一鹿
児
島
と
同
じ
く
離
島
が一師
不
足
で
廃
業
す
る
と
き

は
県
内
に
辺
病
院
、
ロ
ク一多
い
長
崎
県
で
は
、19

一に
県
が
支
援
が
で
き
る
と

リ
ニ
ッ
ク
・
診
療
所
を
慶

一7
0

年
か
ら
医
師
確
保
・一は
限
ら
な
い
。
「
打
て
る

開
。
そ
の'
2り
奄美
な
ど

一派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
一
手は
打
っ
て
い
る」
と
い

離
島
が
半
数
を
占
め
る。一築
、
安
定
的
に
医
師
を
送一う
県
も
医
師
確
保
は
難
航

公
的
医
療
機
闘
が
な
い
沖一り
込
む
修
学
資
金
制
度
を一し
て
お
り
、
地
域
へ
の
医

永
良
部
島
、
与
論
島
と
、一つ
く
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ一師
派
遣
を
担
っ
て
い
た
鹿

休
診
中
の
徳
之
島
、
喜
界一が
鹿
児
島
県
に
離
島
の
医一児
島
大
学
病
院
も
倒
年
の

島
で
は
徳
測
会
が
島
の
医一師
対
策
施
策
が
で
き
た
の一制
度
改
正
で
研
修
医
の
県

療
を
担
っ
て
い
る
の
が
現一は
2
0
0
6

年
。
県
内
人

一外
流
出
が
進
み
、
医
師
派

状
だ
。

一口
の
約1
割
を
占
め
る
隆一過
態
勢
に
限
界
が
き
て
い

厳
島
が
多
い
鹿
児
島
県一島
の
医
療
は
「
徳
制
刷
会
頼

一る
。

で
、
公
的
医
療
機
関
が
少一み
」
だ
っ
た
こ
と
が
'
コ
か

一

「
今
後
、
雌
島
で
公
的

な
い
の
は
な
ぜ
か
。
「
徳一が
え
る
。

一病
院
を
つ
く
っ
て
も
医
師

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
四
日
(
日)

を
確
保
で
き
な
い
可
能
性

は
高
い
。
徳
制
刷
会
の
さ
つ

に
都
会
か
ら
医
師
派
遣
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
待
っ
て

い
な
げ
れ
ば
、
病
院
経
営

は
難
し
い
」
と
関
係
者
。

鹿
児
島
県
は
「
徳
洲
会
は

こ
れ
ま
で
通
り
の
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で

き
る
よ
う
第
力
し
て
ほ
し

い
」
と
し
て
い
る
。

。

2
0
1
2

年
衆
院
選
を

め
ぐ
る
公
選
法
違
反
事
件

で
多
く
の
逮
捕
者
を
出
し

た
日
本
燈
大
級
の
医
療
グ

ル
ー
プ
徳
洲
会
。
過
激
な

選
挙
載
を
は
じ
め
政
治
色

が
濃
い

一方
で
、
鹿
児
島

県
内
で
は
離
島
や
過
疎
地

の
医
療
に
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
る
の
も
確

か
だ
。
一連
の
事
件
が
医

療
・
福
祉
へ
及
ぼ
す
影
響

を
懸
念
す
る
声
が
あ
る

中
、
命
を
守
る
闘
い
が
日

々
続
い
て
い
る
医
療
の
現

場
か
ら
報
告
す
る
。

頼
る
行
政
、
対
応
出
遅
れ

担い手
奄
美
大
島
・
名
瀬
か
ら

1
4
0
J
離
れ
た
海
上
に

浮
か
ぶ
神
永
良
部
島
。
知

名
町
の
主
婦
、
新
納
俊
子

さ
ん
(
朗
)
は
あ
る
夜
、
就

寝
中
の
夫
の
異
変
に
気
付

い
た
。

う
な
り
声
を
出
し
、 意

識
も
も
う
ろvマ
と
し
た

状
態
。
深
夜
で
近
く
の
人

に
声
を
か
げ
ら
れ
ず
、
す

ぐ
に
救
急
車
を
要
請
し

た
。
鍛
送
さ
れ
た
神
永
良

部
徳
制
別
会
病
院
の
明
か
り

が
見
え
て
く
る
と
祈
る
よ

沖
永
良
部
徳
洲
会
病
院
で
は
お
年
寄
り
の
患
者
が
目

立
つ

U

知
名
町
瀬
利
党

① 

う
な
気
持
ち
だ
っ
た
、
と

振
り
返
る
。

同
病
院
は1
9
9
0

年

に
開
設
さ
れ
た
。
島
内
で

は
「
以
前
は
、
入
院
や
手

術
で
島
を
離
れ
る
と
出
費

は
か
さ
む
し
、
付
き
添
い

も
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
聞

は
収
入
も
絶
た
れ
る
と
い

う
こ
車
青
島
に
大
き
な

病
院
が
あ
る
こ
と
で
経
済

的
に
も
助
か
っ
た
」
(
位

歳
男
性
)
と
の
声
も
聞
か

れ
る
。

沖
永
良
部
島
で
は20

1
3

年
、
救
急
車
で
の
病

院
綴
送
は5
0
9

人
。
そ

の
7

割
超
の3
7
0

症
例

を
徳
測
会
病
院
が
受
砂
入

れ
た。
「
昼
間
は
か
か
り
つ

げ
医
に
搬
送
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
夜
間
は
ほ
ぼ
1

0
0

パ
ー
セ
ン
ト
徳
洲
会

病
院
。
断
ら
れ
る
こ
と
が

な
く
、
必
要
不
可
欠
だ
」

徳洲会
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'-J の

ら
医
師
の
供
給
を
続
け
て

い
る
。
看
護
師
ら
も
「
応

援
ナl
ス
」
と
い
再
編
度

で
一
定
期
間
派
遣
す
る
形

を
取
っ
て
き
た
。

離
島
・
へ
き
地
に
多
く

の
常
勤
医
を
償
く
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、
診
療
科

目
に
よ
っ
て
は
週
に
数

回
、
非
常
勤
医
師
を
呼
ぷ
。

昨
年
ロ
月
、
奄
美
プ
ロ
ツ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
離
島
の
一
ク
6

病
院
(
笠
利
病
院
除

病
院
か
ら
送
ら
れ
るCT

一
く
)
へ
の
医
師
派
遣
は
交

な
ど
の
画
像
診
断
を
担
う

一通
貨
だ
け
で
約3
千
万
円

予
定
だ
。
「
離
島
か
ら
徳一か
か
っ
た
。
年
間
で
は3

洲
会
病
院
は
な
く
せ
な

一億
6

千
万
円
か
か
る
計
算

い
」
。
喜
界
島
で
は
現
地一だ
。
軽
飛
行
機
に
よ
る
医

ス
タ
ッ
フ
と
確
か
め
合
つ一師
搬
送
も
多
い
。

て
い
た
。
一
現
在
の
重

夫ブ
ロ
ッ
ク

-
口
・

一は
年
間
数
億
円
の
経
常
利

「
過
疎
地
医
療
と
救
急
一
益
が
あ
る
と
い
う
。
し
か

医
療
の
充
実
」
「
担
時
間
一
し
、
収
支
け
ほ
波
が
あ
る

3
6
5

日
診
療
」
と
い
う一
上、
徳
制
開
会
の
離
島
医
療

理
念
を
掲
げ
、
全
国
に
随

一の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
加

病
院
を
も
っ
日
本
最
大
級
一
計
呂麻
診
療
所
(
瀬
戸
内

の
医
療
グ
ル
ー
プ
・
徳
測一町
)
は
赤
字
続
き
。
数
億

会
の
強
み
は
、
何
と
い
っ
一
円
単
位
の
医
師
派
遣
費
用

て
も
そ
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ一や
過
疎
地
の
負
債
を
都
市

ッ
ト
だ
。

一部
の
大
病
院
の
収
益
で
賄

総
医
師
数
は
日
本
の
医一v司J
Uン
ス
テ
ム
は
、
全
国
展

師
の
約1
%
に
相
当
す
る

一聞
す
る
徳
洲
会
だ
か
ら
こ

2
5
0
0

人
超
、
看
護
織一そ
で
き
た
と
いっ
て
過
言

も
約1
万
3
千
人
。
離
島一で
は
な
い。

・
へ
き
地
な
ど
医
師
の
確一

・
口
・

保
が
難
し
い
場
所
に
も
病一

「
事
件
の
影
響
で
患
者

院
を
つ
く
り
、
都
市
部
が一か
ら
『
病
院
協
な
く
な
る

理
念
グ
ル
ー
プ
で
支
え

組織力

② 

(
鹿
児
島
市
)
に
入
っ
た

ば
か
り
の
小
林
秀
章
医
師

(
お)
H三
重
大
学
出
身H

と
関
係
者2
人
。
山
出
え

の
車
で
向
か
っ
た
先
は
喜

界
徳
制
刷
会
病
院
だ
っ
た
。

徳
制
刷
会
グ
ル
ー
プ
は
新

人
医
師
が
入
る
と
、
所
有

す
る
軽
飛
行
機
を
利
用

し
、
離
島
の
病
院
を
巡
回

す
る
研
修
を
長
年
続
げ
て

い
る
。
「
離
島
医
療
が
徳

洲
会
の
原
点
」
と
の
理
念

を
肌
で
感
じ
る
た
め
だ
。

「
創
設
者
の
徳
田
虎
雄
氏

が
何
を
求
め
て
い
た
の

か
、
現
場
を
見
て
理
解
し

て
も
ら
わ
な
い
と
徳
測
会

に
入
る
意
味
が
な
い
」
と

関
係
者
は
強
調
す
る
。

小
林
医
師
は1
月
に
入

局
。
今
回
の
事
件
を
受
け

て
「
徳
洲
会
で
大
丈
夫
か
」

と
実
家
は
心
配
し
た
と
い

う
。
し
か
し
、
屋
久
島
で

の
勤
務
経
験
が
あ
る
小
林

医
師
は
「
医
療
弱
者
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
厳
島
医

療
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し

た
い
」
と
意
気
込
む
。
放

射
線
科
医
と
し
て
、
遠
隔

1

月
下
旬
、
喜
界
島
の一し
た
。
沖
縄
を
出
発
し
、一経
由
し
て
降
り
立
っ
た
の

空
港
に
軽
飛
行
機
が
到
着一沖
永
良
部
島
、
徳
之
島
を一は
、
鹿
児
島
徳
洲
会
病
院

• 
徳洲会が所有する軽飛行機に乗り込む関係者。敵島巡回は畏年続く

研修だ =1 月22日、曹界島の喜界空港

医
療
ニ
ュ
ー
ス

の
か
』
と
い
う
不
安
の
声

は
あ
る
。
し
か
し
、
懸
念

し
た
ほ
ど
事
件
を
気
に
し

て
い
る
医
師
は
多
く
は
な

い
」
。
奄美
ブ
ロ
ッ
ク
を

統
括
す
る
満
元
洋二郎
名

瀬
徳
例
会
病
院
総
長
は
語

る
。
む
し
ろ
今
は
、
徳
洲

会
内
部
の
意
識
の
変
化
を

警
戒
し
て
い
る
と
い
う
。

徳
例
会
の
設
立
は19

7
5

年
。
当
初
、
虎
雄
氏

の
カ
リ
ス
マ
性
で
ま
と
ま

っ
て
い
た
組
織
も
巨
大
グ

ル
ー
プ
に
成
長
し
、
川
叩
年

近
い
歳
月
と
と
も
に
設
立

当
初
の
幹
部
も
少
な
く
な

っ
て
き
た
。
今
回
の
事
件

で
虎
雄
氏
の
親
族
に
よ
る

「
私
物
化
」
も
明
ら
か
に

な
る
中
、
「
な
ぜ
一
生
懸

命
働
い
て
稼
い
だ
金
を
離

島
・
へ
き
地
に
回
す
の

か
」
と
い
う
職
員
も
出
て

き
た
と
嘆
く
。

離
島
医
療
へ
の
関
心
が

低
く
な
る
こ
と
を
懸
念
す

る
満
元
総
長
は
語
る
。

「
徳

測
会
以
ゅ
ん
な
が
嫌
が
る

こ
と
を
や
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
、
信
頼
を
得
て
大
き

く
な
っ
た
。
今
こ
そ
原
点

に
戻
る
と
き
だ
」

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月

η
回
{
月
)

103 



の砦」

医
療
ニ
ュ
ー
ス

医
師
会
と
も
連
携
進
む

救命救急

③ 

徳j明会
~ 

104 

上
の
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
」
院
・
診
療
所
と
の
連
携
は

と
苦
笑
す
る
が
、
「
震
後一不
可
欠
」
と
井
戸
院
長
。

の
砦
と
い
う
気
持
ち
を
支

一鹿
島
市
医
師
会
が
同
病
院

え
に
頑
張
っ
て
い
る
」
と一の
医
師
会
加
盟
が
茨
め
る

話
す
。

一ほ
ど
、
連
携
は
う
ま
く
い

一
方
、
多
く
の
症
例
を

一
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
若一
奄
美
大
島
南
部
に
あ
る

い
研
修
医
に
と
っ
て
は
経

一瀬
戸
内
徳
測
会
病
院
(
瀬

験
を
積
む
場
に
も
な
る
。一戸
内
町
古
仁
屋
)
も
、
旧

本
年
度
は8
人
が
築
ま

一年
か
ら
瀬
戸
内
地
区
医
療

り
、
現
場
の
医
療
を
学
ん

一連
絡
協
議
会
に
入
っ
て
い

で
き
た
。

一る
。
6

医
療
機
関
と
消
防

た
だ
、
来
年
度
の
研
修一で
抽
構
成
さ
れ
、
「
医
師
会

医
は
1

人
の
予
定
。一連

一の
補
助
機
関
」
と
位
置
付

の
事
件
の
影
響
か
ど
う
か一げ
ら
れ
た
同
協
議
会
は
、

は
分
か
ら
な
い
が
、
「
否一本
来
医
師
会
が
行
う
べ
き

定
は
で
き
な
い
」
と
井
戸

一休
日
当
番
医
の
輪
番
制
な

院
長
は
懸
念
す
る
。

一ど
を
担
う
。
古
仁
屋
の
医

-
口
・

一師
会
は
個
人
に
よ
る
開
業

鹿
屋
地
区
で
は
、
大
関一医
が
多
く
、
医
師
会
だ
け

鹿
屋
病
院
以
外
に
救
急
搬一で
は
回
ら
な
い
か
ら
だ
。

送
を
受
げ
入
れ
る
こ
と
が一
確
か
に
徳
制
刷
会
と
県
医

で
き
る
病
院
が
少
な
い
た一師
会
と
の
確
執
は
根
深
い

め
、
徳
制
刷
会
と
医
師
会
は

一も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、

連
携
し
て
処
置
に
当
た
っ一そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
救
急

て
い
る
。
大
隅
鹿
屋
病
院一救
命
に
力
を
入
れ
る
徳
測

は
外
来
患
者
に
忙
殺
さ
れ
て
曾
系
病
院
の
役
割
は
、
間

る
と
救
急
や
入
院
患
者
を一違
い
な
く
大
き
く
な
っ
て

診
ら
れ
な
く
な
る
と
し

一い
る
の
が
実
情
だ
。

て
、
外
来
患
者
を
極
力
減

ら
し
、
同
病
院
で
し
か
対

応
で
き
な
い
ケ1
ス
以
外

は
地
元
病
院
を
紹
介
し
て

い
る
。「

大
限
の
限
ら
れ
た
医

療
資
源
を
有
効
活
用
す

る
。
そ
の
意
味
で
も
他
病~I 南
;-I 日

差|本
主|新
1団|聞
門 E ・

(目国

各|刊

2

月
上
旬
、
午
前3
時

初
分
。
鹿
屋
市
の
徳
制
刷
会

系
病
院
・
大
関
鹿
屋
病
院

に
大
限
肝
付
地
区
消
防

組
合
の
救
急
車
が
サ
イ

レ
ン
と
と
も
に
走
り
、
込
ん

で
き
た
。
患
者
は
鹿
屋

し
市
一市
の
ω
代
男
極
。
深
夜
に一き
回
っ
て
い
た
。

舵
臨一就
寝
中
、
背
中
の
痛
み
を一
・
口
・

病
三
訴
え
、
病
院
に
着
い
て
か
一
大
限
鹿
屋
病
院
は

1
9

噌
一
ら
も
「
痛
い
、
痛
い
」
と
一

g

年
8
月
農
。
開
設

の
一
繰
り
返
す
。
そ
の
直
前
に
一
に
当
た
っ
て
は
地
元
の
箆

畑
一
は
女
性
が
体
調
不
良
を
訴
一
屋
市
医
師
会
が
患
者
を
取

J
2

一
え
て
来
院
し
て
い
た
。一ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
反
発

尚
一
こ
の
日
の
当
直
看
護
師
・一し
、
乳
幼
児
健
診
を
ポ
イ

酷
一
神
川
弥
生
さ
ん
は
冷
静

一コ
ッ
ト
す
る
動
き
ま
で
起

省

一に
2

人
の
医
師
に
連
絡
を一き
た
。
し
か
し
、
今
で
は

初

一取
っ
た
。

一
「
大
隅
の
医
療
に
な
く
て

同

一
夜
勤
の
検
査
技
師
ら
が一は
な
ら
な
い
存
在
」
と
医

彊

一C
T

や
エ
ッ
ク
ス
線
な
ど一師
会
も
認
め
る
、
大
隣
地

問
一
検
査
を
し
た
結
果
、
男
性

一区
の
中
核
病
院
だ
。

次
一
は
す
ぐ
に
入
院
と
な
っ
一2
0
1
3

年
の
大
隅
肝

川
一
た
。
同
日
の
当
直
中
(
午
存
地
区
消
防
組
合
の
救
急

入

一後
7

時
か
ら
翌
日
午
前9
一
搬
送
人
数
は63
8
6

壮

一時
ま
で
)
、
救
急
搬
送
は一人
。
そ
の
う
ち
大
限
鹿
屋

を
い

一2
件
、
夜
間
外
来
は
5

件
。
一病
院
が3
割
に
当
た
る1

送
き

一
「
今
回
は
少
な
い
方
。
多

一8
6
9

件
を
受
け
入
れ

搬
大
一
一

患
は

一い
と
き
は
初
件
を
超
す
」一た
。
夜
間
に
待
機
す
る
医

愈
割
一
と
神
川
さ
ん
。
救
急
搬
送

一師
、
看
護
師
、
検
査
技
師

伽
側
一
を
断
急
事
半
島
の

一ら
史
話
は
大
き
い
。

夜
て
一
「
最
後
の
皆
」
で
は
時
一
井
戸
弘
毅
院
長
(
臼
)
は

一聞
を
間
わ
ず
、
職
口
が
動一「
急
患
受
砂
入
れ
に
経
営
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国
の
新
指
針
に
も
合
致

総合診療
2

月
7
B

午
前
8

時
一
リ
室
。
職
員
約
1
0
0

人
一夫
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し

半
、
徳
之
島
町
魚
津
の
徳
一
が
並
ぶ
朝
礼
で
、
医
療
法

一た
。
「
離
島
医
療
と
救
急

之
島
徳
測
会
病
院
リ
ハ
ピ
一
人
「
徳
洲
会
」
の
鈴
木
隆

一医
療
を
や
る
か
ら
こ
そ
徳

盲
目

④ 
=瀬戸内町古仁屋

上
関
わ
っ
て
い
る
瀬
戸
内

徳
洲
会
病
院
(
瀬戸内
町
)

の
高
野
良
裕
院長
(
邸
)
。

離
島
で
は
限
ら
れ
た
医

療
環
境
で
、
外
科
内
科
を

問
わ
ず
楽
院
し
た
患
者
す

べ
て
を診
察
す
る
上
、
現

地
で
治
療
す
る
の
か
、
大

き
な
病
院
に
お
願
い
す
る

の
か
、
搬
送
の
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
瞬
時
の
判
断
力
が

求
め
ら
れ
る。

実
は
、
離
島
医
療
は
近

年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
分

野
だ
。
厚
生
労
働
省
は
昨

年
、
医
師
や
診
療
科
目
が

偏
っ
て
い
る
地
方
の
医
療

は
課
題
が
あ
る
と
し
て
、

新
た
な
医
療
指
針
「
総
合

医
療
」
と
い
う
考
え
方
を

示
し
た
。

総
合
的
な診
療
能
力
を

も
っ
医
師
を
「
総
合
医
療

医
」
と
位
置
付
妙
、
幅
広

洲
会
。
今
回
の
事
件
で
い

ろ
い
ろ
心
配
を
か
げ
た

が
、
今
こ
そ
原
点
に
戻
っ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

鈴
木
理
事
長
は
、
公
選

法
違
反
事
件
で
徳
田
虎
雄

前
理
事
長
が
引
責
辞
任
し

た
昨
年
叩
月
に
理
事
長
職

に
就
い
た
。
関
係
者
に
よ

る
と
、
今
回
は
新
理
事
長

と
し
て
沖
永
良
部
島
や
徳

之
島
な
ど
離
島
医
療
の
最

前
線
を
視
察
し
、
事
件
の

経
過
説
明
や
激
励
を
目
的

に
来
島
し
た
。
あ
い
さ
つ

を
聞
い
た
職
員
は
「
新
体

制
に
不
安
が
あっ
た
が
、

離
島
医
療
を
守
る
と
い
う

話
を
聞
い
て
安
心
し
た
」

と
話
し
た
。

-
口
・

徳
制
刷
会
が
重
視
す
る
離

島
医
療
と
は
ど
の
よ
'
?
な

も
の
か
。

「こ
の
分
野
し
か
診
察

で
き
ま
せ
ん
と
い
う
専
門

家
は
い
ら
な
い。
離
島
で

は
す
べ
て
を
診
る
能
力
が

求
め
ら
れ
る
」
と
話
す
の

は
、
加
計
呂
麻
診
療
所
長

な
ど
離
島
医
療
に
お
年
以

離島医療を担っている瀬戸内徳洲会病院

医
療
ニ
ュ
ー
ス

い
疾
病
や
げ
が
に
つ
い

て
、
適
切
な
初
期
対
応
と

必
要
に
応
じ
た
継
続
的
な

医
療
を
提
供
す
る
と
し

た
。
ほ
か
の
分
野
の
専
門

医
や
他
職
種
と
連
携
し
、

多
様
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

柔
軟
に
提
供
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

徳
制
刷
会
が
柱
と
す
る

「
何
で
も
診
る
」
離
島
医

療
は
、
国
が
進
め
る
新
指

針
と
合
致
し
て
い
る
と
い

え
る
。

瀬
戸
内
徳
例
会
病
院
に

は
全
国
か
ら
研
修
医
が
集

ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

毒
蛇
ハ
ブ
に
か
ま
れ
た
患

者
が
運
ば
れ
て
く
る
と
聞

く
と
、
研
修
医
叩
人
が
す

ぐ
に
集
ま
り
、
織
送
し
た

消
防
隊
員
が
驚
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
と
い
う
。
「
ハ

プ
に
か
ま
れ
た
症
例
は
都

会
で
は
診
る
機
会
も
な

い
。
こ
こ
で
あ
ら
ゆ
る
経

験
を
積
む
こ
と
で
、
医
師

と
し
て
の
技
量
が
上
が

る
」と
高
野
院
長
は
話
す

。

-
口
・

徳
測
会
が
掲
げ
る
も
う

一つ
の
柱
に
、
救
急
医
療

が
あ
る
。
今
年U
月
に
新

病
棟
が
オ
ー
プ
ン
す
る
大

隅
鹿
屋
病
院
(
鹿
屋
市
)

で
は
、
救
急
部
と
産
科
を 新

設
す
る
予
定
だ
。

救
急
部
で
指
榊
押
す
る
救

急
専
門
医
・
杉
本
飽
史
医

師
(
お
)
は
「
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
救
急
に
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。
救
急

部
は
搬
送
さ
れ
た
患
者
を

診
断
し
、
適
切
な
処
置
を

し
て
専
門
医
に
引
き
継
ぐ

部
署
。
ス
ピ
ー
ド
や
機
転

の
よ
さ
が
求
め
ら
れ
、
研

修
医
や
看
護
師
、
診
療
放

射
線
技
師
ら
と
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
必
要
だ
。

ほ
か
の
部
署
と
の
連
携

が
欠
か
せ
な
い
救
急
医
療

も
、
国
が
進
め
る「総
合

医
療
」
の一端
を
担
っ
て

い
る
と
い
え
る。

医
療
分
野
に
と
ど
ま
ら

ず
、
徳
洲
会
が
地
域
に
も

た
ら
す
影
響
は
大
き
い
。

奄
美
ブ
ロ
ッ
ク
の
関
連
職

員
数
は
約
1
2
0
0

人

で
、
2
0
1
1

年
試
算
で

は
約
1
0
0

億
円
の
経
済

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

産
業
の
乏
し
い
離
島
で
雇

用
面
で
も
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
だ
げ
に
、一

連
の
事
件
の
影
轡
が
懸
念

さ
れ
る
。
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Eうの吉
岡

医
療
ニ
ュ
ー
ス

か
処
分
々
な
ら
影
響
多
大

法人認可「
は
い
、
口
を
開
砂
て一た
が
施
設
の
老
朽
化
に
伴

く
だ
さ
い
」
。
車
い
す
の一い
、
3

年
前
に
同
法
人
が

女
性
に
介
護
士
が
話
し
か
一
引
き
継
い
だ
。
入
居
し
て

妙
、
口
元
に
食
事
を
漣
ん一い
る
女
性
(
初
)
は
「徳
測

だ
。
お
年
寄
り
約m別
人
が一会
の
お
か
げ
で
こ
こ
で
馨

食
事
を
取
る
部
屋
で
、
自一ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
今

力
歩
行
が
で
き
る
の
はm
一
回
の
事
件
を
受
砂
て
い
ろ

人
弱
。
認
知
症
な
ど
宣
度
一
い
ろ

一
言わ
れ
て
い
る
が
、

の
介
護
者
が
多
い
中
で
、一あ
り
が
た
い
こ
と
に
変
わ

介
護
士
が
気
を
配
っ
て
い
一
り
は
な
い

」
と
話
す
。

た
。
一
県
に
よ
る
と
、
徳
之
島

徳
之
島
町
亀
措
悼
の
特
別
一
内
の
介
護
老
人
保
健
施
設

養
護
老
人
ホl
ム
「徳
寿
一
や
グ
ル
ー

プ
ホ
l

ム
な
ど

闘
」
。
徳
例
会
グ
ル
ー
プ一介
護
施
設
は
川
明
。
そ
の
う

の
社
会
福
祉
法
人
「
徳
之一ち
日
カ
所
は
徳
洲
会
グ
ル

島
袋
、
主
芭
が
運
営
し
て
了
プ
で
、
医
療
の
み
な
ら

い
る
。
以
前
は
町
営
だ
っ一ず
介
護
の
担
い
手
と
し
て

A
型
肝
炎
患
者

⑤ 

の
役
割
も
小
さ
く
な
い

。

-
口
・

徳
制
刷
会
は
県
内
で
、
ロ

病
院
、
ロ診
療
所・
ク
リ
ニ

ッ
ク
、1
0
9

福
祉
関
係

施
設
を
運
営
す
る
。
こ
の

'
2り
奄美
群
島
に
は
、7

病
院
、4
診
療
所
・
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
白
梅
祉
関
係
施
設

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
総
病

床
・

定
員
数
は1
6
6
2

人
で
、
奄
美
群
島
だ
げ
で

県
内
の6
割
を
占
め
る
。

こ
れ
ら
を
運
営
す
る
の

は
社
会
医
療
法
人
や
特
定

医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法

人
。
国
や
県
が
認
定
な
ど

急
増

し
て
、
法
人
税
が
軽
減
さ

れ
る
な
ど
の
優
遇
措
置
が

取
ら
れ
て
い
る
が
、
法
令

違
反
が
確
認
さ
れ
た
り
す

る
と
最
悪
の
場
合
、
認
可

取
り
消
し
ゃ
業
務
停
止
、

補
助
金
返
還
と
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

一
連
の
事
件
を
受
げ

て
、
仮
に
こ
れ
ら
の
法
人

が
w

処
分
“
さ
れ
、
施
設

の
閉
鎖
や
資
金
繰
り
悪
化

に
よ
る
経
営
圧
迫
に
陥
れ

ば
、
地
元
に
と
っ
て
は
多

大
な
影
響
が
出
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

県
は
「
厚
生
労
働
省
や

捜
査
の
行
方
を
見
守
り
た

い
」
と
の
見
解
だ。

病
気
が
ち
の夫
を
自
宅

に
残
し
、
徳
寿
国
に
入
居

し
て
い
る
別
の
初
歳
女
性

は
「お
や
つ
の
時
間
に
泉

だ
け
で
通常
は
1
1

2

カ
月

で
回
復
する
が
、
ま
れ
に
劇

症
化
し
て死
亡
に
至
る
揚
合

も
あ
る
。

子
供
は
比
較
的
症

状
が
軽
い
と
いう
。

感
染
源
は
患者
の
便
か
ら

検
出し
た
ウ
イ
ル
スと
、
飲

6
2
R冨・

酬ん

砂
輔
閣
が
出
る
の
が
楽
し

み
。
海
や
山
が
見
え
る
こ

の
施
設
が
な
く
なった
ら

困
る
」
と
漏
ら
す
。

福
祉
施
設
を
利
用
し
て

い
る
の
は
、
大
半
が
お
年

寄
り
だ
。
長
年
住
ん
で
き

た
愛
着
の
あ
る
土
地
の
施

設
で
、
心
お
き
な
く
ゆ
っ

く
り
と
暮
ら
し
た
い
と
願

う
人
は
多
い
。
も
し
施
設

が
閉
鎖
と
な
れ
ば
、
老
人

ホ
1

ム
を
利
用
し
て
い
る

人
た
ち
は
路
頭
に
迷
う
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。

病
気
に
な
れ
ば
遠
く
の

総
合
病
院
に
行
っ
て
治
療 を

受
り
る
こ
と
が
で
き
る一き
を
掲
げ
て
日
本
最
大

が
、
徳
祉
施
設
は
そ
の
地
一
級
の
医
療
法
人
に
成
長
し

域
の
高
齢
者
の
「
受
材
型
一
た
。
奄
美
の
医
療
は
「
徳

と
な
っ
て
い
る
。
一
山
例
会
頼
み
」
な
だ
砂
に
、

園
口
・

一そ
の
経
営
母
体
が
揺
ら
ぐ

こ
れ
ら
施
設
の
恩
恵
を一こ
と
に
な
れ
ば
、
反
動
は

受
砂
て
い
る
の
は
、
利
用

一計
り
知
れ
な
い
と
い
う
皮

者
だ
り
で
は
な
い
。
難
円
周
一肉
な
現
状
が
あ
る
。

の
麗
用
に
も
つ
な
が
っ
て一
今
回
の
事
件
で
有
罪
判

い
る
。

一決
が
相
次
ぎ
、
国
税
当
局

「
建
設
業
や
農
業
は
季

一が
税
務
調
査
に
乗
り
出
し

節
や
時
期
に
よ
っ
て
雇
用

一て
い
る
な
か
、
国
や
県
が

に
変
動
が
あ
る
が
、
医
療一今
後
ど
の
よ
う
な
判
断
を

・
介
護
分
野
は
安
定
し
て

一す
る
か
注
目
さ
れ
る
。
徳

い
る
」
と
話
す
の
は
徳
寿一洲
会
は
今
こ
そ
「
生
命
だ

閣
の
介
華
在
・

仲
田
和

一り
は
平
等
だ」
と
い
う
原

樹
さ
ん
(
お
)
。

一点
に
戻
り
、
自
浄
作
用
が

徳
之
島
町
の
中
学
校
卒
一
働
く
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

業
後
、
鹿
児
島
市
内
に
進一て
い
る
。

学
し
、
就
験
し
た
が
、
介

護
の
仕
事
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
島
に
戻
る
こ
と
を

決
め
た
。
「
徳
洲
会
が
な

げ
れ
ば
島
に
帰
っ
て
こ
ら

れ
な
か
っ
た
」
と
話
す
職

員
は
多
い
。

徳
洲
会
は
「
際n聞
や
過

疎
地
の
医
療
・
福
祉
の
充

H

お
わ
りH

会
高
軍
曹、

西
元
貴
子
)

南
日

本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
却
目
(
木)

成
人
T
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス

性
交
渉
で
年
側
人
感
染

重
い
白
血
病
や
徐
々
に
歩
け

な
く
な
る
神
経
雛
病
の
原
因
と人
と
、
女
性
が
3

倍
多
か
っ
た。

成
人
T
細
胞
白
血
病
は
、
母
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A
型
肝
炎
の
感
染
怠
者
が

急
増
し
て
い
る。
国
立
感
染

症
研
究
所
に
よ
る
と
、
今
年

の
患
者
数
は
3
月9
日
ま
で

に
1
6
5
人
(速
報
値)
と

す
で
に
昨
年
1
年
間
の
1
2

7

人
を
超
え
た。
大
半
が
ウ

イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
水
や

食
べ
物
の
摂
取
に
よ
る
感
染

と
み
ら
れ
、
生
ガ
キ
が
原
因

と
疑
わ
れ
る
ケ!
ス
も
相
次

い
で
い
る。
厚
生
労
働
省
は

感
染
源
の
調
査
や
、
飲
食
店

へ
の
衛
生
管
理
徹
底
の
呼
び

鈴
け
を
求
め
る
通
知
を
都
道

府
県
に
出
し
た。

感
染
研
に
よ
る
と
、
患
者

は
今
年
2
月
半
ば
ご
ろ
か

ら
急
増。
2
月
げ
日
1
3
月

9

日
の
3
週
間
に
計10
2

[今年すでに昨年上回る l
国立感染症研究所まとめ

A型肝炎患者数 ( 14年は3宵9日まで)

14 

に
よ
る
感
染
が
疑
わ
れ
、
何

人
は
生
ガ
キ
を
食
べ
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
と
い
う
。

年

代
別
で
はm
i
ω
歳
が
凶
人

と
国
軍
も
多
く
、
次
い
で

m
i

m四
歳
の
は
人
だ
っ
た
。

多
く
が
圏
内
で
感
染
し
た

と
感
象
研
は
み
て
い
る
が
、

タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
ア

ジ
ア
を
中
心
と
す
る
海
外
で

感
染
し
た
と
み
ら
れ
る
人
も

は
人
い
た。

A
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
肝
炎
は
潜
伏
期
聞
が
2
1

12 10 08 06 

生
ガ
キ
食
べ
た
報
告
も

人
の
報
告
が
あ
っ
た
。

今

年
の
患
者
数
を
都
道
府
県
別

に
見
る
と
、
トッ
プ
は
鹿
児

島
県
の
幻
人
。

大
阪
府
と

福
岡
県
の
ゆ
人
、
宮
城
県
の 日

人
、
広
島
県
の日
人
が
続

く
。

2
月
幻
自
ま
で
に
報
告
さ

れ
た
患
者M
人
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
う
ち
羽
人
は
飲
食

2
0
1
1
1
ロ
年
度
に
先
天
性

股
関
節
脱
臼
と
診
断
さ
れ
た
子
ど

も
の
6
人
に
1
人
が
、
治
療
が
難

し
く
な
る
1
歳
以
上
だ
っ
た
こ
と

が
日
本
小
児
盤
形
外
科
学
会
の
調

査
で
わ
か
っ
た
。
患
者
が
激
減
し

て
慣
れ
て
い
な
い
医
師
が
増
え
た

こ
と
で
、
乳
児
健
診
で
見
つ
か
り

に
く
く
な
り
、
診
断
の
遅
れ
に
つ

な
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
乳
児
期

な
ら
治
り
や
す
い
だ
け
に
、
同
学

会
は
健
診
で
見
逃
さ
な
い
体
制
盤

7

週
間
と
長
く
、
発
熱
、
倦

怠
(け
ん
た
い)
感
、
唱
吐

(お
う
と
)
、
賞
痘
(お
う

だ
ん
)な
ど
の
疲
状
が
出
る
。

特
効
薬
は
な
く
、
対
症
療
法

先天性股関節脱臼

16%が診断遅れ

食
物
な
ど
に
付
い
て
い
た
ウ

イ
ル
ス
の
遺
伝
子
を
調
べ
る

な
ど
し
て
特
定
す
る
。

患
者
急
糟
手
}
受
げ
、
厚
労

省
は
は
日
付
で
各
都
道
府
県

に
対
し
、
患
者
が
報
告
さ
れ

た
湯
合
は
便
の
検
体
を
確
保

し
、
感
染
源
特
定
の
た
め
の

疫
学
調
査
を
す
る
よ
う
通

知
。

食
材
を
十
分
に
加
熱
す

る
と
い
っ
た
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
を
飲
食
店
に
周
知
す

る
こ
と
も
求
め
た。

A
型
肝
炎
を
巡
っ
て
は
、

こ
こ
数
年
、
ヨー
ロ
ッ
パで

冷
凍
イ
チ
ゴ
や
ド
ラ
イ
ト
マ

ト
に
よ
る
集
団
感
染
が
報
告

さ
れ
て
い
る。

日
本
経
済
新
聞
・
朝刊

2
0
1
4

年
3

月
包
日
(
土
)

備
を
呼
び
か
け
て
い
る。

調
査
は
全
国
の
小
児
病
院
や
肢

体
不
自
由
児
施
設
な
ど
1
9
8
7

施
設
に
実
施
し
、
ワ
8
5
施
設
か

ら
回
答
を
得
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
日
年
4

月
5

日
年
3
月
に
初
め
て診
断
さ
れ
た

子
ど
も
は
1
3
3
6
人
で
、
こ
の

三
つ
歩
行
を
始
め
る
1
歳
以
降
に

診
断
さ
れ
た
の
は
21
6
人
と
全

体
の
市
%
(6
人
に
1
人
)
。年
齢

の
内
訳
は
、
1
歳
1
5
0
人
、
2

医
療
ニ
ュ
ー
ス

乳
な
ど
で
感
染
し
た
子
ど
も
の

発
症
確
率
が
5
%
と
高
く
、
国

は
授
乳
前
の
妊
娠
の
時
点
で
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
行
い
、
母
子
感

染
の
予
防
を
進
め
て
い
る
。

一方
、
性
交
渉
な
ど
で
感
染

し
た
場
合
、
神
経
難
病
は
0
・
3

%
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
詳
し
い
実
態
は
分
かっ

て
い
な
い
。
同
グ
ルー
プ
は
は

年
度
か
ら
、
性
交
渉
で
感
染
し

た
人
が
ど
の
程
度
発
症
す
る

か
、
調
査
を
始
め
る
予
定
だ
。

な
る
「
成
人T
細
胞
白
血
病
ウ

イ
ル
ス
」
に
、
母
子
感
染
以
外

の
性
交
渉
な
ど
で
感
染
す
る
人

が
年
間
推
定
3
0
0
0
5
4
0

0
0
人
い
るこ
と
が
、
日
赤
中

央
血
液
研
究
所
の
佐
竹
正
博
副

所
長
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調
査

で
わ
か
っ
た
。
性
交
渉
に
よ
る

感
染
者
で
重
い
白
血
病
を
発
症

す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
未
解
明
の
節
分

も
多
く

、
実
態
調
査
を
進
め
る
。

2
0
0
5
5
m
年
の
献
血
者

の
う
ち
、
け
年
ま
で
に
新
た
に

感
染
が
分
か
っ
た
人
が
5
3
2

人
お
り
、
年
代
や
地
方
ご
と
の

人
口
割
合
を
補
正
し
て
、
全
国

の
感
染
者
数
を
計
算
し
た
。
問

万
人
当
た
り
の
年
間
の
感
染
は

男
性
2
・
3
人
、
女
性
6・9

読

売
(
東
京
)
・9
刊

2
0
1
4

年
3

月
四
日
(
水
)

歳
計
人
、
3
歳
以
上羽人
だ
っ
た
。

先
天
性
股
関
節
脱
臼
の
患
者
は

1
9
7
0
年
ご
九
重
で
1%
程
度

い
た
が
、
予
防
啓
発
が
進
み
0
・
1

5
0
・
3
%
に
激
減
。
生
後
3
か
月

前
後
で
見
つ
か
れ
ば
多
く
が
短
期

間
の
通
院
治
療
で
治
る
が
、
1
歳

を
過
ぎ
る
と
入
院
や
手
術
を
含
む

長
期
治
療
が
必
要
に
な
る
。

続

売
{
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
げ
日
(
月
)
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パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
で
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
刑
務
所
に
服
役
す
る
夫
の
帰
り
を

待
つ
褒
た
ち
が
、
こ
っ
そ
り
運
び
出
し

た
夫
の
精
子
で
体
外
受
精
を
し
、
出
産

し
て
い
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
社
会
で
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
抵
抗
を
示
す
勇

気
あ
る
行
動
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
(
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
ラ
マ

ツ
ラ
上
地
洋
実
)

ロ
年
以
降
日
人
出
産

「
こ
の
子
を
抱
け
る
喜
び
を

言
葉
で
は
表
せ
な
い
」

ニ
ス
リl
ン
・
パ
ザl
ル
さ

ん
(却
)は
ラ
マ
ッ
ラ
の
義
父
母

の
家
で
、2
月
日
日
に
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
を

そ
っ
と
な
で
た
。

出
産
翌
日
に
聞
か
れ
た
家
族

集
ま
っ
て
の
お
祝
い
の
席
に
、

赤
ち
ゃ
ん
の
父
親
で
あ
る
ジ
ア

ド
さ
ん
(犯
)の
姿
だ
け
が
な
か

っ
た。
ジ
ア
ド
さ
ん
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
刑
務
所
で
服
役
し
て

お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
は
、
ジ
ア
ド

さ
ん
の
精
子
に
よ
る
体
外
受
精

で
誕
生
し
た。

2

人
は
2
0
0
4

年
に
結

婚
。

し
か
し
、
第2
次
イ
ン
テ

|パレスチナ|

体外受精続々囚人の

海
外
の
話
題

刑
務
所
か
ら
夫
の
精
子

般
的
で
、
子
供
が
欲
し
い
夫
が

若
い
女
性
と
重
婚
し
て
し
ま

-
つ
。

刑
務
所
か
ら
精
子
を
運
び
出
す
タl
」
は
、
囚
人
の
妻
の
体
外
こ
の
よ
う
な
気
の
毒
な
事
態

こ
と
を
決
意
し
た
。
受
精
を
無
料
で
引
き
受
け
て
い
を
防
ぐ
安
全
網
と
な
っ
て
い
る

刑
務
所
か
ら
運
び
出
さ
れ
た
る。
同
院
を
通
じ
約
問
人
が
出
の
が
、
体
外
受
精
だ
。
妻
た
ち

精
子
は
、川
時
間
程
度
で
家
族
産
し
た
ほ
か
、
約
却
人
が
妊
娠
は
不
貞
と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う

の
手
に
よ
り
病
院
に
持
ち
込
ま
中
だ
。

サ
レ
ム
・
ハ
イ
ザ
ラ
ン
に
、
双
方
の
家
族
や
地
域
に
あ

れ
る
の
が

一般
的
だ
が
、
具
体
院
長
は

「イ
ス
ラ
エ
ル
の
せ
い
ら
か
じ
め
周
知
し
て
お
く
。

的
手
段
に
つ
い
て
は
、
イ
ス
ラ
で
苦
し
ん
で
い
る
人
を
助
け
る
ジ
ア
ド
さ
ん
の
父
、
ム
ハ
ン

エ
ル
当
局
に
阻
ま
れ
る
恐
れ
が
た
め
の
人
道
支
援
だ
」
と
強
調
マ
ド
さ
ん
(引
)は
、
「こ
れ
以

あ
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
明
ら
か
す
る。

外
に
方
法
は
な
い
と
賛
成
し

に
し
な
い
。

長
期
服
役
し
た
場
合
、
夫
が
た
」
と
話
し
、
母
シ
ャ
ウ
キ

l

こ
う
し
た
出
産
は
、
ロ
年
か
釈
放
後
、
妻
が
高
齢
で
、
子
供
ヤ
さ
ん

(印
)は
、
「
息
子
が
孫

ら
始
ま
っ
た
。
ニ
ス
リ1
ン
さ
を
も
う
け
る
の
が
困
難
と
な
を
抱
き
上
げ
る
姿
を
見
た
い
」

ん
に
体
外
受
精
を
施
し
た
産
婦
る
こ
と
が
多
い
。

ア
ラ
ブ
社
会
と
願
う。
そ
の
日
が
訪
れ
る
の

人
科
医
院
「ラ
ザ
ン
医
療
セ
ン
で
は
、
大
家
族
を
作
る
の
が一
は
、
日
年
先
の
こ
と
だ
。

て
、
現
在
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
ス
ラ
エ
ル
人
の
殺
害
に
関
わ
っ
た

い

と
ガ
ザ
地
区
を
暫
定
統
治
す
る
パ
者
、
自
爆
テ
ロ
来
遂
犯
な
ど
が
服

。

レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
と
イ
ス
ラ
エ
役
し
て
い
る

。

ル
の
聞
で
領
土
問
題
な
ど
を
巡
り
パ
レ
ス
チ
ナ
人
服
役
囚
は
、
ィ

和
平
協
識
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
犯
罪
者
だ

パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
抵
抗
の
英

…

に
よ
る
占
領
や
入
植
活
動
に
反
対
雄
と
み
な
さ
れ
て
い
る

。

イ
ス
ラ

。

し
て
お
り
、
2
0
0
0

年
秋
に
始
エ
ル
当
局
に
よ
る
と
、
昨
年
末
時

ま
っ
た
第2
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァl

点
で
同
国
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
服
~

ダ
(反
イ
ス
ラ
エ
ル
蝉
起)で
は
、
役
囚
が
約
4
8
0
0

人
い
る。

投
石
や
火
炎
瓶
で
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

に
反
抗
し
た。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
刑

務
所
で
は
、
蝉
起
の
参
加
者
、
ィ

ィ
フ
ァ
l

ダ
(反
イ
ス
ラ
エ
ル

蝉
起
)
に
加
わ
っ
て
い
た
ジ
ア

ド
さ
ん
は
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に

追
わ
れ
て
い
た
た
め
、一緒
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
に
密
会

し
て
い
た
。

そ
の
生
活
もジ
ア

ド
さ
ん
の
逮
捕
に
よ
り
、5
か

月
余
り
で
終
わ
り
を
迎
え
た
。

ジ
ア
ド
さ
ん
は
禁
鋸
お
年
の

実
刑
を
受
け
、
妊
娠
3

週
目
だ

っ
た
ニ
ス
リl
ン
さ
ん
は
、
翌

年
に
長
女
を
出
産
し
た
。

「
娘

に
弟
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い」

と
願
っ
て
き
た2
人
は
昨
年
、

ニ
ュ
!

イスラエル
抵抗で収監

イ
ス
ラ
エ
ル
の
刑
務
所
で
服
役

し
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
ど
う

い
う
人
た
ち
な
の
か。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
英
委
任
統
治

領
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
に19
4
8

年
に
建
国
さ
れ
た。
元
々
は
ア
ラ

ブ
系
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
居
住
し

て
お
り
、
移
住
し
てき
た
ユ
ダ
ヤ

人
と
対
立。
中
東
戦
争
な
ど
を
経

続

官
冗(東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
5

日
(
水)
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医
師
に
「
心
付
け
」
を
渡
し
て
は
い
け

な
い
1
1
0

中
国
の
国
家
衛
生・
計
画
出

産
委
員
会
は5
月
か
ら
、
患
者
が
手
術
な

ど
で
入
院
し
た
場
合
に
「
医
師
に
心
付
け

を
渡
さ
な
い
。
医
師
も
受
廿
取
ら
な
い
」

と
い
う
契
約
密
に
目
時
間
以
内
に
署
名
す

る
と
と
を
医
師
と
患
者
に
義
務
づ
け
た
。

心
付
け
は
医
師
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

が
、
習
慣
は
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
禁
止

を
徹
底
し
よ
う
と
い
う
狙
い
ら
し
い
。

だ
が
、
衣
料
品
工
場
を
経
営
す
る
知
人

の
男
性
(
却
)
は
白
け
て
い
た
。
「
陰
で
渡

す
人
は
な
く
な
ら
な
い
。
手
術
の
組
合
を

雑
に
さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
か
、
お
医

者
さ
ん
が
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
て
く
れ
な
か

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
か
不
安
が
あ
る
で

し
ょ
。
や
れ
る
と
と
を
や
っ
て
お
か
な
い

と
、
愚
後
は
自
分
が
損
を
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
が
乙
の
国
だ
よ
」

男
性
の
叩
歳
代
の
母
親
は
昨
年
、
自
の

手
術
を
受
け
た
。
漸
江
省
の
割
と
大
き
な

病
院
で
、
「
心
付
廿
禁
止
」
の
張
り
紙
も

あ
っ
た
が
、
担
当
医
師
に
5
0
0
0

元
(
約

隅俊之

8

万
5
0
0
0

円
)
、
病
室
の
看
護
師
に

も
数
人
に1
0
0
0

元
(
約1
万
7
0
0

0

円
)
を
渡
し
た。

「
効
果
が
あ
っ
た
か

は
分
か
色
な
い
。
だ
け
ど
、
渡
し
た
か
ら

治
っ
た
と
信
じ
る
し
か
な
い
」
と
、
後
悔

は
し
て
い
な
い
と
い
う
。

中
国
で
は
医
療
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き

た
と
は
い
え
、
患
者
数
に
対
し
て
医
療
施

設
は
不
足
し
て
い
る。
病
室
が
足
り
ず
、

を
わ
ざ
と
失
敗
す
る
人
も
い
な
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
、
前
述
の
知
人
は「先
方

か
ら
要
求
も
あ
る
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も

コ
ネ
が
な
い
と
良
い
医
者
に
心
付
貯
を
渡

す
と
と
も
で
き
な
い
の
が
現
実
。

生
き
る

の
は
大
変
な
ん
だ
。
み
ん
な
そ
う
思
っ
て

い
る
」
と
真
顔
で
話
し
て
い
た
。

深
刻
な
大
気
汚
染
や
食
の
安
全
の
問
題

な
ど
、
中
国
で
は
人
々
の
身
近
に
「
生
存
」

医
師
ヘ
の

「

心
付
け
」禁
止
令

患
者
が
廊
下
の
ベ
ッ
ド
に
寝
か
さ
れ
る
と

と
も
あ
る
。
新
華
社
通
信
は
、
人
々
が
少

し
で
も
良
い
病
院
や
良
伝
鳴
を
求
め
る

一
方
で
、
医
療
体
制
が
脆
弱
だ
と
い
う

根
本
的
な
問
題
が
、
心
付
け
を
渡
す
背
景

に
あ
る
と
、
指
摘
し
て
い
た
。

上
海
な
ど
都
市
部
で
は
、
軍
近
は
心
付
貯

を
受
け
取
ろ
な
い
医
師
も
多
い
と
い
う
。
医

師
の
名
蛍
の
た
め
に
言
え
ば
、
悪
意
で
も
な

い
限
り
、
心
付
け
が
な
く
と
も
大
事
な
手
術

海
外
の
話
題

を
禽
か
す
問
題
が
存
在
す
る
。
医
療
も
そ

う
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
で
は
医
療
を
受

り
る
と
と
に
中
国
ほ
ど
の
悩
み
は
な
い
か

ら
鈍
感
に
な
り
が
ち
だ
が
、「生
存
」
と

い
う
と
と
に
対
し
て
、
思
う
以
上
に
人
々

が
切
実
な
感
覚
を
持
っ
て
い
る
の
が
中
国

だ
な
と
改
め
て
思
う
。
(
上
海
支局)

毎

日

(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
3

月
3

日
(
月
)
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蓄
膿
症
手
術
ミ
ス

患
者
の
左
目
失
明

長
崎
大
学
病
院

長
崎
大
学
病
院
(
長
崎
市
)

t
i

う

は
、
昨
年6
月
に
蓄
腹
症
の
手

術
を
し
た
際
、
過
っ
て
患
者
の

視
神
経
を
傷
つ
け
、
左
目
を
失

明
さ
せ
る
医
療
ミ
ス
が
あ
っ
た

と
羽
目
、
発
表
し
た
。

病
院
に
よ
る
と
、
却
代
の
男

性
医
師
が
、
鼻
や
目
の
周
囲
に

あ
る
「
副
鼻
腔
」
に
で
き
た
ポ

リ
l

プ
を
除
去
す
る
手
術
を
し

た
。
内
視
鏡
を
使
っ
て
ポ
リ
1

プ
を
取
り
除
こ
う
と
し
た
際
、

副
鼻
腔
の
隣
の
臨
骨
を
通
る
視

神
経
を
断
裂
し
た
と
い
う
。

病
院
は
、
限
禽
の
脂
肪
組
織

と
ポ
リl
プ
が
似
て
お
り
、
医

師
が
取
り
違
え
た
と
み
て
い

る
。

限
禽
に
鰭
具
が
入
っ
た
か

ど
う
か
は
、
眼
球
を
圧
迫
す
れ ば

確
認
で
き
る
が
、
医
師
は
ミ

ス
し
た
と
い
う
可
能
性
を
考
え

ず
、
圧
迫
を
し
て
い
な
か
っ

た
。
病
院
は
「
過
信
が
あ
っ

た
」
と
説
明
し
た
。
患
者
の
性

別
や
年
齢
に
つ
い
て
は
「
本
人

の
同
意
が
な
い
た
め
公
表
で
き

な
い
」
と
し
た
。

宮
崎
泰
司
副
院
長
は
「
患

者
、
家
族
に
大
変
申
し
訳
な

い
。
深
く
お
わ
び
す
る
」
と

樹
園
押
し
た
。
今
後
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
画
像
で
鰭
具
の
位
置

を
確
認
し
な
が
ら
手
術
す
る
装

偉
を
使
い
、
再
発
防
止
を
図

る
。

朝

日

【
福
岡
〕・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
1

日
{
土
)

霊智恵議 8 堅き霊童 18ω 患
乞己さ、がつで育立手
議 6 れ誤喉← 2 豆学術 万者
め O たつの:主百ンど ミ円女

芸高と毒事再 QT 謀議 で児
豊富諸説勺童書 ES
轡にをげ児 5 1腕療訟

骨量しは髄た弁し払
な、甲士。鰻たう
く継状ら原土 内

詩露 2宮崎言
。服能と代らの解
援が、理か代が
裏低女天に突成
下児弁し人立

病
院
や
県
へ
の

賠
償
請
求
棄
却

地
裁

倉
敷
市
の
精
神
桝
病
院

・

倉
敷
森
下
病
院(
2
0

1

2

年
2

月
に
経
営
讃

渡
、
改
称
)
で
凶
年
1

月

に
肺
炎
で
死
亡
し
た
男
性

H

当
時
(
臼)
Hの
遺
族

が
、
医
師
の
治
療
や
、
県

の
指
導
監
督
が
不
十
分
だ

っ
た
と
し
て
医
療
法
人
や

県
な
ど
に1
1
0
0

万
円

の
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴

訟
の
判
決
で
、
岡
山
地
裁

は
四
日
、
原告
の
請
求
を

棄
却
し
た。

遺
族
側
は
、当
時
の
院

長
が
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
な

ど
の
必
要
な
検
査
を
行
わ

ず
、
投
薬
も
適
切
で
な
か

っ
た
と
し
た
が
、
判
決
理

由
で
北
沢
純一
裁判
長
は

| 卦 tι常r.iiI:~圃拍仙仙台島 I
••• _ " 1H 引..1一回、刷I ! 円島田五百四』且同巴 l・

医
療
事
故

・

訴
訟

「
検
査
の
有
無
は
死
亡
の

原
因
と
関
係
し
な
い
。

投

与
に
つ
い
て
も
具
体
的
な

柾
拠
が
な
い
」
と
指
摘
。

さ
ら
に
、
県
が
同
病
院
の

不
適
切
な
処
遇
を
把
握
し

て
い
な
が-
P入
院
制
限
措

置
な
ど
の
行
政
指
導
を
怠

っ
た
と
す
る
主
張
に
つ
い

て
も
「対
応
が
著
し
く
合

理
性
を
欠
い
て
い
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
断

し
た
。判

決
で
は
男
性
はω年

日
月
か
ら
入
院
。

叩
年1

月
9

日
に
は
肺
炎
を
発
症

し
同
病
院
で
治
療
を
受
け

て
い
た
が
、
周
辺
臼
に
死

亡
し
た。

山

陽

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
間
団
日
(
水
)

急
事
伝
六
h
-
r
J
H
H司
、
、
、

n
u
m
午
お
い
ら
せ

遅
刻
と

R
m
2
2
2

序
病
院
E

2
0
0
9

年
、
お
い
ら
そ
の
後
、
女
性
は
意
餓
混
か
っ
た

1

と
主
張。
「
適

せ
町
の
お
い
ら
せ
病
院
に
濁
状
態
と
な
り
、
別
の
医
切
な
診
療
を
し
た
が
救
命

入
院
し
て
い
た
同
町
の
女
師
が
手
術
す
る
な
ど
し
た
し
得
な
か
っ
た

」
と
争
う

性
日

当
時
(
η
)H
が
死
が
約
2

週
間
後
、
「
全
結
姿
努
を
み
せ
て
い
た
。

亡
し
た
の
は
、
医師
が
適
腸
型
援
死
(
え
し
)
性
虚
血
和
解
成
立
を
受
け
、
同

切
な
診
断・
治
療
を
怠
つ
性
大
腸
炎
」
で
死
亡
し
た

。

病
院
の
白
倉
外
茂
夫
院
長

た
た
め
な
ど
と
し
て
、
女
原
告
側
は
、
担
当
医
が
は
「
新
鮮
凍
結
血
妓
(
け
っ

性
の
遺
族
が
、
病
院
を
運
腸
の
異
常
を
見
過
ご
し
、
し
よ
う
)
の
異
型
輸

血
に

営
す
る
町
と
担
当
医
を
相
適
切
な
治
療
を
怠
っ
た
過
よ
り
、
「
」
遺
族
に
心
痛
を

手
に
約3
5
0

0

万
円
の
失
が
あ
る
と
主
理
ま
た
与
え
た
こ
と
を
深
く
お
わ

損
害
援
を
求
め
た
監
需
後
、
在
と
遣
う
血
び
申
し
上
ぜ
ま
す
。

和
解

は
四
日
、
青
森
地
裁
八
戸
液
型
の
輸
血
が
な
さ
れ
に
あ
た
り
、
裁
遡
附
で
は
、

支
部
で
和
解
が
成
立
し
「死
亡
と
の
因
果
関
係
が
そ
の
他
の
医
湾
籍
に
っ

た
。

女
性
と
異
な
る
血
液
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
て
は
過
誤
は
な
か
っ
た

型
の
輸
血
を
行
っ
た
こ
と
も
、
極
め
て
重
大
な
医
療
と
判
断
し
た
も
の
と
理
解

を
町
側
が
遺
族
に
陳
謝
、
過
誤
」
と
し
て
い
た。

し
て
お
り
ま
す」
と
の
コ

解
決
金3
5
0

万
円
を
支
町
側
は
、
死
因
の
大
腸
メ
ン
卜
文
を
出
し
た
。

払
う
内
容。
病
院
側
が
問
炎
は
術
前
診
断
が
困
難
で

目
、
明
ら
か
に
し
た
。

死
亡
率
が
高
い
上
、
入
院

訴
え
に
よ
る
と
、
女
性
時
や
手
術
前
ま
で
女
性
に

は
凹
年
ロ
月
に
入
院
し
、
症
状
が
恕
め
ら
れ
ず
、
医

担
当
医
が
肺
炎
と
診
断
。

師
に
注
意
義
務
違
反
は
な

薬
局
側
、
州
万
円
支
払
い

血
圧
降
下
薬
と
間
違
っ
て
、
よ

く
似
た
名
前
の
血
糠
降
下
相
乗
を
処

方
さ
れ
、
服
用
し
て
植
物
状
態

に
な
っ
た
と
し
て
、
愛
知
県
内

の
女
性
(邸
)と
家
族
が
神
戸
市

内
の
薬
局
に
約
1

億
2
2

0

0

万
円
の
損
容
賠
償
を
求
め
た
訴
訟

が
、
神
戸
地
裁
で
和
解
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
た。
薬
局
側
が8

神戸地裁で和解

圧
症
な
ど
を
患
い
、20
0
6

年

か
ら
神
戸
市
内
の
内
科
に
通
院

し
、
例
年
か
ら
隣
接
す
る
薬
局
で

血
圧
を
下
げ
る
「ア
ル
マ
l

ル
」

(旧
名
)
を
処
方
さ
れ
て
い
た
。

日
年
2

月
、
女
性
は
意
総
が
な
く

な
っ
て
救
急
車
で
運
ば
れ
、
植
物

状
態
に
な
り
、
低
血
糖
脳
症
と
診

断
さ
れ
た。
意
織
が
な
く
な
る5

東
奥

日
報
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
初
日
(
木)

家
族
ら
は
「薬
歴
や
病
歴
を
確

認
し
て
い
れ
ば
、
誤
り
に
容
易
に

気
付
け
た
」
と
し
て
、
日
年
ロ
月

に
提
訴
し
た
。

ア
ル
マ
l

ル
を
販
売
し
て
い

た
大
日
本
住
友
製
藻
(大
阪
市)

に
よ
る
と
、

二
つ
の
薬
の
取
り

違
え
は
全
国
で
少
な
く
と
も
日

件
発
生
し
、
う
ち5
人
に
意
織

障
害
な
ど
の
健
康
被
密
が
出
た

と
い
う
。

同
社
は
ロ
年
、
同
薬
の

名
称
を
「
ア
ロ
チ
ノ
ロl
ル
場
酸

樹
」
に
変
更
し
た。
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(
本
間
健
裕
裁
判
長
)
の

訴
怯
は
お
目
、
道
が
女
児

側
に
1
8
0
0

万
円
を
支

毎

白

(
札
幌
}・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
お
目
(
水
)

搬
送
の
女
性
帰
宅
後
に
心
肺
停
止
|

脳
に
障
害

諏
訪
中
央
病
院
、
判
断
ミ
ス
謝
罪

0

0

0

万
円
を
支
払
う
内
容
で
、

お
日
付
。

訴
状
に
よ
る
と
、
女
性
は
高
血

目
前
に
受
け
取
っ
た
薬
が
、
血
精

降
下
灘
「
アマ
リ
ー

ル
」
と
判
明

し
た
。

高
知
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
沼
田
(
会

信
濃
毎
日

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
お
日
(
会

••••••••••••••••• 
闘
閤
昌

続2
0
1
4

年
3

月
幻
自
(
木
)

売
{
大
阪
)・朝
刊

昨年、最多更新

側
件
超
す

評
価
機
構
参
加
機
関
が
増
加

医
療
事
故
情
報
を
収
集
す
る
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
は
お
目
、

2
0
1
3

年
に
全

国
の
医
療
機
関
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
医
療
事
故
が

3
0
4
9

件
(
前
年
比16
7

件
情
)

と
初
め
て3
千
件
を
超
え
、
過
去
段
多
を
更
新
し
た
と
発
表
し
た

ο
報
告
制
度
に
任
意

参
加
す
る
医
療
機
闘
が
地
え
る
半
面
、
-
施
設
当
た
り
の
事
故
件
数
に
大
き
な
増
減
は

な
く
、
同
機
備
は「医
療
事
故
の
報
告
が
定
着
し
て
き
で
い
る

」
と
み
て
い
る
。

集
計
に
よ
る
と
、
厚
生
労08
件
の
う
ち
、
事
故
の
後
動
中
の
転
溶
な
ど
「
療
養
上

働
省
令
で
問
機
櫛
へ
の
報
告
に
患
者
が
死
亡
し
た
のは
2

の
世
話」
に
関
す
る
事
故
が

が
義
務
付
け
ら
れ
た
大
学
病
1
6

件
、
障
害
が
残
る
可
能1
0
2
3

件
で
肢
も
多
か
っ

院
な
ど2
7
4

施
設
か
ら
は
性
が
高
い
の
は26
3

件
あ
た
。
体
内
へ
の
ガ
ー
ゼ
の
置

2
7
0
8

件
、
任
意
で
報
告
っ
ち
い
ず
れ
も
事
故
と
の
き
忘
れ
な
ど
「
治
療

・

処
置
」

制
度
に
参
加
す
る
病
院
な
ど
因
果
関
係
は
不
明
と
い
う

。

に
絡
む
事
故
は7
1
8

件
、

6
9
1

施
設
か
ら
は3
4
1

事
故
内
容
は
リ
ハ
ビ
リ
中
薬
の
投
与
量
の
間
違
い
な
ど

件
。

翠
轟
務
対
象
の
2
7

の
転
倒
や
ベ
ッ
ド
か
ら
の
移「
薬剤
」
関
係
の
事
故
が2

0
5

件
で
続
い
た。

報
告
義
務
の
あ
る
医
療
繊

関
1

施
設
当
た
り
の
事
故
は

前
年
よ
り0
・

ω
件
憎
唱
え
て

9

-

m
件
。

任
意
で
診
加
す

る
医
療
燐
関1
施
般
当
た
り

で
は0
・

ω
件
減
っ
て0
・

ω
件
だ
っ
た。

こ
の
ほ
か
、
医
療
事
故
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い「ヒ
ヤ

リ

・

ハ
ッ
ト
」
例
の
発
生

民
葉
旨
尊
怠
り
言
霊
草
書

患
者
は
服
用
を
再
塑9
主
と
し
て
い
る
。

n
a

害
調
主

I
E
H

将
軍

る
こ
と
な
く
、
高
度
な
障
同
局
の
岡
林
言
夫
局

禁
腕
休
止
後
に
再
聞
き
せ
ず
害
揺
れ
れ
軒
以
仕
組
諸
経

【安
芸
】
県
公
蛍
企
業
介
で
入
院
。
常
用
薬
を
服
患
者
の
家
族
の
同
意
が
得
い
こ
と
で
、
多
大
な
る
心

局
県
立
病
院
諜
と
県
立
あ
用
し
て
い
た
が
、
主
治
医
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
痛
と
迷
惑
を
お
か
げ
し

き
総
合
病
院
(
安
芸
市
宝
は
検
倉
が
必
裂
と
考
え
て
病
名
や
患
者
の
状
態
、
詳
た
。
再
発
防
止
に
取

n
〆
組

永
町
)
は
釘
目
、
同
病
院
休
止
し
た
。
結
果
的
に
検
し
い
発
生
状
視
な
ど
は
公
み
、
信
頼
回
復
に
努
め

に
入
院
し
て
い
た
患
者
に
貸
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
哀
し
て
い
な
い
。
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

常
用
薬
の
服
用
指
導
を
怠
主
治
医
は
服
薬
を
再
開
さ
発
生
か
ら
1

年
以
上
経

っ
た
こ
と
な
どか
ら
、2

せ
ず
、
患
者
は
そ
の
ま
ま
過
し
て
の
公
表
に
つ
い
て

0
1
2

年
ロ
月
の
退
院
内
同
年
ロ
月
に
退
院
。
そ
の
同
病
院
は
「
患
者
の
家
悠

後
、
患
者
に
高
度
な
障
害
際
、
紹
介
元
の
医
療
機
関
に
公
表
の
同
意
を
得
ょ
う

が
生
じ
た
と
発
表
し
た
。
に
提
供
し
た
診
療
情
報
に
と
説
明
し
て
い
た
」
。
思

同
病
院
に
よ
る
と
、
態
も
、
常
用
薬
に
関
す
る
記
者
に
対
し
て
は
「
今
後
も

者
は
別
の
医
療
機
関
の
紹
載
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
誠
怠
を
持
っ
て
対
応
す

病
院
は
医
療
事
故
調
査
委
員
会

を
設
け
、
外
部
識
者
2

人
を
含
む

8

人
で
原
因
を
鏑
べ
た
。
「
帰
宅

さ
せ
ず
、
院
内
で
見
て
い
れ
ば
、

諏
訪
中
央
病
院
(
茅
野
市
)
は
と
し
た
。
心
配
停
止
状
態
に
な
っ
て
も
低
酸

幻
目
、
絢
の
痛
み
を
訴
え
て
茅
野
同
病
院
に
よ
る
と
、
女
性
は
昨
索
脳
症
を
防
げ
た
可
能
性
が
あ

市
内
の
別
荘
か
ら
同
病
院
に
救
急
年

5

月
ぬ
日
午
後O
時
日
分
ご
ろ
る
」
と
結
費
J
け
た
。

搬
送
さ
れ
た
神
奈川
県
の
女
性
に
救
急
搬
送
さ
れ
、
救
急
部
内
科
病
院
側
は
、
女
性
に
「
誠
意
を

(
紛
)
が
、

帰
宅
後
に
心
肺
停
止
状
医
グ
ル
ー
プ
が
診
療
。
症
状
が
落
持
っ
て
対
応
す
る
」
と
し
て
い
る
。

態
に
な
り
、
脳
に
重
い
障
害
を
負
ち
省
い
た
た
め
、
同

3

時
半
ご
ろ
ま
た
、
毎
年5
月
泊
目
に
院
内
で

っ
た、

と
同
病
院
組
議
会
に
報
別
荘
に
帰
宅
さ
せ
た
。
女
性
は
そ
医
療
安
全
に
関
す
る
研
修
会
を
開

告
し
た
。
病
院
は
女
性
を
帰
宅
さ
の
後
に
急
性
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
く
こ
と
を
決
め
、
家
族
に
説
明
し

せ
た
判
断
カ
適
切
で
な
か
っ
た
と
た
と
み
ら
れ
、
同

6

時
す
ぎ
に
再
た
と
い
う
。

認
め
、
家
族
に
謝
罪
。
女
性
は
現
び
知
送
さ
れ
た
。
一
命
は
と
り
と

在
も
愈
織
が
な
く
、

家
族
と
損
害
め
た
が
、
心
配
停
止
に
よ
る
低
酸

賠
償
の
示
談
交
渉
を
進
め
て
い
る
索
脳
症
に
な
っ
た
。

敏件告績の飲事am 
医一

件
蜘

勾
3

15∞ 

2以lO

2ωo 医
療
安
全

は
約
ω
万
9

千
件
で
、
前
年

よ
り
約8
万
件
減
っ
た
。

問
機
構
はω
年
に
医
療
事

故
の
年
間
集
計
を
開
始
。
報

血
義
務
の
あ
る
医
療
機
関
の

数
は
当
初
か
ら
微
増
に
と
ど

ま
る
が
、
任
意
診
加
の
医
療

燐
闘
は
侃
年(
2
8
3施
設
)

の
約2
・
4

倍
に
増
え
て
い

る
。医

療
事
故
を
巡
っ
て
は
厚

労
省
が
原
因
究
明
と
一
再
発
防

止
策
を
強
化
す
る
た
め
、
患

者
が
死
亡
し
た
場
合
は
民
間

の
第
三
者
繊
関
へ
の
届
け
出

と
院
内
関
査
を
全
医
療
機
関

に
義
務
付
け
る
法
案
を
今
国

会
に
提
出
。
成
立
す
れ
ば
来

年
ω
月
を
め
ど
に
施
行
さ
れ

る
。日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
o
'
4

年
3

月
幻
自
(
木
)

111 



院
内
感
染3年
間
で
川
人

国立大阪医療センター

新
型
耐
性
菌
の
可
能
性

ほ
と
ん
ど
全
て
の
抗
菌
薬
が
効
か
な
い
多
剤
耐

性
菌
「
メ
タ
ロ
β
ラ
ク
タ
マ1
ゼ
(M
B
L
)産

生
菌
」
の
院
内
感
染
が
、

国
立
病
院
機
機
大
阪
医

療
セ
ン
タ
ー
(
大
阪
市
中
央
区
)
で
起
き
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
た。
過
去
3

年
間
に
入
院
し
た
約

1
1
0

人
の
患
者
が
保
菌・
感
染
し
て
い
た。

現

在
は
同
人
程
度
で
い
ず
れ
も
無
症
状
と
い
う

。

同
セ
ン
タ
ー
が
国
立
感
染
症

研
究
所
(東
京
都)
や
大
阪
市

保
健
所
に
調
査
を
依
頼
し
、
詳

し
く
調
べ
て
い
る。

同
セ
ン
タ

ー
や
保
健
所
に
よ
る
と
、
年
明

げ
以
降
、
複
数
の
患
者
か
ら
M

B
L

産
生
菌
を
検
出。

過
去
の

入
院
患
者
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
調

べ
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
診
療
税

で
2
0
1
1

年
度
か
ら
年
間
却

検
崎
潤
一
難
・
治
療
薬
効
か
ザ

「
隠
れ
耐
性
菌
」
西
日
本
で
拡
大
か

国
立
病
院
繊
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
(大
阪
市
)
で
少
な
く
と

も
患
者2
人
が
死
亡
し
た
大
規
模
な
院
内
感
染
の
原
因
に
な
っ

た
新
型
耐
性
菌
「
C
R
E

」
は
、
通
常
の
検
査
で
は
検
出
困
難
な

「
ス
テ
ル
ス
型
」
と
呼
ば
れ
る
種
類
だ
と
分
か
っ
た

。

5

年
前
に

一
般
的
なC
R
E
は
、

切
り

札
的
な
抗
菌
薬
で
あ
る
カ
ルパ

ベ
ネ
ム
が
効
か
な
い。
そ
れ
に

加
え
、
ス
テ
ル
ス
型
は
実
際
に

医
療
安
全

新
型
多
剤
耐
性
菌

(
C
R
E
)
 

切
り
札
的
抗
菌
薬
カ
ル
パ
ペ

ネ
ム
を
分
解
す
る
肺
炎
樟
菌
や

大
腸
菌
な
ど
の
腸
内
細
菌
を
、

ま
と
め
て
C
R
E

と
呼
ぶ。
C

R
E
と
は
「
カ
ル
パペ
ネ
ム
耐

性
腸
内
細
菌
判
明
の
菌
」
と
い
う

意
味
の
英
語
の
頭
文
字
。

カ
ル

パ
ペ
ネ
ム
を
分
解
す
る
酵
紫
は

複
数
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
今

回
問
題
と
な
っ
て
い
る
酵
素
メ

タ
ロ
β
ラ
ク
タ
マ
l

ゼ
(
M
B

L
)
は
最
も
強
力。
こ
れ
を
も

っ
C
R
E

は
、
現
在
国
内
で
使

え
る
抗
菌
薬
の
ほ
と
ん
ど
全
て

が
効
か
な
く
な
る
。

• S
M
W人
、
計
約1
1
0

人
が
保

菌
・

感
染
し
て
い
た
と
い
う。

同
セ
ン
タ
ー
は2
月
中
旬
に

な
く
、
医
師
が
検
査
結
果
を
信

じ
て
カ
ル
パ
ベ
ネ
ム
を
治
療
に

使
い
、

手
遅
れ
に
な
る
恐
れ
も

強
い。

広
島
大
の
鹿
山
鎮
男
助
教
ら

は
、
2
0
0
9

年
に
初
め
て
広

島
県
内
の
複
数
の
病
院
か
ら
ス

テ
ル
ス
型C
R
E

を
5

株
見
つ

け
、
そ
の
後
、
兵
庫
県
の
病
院

か
ら
も8
株
見
つ
け
た。
検
出

数
は
年
々
増
え
、
四
年
四
月
ま

で
に
2

県
で
計
前
株
に
の
ぼ

保
健
所
に
「
複
数
の
患
者
か
ら

耐
性
菌
が
検
出
さ
れ
た
」
と
届

。
出
た
。

M
B
L
産
生
菌
は
免

疫
が
弱
っ
た
人
が
感
染
す
る
と

肺
炎
な
ど
に
は
る
こ
と
が
あ

る
。

入
院
中
に
死
亡
し
た
患
者

も
い
た
が
、
持
病
が
あ
り、
因

果
関
係
は
調
査
中
。

同
セ
ン
タ

ー
は
感
染
広
大
を
防
ぐ
た
め
、

一
部
病
棟
で
新
規
の
入
院
患
者

受
け
入
れ
を
停
止
し
た
り
、
病

院
職
員
に
手
指
の
消
毒
徹
底
を

指
示
し
た
り
し
て
い
る
。

保
健
所
に
よ
る
と
、
国
立
感

染
症
研
究
所
と
共
同
で
同
セ
ン

タ
ー
に
立
ち
入
り
調
査
し
、
削

B
L

産
生
菌
の
種
類
が
肺
炎
揮

臨
な
ど4種
類
以
上
あ
る
こ
と

を
徹
か
め
た。

事
情
を
知
る
感

ラ
ス
ミ
ド
」
が
同
一
だ
っ
た。

プ
ラ
ス
ミ
ド
は
、
菌
か
ら
菌

へ
遺
伝
子
を
受
け
渡
す
「
運
び

屋
」
だ。
C
R
E

の
遺
伝
子
も

プ
ラ
ス
ミ
ド
で
運
ば
れ
る
。

大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
で
院
内

感
染
を
起
こ
し
たC
R
E
の
遺

伝
子
を
分
析
し
て
い
る
関
東
地

方
の
大
学
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま

で
に
解
析
し
た
約
印
株
か
ら
見

つ
か
っ
た
プ
ラ
ス
ミ
ド
は
す
べ

て
、
広
島
や
兵
庫
の
菌
と
同
じ

染
症
の
専
門
家
は
「
新
型
多
剤

耐
性
菌
(
C
R
E
)によ
る
院
内

感
染
だ
」
と
説
明
す
る
。

C
R

E

の
大
規
模
院
内
感
染
は
国
内

で
は
報
告
例
が
な
い
と
い
う

。

C
R
E

は
世
界
各
地
で
広
が

っ
て
お
り
、
日
本
で
も
最
近
報

告
さ
れ
た。
厚
生
労
働
省
で
は

菌
へ
の
報
告
対
象
に
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る。

(野
中
良
祐、
佐
藤
建仁
)

朝

日

(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
3

月
市
日
(
火
)

1
0

人
が
感
染
し
、
少
な
く
と

も
2

人
が
敗
血
症
を
起
こ
し
死

亡
し
た。

国
立
感
染
症
研
兜
所
細
菌
第

二
部
の
柴
山
恵
吾
部
長
は
「
園

内
の
実
態
把
混
と
、
検
査
法
の

開
発
・

普
及
が
急
務
だ」
と
話

す
。

厚
生
労
働
省
は
年
内
に

も
、

感
染
症
法
を
改
正
し
て
C

R
E
患
者
の
全
数
報
告
を
義
務

佑
す
る
準
備
を
始
め
る
方
針

。

(中
村
通
子)
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広
島
県
で
初
め
て
見
つ
か
っ
た
新
し
い
型
で
、
治
療
が
手
遅
れ

に
な
り
や
す
い
特
性
が
あ
る
。

複
数
の
専
門
家
が
「
日
本
で
生

ま
れ
た
と
見
ら
れ
るC
R
E

が
、
西
日
本
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
」
と
警
告
す
る。

感染爆発前に封じ込め

は
カ
ル
パペ
ネ
ム
が
効
か
な
い

の
に
、
通
常
の
検
査
法
で
は

「
効
く
」
と
い
う
誤
っ
た
結
果

が
出
る
特
異
性
が
あ
る。
こ
の

た
め
、
検
出
し
に
く
い
だ
け
で る

。

そ
の
聞
に
こ
の
菌
に
よ
る

死
者
が
少
な
く
と
も1
人
出

た
。

鹿
山
助
教
ら
が
詳
し
く
調

べ
る
と
、

ほ
ぽ
全
て
の
菌
で、

リ
ン
グ
状
の
細
胞
内
物
質「
プ

手
洗
い
徹
底
・
症
状
の
患
者
、
個
室
に

「隠れ新型耐性菌」予防策は.

新
型
耐
性
菌
「C
R
E
」
H

園
日

は
、
欧
米
で
約
四
年
前
か

ら
死
者
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
問

題
に
なり
始
め
た。

今
で
は
、

世
界
各
地
で
院
内
感
染
に
よ
る 死

者
が
多
発
す
る
な
ど
被
害
が

広
が
っ
て
お
り
、
世
界
保
健
繊

関
(
W
H
O)
や
米
疾
病
対
策

セ
ン
タ
ー
(C
D
C

)
な
ど
が

嘗
戒
を
強
め
て
い
る
。

新
型
耐
性
菌
「
C
R
E
」

「
カ
ル
パペ
ネ
ム
耐
性
腸
内

細
菌
税
の
菌
」
を
意
味
す
る
英

語
の
頭
文
字。
も
と
は
あ
り
ふ

れ
た
肺
炎
縛
(
か
ん)
菌
や
大

腸
菌
だ
が
、
特
定
の
遺
伝
子
を

獲
得
す
る
と、
カ
ル
パ
ペ
ネ
ム

を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の

抗
菌
薬
が
効
か
な
いC
R
E
に

広島県でのCRE績出数
ω年 1 1 月~ ・・・・・ F 

09年 10月 ヨ稼

09年 11 月~ ・・・・・・・・. ft 

10年 10月 ヨ練

:立iii~ :22222222220練

2213~ spiiiii333線

変
わ
る。

今
回
の
ス
テ
ル
ス
型
は
、
複

数
の
耐
性
遺
伝
子
を
組
み
合
わ

せ
て
持
つ
こ
と
な
ど
で
「
一

見
、
薬
が
効
く
よ
う
に
見
え
る

が
、

実
は
ほ
と
ん
ど
効
か
な

い
」
と
い
う
た
ち
の
悪
い
性
質

を
得
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

CREの封じ込め対策例
手洗い・手指消毒の
徹底

尿や便に触れる
器異の消毒

体内に入れる管の
衛生管理

院内環焼の汚染検査

院内や地減での
情報共有

日
本
で
は
こ
れ
ま
で
、
海
外

で
入
院
し、
帰
国
し
た
人
か
ら

見
つ
か
っ
た
例
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と

み
ら
れ
る
程
度
で
「低
汚
染

国
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し

か
し
今
回
の
報
告
で
、
日
本
で

新
た
に
生
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る

検
出
困
難
な
ス
テ
ル
ス
型C
R

E

が
西
日
本
で、
気
付
か
れ
な

い
ま
ま
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た。

重
症
佑
し
て
い
ろ
い
ろ
な

.国内外のCREの遣い

圏C内RのE 
見つけにくさ 短めて高い 高い

薬の耐性 愚強 中~強
広がりやすさ 強 強

日本では 0報大9年告が発に広見島・ 海かに外検ら渡出、ま航者れ

医
療
安
全

タ
イ
プ
だ
っ
た。

C
R
E

は
発
熱
な
ど
の
症
状

が
出
る
と
治
療
法
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。

大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
の

院
内
感
染
で
も3
年
間
で
約l

(荒川宣親名古屋大教授による)

臓
器
に
炎
症
が
起
き
る
敗
血
症

に
陥
る
と
、

抗
菌
薬
以
外
の
治

療
手
段
を
尽
く
し
て
も
、
死
亡

率
は
5

割
程
度
と
極
め
て
高

英
国
感
染
症
研
兜
所
の
デ
ー

タ
で
は、
英
国
で
は2
0
0
3

年
に
初
め
て
C
R
E

(欧
米

製
)
が
3

株
見
つ
か
っ
た。
肝

年
ま
で
は0
5
4

株
と
ま
れ
だ

っ
た
が
、
凶
年
に
は
詑
株
、

ω

年
均
株
、m
年
に
は
一
気
に3

3
9

株
と
激
増
し
た。
検
出
数

が
少
な
い
時
期
に
手
を
こ
ま
ぬ

い
て
い
る
と
、
数
年
後
に
は
爆

発
的
に
広
が
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
よ
く
わ
か
る。

今
回
報
告
さ
れ
た
広
島
の
ケ

ー
ス
で
も、
検
出
数
は
じ
わ
り

と
楢
唱
え
て
い
る
。

調
査
さ
れ
て

い
な
い
地
場
で
ど
れ
だ
け
広
が

っ
て
い
る
か
、
ま
っ
た
く
分
か

ら
な
い
。

今
回
の
大
阪
で
の
大

規
模
院
内
感
染
の
発
覚
は
、
C

R
E

感
染
多
発
時
代
の
幕
開
け

だ
、
と
み
る
専
門
家
は
少
な
く

な
い
。

耐
性
菌
に
詳
し
い
荒
川
宣
親

・

名
古
屋
大
教
授(細
菌
学
)

朝

日

{
大
阪}
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
釘
目
(
月)

は
「全
国
に
拡
散
す
る
と
、
手

の
打
ち
ょ
う
が
な
い
。

今
な
ら

ま
だ
間
に
合
う
の
で、
後
手
に

回
っ
て
し
ま
う
前
に
、
地
場
一

体
で
対
策
を
取
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
す。

対
策
の
柱
は
二
つ
。

早
期

検
出
と
封
じ
込
め
だ。

一
般

に
便
や
尿
が
感
染
源
に
な
り
や

す
い
。

大
阪
の
院
内
感
染
で

は
、
尿
を
取
る
容
務
か
ら
感
染

が
広
が
っ
た
と
み
ら
れ
て
い

る
。

大
阪
大
の
職
野
和
典
教
授

(感
染
制
御
学)
は

「医
療
従

事
者
のC
R
E
に
対
す
る
認
知

度
は、
ま
だ
低
い。
臨
床
検
査

の
際
は
、
こ
の
菌
が
い
な
い
か

瞥
戒
を
怠
つ
て
は
な
ら
な
い
」

と
指
摘
す
る。
そ
の
上
で
「
手

洗
い
な
ど
感
染
予
防
策
を
徹
底

し
、

下
痢
や
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
患
者
は
個
室
に
入
院
さ

せ
る
な
ど
の
対
策
を
と
れ
ば
、

封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
話
す。
(
中

村
通子
)

朝

日

(
大
阪
}・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
引
日
(
月)
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医
薬
品
・

技
術
の
安
全

過
剰
投
与
「
組
織
的
な
問
題
」

市立甲府病院

第
三
者
委
報
告

医
師
の
責
任
も
指
摘

市
立
甲
府
病
院
が
放
射
性
医
薬
品
を
子
ど
も
剖
人
に
過
剰
投
与
し
て
い
た
問
題
で
、
甲
府
市
が
設
置
し
た
第

三
者
委
員
会
は

ω
目
、
「
医
師
の
監
視
体
制
が
な
い
な
ど
組
織
的
な
問
題
が
あ
っ
た
」
と
す
る
報
告
書
を
宮
島
雅
展
市
長
に
提
出
し
た
。
過
剰

投
与
の
原
因
に
つ
い
て
、
放
射
線
部
の
技
師
長
補
佐

A
6
1
2

年
3

月
に
自
殺H
が
独
断
で
投
与
量
を
決
め
た
こ
と
に
加
え
、

医
師
に
よ
る
投
与
患
の
指
示
や
監
視
が
な
か
っ
た
実
態
を
指
摘
。
再
発
防
止
に
向
妙
、
医
師
や
技
師
ら
の
責
任
の
明
確
化
や
チ

ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
強
く
促
し
た
。
市
は
今
後
、
報
告
書
を
踏
ま
え
、
病
院
関
係
者
の
処
分
を
検
討
す
る
。

〈田
中
富
博〉

第
三
者
委
は
他
病
院
で
行
わ
れ

て
い
た
検
査
状
祝
か
ら
、
検
査
一

回
当
た
り
の
標
灘
的
な
投
与
垂
を

定
め
、
そ
の
量
を
超
え
て
検
査
を

受
け
た
の
は
延
べ
2
2
6

人
に
上

る
と
し
た
。
患
者
ご
と
に
匿
名
で

甲
状
腺
な
ど
の
臓
器
が
受
げ
た
推

定
放
射
線
量
(
吸
収
線
量
)
も
公

表
し
、
こ
の
う
ち
一
人
の
腎
臓
が

受
げ
た
線
震
は
積
算
で
、
大
人
の 標

準
的
な
投
与
畳
の
印
倍
以
上
に

上
っ
た
。

第
三
者
委
は
同
日
、
子
ど
も
の

家
族
ら
が
出
席
し
た
報
告
書
の
説

明
会
で
、
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い

て
「
高
い
確
率
で
影
轡
が
出
る
危

険
域
に
は
逮
し
て
い
な
い
が
、
一

部
の
患
者
に
は
今
後
も
適
切
な
医

療
支
援
カ
必
雪
と
し
た
。

報
告
密
に
よ
る
と
、
過
剰
投
与

【
調
査
結
果
】
【

提
言】

一、
1
9
9
9

年
以
降
に
検
査
を
受
一
、
将
来
の
発
が
ん
の
可
能
性
に
対

日υ
た
子
ど
も
のAd
D、
延
べ2
2
6

す
る
不
安
軽
減
へ
、
病
院
に
は
適
切

人
が
標
準
投
与
量
を
超
え
て
い
た
な
医
療
支
援
が
求
め
ら
れ
る

一
、
技
師
長
補
佐
は
検
賓
の
失
敗
を
一、
厳
替
か
つ
安
全
な
医
療
房
提
供

遂
げ
る
た
め1
ー
ー

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1

」
で
き
な
か

独
断
で
過
剰語
三
者
委
報
告
書
の
骨
子
一
っ
た
こ
と

に
薬
が
最
備
「
l

t
i
l
l

-
-
1
l
i
l
l
l
i
-
-

ト
し
に
つ
い

し
、
部
下
の
技
師
に
も
強
要
し
た
て
、
病
院
は
患
者
に
対
レ
原
因
説
明

一、
医
師
が
医
薬
品
の
使
用
時
に
指
と
謝
罪
を
す
る
べ
き
だ

示
を
出
え
す
、
投
与
震
の
設
定
を
技
一
、
放
射
線
科
の
医
師
や
技
師
ら
個

師
に
任
せ
て
い
た
F
F
」
も
問
題
が
長
々
の
責
任
の
確
認
と
業
務
内
容
の
相

期
に
わ
た
っ
た一因
互
評
価
の
徹
底
が
必
要

は
技
師
長
補
佐
が
猿
断
で
投
与
量

を
決
め
、
指
導
を
受
げ
た
部
下
の

技
師
7

人
全
員
が
投
与
準
備
に
関

与
。8
人
の
医
師
は
投
与
量
の
決

定
を
技
師
長
補
佐
に
任
せ
て
確
認

せ
ず
、
異
常
だ
と
感
じ
た
他
の
放

射
線
技
師
も
医
師
ら
に
確
認
し
な

か
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
被
害
者

の
家
族
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
技
師

に
よ
る
医
薬
品
の
注
射
は
「
調
査

を
通
じ
穆
実
は
判
明
し
な
か
っ

た
」
と
し
た
。

日
本
核
医
学
会
な
ど
に
よ
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
放
射
性
医
薬
品
を

使
用
す
る
際
、
医
師
が
投
与
量
を

指
示
し
た
り
、
投
与
前
後
に
医
業

品
の
内
容
を
記
録
し
た
り
す
る
こ

と
を
定
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
対

応
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
実
態
を

指
摘
。
「
基
本
的
な
業
務
を
し
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
が
長
期

化
し
た
」
と
し
た
。

再
発
防
止
に
向
妙
、
放
射
線
科 の

医
師
や
技
師
ら
が
個
々
に
責
任

を
負
う
よ
う、

質
任
事
項
の
確
認

と
業
務
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底

を
要
求
。
院
内
外
の
研
究
会
や
学

会
参
加
に
よ
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
や
、
関
係
者
が
窓
見
を
出
し

合
え
る
職
場
環
境
へ
の
改
善
を
挙

ア
た
。

委
員
長
の
長
尾
能
雅
名
古
屋
大

医
学
部
教
授
は
「
前
代
未
聞
の
出

来
車
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
教
訓
に

徹
底
的
に
医
療
の
安
全
を
追
求
し

て
ほ
し
い
」
と
宅
守
レ
た
。

報
告
書
を
受
け
取
っ
た
宮
島
市

長
は
「
指
摘
部
分
を
改
善
し
、
過

剰
投
与
を
受
げ
た
子
ど
も
や
家
族

の
不
安
を
軽
く
で
き
る
よ
う
努
力

レ
た
い
」
と
述
べ
た
。
問
題
が
-
め

ぐ
る
病
院
関
係
者
の
処
分
に
つ
い

て
は
「
報
告
書
の
内
容
房
路
ま
え
、

速
く
な
いA
ど
り
に
決
め
た
い
」
と

話
し
た
。

会主縄盟費豆
委主管襲喜 8高震
医 12 て質\ 1 題病
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M
W倍
を
投
与
し
て
い
た
こ
と
を
公

表
。

投
与
量
を
決
め
て
い
た
と
さ
れ

る
放
射
線
部
の
技
師
長
補
佐
は
ロ
年

3

月
に
自
殺
し
た。県
響
は
医
師
法

違
反
(
非
医
師
の
医
世
間
禁
止
)
容
疑

で
、
技
師
長
補
佐
と
部
下
の
放
射
線

銭
師
を
嘗
類
送
検
し
た
が
、
甲
府
地

検
は
閏
年
昭
月
に
不
起
京
と
し
た

。

病
院
へ
の
不
信
募
ら
す

被
害
家
族

「

説
明
に
な
い
内
容

」

市
立
甲
府
病
院
の
放
射
性
医
凝

品
の
過
剰
投
与
問
題
で
、
甲
府
市

が
設
置
し
た
第
三
者
委
員
会
が
病

院
の
安
全
管
理
体
制
の
甘
さ
を

指
摘
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た

こ
と
を
受
げ
、
被
害
者
の
家
族
は

「
病
院
側
の
説
明
に
は
な
か
っ
た

内
容
だ
」
と
、
病
院
に
対
す
る
不

信
感
を
摺
幅
さ
せ
た
。

家
族
は
「
子

ど
も
の
健
康
へ
の
不
安
は
な
く
な

ら
な
い
」
と
し
て
、
定
期
健
診
な

ど
継
続
的
な
ケ
ア
を
強
く
求
め

た
問
題
発
覚
後
、
被
密
者
の
家
族

は
原
因
究
明
を
目
的
と
し
た
第
三

者
委
員
会
の
設
債
を
再
三
求
め
た

が
、
市
側
は
当
初
、
「
捜
査
機
関

に
資
料
を
抑
収
さ
れ
て
い
る
」
な

ど
と
し
て
応
じ
な
か
っ
た
。
発
足

は
問
題
発
覚
か
ら
1

年
8

カ
月
後

の
昨
年5
月
。
報
告
書
の
提
出
ま

で
に
は
、
さ
ら
に1
年
近
く
が
経

過
し
た
。

被
害
者
の
家
族
は
初
日
、
市
内

で
記
者
会
見
。
小
学
生
の
男
児
が

過
剰
投
与
を
受
け
た
父
親
は
、
第

三
者
委
の
報
告
容
に
つ
い
て
「
こ

れ
ま
で
の
病
院
の
説
明
よ
り
踏
み

込
ん
だ
内
容
だ
」
と
し
た
上
で
、

「
病
院
の
管
理
体
制
の
甘
さ
が
あ

ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
(
病

院
側
の
質
任
に
関
し
)
こ
れ
ま
で

病
院
側
か
ら
納
得
で
き
る
説
明
は

な
く
、
結
果
的
に
不
信
晴
聞
が
摺
し

た
」
と
述
べ
た
。

現
在
、
保
育
園
に
通
う
男
児
が

O

歳
の
と
き
に
医
薬
品
を
過
剰
に

投
与
さ
れ
た
と
い
うω代
の
父
親

は
「子
ど
も
が
何
十
年
か
先
に
病

気
に
な
っ
た
と
き
、
『
検
査
が
原

因
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
h
と
疑
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と

不
安
な
胸
中
を
吐
露
。
「
患
者
の

多
く
は
身
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
危

険
が
あ
る
ほ
ど
の
投
与
量
に
達
し

て
い
な
い
と
い
う
説
明
だ
っ
た

が
、
根
拠
は
は
っ
き
り
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、
不
安
は
消
え
な
い
」
と

話
し
た
。

〈積
内
史
貴〉

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0

1
4

年
3

月
釘
日
(
月
)
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厚
生
労
働
省
は
新
年
度
か
ら
、
抗
不
安
薬
や
睡

眠
薬
な
ど
の
向
精
神
薬
を
数
多
く
処
方
し
た
場

合
、
診
療
報
酬
を
原
則
認
め
な
い
仕
組
み
を
導
入

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
薬
物
依
存
や
重
篤
な
副
作

用
を
防
ぐ
狙
い
が
あ
る。

厚労省、新年度

多剤処方を制限向精神薬

新
ル
1

ル
で
ば
、
外
来
診
療
で
服
薬
管
理
な

ど
を
す
る
際
、
抗
不
安
薬
か
睡
眠
薬
を
3
種
類

以
上
、
ま
た
は
、
統
合
失
調
症
の
治
療
に
使
わ

れ
る
抗
精
神
病
薬
か
、
抗
う
つ
薬
を

4

種
類
以

上
、
1

回
で
処
方
し
た
場
合
、
診
療
報
酬
を
謂

求
で
き
な
く
し
、
処
方
筆
料
も
減
額
す
る

。

ま
た
、
入
院
患
者
に
、
副
作
用
が
少
な
い
と

さ
れ
る
タ
イ
プ
の
抗
精
神
病
薬
を
処
方
す
る
場

合
も
、
2

種
類
ま
で
し
か
加
算
で
き
な
い
よ
う

診
療
報
酬
認
め
ず

に
国
め
る。

抗
不
安
薬
や
睡
眠
薬
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る

べ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
の
薬
剤
は
、
使
用
し
続

け
る
と
薬
物
依
存
に
な
る
危
険
性
が
あ
る

。

抗
精
神
病
薬
は一定
量
を
超
え
る
と
治
療
効

果
は
上
が
ら
ず
、
手
の
震
え
や
体
の
こ
わ
ば
り

と
い
っ
た
副
作
用
の
危
険
が
高
ま
り
、
突
然
死

す
る
こ
と
も
あ
る。
圏
内
で
は
、
抗
精
神
病
薬

を
3
剤
以
上
処
方
し
て
い
る
割
合
が
海
外
に
比

べ
て
多
い。

読

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
3

月
7

自
主

抗
が
ん
剤
副
作
用
4

人
死
亡

厚
労
省
発
表
販
売

1

年
弱「

ス
チ
パ1
ガ
錠」

厚
生
労
働
省
は
羽
田
、
抗
が

ん
剤
「
ス
チ
パ1
ガ
錠
」
を
使

っ
た
患
者4
人
が
、
こ
の1
年

弱
で
劇
症
肝
炎
や
間
質
性
肺

炎
の
副
作
用
で
死
亡
し
た
と

発
表
し
た
。
厚
労
省
か
ら
の
指

示
を
受
け
、
製
造
販
売
元
の
バ

イ
エ
ル
薬
品
(大
阪
市
)
は
薬

の
添
付
文
書
に
、二
つ
の
副
作

用
へ
の
注
意
を
促
す
記
述
を
加

え
た
。

ス
チ
パ
l

ガ
錠
は
、
進
行
し

た
大
腸
が
ん
や
消
化
管
間
質

腫
療
の
治
療
薬。
昨
年
5

月
に

販
売
が
始
ま
り
、
年
2
6
0

0

人
が
使
う
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、4
人
の

う
ち
、
大
腸
が
ん
の
女
性(却

歳
代
)
は
8

月
、
投
与
か
ら
泣

日
目
に
肝
障
害
な
ど
が
表
れ
、

そ
の
同
日
後
に
死
亡
し
た
。
大

腸
が
ん
の
男
性
(印
歳
代
)
は

9

月
、
投
与
か
ら6
日
自
に
間

質
性
肺
炎
を
発
症
し
、
そ
の
日

日
後
に
亡
く
な
っ
た。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
幻
自
(
木
)

親 4 割独断子の薬の量

医
薬
品
・
技
術
の
安
全

中学生保護者民間調査回数も増減

中
学
生
の
保
護
者
の4
割
近

く

が
自
分
の
判
断
で
、
医
師
か

ら
処
方
さ
れ
た
子
ど
も
の
薬
の

量
や
回
数
を
変
え
た
経
験
を
持

つ
こ
と
が
、
「く
す
り
の
適
正

使
用
協
議
会」
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
調
査
で
分
か
っ
た
。

家
庭

で
使
用
方
法
を
独
自
に
変
更
す

れ
ば
恩
わ
ぬ
副
作
用
や
効
果
の

低
下
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
、

同
協
議
会
は
医
師
や
薬
剤
師
の

説
明
に
沿
っ

た
服
用
を
呼
び
か

け
て
い
る。

調
査
は
昨
年
末
か
ら
今
年
初

め
に
か
け
、
中
学
生
の
子
ど

も
を
持
つ
母
親50
0

人
を
対

象
に
、
ネッ
ト
を
通
じ
、
家
庭

で
の
薬
の
利
用
状
況
を
聞
い

た
。そ

の
結
果
、
子
ど
も
が
飲
む

薬
の
量
や
回
数
を
親
の
判
断
で

増
減
さ
せ
た
経
験
に
つ
い
て
、

ゆ
%
が
「あ
る
」
、
日
%
が
「時

々
あ
る
」
、
3

%
が
「よ
く
あ

る
」
と
答
え
、
合
計
で
羽
%
に

達
し
た。
父
母
の
薬
を
子
ど
も

に
飲
ま
せ
た
こ
と
が
あ
る
人
は

お
%
、
子
ど
も
の
薬
の
残
り
を

兄
弟
姉
妹
に
飲
ま
せ
た
こ
と
が

あ
る
人
は
位
%
い
た。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
2

日
{
日
)
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医
薬
品

・

技
術
の
安
全

医
療
が
健
康
を
む
し
ば
む

松
本
清
張
の
作
品
に
「
屈
折
田

路
」
と
い
う
小
説
が
あ
る
。

1
9
6
0

年
前
後
に
夕
張
の
ポ

リ
オ
を
は
じ
め
全
国
で
感
染
症
が

声
戸
υ
た
。

そ
こ
に
製
薬
会
社
や

細
菌
兵
器
を
開
発
し
た
旧
日
本
軍

7
3
1

部
隊
の
生
き
残
り
が
、
関

与
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

大
胆
な
推
理
で
医
療
の
闇
に
迫

っ
た
力
作
に
、
ぐ
い
ぐ
い
引
き
込

ま
れ
た
覚
え
が
あ
る。

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、〈

擦
の
奇
病
〉
の
場
面
だ。

「
高

熱
を
焼
ルて
そ
れ
が
下
が
る
と
あ

と
は
黄
痘
と
な
っ
て
肝
臓
が
侵
さ

も
れ
る。
霊
者
は
病
院
に
か
か
っ

訪
て
も
そ
の
ま
ま
亡
く
な
る

」

賞

小
説
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
地
域

委
が
茨
城
県
南
西
部
に
あ
る

。

レ
タ

説
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
産
地
と
し
て
知

印
刷
ら
れ
る
坂
車
広
範
地
区
た

。
「
奇

4

病
」
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
に

今
、
住
民
が
国
を
相
手
に
訴
訟
の 準

備
を
進
め
て
い
る。

J

必
グ
r

肝
夫
が
大
流
有
υ
た
の
は
臼
i

侃
年
ご
ろ。
人
口
の1
割
に
当
た

る
6
7
8

人
が
感
染
し
、
死
者
は

前
人
に
上
っ
た。
原
因
は
飲
み
水

が
疑
わ
れ
た
が
、B
、

C
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
と
分
か
っ
た
。

被
害
者

は
地
元
の二
つ
の
医
院
に
通
院
し

て
お
り
、
注
射
の
回
し
打
ち
で
感

染
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

当
時

の
患
者
も
気
づ
い
て
い
た
。

住
民
が
問
題
に
す
る
の
は
医
師

の
過
失
で
は
な
い。
世
界
保
健
機

関

(W
H
O
)
が
臼
年
に
注
射
器

の
使
い
回
し
禁
止
を
勧
告
し
た

が
、
圏
が
現
場
へ
の
幅
逼
や
チ
ェ

ッ

ク
を
怠
っ
て
い
た
責
任
だ。

地
区
に
は
印
年
以
上
も
病
院
で

治
療
し
て
い
る
人
が
多
い
。

か
か

っ
た
医
療
費
は
膨
大
だ
。

猿
島
肝

炎
を
考
え
る
会
の
高
橋
桂
次
事
務 局

長
は
「目
的
は
医
療
費
の
公
費

助
成
だ
け
で
な
い。
同
じ
被
害
が

出
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
未
来

へ
の
提
起
だ
」
と
話
す
。

空
知
管
内
由
仁
町
の
住
民
約
1

0
0

人
も
2

年
前
、
町
内
の
医
院

の
注
射
器
使
い
回
し
でC
型
肝
炎

に
な
っ
た
と
し
て
国
に
賠
償
を
求

め
て
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
。

肝
炎
の
集
団
感
染
地
区
は
由
仁

や
猿
島
に
と
ど
ま
ら
な
い。
函
館

市
戸
井
や
静
岡
市
興
津
、
三
重
県

い
な
ベ
市
な
ど
約
ω
カ
所
も
あ

る
。

い
ず
れ
も
医
療
行
為
と
の
関

係
が
疑
わ
れ
た
が
、
医
学
界
は
長

く
原
因
究
明
に
及
ひ
腰
だ
っ
た
。

医
師
と
し
て
仲
間
を
か
ば
う
意

識
が
働
い
て
い
た
と
い
う
指
摘
も

あ
る
。

感
染
し
た
原
因
さ
え
わ
か

ら
ず
に
亡
く
なっ
た
人
の
気
持
ち

を
患
っ
と
や
り
き
れ
な
い。

J

必
グ
r

斉目
藤き

生;

本
来
人
を
助
け
る
べ
き
医
療

が
、
健
康
を
む
し
ば
む
。

医
原
病

と
い
う

一言
暴
を
知
っ
た
の
は
、
大

学
時
代
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の

思
想
家
イ
パ
ン
・
イ
リ
イ
チ
の
「
脱

病
院
化
社
会」
(
晶
文
社)
を
読

ん
で
か
ら
だ。

〈
医
療
機
構
が
健
康
に
対
す
る

主
要
な
脅
威
に
な
り
つ
つ
あ
る〉

〈
社
会
に
拡
散
し
て
い
る
医
原
的

疾
患
か
ら
社
会
を
回
警C
せ
る
こ

と
は
政
治
の
任
務
だ〉
。
副
作
用

も
そ
こ
に
含
ま
れ
る。

医
原
病
は
残
念
な
が
ら
過
去
の

話
で
は
な
い。
最
近
で
は
副
作
用

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
子
宮
頚
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
も
そ
の
一
つ
だ
。

接
種
後
の
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る

え
や
痛
み
を
見
て
保
護
者
が
立
ち

上
が
り
、
中
止
を
求
め
た
。

だ
が
、

厚
生
労
働
省
の
専
門
寒
議
が
下

し
た
結
論
は
接
種
さ
れ
た
側
の
心

身
の
反
応
が
原
因
だ
っ
た
。

現
段

階
で
は
他
に
要
因
が
見
つ
か
ら
な

い
た
め
だ。

保
護
者
か
ら
み
れ
ば

責
任
を
子
ど
も
に
押
し
付
け
ら
れ

た
思
い
だ
ろ
う。

委
員
に
は
接
種
し
た
方
が
将
来

の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
の
判
断

が
働
い
た。

一
方
、
保
護
者
は
今

日
の
前
に
い
る
わ
が
子
の
体
調
を

心
配
す
る。
議
論
が
か
み
合
わ
ず
、

説
得
材
料
に
は
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
医
原
病
を
伴
う
か
ら

と
言
っ
て
医
療
行
為
そ
の
も
の
を

否
定
は
で
き
な
い。
し
か
し
、
専

門
家
任
せ
で
は
う
ま
く
機
能
し
な

い
の
も
確
か
だ。

イ
リ
イ
チ
は
言
う。
〈
医
師
で

は
な
く
素
人
が
可
能
な
限
り
広
い

視
野
と
有
効
な
力
を
持
つ
べ
き
だ

〉
。
素
人
の
疑
問
が
も
っ
と
医
療

行
政
に
反
映
さ
れ
た
な
ら
ば
「
蟹

崎
」
の
よ
う
な
悪
夢
は
繰
り、毒
。

れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
3

月
げ
日
(
月)
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3/15 -3/21 
〈日付..図率附刷}

15日 ・ 北陸新幹線の新型車両 rE7系J デビュー 「あさ
(土) まJ として東京一長野間で営業連転を開始

- 不明のマレーシア航空機、故憲に通信切断か ナジ
ブ首相会見で明らかに。乗っ取りの哨臨も

16日 ・ 織田夫妻が北朝鮮の孫と初面会、 外務省発表 10~ 
(臼 14日にモンゴルでめぐみさんの娘と

17日 ・ ソチ冬季パラリンピックが閉幕 日本のメダル数は
(月 6(金 3 、銀 1 、銅 2) で前回より 5 偲滅った

・ ベビーシッターに預けた2般児が死亡神奈川県瞥
は18日、 26歳の男を死体遺禁容疑で逮捕

18日 ・ クリミア、 ロシアに併合 9割超がまま成した住民投
(火) 票を受け、自治共和国首相らが凝約結ぶ

• 3大都市圏の地価、 6年ぶり上昇 2014年の公示地
価.不動産市場に投資マネーが流入

・中国の畿申j所、強制連行めぐる提訴を初受理元労
働者らが日本企業 2 祉に損容賠償を求める

・ 浦賀水道で貨物船が衝突 洗没したパナマ鉛軍事の中
国人乗組員初人のうち 1 人死亡、 8人行方不明

19日 ・ 強制送還中の急死に賠償命令東京地設は、入管職
(水) 員が無抵抗のガーナ人を違法に制圧したと認定

トヨ夕 、 12健なで米司法省と和解 2∞9~10年のリ
コールで。支払額は自動車メーカーでは飯大規筏

20日 ・ 原爆症の認定申積却下は違法大阪地強が菌の処分
(木) 取り消す判決。改釘後の新基準も事実上否定

. 201 4年度予算が成立 一般会計の総額は郎』鴎823億
円。 戦後 3番目のスピード成立

幻自 ・ 第86回選綾高佼野球大会が開幕阪神甲子周濠湯で
(金 12日間(休養日合む)の熱戦が始まった

|朝 日 (鯨) ・ 夕刊 I 2014年3月間{土)I 

2014年

3/22 -3/28 
{目付，~目'"問問)

22日 ・中国の強制連行訴録、 原告 1 千人規慌に さらに鉱
(土) 大の可能性も。 日本企業の対応焦点に

・ 高梨沙織がワールドカップ今季15勝目 スキーツャ
ンプ女子の愚終戦も市lし、組合優膨に花を添えた

23臼 ・ 大阪市長選で橋下徹氏再湿大阪都構想の推進巡る
(臼) 出直し選。 投票率は過去飯低、無効票も過去最多

. -.)リーグ史上初の無観客綜合浦和一清水職、サボ
ーターによる釜別的な横断幕問題で歓声カ硝える

24日 ・朝鮮総連本部の売却、 東京地裁が許可高総市の不
(月) 動瞳設資会社が落札。総連は不服申し立て

・ マレーシア航空線、墜遂との見方向園のナジプ首
相がインド津南部で飛行を終えたと発表

25日 ・ G 8からロシア排除クリミア半島を併合したロシ
(火) アの容加停止を米英などG7 が合意

・ 福島県漁連、 地下水放出を容偲風評被害への不安
を抱えつつ、原発の汚染水を前に苦渋の決断

26日 ・ 日米鴎首脳が会談 因縁関係悪化を懸念するオパマ
(水) 米大統領由討中介。対北朝鮮の連機強化を確認

・ 北朝鮮、 ノドン 2発発射 日米豚首脳由幻E朝鮮政策
を論議している殿中。米朝協議を迫る狙いか

・ 渡辺喜美氏lこ8億円 ディーエイチシー会長が渡辺
喜美氏に 8億円を貸したとØ'iE冒した

27日 ・ 梅田さん釈主主 1966$の待国事件で死刑が確定した
(木) 梅田巌さんが、 48年ぶりに釈放された

28日 ・ 南海トラフ地震対策を策定股懸約却方人と想定さ
(金} れる列渚散を1院E聞で 8割減八、国が回線

・猪瀬氏を略式起訴東京地検特使部が、 5 平方円受
領事件で前東京都掬事の猪瀬直加氏を略気起訴

|朝 日 (東京) ・ 夕刊 I 2014年3月 29 日(土) I 

2014年

3/1 -317 
(日付 lõt8õl区縄問}

1 日 ・ 中圏雲南省昆明で無差別殺傷事件刃物による鰻撃
(土) で 2 日までに29人が死亡。当局はテロと断定

• -.) 1 開幕 22季目はW杯イヤー。 3連新をめざす広
島、 8度目の優勝を狙う鹿島などが白星発進

2 日 ・ 三重県朝日町・ 中3殺害、 18歳少年逮繍昨年 8月
(日) の強盗殺人事件で現場近くの高 3少年を逮捕

・マグロ漁船炎上、 船畏ら7人不明 室戸岬神の太平
津上で第8海星丸が炎上。 l 人救助、 3 人死亡

3 日 ・ G7 、 ロシア非雛声明 ウクライナヘぬ軍事行動を
(月) 受け、ロシアのG8追放の可能性まで言及

・ 日朝政府間で非公式協徳間外務省の課長が中国 ・
渚陽市で飽議。位致問題など協議の可能性

・千譲・柏で連続殺傷刺された男性 1 人が死亡。近
くに住む男(24)を強盗殺人容疑で 5 日に逮捕

4日 ・鉄道機情幹部を在宅起訴 北陸新幹線の融雷般情工
(火) 事をめぐり、官製談合防止法違反の罪で

・米が国防基本方針発表予算を抑制する一方、中国
の台頭を念頭に「アジア重視」を掲げる

5 日 ・ 中圏全人代が開幕 国防予算案は前年実績を 1 割以
(水) 上も上回り、 戦後の国際般序維持にも言及

・徳田前復員妨に有罪判決東京地裁が繍洲会グルー
プの公職選挙法違反事件で。父虎雄氏首謀と認定

6 日 ・ 量高裁長官に寺田逸郎氏飯高訟判事が内定、順当
(木) 人事に。政権側、 「介入」鐙える

・米、 ロシアに制裁発動 ウクライナへの軍事的圧力
を強めるロシアに対し、米は資産凍結の制裁

7 日 ・ 佐村河内守さんが謝罪会見 「うそで迷懸かけたJ
(金) と楽曲の代作を謝罪。 障害者手線も返納と報告

|朝 日 (東京) ・ 夕刊 I 20 1 4年3月 8日 (土) I 
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8 日 ・ マレーシア航空の旅客機が消息不明に クアラルン
(土} プール発北京行きで、お9人力満乗

・ソチパラリンピック開幕 45カ国ω0人余りの選手
由1$加。 日本は20人の代表選手が出場

9 日 ・ 出直し大阪市長選が告示橋下徹前市長と新顔 3 人
(日) が立候補。主要 4 党は候補を立てず。 23日役開察

・ ラグピ一日本選手指パナ‘ノニック優勝 2011年度に
チーム名を三洋電樋から変更後は初めて

10日 ・ 2013年10~12月期のGDP成長率を下方修正年率
(月) で前期比泊 . 7%増に。 1%台を割り込む

11 日 ・ 東日本大震災から 3年お万人が避難生活を続ける
(火) 中、午後2 時46分に各地で犠牲者に祈りを跨げた

- クリミア際会、独立宣雷 自治共和国のロシア編入
を問う住民投票に布石。 ウクライナ議会は反発

12日 ・ 春闘で大手企業が一斉回答業縦回復でベースアッ
(水) プ相次ぐ。 製造業の本格的ベアは 6 年ぶり

・ 作家の大西巨人さん死去長編小説 「神盤喜劇J で
旧日本軍の不条理をf苗いた。 97歳だった

13日 ・東芝の妓術、 m国企織へ流出か研究データを渡し
(木) たとして衝視庁が提機先の元技術者の男を逮捕

・ 川内原発を優先審査 申輔中の原発のうち、肢も恩

く審査定終える。今夏にも再稼働の可能性

・浦和に無観客鼠合処分 J1浦和のサポーターが差
別的な繍断幕を婦げた問題で、 J リーグが処分

14日 ・文科省が教科書変更求める神縄県の竹宮町教育蚕
(金) 員会に、地方自治法に基づく初の是正要求

.STAP細胞の作割、 証明できず理化学研究所が
中間報告公表で「論文はずさん」と見解

|朝 日 (東京) ・ 夕刊 I 2014年3月 1 5 日 (土)I 

117 日誌は記事掲鮫期間に準じています.
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日本の歴史がスタートしました。
読み比べシリーズ
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テーマ別に編集。 朝日・産経・日経・毎日・読売の中央紙に加え、北海道

から沖縄までのブロック紙・地方紙85紙より、「今j 注目を集める話題を

タイムリーにまとめて発行します. 切銭き速報とあわせることで、より深

く読み比べできます.

11 Aド の g婦問* *合川 両占:・l' ・I !必

SE 
Japanese Ncwspapcrs Special Edition 
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や、口腔ケアや胃ろうなど、食を通して健康を支えるた

めの記事を鎮めました.
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切彼き速報 『教育版j から子どもの貧困も収録

し、児童虐待の背景をつかむことができる 1 冊1

子どもの虚縛E.
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同利切回遠・・曙穆と安全管理II集IIlJ別冊

車日本大・盟 医療関連記事
.A41目1J72買 1.650円体制 528円+酎
.12事掲髄期間/2011 /3/25-201217/24
機月刊切飯倉速姐 flK療と安全管理総潰腫J ~J陶

子どもの虐待① (2010削 1 月発刊)
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朝日産経日経毎日読売の5大紙と全国のブロック紙。地方紙、専門紙から大晦日元日を中心に

社説ー論説と新聞コラムを総集.r 1 年を締めくくり、新年の流れを掴む」乙とができます.
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社脱・論脱臨み比べ

この 1 年に対する各社の主張や見方の違いな
どを読み比べ 1新たな展望と幅広い視点を身
につけることができます.
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.A4!IJJ 160貰 3.000円団体2，778同+劃
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眼点を楽しむ

『新聞コラム臨み比べ』

本新聞社トップクラスのコラムニストによる
叫也減性豊かな年末年始の情景を楽しむ

*起承転結など文章構造の妙を楽しむ

『全土鋭・箇脱践み比べj

* r大自国日H元日」に各紙が選ぶ局面に対する展望や、

主張の違いを読み比べる

*全国紙。地方紙等の視点の違いを読み比べる
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「祉観・醐慎み比べj tgqiR町 「厳罰コラム臨み比べJ 2.000円
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/ \ ()麟話や挨拶作りに く〉原稿のヒントに

は活用方制 ()社内研修に く〉出張先での話題に

¥ / ()病院の待合室に く〉書き写しの材料に
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